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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「マイノア公こう爵しやくは、今日、ドルラード宮を陥かん落らくさせることになりそうですね」

　朝食の席で、アリーシアが予言する。覚かく悟ごを決めなければならない時が来たのだと宣せん告こくされたのと同じ──カルロは食事の手を止めた。

「マイノア公爵が皇こう王おうになるなら、お母様が帰っていること、他の王様たちに伝えられるわ。みんな大歓かん迎げいするわね」

　弱じやつ冠かん十七歳さいの女王クレーシア──クレアが顔を明るくする。ウェルラント王にして、アングス王でもある。彼女は、カルロの苦く悩のうなど気にかける風もなく、純じゆん粋すいに喜んだ。

　ウェルラント王国は、六民族六王国で構こう成せいされている特とく殊しゆな国だ。アングス国、セルバ国、エドラ国、ヨシュファン国、ギアーナ国、レシュテン国の六王国。六人の王の代表として選ばれるのがウェルラント王だが、各国に対する強きよう制せい的な権けん限げんはない。あくまで自国の王としての自国への権限だけだ。ウェルラント王は、対外的な代表としての意味合いが強い。対内的には、戦いくさなどの緊きん急きゆう的有事で指し導どう力りよくを発はつ揮きしなければならない時もあるのだが、実じつ際さいに強い指導力をもって六王国をまとめるようになったのは、クレアの父、ゴードウィンの時代になってからのことだ。ゴードウィンが戦で亡なくなり、アングス王位を継ついだのがクレアだ。その時、アリーシアは、ドルラード皇国に捕とらえられていた──。

　同じ陸を二分する国家同士、北のウェルラント王国と南のドルラード皇国は、長いこと対立してきた。王国は防ぼう衛えいに力を入れて強固な要よう塞さいを作り、皇国は北の地も併へい合ごうしようと侵しん略りやく戦せん争そうを仕し掛かけた。そんな中、皇国はアリーシアを誘ゆう拐かい。これが十七年前のことになる。

　大だい精せい霊れいカミアスに愛されし姫ひめ君ぎみと言われ、予言という特殊能のう力りよくを持っていたアリーシアは、皇国にとっての脅きよう威いだった。彼女は皇国に連れさらわれ、異い端たんの姫として処しよ刑けいされた──そう公表されたが、実際は、皇王の右みぎ腕うでと言われていたマイノア公爵が、彼女を預あずかり監かん禁きんしていた。大精霊に守しゆ護ごされている彼女を無む闇やみに殺すことなど出来なかったのだ。

　そして、クレアの母──アリーシアを取り戻そうと動いたのが、カルロである。マイノア公爵の末息子むすこロルフを通じて、監禁している公爵と取引をした。結果、彼女は国に戻もどってきたが、秘ひ密みつ裏りに行なわれたことで、彼女がここにいることは公おおやけにはなっていない。

　カルロが取引をした当時、マイノア公爵は、皇王に謀む反ほんを企くわだてていた。しかし、表立って皇王命令に反し、アリーシアを解かい放ほうするようなことは出来ない。ゆえに、彼が皇王の地位を手に入れるまで、彼女が祖そ国こくへ帰っていることを秘密にしておくこと、それが取引の条じよう件けんの一つとなった。現げん在ざい、彼女がここにいることは、アングス王宮内だけの秘密だ。

　ドルラード皇国では、マイノア公爵による政権奪取クーデターが始まっていた。老ろう齢れいの身で皇王に就つこうと動き出した背はい景けいには、彼自身が、かつて現在の皇王との皇こう位い継けい承しよう争あらそいに敗れたということもあるが、その後は皇王との良好な関係を築きずいて仕えていたことを鑑かんがみれば、皇王と彼の末息子ロルフとの対立が原げん因いんであることは明らかだ。

　公爵が、従弟いとこの皇王位を奪うばって国に君くん臨りんする日を、カルロたちはずっと待っていた──その日が来たならば、このウェルラント王国とドルラード皇国は「和平」に向けて動き出すことが約束されている。望ましいはずのこと。しかしカルロは、一人浮うかない顔をする。

「そうそう、ネロス様。誤ご解かいのないように申しておきますわね」

　アリーシアが、カルロを見て、そう話しかける。

「マイノア公爵は、皇王にはなりませんよ。新皇王の名は、ロルフです」

　アリーシアの強い視し線せん。彼女も分かっているのだ。これで和平は結ばれたようなものだ、と。そして、そのことで持ち上がる新たな問題も。カルロが頭を悩なやませているその理由も。

「ロルフさんが皇王になるなら、ますますいいじゃない！」

　そう叫さけぶクレアに、カルロも一ひと先まず賛さん同どうする。先の取引の折、約束をした相手はロルフだ。皇位を奪だつ取しゆした暁あかつきには、共に和平の道に進もう、と。ロルフが皇王である方が、より確かく実じつに実現する。好ましい状じよう況きようにある。だがしかし、カルロは、顔を歪ゆがめて吐と息いきを漏もらす。

　──このままではいけない……。和平条約が締てい結けつするようなことになった場合、自分の身に何が起こるのかを、考えないわけにはいかなかった。今のままクレアに仕え、彼女と共に歩んでいくためには、どうしても解決しておかなければならないことがある。

「では、さっそく宴うたげの準じゆん備びを致いたしましょうよ」

　カルロの曇くもりゆく顔とは関係なく、和平という明るい未来を前に、食しよく卓たくはより華はなやかな空気に満ちていく。宴だと、両手を口元辺りで合わせ、嬉き々きとして微笑ほほえむのは、かつてアリーシアの侍じ女じよとして仕えていたニーナ・ファゼス。家庭に戻っていた彼女は、アリーシア帰国後、宮仕えの仕事に復ふつ帰きした。まだ日は浅いが、仕事にはすっかり馴な染じんでいる。

「ニーナ、おまえが宴を取り仕切ってみるか？」

　夫ファゼスに言われてニーナは、高こう揚ようする気持ちを抑おさえ切れずに身を乗り出した。

「よろしいのですか？」

　ファゼスは、クレアの祖そ父ふの代から王家に仕え、ゴードウィン王治世では、彼の第一の側近として、友として、王を、国を支ささえ続けた忠臣だ。その働きぶりは、今も健けん在ざいである。

「おまえは落ち着きがないから……どうにも頼たよりないことではあるが」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。ネロス様にも助言いただきますもの」

　カルロを見て、ニーナは親しげ、かつ意味ありげな笑みを浮かべる──熱い視線と共に。

　カルロは、苦く笑しようを返した。何も怪あやしい間あいだ柄がらなわけではない。ただ彼女は、ちょっとした演えん技ぎをして、夫の気を引こうとしているだけだ。対してファゼスは困こまった顔をするばかり。妻が望む言葉を、彼が一言でもかけていれば、こんなことにはならないのであろうに。

「カルロは私の側近なんだよ。忙いそがしいんだからねっ」

　ニーナの視線を気にして、真まっ直すぐな妬やき方をするクレア。そんな彼女がかわいくて、同席している四人は、一いつ斉せいに笑い出すのだったが、本人は──。

「助言求めるなら、専せん門もんの官かん吏りがいるんだから、そっちにお願い」

　笑われている意味が分からなくて、カルロを盗とられないように必死だった。ますます笑われると、クレアの怒いかりの矛ほこ先さきは、カルロに向く。

「何笑っているのよっ。さっきからカルロ、しゃべらないし」

「食事したり笑ったり、忙しくて話す暇ひまがないんだ。あまり強要しないでくれ」

「だから何で笑っているの？」

「食事がおいしいから、かな」

「噓うそ！」

「噓ではない。こうして大おお勢ぜいで食事をする習慣がなかったものでね。だから格かく別べつおいしい」

「ふーん、ま、分かるからそういうことにしておくわ」

　大勢とは言っても五人だったが、カルロにとって、心温まる時間であることには違ちがいない。五人は、まるで家族のようで──。

　アリーシアが帰国した当初、彼女とクレアに、誘さそわれるままに三人で食事をしていたカルロだが、母子の間に挟はさまれ、妙みような緊きん張ちよう感に苛さいなまれて、苦肉の策さくとしてファゼスを呼よんだ。ならばとアリーシアがニーナに声をかけ、そうして五人で揃そろうようになる。

　結果として、賑にぎやかで明るい食卓の風景が、日にち常じようとなった。

「ネロス様、そのように気負うことはありませんわ。ネロス様なら、幾いく多たの受じゆ難なんも、必ずや振り払うことが出来ますもの」

　それはつまり、幾多の受難が降り注ぐというアリーシアの予言でもあった。にっこりとする彼女の能のう力りよくを少々恨うらめしく思いながらも、カルロとしては静かに苦笑を返すしかない。半ば諦あきらめて、食事を再さい開かいする。もはやまともに喉のどを通らない。

「え？　受難？　カルロったら、また罰ばち当あたりなことをしたの？」

　冗じよう談だんだと思っているのか、クレアは無む邪じや気きに笑った。カルロは深く吐息を吐ついた──。

「私はそんなに罰当たりなことをしているのか……」
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　アリーシアの予言は的中した。後日、アングス王宮に届とどいた一通の書しよ簡かん。それによると、マイノア公爵が旗はた頭がしらとなっての皇位奪取だったにも拘かかわらず、実際に皇位に就つくことになったのは、ロルフだった。皇国に招しよう待たいし、和平締てい結けつの調印式に関して、具体的に調整を図はかりたいというロルフ直々の申し出と共に、皇王即そく位い戴たい冠かん式しきの招待状が同どう封ふうされてきた。

「是ぜ非ひネロス殿どのに、というロルフ皇王からのお誘さそいですが……どうしたものですかね」

　ファゼスに問われて、カルロは唸うなり声を上げた。ファゼスの執しつ務む室しつで、椅い子すに深く腰こし掛かけた二人が、気だるそうに背せもたれに寄よりかかり、重い頭をやっと支えていた。

「ロルフ殿の戴冠式への列席です……断ことわるわけにはいかないでしょう……」

　カルロは言った後、再ふたたび唸り、それを受けてファゼスも唸った。唸り声で溢あふれてしまうのではないかというほど、長いこと唸り合っていた部屋に、イルマが入ってくる。重苦しい空気に、何事かという顔をして、

「何？」

　本来ならば、お呼びでしょうか、とか、参上致しました、とか、何かしらの挨あい拶さつがありそうなものだが、彼には元来、儀ぎ礼れい的なものが一切欠けている。カルロと同じ二十八歳さい──いい年した大人が、と反感を買うこともしばしばだが、イルマには、改めようという気さえない。護ご衛えい官かんとして王宮に仕えているが、何かと便利に使われている男。

「とりあえず、イルマを呼んでおきました」

　ファゼスが言う。とりあえず、という辺り、やはり便利屋的存そん在ざいということだ。

「とりあえず、イルマが護衛に同行するということですか」

「礼れい儀ぎ作法に難なんはありますが、ロルフ殿とも面めん識しきもあることですし」

　互たがいに頷うなずき合い、同時に深い溜ため息を吐つく。先の取引では、イルマも護衛として、カルロとロルフの話し合いに立ち会っている。

「だから何？　どうしたら二人してそんなに暗くなれるんだよ」

　そこでカルロが、重そうに頭をもたげて、ロルフ新皇こう王おうが立ったことを説明する。

「よかったじゃねぇか。これで和平交こう渉しようが進む。もうドルラードとの戦いくさはなくなるんだろ」

「その点に関してだけ見れば、素す晴ばらしいの一言に尽つきるわけだが……」

「何か問題があるのか？」

「ドルラードにしても、我わが国との戦は、面めん倒どう事ごと。世界最大のラゼ大陸の国家に侵しん略りやくし、海を越こえて領りよう土どを広げている時に、足元で戦するのは好ましくないからな。だが、あくまでウェルラントは侵略征せい服ふくすべしと主しゆ張ちようする者も必ず皇国にはいる。いくらロルフ殿が皇王でも、独どく裁さい的に和平を推おし進めるのは困こん難なんだろう。我らにとっても交渉は、生ぬるいものではないということだ。我々の方で何らかの悪条じよう件けんを受け入れる準じゆん備びが必要となる」

「悪条件なんて突つっぱねればいいだろ」

　嘆息したカルロが、まあ座すわれ、と声をかける。イルマは、カルロの隣に腰こし掛かけた。

「問題は、ラゼ大陸の支し配はいを目もく論ろみ、皇国と対立し続けているイリアーラ帝てい国こくが、この和平をどう思うかということだ。帝国とウェルラントの同どう盟めいが成り立っているのは、敵てきの敵は味方だという論ろん理りによるものだ。だがウェルラントが皇国と終戦したら、帝国は我が国が裏うら切ぎったと解かい釈しやくし、これまでの同盟を破は棄きして攻こう撃げきしてくるかもしれない」

「ひー、そりゃあ、おっそろしい。でも、おまえの頭ず脳のうでちゃちゃっと追い払はらえばいいし」

　呆あきれたように、何度か首を横に振ふると、さらなる息を吐ついてカルロは、イルマを睨にらんだ。

「追い払うも何も、この国にそれだけの戦力がなかろう。ドルラードと共同で戦うことになる。そうなれば皇国は、こう言うだろう。我が国が守ってやっているのだ、と」

「そりゃあむかつくな」

　そうだな、と一いち応おう相あい槌づちを打ってから、さらに説明を加える。

「だが実際、皇国軍ぐん艦かんなくして帝国は破やぶれない。和平を結ぶということは、皇国にとってはウェルラントという荷物を背せ負おうことでもある。だが、我が国と戦わずに済すむことで得られる利り益えきも大きい。そこをどう天てん秤びんにかけるかで、こちらに要求してくる悪条件の程てい度どが決まる。常つねに優ゆう位いを保たもとうとする姿し勢せいで交渉に臨のぞんでくることは言うまでもないが」

「何だか嫌いやらしいな」

「政せい治じに駆かけ引きはつきものだ。ウェルラントも、帝国か皇国か、どちらにつくのが得なのか検けん討とうしなければならないわけなんだが……」

「イリアーラ帝国か……ウェルラントの親分みたいなもんだしな。でもよ……ウェルラントにとっちゃあ、ドルラードが攻せめてこないっつうなら、こっちの方がいいだろう。やっぱり、遠くの国より近くの国と仲良くする方がいいんじゃないの？」

　それも一理ある、とカルロは頷いた。

「ウェルラントを最も苦しめているのは、ドルラードとの国こつ境きよう線での戦だ。ドルラードと仲良くなれるなら、それに越したことはない。イリアーラが攻めてくるようなことがあっても、ここは海に囲まれている。ドルラードが、常にイリアーラを海で叩たたいているように、海で勝利をもぎ取れば、ここへ兵を上げず国土を戦場としないことも可か能のう──皇国が手を貸かしてくれればの話だが。陸戦と海戦での被ひ害がいを考えれば、民たみにとっては、海戦をして国を守ってくれる方が有り難がたいだろう。その意味では、皇国が味方につけば、問題ない」

「問題ないじゃねぇの」

「いや、だから……。皇国はどんな見返りを求めるだろうか。金、人、色々考えられるが、それがどの程度のものになるのか、未知数だ。帝国と比くらべても、皇国は、かなり悪名高い侵略国家。共に侵略戦争に加か担たんしていくことになる。結果、この国の兵へい役えきも、これまでよりもずっと危き険けんで過か酷こくなものになることが予よ測そくされる」

「確たしかに問題だな……でも、あのロルフって奴やつが皇位につくなら、これまでの体たい質しつは変わるだろうぜ。結けつ構こう平和的な奴じゃんか。希望は持っていいんじゃねぇの？」

　それも一理ある──とカルロはここでも頷いた。それから溜め息。そして、

「しかし、希望ねぇ……イルマ、意外に真まっ直すぐな奴だな」

　笑い出す。陰いん鬱うつだった場の空気が自然と晴れていく。

「んだよ、バカにしているだろ」

　いつまでも笑っているカルロを見ながら、ファゼスも一いつ緒しよになって笑う。が、ファゼスは、すぐに真顔になってイルマに言った。

「最大の問題は、戴冠式にはネロス殿どのに出席して欲ほしいと、指名があることなのですよ。皇国訪問の目的は、和平会談の具体的調整を進めることです。全ぜん権けんを委ゆだねるに値あたいする人物に行ってもらわなければなりません。やはりネロス殿ということになるわけですが……」

「いいじゃねぇか。いきなり襲しゆう撃げきしてくるような真ま似ねはしねぇだろ。前も裏切らなかった」

　互たがいの信しん頼らい関係に基もとづき、取引を滞とどこおりなく行なった──という前回の話し合いの実じつ績せき。それは、今後の信頼、安心に繫つながるものであることは間ま違ちがいない。

「だいたい、ネロスに護ご衛えいなんていらねぇよな」

　笑い出したイルマだが、カルロとファゼスの神しん妙みような顔つきに、笑いもすぐに引っ込んだ。

　ファゼスは息を吐ついて、カルロを見た。カルロは頷いて、イルマを見る。

「私が行くということが大問題なんだ。だが、名指しされている以上、無む視しは出来ない。先の交こう渉しようのこともある。見知った顔が行く方がいいだろう。ロルフ殿に会いたいとも思う」

　現げん在ざいカルロの地位は、微び妙みようなものだった。この国での立場というなら、それは強固なものになりつつある。だが元々は、イリアーラ帝国からやって来た新参者、異い教きよう徒とだ。王宮に住まい、女王に仕えていいだけの身分にはない。誰だれもが納なつ得とくする形で彼が留とどまれるように計らったのは、ファゼスだった。ファゼスの力で、カルロは三つの官かん職しよくを与あたえられた。

　まずは、国王次席顧こ問もん。王国の頭ず脳のうとしての役やく割わりを果たす職だ。王への助言など、側近としての権限は強い。政治の場において、王は絶ぜつ対たい的拒きよ否ひ権けんを持っているため、その王を操あやつることの出来る立場にあるということで、格かく別べつな地位とされている。次席顧問カルロの上には、最高顧問であるファゼスがいる。

　次に次席外相。先のアリーシア奪だつ還かんの折の交渉、活かつ躍やくが買われての就しゆう任にんだ。ちなみに、上の地位である主席外相──こちらも、ファゼスだ。

　そして祭さい祀し官かん主しゆ任にん。これは、活躍によるものではなく、異民族、異教徒であるカルロが、この国の人間として認みとめられる、この国の人間となるための改かい宗しゆうを示しめすため。精せい霊れい信しん仰こうにおける祭祀に関かかわることで、彼がこの国の文化や風俗に身を置いているという証しよう明めいになる。

　こうして要職に就ついたカルロは、伯はく爵しやく位いも与えられ、アングス貴き族ぞくネロス伯爵として王宮で堂々と暮くらし始めた。そして、ファゼス同様、国全体に目を光らせて、精力的に国と女王に仕えているわけだが、さらに彼の立場が微妙なのは──。

「実は、私はイリアーラの貴族なんだ」

　突とつ然ぜんの告白に、イルマは口をあんぐり開け、しばし言葉を失った。やっと声にしたのは、

「あん？」

　それしか返せない。一度はのみ込んだはずの事じ態たいが、実はより複ふく雑ざつなものなのだと、頭の中で目まぐるしく変化していく事じ情じようを、イルマは必死に追っていかなければならなくなる。和平が成功した時、帝てい国こくが激げき怒どする事態──帝国に不ふ利り益えきをもたらした張ちよう本ほん人にんが、イリアーラ貴族であるカルロ・ネロスということ──。帝国は、『手下』であるはずのウェルラントが、敵てきである皇国に寝ね返がえってしまうことを、決して許ゆるさないはずだった。

「おまえ、まずいじゃん」

「だからさっきから問題だ、と……」

「っつうか、何でおまえ、イリアーラの貴族？」

「生まれた時からそうだったから仕方ないな」

「なんでおまえがここにいるわけ……」

「帝国官位を辞して、行商人をしている時に、クレアと出会った。彼女とここへ来て、そのまま成り行きでというか……彼女に、女王に仕えているってわけさ」

　クレアは、先王ゴードウィンの娘むすめとしてではなく、帝国オスハン地方のベルロイド伯爵家の娘として育てられていた。父王の死をきっかけに、国に呼よび戻もどされて女王となったが、彼女にしてみれば降ふって湧わいたような話であった。即そく位いを阻はばもうとする者によって狙ねらわれていた彼女を、このウェルラントまで送り届とどけたのが、カルロである。

「貴族だろうと何だろうと、ばれなきゃいいんだろ。どうせばれないって。世界最大の帝国イリアーラの貴族なんぞ、ごまんといる。いちいち顔なんて分かりゃしねぇ」

　そうは言ったものの、イルマは、ばれそうだな、と思っていた。こんなにも目立つ男がいるだろうか。才気に溢あふれ、どこにいようと世界の光を一身に受けて輝かがやいているような、そんな存そん在ざい感で他を魅み了りようしている男が、帝国内で名を馳はせていなかったはずがないのだ。

「それに……」

　カルロは口にして、息を漏もらす。それに……和平会談を前にして……とは、縁えん起ぎが悪い。過か去この因いん縁ねんというやつだ。呪のろわれるのではないのか──そんな嫌いやな予感がした。クレアと引き裂さかれてしまうような気がしてならない。

「それに、何だ？」

「いや……。イルマ、ドルラードへ発たつ準じゆん備びをしておけ」

「うぃっす」
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　ウェルラントの他の王も合意の上で、カルロは全権大使として皇国へ向かうことになる。

　カルロは、自分で行くと決意した──逃にげ隠かくれしているわけにはいかないのだ。和平交渉をするのは、国のためであり、他ならぬ女王クレアのためなのだ。辞じ退たいなどあり得ない。

　カルロ率ひきいる使節一行は、合計五十人で組まれ、出発の準備が進められた。使節の内訳は、カルロの補ほ佐さとしての外がい務む官かん吏りが二人、書記係など数名の官吏の他、護ご衛えいの騎き士し、同じく護衛を主な任にん務むとするイルマや、彼の仲間、そして、世話役の女官たちだ。

　明日には出発──その最終準備を終えた深夜、カルロは自室に戻った。寝しん室しつに女王がいることなど知るよしもなく。

「遅おそかったね」

　扉とびらを眺ながめながら、寝台に腰こし掛かけていたクレアが、カルロに走り寄よる。待ちくたびれたという表ひよう情じようで、「今こん晩ばんは早く休むって言っていたのに」と口を尖とがらせた。

「色々とあるんだ。で？」

「何、その冷たい言い方……」

「夜よ這ばいするなら、男の方がするものだろうと思って」

　さらりと言って笑うカルロを、クレアは、もう、と言いながら睨にらむ。

「カルロは夜這いなんてしないもん」

「して欲ほしいのか？」

「……なんか、イルマさんの影えい響きようでカルロ、嫌いやらしくなってるし」

　嫌らしいの言葉にカルロは、ほんのちょっとだけ傷きずつきながら息を吐つく。

「男なら誰だれでも……という話はともかく……何の用だ？　まさか一いつ緒しよに行きたいなんて、言い出さないだろうな。君はいつもそうだから」

「行くって言ってもいいの？」

　ぱっと明るい表情をする。

「駄だ目めに決まっている。和平締てい結けつ後の国交回かい復ふくの折には、王同士、一度は訪ほう問もんし合うことになろうが、その前に君が行くのは危き険けんだ。国の威い信しんにも関かかわる。大人しくしていてくれ」

「分かってる。でも、本当に帰ってくる？　今、夢ゆめを見た……カルロが帰ってこない夢……」

　不安げに言って、滲にじむ涙なみだを、クレアは自分で拭ふいて顔を上げる。

「その夢は、大だい精せい霊れいに愛されし姫ひめ君ぎみが見た予言なのかな？」

　からかうように言って、彼女の顔を覗のぞき込こむ。

「……私、お母様と違って、予言の力なんてない……でも嫌な感じする……どうしてもカルロじゃなきゃ駄目？　ファゼスさんでもいいじゃない……ロルフさんと面めん識しきがある人が行くのがいいのは理り解かいしている。だから、カルロじゃなくても、ファゼスさんが……」

「もう決めたことだ。ロルフ殿どのの友として行きたい。彼に会って話したいこともある」

「そんなにこの国を出たいの？」

「そういうことではない」

「でも……でもね、カルロは、ここを出て……もう帰ってこないかもしれない……だって夢の中でカルロ、女の人と……」

　それはただの被ひ害がい妄もう想そうではないのか、とカルロは言いたかったが、やめた。

「カルロ、女の人と結けつ婚こんして、王様になるの。それで、私とは……ウェルラントとは敵てき対たい関係になって、戦うんだよ。それで、カルロは死んじゃうの……弾たまに当たって、お父様みたいに死んじゃうの……こんな変な夢を見たのに、いってらっしゃいなんて笑顔で送れない」

　いきなりそんなことを言われて、カルロも困こまった──アリーシアの予言よりは信しん憑ぴよう性せいがないものの、クレアに言われても脅おどかされることには違いない。

「ええと……それはつまり、私が皇国へ行き、皇国の女性と結婚して……例えば、新皇王の血けつ縁えん者しやとかになるのか……それで皇位を奪うばうなり自然に手に入れるなりして皇王となった私は、和平の話を反ほ故ごにして、ウェルラントを敵として戦いくさを挑いどみ、君と戦うってことか？　その戦で私は、弾に当たって死ぬ、と」
















「そんな具体的な夢じゃなかった。でも、カルロが結婚する女の人は、若わかくて綺き麗れいだった」

「それは君よりも？」

　冗じよう談だんっぽく言うカルロを、クレアはバカバカと言いながら胸むねを叩たたき、睨む。

「真ま面じ目めに話しているのっ」

「だから真面目にされると困るんだが。あまり本気で話されると、その予言は偽いつわりだと、アリーシア陛へい下かに否ひ定ていしてもらわないと気が気でないだろう……私は時空を超こえる不思議体験をしてから、神の存在とか、予言とか、『なくはない』くらいにしか思っていなかったのを、まともに信じるようになったんだ。だから脅かさないでくれ。少なくとも君以外の女性と結婚するということは死んでもあり得ない……つまり、だから私は死ぬってことか」

「いやいやいや。そんなの違うもんっ」

　泣き出すクレア。

「疲つかれているんじゃないか？　それで変な夢を見たんだ。そう思おう」

「ねぇカルロ、一緒に寝ねてくれる？」

　それはどういう意味で？　カルロはからかおうとしたが、そういう余よ裕ゆうもなくて、反はん応のうできなくなる。かつて和平会談へ向かおうとした前の晩──二千年前、同じように国を代表して出発しようとした前の晩に──クリムと……クリムエラ女王と同じ寝台に横になって、別れの時を迎むかえた。同じ魂たましいを持つ、生まれ変わりの女王クレアと同じ行こう為いをしたらどうなるのか。縁起でもないとしか言いようがない。やはり呪のろわれた結果になりそうで──。

「嫌なのね……」

　下を向くクレア。

　結局カルロは、クレアと共に布ふ団とんに入り、共に寝ることになる──。二人で寝台に横になってすぐ、クレアは、ぱかっと起き上がって、カルロを覗き込む。

「ねぇ……絶対に帰ってくるって、私の敵にはならないって……約束してくれる？」

　仰あお向むけのままクレアを見つめ、当然だ、と答えるカルロ。

「カルロ、私以外の女性とは結婚しないって言った。じゃあ、私とは結婚してくれるの？」

「君が望むなら」

「そうじゃないよ。カルロはどうしたいの？」

　──クレア……いきなりそんな目をしないでくれ……。

　突とつ然ぜん、告白プロポーズを迫せまられるとは思ってもなかったカルロは、言葉に詰つまり、まるで心の準じゆん備びが出来ていなかったことを反省する。そう言えば……と思う──かつてゴードウィンは、アリーシアに告白をして結婚したという話を、何度もクレアに聞かされた。それはつまり、そうして欲しいということだったのではないか……。

　──ゴードウィン王は、彼女になんて言ったんだ？

　目が回りそうな気がするほど回転する頭──ほとんどは空回りで、カルロの思考は、止まっているのと同じだった。それでも、どうにか少しずつは考える。

　クレアはもうすぐ十八になる──法ほう律りつ上は大人になる年ねん齢れい……それでもまだ十八だ……結婚に夢を見る年とし頃ごろなのではないか……。例えば、告白を意い識しきするように……何か気の利いた言葉をかけなければならないのではないだろうか……。

　──結婚しよう。この単たん純じゆんな一言で許ゆるしてくれるのだろうか……。たとえ許してくれるのだとしても、安あん易いに言えない──クレアは王なのだ。軽々しく口に出来ない。結婚を望んだところで、周囲の貴き族ぞくや、民たみの理り解かいが得られなければ、実じつ現げんは難むずかしい。

「カルロは、私のこと子こ供どもだと思っているから……そんなこと考えたことなかった？」

「君のことを子供だと思ったことはない……ただ……君は王だから……」

「王だから何？　カルロが私を王にしたんだよ。アングス王は成り行きでなったけど」

　ウェルラント王には、精せい霊れい信しん仰こうの謂いわれから、女性はなれないはずだった。ウェルラント王の存そん在ざいは、六王国が一つの国家である証あかしでもあり、対外的な顔となる特別な王だ。何もクレアの父が王だったからという理由で世せ襲しゆうできるものではない。女性であり、しかも十七という若さのクレアが王の座につけたのも、カルロの策さく略りやくがあってこそだ。

「私が王の地位にあるからって理由でカルロが……そんなの……どんどんカルロが遠くなるなんて変だと思わない？　カルロがドルラードへ行ったら、もっと遠くなって……」

　再ふたたび大おお粒つぶの涙なみだを零こぼし始める。カルロも起き上がって胡坐あぐらをかき、向かい合う。

「離はなれた場所であっても、離れた時間であっても──私たちの思いはいつも一つだ」

　それからカルロは、決意して口にする。

「私たちの間を阻はばむものがあるのなら、それを乗り越こえていかなければならない。そのために行くんだ。そう、君にしっかりと告白できる環かん境きようを整えるために。だから、帰ったら必ず君に思いを伝えよう。だから君はここで、何も心配しないで待っていればいい」

「……そうだね……うん、無事に帰ってきてね」

　笑顔で言って、クレアは再び横になった。カルロも一いつ緒しよに布団に入って──。

　カルロは一いつ睡すいも出来なかった……いきなり不幸が襲おそってきそうで、何に警けい戒かいしていいのか分からないというのに、常つねに緊きん張ちようの中にあって、警戒心を解とくことなく朝を迎むかえる。

　無事に二人で朝を過すごせることに感かん謝しやしつつ、朝食の席で、アリーシアに問う──。

「大精霊カミアスの声が聞こえましたか……皇国へ行くに当たり」

「いいえ、何も」

　急に何を言い出すのかとカルロを見る。

「お告げを気にするなんて、ネロス様らしくありませんのね」

「言われてみればそうですね」

「カルロ、気にしないで。もう変な夢ゆめ見なかったから」

　クレアはすっかり忘わすれていたという様子で、にこにことしている。

「ああ、忘れることにする……」

　気にしないことにしようと、カルロは心に強く思う──が、却かえって気になってしまって、胸むねに何かがつかえたように気持ち悪くなるのだった。







　第一章　盟めい約やく
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　鈴すずの音？　小さく響ひびく音。カルロは、音に気づいて振ふり向いた。

「カルロ、これ、御お守まもり」

　クレアが走り寄よる。

　使節出発直前のこと。全員が揃そろったというイルマの報ほう告こくを受けて、みなの待つ集合場所へ向かっていたところだ。カルロは立ち止まり、クレアに対面した。共にいたイルマが、気を利きかせて先へ行き、離はなれた場所で待つ。

　クレアが差し出したのは、金と銀の鈴。記き念ねん鈴すずと呼よばれているものだ。ゴードウィンとアリーシアの結けつ婚こん式しき典てんの時に製せい作さくされたもので、金の鈴は王を、銀の鈴は王おう妃ひを表していて、二つの小さな鈴が一ペ組アになっている。鈴には、それぞれの頭文字イニシヤルが小さく刻こく印いんされている。

「無事に帰国し、約束通り、君に告白プロポーズさせてもらうよ」

　ありがとうと言って受け取ると、カルロは、それを腰こしにつけた。どこぞの若わかくて綺き麗れいな女じよ性せいと結婚した上に、戦いくさに参加して死ぬ──クレアの見た夢ゆめ──そんな未来を少しでも変えたいという思いが込こめられていることを感じた。

　ウェルラントの六か国では、王の婚こん儀ぎの際さい、鐘かねを手に持った祝福者たちが、ウェルラントの森までの道を並ならび、それを揺ゆらして鳴らし、森へ見送るという風習がある。鐘は、ウェルラント宮に保ほ存ぞんされており、婚儀の時に使われる特別なものだ。そして婚儀の後、国内を行進パレードする王と妃きさきを、民たみは、ウェルラントの鐘の代わりに、鈴を鳴らして祝福する。記念鈴が作られるようになったのは、民が鈴を鳴らして祝福を始めたのがきっかけだ。鈴の音は、民の愛あい情じようの音色でもある。

　だから、記念鈴は、平和を強く意味するものでもある──民の愛情の証あかし。和平交こう渉しようの下準じゆん備びに向かうにはふさわしい御守りだ。

「国の平和を、民の平和を守る。君は心配しないで待っていてくれ」

「うん。信じてる」

　クレアの笑顔。ちょっとだけ寂さびしそうな──。

「私も後から、ファゼスさんとお見送りに行くからね」

　クレアと別れて歩き出したカルロに、イルマがニヤリとして言う。

「俺おれはそんなの渡わたされちゃ堪たまんねぇな」

「だろうな。いちいち持たされたら、おまえはいくつぶら下げなければならなくなるんだ？　全身鈴だらけになって、人だと認にん識しきできなくなるかもしれない」

　笑い出すカルロ。苦笑いするイルマ。

　そうしてアングス王宮に集まった使節は、クレア女王を始めとする各国の見送りの中、ドルラード皇国に向けて出発した──。

　一行が皇国に入ったのは、十日後のこと──国こつ境きようとなっている川を越こえるのに、橋の大門のところで新皇こう王おうよりの書しよ簡かんを見せる。そこには番号があり、それが、皇王が招まねいている本物の使者であることを証しよう明めいする。国境警けい備びの人間が書簡を確かく認にんし、ようこそと挨あい拶さつ。皇国側からの迎むかえの使者と共に、ドルラード宮きゆう殿でんへと向かう。

　さらに十三日を経へて到とう着ちやくした宮殿では、改かい修しゆう工事の真まっ只ただ中なかだった。いや、そうではない──破は壊かいされた宮殿を直しているのだ。それでも、案内された王宮は、宮殿の中ほどにあるためか、破壊された跡あとはない。代わりに、焼け焦こげた跡、掃そう除じしきれていない煤すすなどで、元来の壮そう麗れいさを失っていた。攻せめ込まれた前の皇王が、火を放ったためと思われる。

　慌あわただしい王宮内。雑ざつ然ぜんとした空気。

　ひでぇな、とイルマが呟つぶやいた時、ロルフが姿すがたを見せ、足早に近づいてきた。

「ようこそ、ネロス殿どの！」

「お久ひさしぶりです」

　堅かたく手を握にぎり合う。カルロが、「皇王陛へい下かにあらせましては……」と使節代表としての挨拶をしようとしたところで、

「陛下などという呼び方はお止やめ下さい。これまでのようにロルフ、と」

　ロルフは、人ひと懐なつこさを感じさせる笑顔で言った。カルロも微笑ほほえみ、改める。

「ロルフ殿の皇王即そく位い、心からお喜び申し上げます」

「交渉がうまく行かず、急せいて攻せめ入った結果がこの有り様でして……落ち着かない環かん境きようかもしれませんが、長旅でお疲つかれでしょう、部屋にご案内致いたします」

　カルロに言った後ロルフは、顔見知りのイルマにも、笑顔を向けた。
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　四人の兄がいるにも拘かかわらず、末息子むすこのロルフが皇位に就くに当たり、話し合いがなされたのは言うまでもない──結果、人望も厚あつく、政せい策さく通とも言われ、民にも人気の高いロルフが選ばれた。カルロとさほど年の離はなれていない青年。三十二の若わかさだ。

「ネロス殿、これから、お時間いただけますか」

　使節到着後の歓かん迎げいの晩ばん餐さんの後になる。ロルフからの誘さそいに、カルロは快こころよく応おうじ、彼の私し室しつに同行した。カルロも、最初からロルフとは、形ばかりの埒らちの明かない協議ではなく、じっくり話したいと思っていた。彼の協力なくしては、成そうとしていることを成し得ない。これまで以上に親しん密みつな関係になりたいと願っていた──例えば、イリアーラ帝てい国こく貴き族ぞくカルネロス侯こう爵しやく家けの当主であり、帝国陸軍中ちゆう将じようであったことを告げられるくらいに。

　顔を突つき合わせて見つめ合う。何かを企たくらんでいて、重要な話をしたいのだということは、互たがいに見て取れた。先に口を開いたのはロルフだった。

「講こう和わ条じよう約やくの段だん取どりや内ない容ようの細かい調整を、担たん当とう大臣を交えて行なう前に……是ぜ非ひ、ネロス殿と、と思いまして」

　それからロルフは単刀直入に、

「世界帝国、世界国家の建けん設せつが、私の夢ゆめなのです」

　そう口にして、カルロを驚きよう嘆たんさせた。

「それはまた……」

　嬉うれしさと心強さにカルロは微笑んだ。それが意味するところを、理り解かいしたのだ。

　両国和平に際し、夢への足がかりとなるそれを実現させるべく、ロルフは語り始める。

「私の植民地政策で、最も評ひよう価かされたことといえば、一いつ般ぱんに言われているように、大規き模ぼ農園や大規模工場の体系システムを確かく立りつして利り益えきを生み、国や民たみに富とみをもたらしたということより、貨か幣へいの統とう一いつと流通を整えてきたことにあると自分では考えています」

　カルロは大きく頷うなずいた。そこにこそ、帝国の植民地政策との大いなる違ちがいがある。

「ロルフ殿のお考えは、もしかして、両国の貨幣を完全統一することで、運命共同体になろう、ということですか」

　彼のしてきた政策の意図を読んで、カルロはそう指し摘てきした。

「その通りです。和平が形けい骸がい化かすることを恐おそれての対策と思われたくはないのですが、そう解かい釈しやくしていただいても構かまいません」

「そのようには思っておりません。実は、貨幣統一の件けんは、私なりに考えていまして、ウェルラント六王国会議において、既すでにその点の了りよう承しようを得てきています。無む論ろん、全ぜん権けん大使である私が賛さん同どうすれば、それが国家の意思と考えていただいて問題はありませんが。

　ですが、私が王たちの理解を得てきたのは、統一貨幣とはいっても、完全統一を図はかるものではない。我われらは今後、格かく別べつな関係を築きずいていくべきものと思っています。同じ貨幣を流通させ、貿ぼう易えきを促そく進しんし、運命共同体として手を取り合うことに、何の異い論ろんもありません。

　しかしロルフ殿、私にも夢があるのです。その貨幣統一に、是非イリアーラも加えて考えていただきたい。そうなれば、完全統一は無理でしょう。ですので、完全統一ではなく、三国共通通貨の発行という方向でご検けん討とういただくことをお願いしたい」

　ロルフが口を開け、動きを止める。唖あ然ぜんとした様子で、カルロを見つめ続ける。その瞳ひとみに、次し第だいに熱いものが宿ってくるのを感じて、カルロは、ロルフを説得できると確かく信しんした。

　──やはり、ロルフ殿とならば、本心から話せる……真意を告げられる……。

「我らウェルラントは、イリアーラ帝国との同どう盟めい関係にあります。こちらへ伺うかがっているのは、帝国との同盟を破は棄きし、貴国との和平、同盟を結ぶため。貴国が、帝国と戦いくさをするなら、我が国は、共に戦う覚かく悟ごでいます。帝国を敵に回すのも致いたし方のないこと。しかし私は、今この時だからこそ、三国同盟締てい結けつの好機と思っています。それはロルフ殿の世界国家の理想にも反することのない英えい断だんであると思いますが、いかがですか」

　確かに、と難むずかしい顔をしつつも、ロルフは頷いた。

「ロルフ殿のお考えになる世界国家とは、過か去この歴史でも繰くり返されてきた侵しん略りやく戦争による領りよう土ど拡かく大だいではない。世界市場の構築のこととお見受け致します」

「はい。たとえ異ことなる貨幣を使用している国家同士であろうと、為替かわせ相場の制度を整えれば、市場はいくらでも広がります。それが正しいかどうかはともかくとして、自国の貨幣の価か値ちが高まれば、それだけ他国からものや利り潤じゆんを巻まき上げるのと同じこと──植民地を拡大して搾さく取しゆせずとも、貨幣で世界を支し配はいできる。それは相変わらず貧ひん富ぷの差を拡大させることになってしまうかもしれませんが、命を奪うばうよりもいいのではないかと、進むべき道は、そこにあるのではないかと思うのです。

　私が植民地べスラを中心に行なった実験的な貨幣統一同様、今回の統一も、あくまでも実験的な試みでしかない。先は見えませんが、目指す価値はあると思っています」

　カルロは大きく頷き、賛同を示しめした。そして畳たたみ掛かける。

「そのためにも、その足がかりとして、皇国と帝てい国こくが手を結び、経けい済ざい圏けんを確立することは、重要な要素となってくる。我ら二国間だけで行なうよりもずっと理想に近づきます」

「異論はありません、ネロス殿。帝国と手を結べるなら、互いに戦で命を奪うばい合うこともなくなる。共に戦争への人的財的負ふ担たんは、格かく段だんに減へりましょう」

「同時に、世界最強の海軍を持つ皇国と、世界最強の陸軍を持つ帝国が手を結べば、逆さからう国家を蹴け散ちらすなど、容易たやすいこと──だからこそ逆ぎやくに、三国同盟の後、三国の連合軍に戦を仕掛ける国家もないであろうと思われます。対して我々は、世界国家、世界市場の確立のため、為替相場制度と貨幣とをもって制せい圧あつしていく」

　戦争のない平和な世界──そこでクレアと一いつ緒しよに暮くらしたい……その夢は、ロルフの理想世界と通じている。クレアと安心して暮らしていける未来を手に入れるため──。

「しかしネロス殿どの……帝国が応おうじるとは到とう底てい思えません。前例のないことですので」

　実じつ現げん不ふ可か能のうと見て乗ってはくれないのか──ならばとカルロは、次の一手に出た。

「私がイリアーラに行き、三国同盟を了承させると約束したら……賛さん同どうしていただけますね。その後、三国共通通貨の発行について話し合い、必ずや実現させましょう」

「ネロス殿……そのようなことが出来ますか」

「絶ぜつ対たいに出来ます。但ただし、私に、皇国全権大使としての地位を下さるならば、ですが」

　ロルフが黙だまる。カルロは、説得できるものと、疑うたがうことなく続けた。

「私を全権大使に任にん命めいするということが、通つう常じようならば、愚おろかなことだと一笑に付されて終わりでしょうが……本気です。世界を広く見み据すえることの出来るロルフ殿だからこそ提てい案あんできるのです。貴き殿でんが理想世界を本気でお考えのように、私も心から平和を望んでいます。

　どうしていつの時代も、戦争をしているのか。大切な人を失う辛つらさを分かっているはずの人間が、私し欲よくに走り、そして、命の犠ぎ牲せいを何とも思わない集しゆう団だん行こう為いに出る。どんな大たい義ぎ名分があろうと、人の命を奪うばうことが許ゆるされるはずがない。その人間の夢も希望も思いも、すべてはそこで途と切ぎれてしまう。たとえ貧富の差がある世界であっても、国家間の戦争によって個人が殺されることのない世界ならば、平和と言っていいと信じています」

　カルロの言葉に熱がこもってくる。

「ネロス殿……戦で大事な人を失ったことが？」

　カルロは頷うなずいた。

「先の戦の折のことです。戦争で失ったというよりも、ウェルラント内部の裏うら切ぎり者による混こん乱らんが原げん因いんですが、私を庇かばって亡なくなった女じよ性せいがいました。

　これまでも血けつ縁えん者や部下、知り合いの軍人を多く失ってきましたが、その死に対して最も痛いたみを感じたのは、彼女でした──大事な人を失う辛さに順番も何もないのですが……。彼女が息を引き取る時、私に言いました。女王を守ってくれ、と。彼女に救われたこの命、女王のために精せい一いつ杯ぱい尽つくさないことには、彼女に顔を向けることも出来なくなります。本当なら救われるような命でもなかった……出来ることをしなければ罰ばちが当たります」

　暗殺者に狙ねらわれていた自分の身代わりに亡くなったジシェル──カルロは、彼女のことを思った。クレアを守る自信がなくて、彼女から離はなれた時があった──だが、女王を守ってくれというジシェルの思いが、胸むねにずしっとのしかかってきて──。それは、ジシェルの命の重さでもある。彼女の思いは、死によって行き先を失った。それを受け止め、彼女の代わりに思いを留とどめ続けるのは、自分の役目でもある。

　クレアの傍そばから離れない──彼女を守る──それは、自分だけの思いではないのだ。

「以前お話しさせていただいた時、ネロス殿からは、女王陛へい下かに対する並なみ々なみならぬ思いが伝わってきていました。戦いくさに対する嫌けん悪お感とか、国を憂うれい心血を注ぐその情じよう熱ねつとかが、女王を思う気持ちと一つになって、強く私に伝わってきた。私は、どこか他ひ人と事ごととは思えなくて、貴殿を応おう援えんしたいような気分になったものです」

　そんなに熱くなっていた覚えはないのだが、とカルロは思う。あの時はまだ、腹はらを割わって話せる相手なのかどうか探さぐり合っていた面もあり、常つねに冷静でいた。今は、彼が信しん頼らいできる男だという、しっかりした拠より所があるため、口調にまで細かな神しん経けいを向けることはしていない。今ならば、熱く語ってしまうこともあるだろうけれど。

「なんとなくですが、ネロス殿と私が、似にていると感じたのです。私がべスラの地を攻せめ落とし、総そう領りよう事じとして、べスラ王国の国こく政せいを司つかさどるようになったのは、十八の時でした。当時はまだ極ごく悪あく非ひ道どうの侵しん略りやく者しやとして見られていました。一ひと目め惚ぼれした一つ下の王女にも、嫌きらわれていて。私が後に『開拓者』とか『英えい雄ゆう』とか言われる働きが出来たのも、彼女に好かれたい、受け入れられたいという一心だったかもしれません。当時は若わかかった……」

　ロルフは、少し照れたように笑った。

「そのうち彼女とは、親しい間あいだ柄がらになりました。婚こん約やくもした。けれど、国内で起こった反はん乱らんの鎮ちん圧あつに彼女は向かい、私も共に向かったそこで……私の目の前で、彼女は死んだ……毒矢が続けざまに二本……今もその時の光景は、はっきり覚えています」

　それはおそらく、ジシェルが撃うたれた光景が、常つねに目の前にある自分の状じよう態たいと同じなのだろうとカルロは思った。一生忘わすれることは出来ないし、忘れてもいけないものだ。

「ネロス殿が、女王陛下を思う気持ちは、私が彼女を思う気持ちに通じている気がします。そして、ネロス殿が女王を思うがために、国を思う気持ちも。大切な人の命を突とつ然ぜん奪うばってしまう、そんな横おう暴ぼうな戦というものを嫌う気持ちも、どこか共通しているように思う。状じよう況きようは違ちがっても、貴殿の思いが痛いたいほど分かるからこそ、貴殿を信頼できる。

　ドルラード皇国の全権大使として任命するそのお話、みなを説得するのもよいでしょう。

　ですが……ネロス殿を、貴国にとっても、我わが国にとっても必要な人物と思うからこそ、そして私にとって大事な友だからこそ、反対せずにはいられません。帝国が怒いかりに任まかせて御おん身みに何をするか分からない。その場で殺すということも。あるいは、貴殿を人ひと質じちに、この地を攻めるということだって考えられます──先に申し上げておきますが、人質ということにでもなった場合、皇王として私は、貴殿を見み捨すて、国こく防ぼうを優ゆう先せんせざるをえません」

「ロルフ殿……ありがとうございます」

　カルロは目を伏ふせ、深々と頭を下げた。

「身に余あまるお言葉です。私が守りたいのは、クレーシア女王陛下率ひきいるウェルラント王国と、共に手を取り合うことを決めた貴殿の国、ドルラード皇国です。私の身を案じて下さる必要はありません。私に何かあっても、私のために手を尽つくそうなど考えて下さらない方が、私も心置きなく帝国へ行けます。そしてもし、それを非ひ人道的だと責せめる者がいたら、こう仰おおせになって下さい。カルロ・ネロスの本名は、カルロ・カルネロスである、イリアーラ帝国中央貴き族ぞくカルネロス侯こう爵しやくである、と。密みつ偵ていとして潜もぐり込こんでいた男を救えというのか、と。こう仰せになれば、大使となった私を切り捨てることに問題ないはずです」

「ネ、ネロス殿どの……それは本当ですか……」

「はい。私をお疑うたがいになりますか」

　強く見み据すえられて、ロルフは、はっきりと首を振ふって否ひ定ていした。

「そうではありません。ならばなおさら、貴殿の身に危き険けんが……。我が国の全権大使として向かうのであれば、帝国も無む闇やみに扱あつかえないという面もあるが、帝国貴族であるなら、処しよ刑けいとて自由……我らは文もん句くを言えない……どうしてそのような危険を……」

「貴殿は、べスラの地で必死だったとおっしゃった。同じです。私はウェルラントに身を置きたいのです。けれど、このままでいいはずがない。こうして目立った行動をとっています。帝国に私のことが知れ渡わたるのも時間の問題でしょう。ウェルラントにいるだけならいいが、皇国との和平に関かかわったとなれば、死し罪ざいは確定でしょう。それを免まぬかれるためにも私は、帝国へ赴おもむき、三国同どう盟めいへと導みちびかなければならない。世界平和のため、戦を無くすためという大たい義ぎのためか、女王に仕えたいという自じ己この願望のためだけか──いずれも共きよう存ぞんする思いと信じています。三国同盟への道こそが、解かい決けつに繫つながる最もよい道なのです」

　ロルフは、カルロを見つめた。沈ちん黙もくがおりる。そして、その決意に胸むねを突つかれ、頷いた。

「分かりました。私たちの思いが向かう先は同じです。貴殿に協力します。しかし、帝国貴族という身分を知ってしまったからこそ、提案させて下さい。全権大使には、別の人間を。そこで貴殿の今後のことも話し合うのがよいのではないですか」

「私のことで、どう解決すると？　あるいは、私がこちらで守られたまま、アングス王国伯はく爵しやくとして生きることを宣せん言げんしたとしましょう。そうなった時、帝国にいるカルネロス一族はどうなりましょうや。その領りよう地ちや私し財ざいは当然没ぼつ収しゆうされる。築きずき上げた祖そ先せんや支ささえてくれている一族には申し訳わけないが、それは構かまいません。けれど、母を含ふくめ、一族の身の安全を守るのは、私の最さい低てい限げんの役目。これは、他人任せには出来ない問題です。それに」

　そこでカルロは不ふ敵てきに笑ってみせた。

「三国同盟は、帝国内部のことをよく知っている私だからこそ成し得ることと思っています。その象しよう徴ちよう、目玉となる三国共通通貨の実現に向けても、貴殿は前例のないことだからとおっしゃるが、覆くつがえらない前例などありません。古代より行なわれてきた精せい霊れい信しん仰こうに基もとづき、ウェルラント王に女性はなれないはずだった──それを覆してクレーシア女王を誕たん生じようさせたのも、この私ですよ。今回も、必ずや成し遂とげてみせます」

　ロルフは、笑いを堪こらえた顔で頷うなずき、それから噴ふき出した。体を揺ゆすって笑い出す。

「貴殿相手では、皇こう帝てい陛へい下かもさぞかし手を焼くことでしょう」

　それから、共に新しい時代を、と手を握にぎり合って協力を誓ちかった。
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　講こう和わ条じよう約やく締てい結けつの調ちよう印いん式しきは、ウェルラントで執とり行なわれると決定した。それは、三国同盟実じつ現げんを見み据すえてのことだ。仮かりに帝国が参加しないことになっても、ウェルラントよりこうして使節が訪たずねてきているのだから、今度は皇国側が出向いて二国間で調印することに何の問題もない。また他の地──例えばイリアーラの膝ひざ元もとであるラゼ大陸で会談を開く場合、反感を抱いだいている帝国が、何かを仕掛けてくるかもしれない。外に出ない方が安全である。

　計画通りに事が運べば、皇国と帝国との終戦協定、講和条約が、ウェルラントで締結される──そして、三国同盟へ。三国での経けい済ざい圏けん樹じゆ立りつへの道に踏ふみ出すことになるわけだが、世界中が驚きよう嘆たんするであろうこれらの珍ちん事じの中ちゆう核かくをなすのが、ウェルラント王国である──帝国と皇国を仲ちゆう介かいするという重要な任を担になっているのだから、調印の場にウェルラントが選ばれるのは、自然なことであった。

　こうして準じゆん備びは、着々と進む。軍事防ぼう衛えい協力関係、通貨発行に関する準備機関及および管理機関の共同設せつ置ちなど、様々な話し合いがなされ、指し針しんがまとまっていく。その間に、ロルフの皇こう王おう即そく位い戴たい冠かん式典が行なわれ、そこではウェルラントからの使節が大々的に紹しよう介かいされた。代表のカルロのことも、ロルフは最高の友だと語り、演えん説ぜつにおいても、ウェルラントとの和平や世界平和について熱ねつ弁べんし、共に協力していく友として、再ふたたびカルロを紹介した。

　カルロを公おおやけにし過すぎることを避さけたいと思ったロルフだが、話し合いが盛さかんになされる中、カルロの存そん在ざいは既すでに広く知れ渡っていたし、今後の鍵かぎを握にぎる重要人物である以上は、派は手でに宣せん伝でんしておくに越こしたことはないと判はん断だんした。その点は、カルロも了りよう解かいしている。

　そして、条約の内ない容ようも固まり、具体的日につ程ていも組まれた。それは、カルロが帝国を説得する猶ゆう予よを与あたえられた期き限げんとも言える。カルロに与えられた機会──皇国全権大使である資し格かくは、八十日で失しつ効こうする。ドルラード宮殿を出発してから帰るまで──往おう復ふくの移い動どうも含めていることを考えると、カルロが帝国と話し合いが出来るのは、その半分の期間があればいい方だ。それも、カルロの体力で馬を走らせて移動してのことだし、どの船に乗るかでも、かかる時間は変わってくる。客観的にみて、皇国が『本気ではない』と判断せざるを得ない日数だ。実際その通りで、ロルフが、帝国との和平や、カルロの全権大使任命を押し通すには、それなりの犠ぎ牲せい──あまりにも短い期限──を伴ともなったというわけだ。

　それまでにカルロが帝国を説得して帰って来ない場合──つまり、皇王への結果報ほう告こくを含む今回の任にん務むに失敗した場合は、三国同どう盟めいへの道は完全に白紙に戻もどることになるばかりでなく、皇国が帝国に全面戦争を仕掛けることにもなっている。

　ロルフがいくらカルロを信じていても、すべての人が信しん頼らいを寄よせているわけではない。帝国へ全権大使として向かったカルロが、イリアーラに寝ね返がえって皇国の情報を漏もらす危き険けんもある。それは、彼が帝国貴き族ぞくだから──それを知っているのはロルフだけであるが──とか、彼がウェルラントの使者であり皇国の人間ではないからとかの理由ではない。たとえ長年仕えている皇国家臣であっても、みなが裏うら切ぎりの危険を想定したはずだ。それだけ皇国と帝国は仲なかが悪く、互たがいの国の情報を欲ほしがっているということである。

　皇国の情報を持った人間が帝国へ行けば、帝国側が、ほぼ全面的に希望を叶かなえる形で──それが本当に保ほ証しようされたものか偽いつわりかはともかくとして──金や地位で、大使の買ばい収しゆうを試みることは明らかだった。その甘あまい囁ささやきに耳を貸かさないで皇国に忠ちゆう誠せいを誓ちかえるものなのか、なかなか信用できるものではない。

　そういう事情もあり、裏切りを前ぜん提ていとしての期限が設もうけられた──ロルフの父や兄、家臣たちは、期限あるゆえに、カルロを大使として派は遣けんすることを認みとめた。内心で、これだけの期間では何も出来ないと、三国同盟など実現不ふ可か能のうだと思っているとしても。そして期限内にカルロが任を果たせなければ、帝国に一いつ斉せい攻こう撃げきするというのも、一つの牽けん制せいである。彼が寝返った場合、帝国にとっては、いい事ばかりではない。皇国の大艦かん隊たいが押おし寄よせることになるのだ。そうなれば帝国でのカルロの立場も当然悪くなる。

　だが、そんな思おも惑わくの中、ロルフだけは絶ぜつ対たい的信頼を寄せ、カルロに有利なように、三国同盟が実現できるようにと、力を尽つくした。

「ロルフ殿どの、感かん謝しや申し上げる」

　八十日間というのは、カルロにとっては勝利を手にしたようなものだった。最悪の場合、イリアーラ宮きゆう殿でんに十日間もいられないような嫌いやがらせもあると踏んでいたのだ。それに比くらべたら、なんと有あり難がたいことか。

「貴殿の勝ち取って下さったこの機会、決して無む駄だにはしません」

　ウェルラント使節出発の前の夜、二人は、酒を酌くみ交かわし過すごしていた。

「八十日ですよ。それも明日からだ。明日は皇国海軍の演えん習しゆう視し察さつに出発するようなもの」

　無駄が生じる──とロルフは思っているのだ。けれどカルロは、その無駄を気にしていなかった。明日から八十日の間に、このドルラード宮殿に戻ればいいのである。重要なのは、イリアーラ宮殿にいられる期間と時期。帝国の宮きゆう廷ていで活動をしたいその絶好の時期に、移い動どうの旅をしているなんてことになったら何にもならない。演習の視察に参加してから、再ふたたびここに戻り、そこから八十日が始まる方が、却かえって無駄を生じてしまう。勝負の時は一歩一歩迫せまっている──祭りの時が。

「きっかけさえあれば、帝国は大きく変化します。私はそのきっかけを作りに行くだけなのです。その好機を逃のがさなければ、すべてうまくいきます。日程に余よ裕ゆうもあります。

　それよりロルフ殿には、ウェルラントの大使である証あかしを預あずけておきます」

　ウェルラント全権大使の任命書である。それには、いちいち期限など設けられていない。一度皇国側で確かく認にん手続きを済すませた後、カルロに返へん却きやくされていたものだ。

「ネロス殿が持っていた方がよいのでは？　それこそ、皇国大使としての地位だけでは、完全に帝国の裏切り者。ですが、帝国と同盟関係にあるウェルラントの信任を得ているとなれば、少しは事情も違ってくる」

「いいえ、これは貴殿の信頼に応こたえたいと思う私の気持ちです」

　今ここにある二人の信頼関係が崩くずれては、すべてが失敗に終わる。彼の理想世界の実現という夢ゆめと、共に歩んでこその和平成立なのだ。

　カルロは、ロルフへの誠せい意いを、証として残しておこうと考えた。

「それに、私は皇国大使として帝国へ行くのであって、ウェルラントの人間として行くのではありません。皇国に不ふ利り益えきはもたらすことはしない。ロルフ殿がこれを持っていれば、みなが私に不ふ審しんを持つようなことがあっても、そうではないという証しよう明めいにもなりましょう」

「ネロス殿の誠意、しっかりと受け止めました。貴殿を疑うたがうようなことは決してしない。だから気き兼がねすることなくお持ち下さい」

「いいえ。やはり持っては行けません。第一……変な話でしょう、二重代理と同じです」

　通つう常じよう、取引は、二重代理が禁きん止しされている。二者間での取引に、二者から代理委い任にんされた人物が取引契けい約やくを結んだら、どうなるのか。二重代理者の采さい配はいで、どちらの利益になる取引をするのかが、すべて委ゆだねられることになる。そのような取引が成立するはずがない。

　今回の外交も同じようなものだ。ウェルラントとドルラードの二重の全権大使の地位を持つカルロが、一体どこの国のために動くのか。両国が、これから和平を結ぶのだとしても、別々の国──カルロに対する疑ぎ惑わくが膨ふくらむだけとなる。

「一方には期限があるとはいえ、まだ和平締てい結けつしていない二国の大使として帝国に向かっては、帝国も何をふざけているのかと笑うでしょう。加えて私は、帝国貴族であるという動かしようもない身分がある。三国の間で私がどう動くのか──三国の利益のため、三国が同盟を結ぶことを望んでいるのだとしても、立場としては怪あやしいの一言に尽つきます」
















　カルロは笑って続けた。

「帝てい国こく側が困こん惑わくしないよう、立場をはっきりさせておく必要があると考えています。私は皇国の大使として帝国入りします」

「まるで綱つな渡わたりですね」

　三国の平和のために──それがカルロの目的地──着地点だ。だが、どこかに寄よった判はん断だんをすれば、カルロは綱から落ちる。真まっ直すぐに等しい視し点てんで進めば、綱を渡りきることも出来るだろう。ロルフはそう思って、綱渡りと表現した。

「落ちないで帰ってきます」

　互たがいに笑い、出発前の最後の夜──改めて堅かたく手を握にぎり合い、信しん頼らいを確たしかめ合った。
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　ウェルラント使節は、二手に分かれた。カルロやイルマ小隊仲間は、ドルラード海軍への視察に向かう。他の者は、帰国の途とについた。そして、視察の後、カルロだけは、ウェルラントの港から帝国へと向かうことになっている。

　単たん独どくで帝国入りをすると言うカルロに、ついていくと譲ゆずらないイルマたち。

「一人でいいと言っているだろうが」

　繰くり返し答えていたが、ロルフと飲み明かし、頭ず痛つうと喉のどの渇かわきに、話すのも嫌いやになって、

「誰だれか一人だけなら荷物持ちに同行させてやる」

　水を飲みつつ、しまいには、そう答えていた。

　小隊仲間で話し合った結果──実じつ際さいは話し合うまでもなかったのだが──供ともをするのはイルマと決まった。そうして彼らは、町で宿を取りつつ、海軍の第一本部演習場に向かう。

　そして、下士官の一員として訓練に参加──。

　その後、軍港へと行き、船に乗り込み、演習の様子を見学する。

「おいネロス、船ふな酔よい、大だい丈じよう夫ぶなのか？　顔色悪いぞ」

「忘わすれようとしているのだから、いちいち確かく認にんとるな」

　親切に案じているのに、逆ぎやくに叱しかられるイルマ。だが、時が経たつにつれて、その顔色だけでなく、言葉の歯切れまでも悪くなっていく。そんな時、監かん視しの水兵が、大声を上げた。

「帝国の船だ！」

　続いて、船せん団だんを組んで近づいてくることを知らせ、数の確認を始める。軍ぐん艦かんの規き模ぼと数と、細かな報告。全部で十六隻せき、旗き艦かんの大きさからしても、それなりに大きい船団だった──というのも、こちらは演習をしているだけで、四隻しか出てきていないからである。普ふ段だんの大規模演習であったなら、十六隻くらい恐おそれるに足りない。

「ちっ。俺おれらをバカにしてお遊びの演習しか見せないからだ」

　イルマが毒づいた。ウェルラントの視察者に見せるだけだからという理由で少ないのだ。

「でも、どうして演習海かい域いきにやって来たんだ……まるで四隻しか出てないことを知っていたかのようなご登場だな」

　カルロは言った。皇国が演習している海域を帝国が摑つかんでいても不思議はないが、それは、何もここだけではない。いつどこで演習しているのかを知り得たにしても、情報伝達には時間がかかるものだ──その時じ刻こくに合わせて来るのは容よう易いではない。

　たった十六隻で皇国を攻せめてきたというのもおかしい。演習しているところを叩たたいて戦力を削そごうという目的でずっと待っていたのだとしても、十六隻では少なすぎる。この視察のための特別演習が、四隻で行なわれるという情報が、前々から帝国に漏もれていたのだと考えるのが最も自然。しかし、用意してきている軍ぐん艦かんは、なかなかのもので、最初からたったの四隻を叩く目的で来ているにしては、規模が大きい。

「帝国の行動が読めないな……」

　だがカルロは、一つだけ、しっくりとする理由に思い当たっていた──それは、自分だ──そうであって欲ほしくはないのだが。ここにカルロ・カルネロスがいることを承しよう知ちで、捕つかまえに来たならば、現げん状じようを理り解かいできる。戦せん略りやく家かとして名を馳はせた自分を高く評ひよう価かしての戦力準じゆん備びと考えればいい。無む論ろん、正確に四隻しかないことを帝国側が知っているというのが前ぜん提ていである。皇国にも帝国の密みつ偵ていくらい忍しのんでいる。情報が漏れていても驚おどろくことではない。この視察については、前々から広範はん囲いに知れ渡っていることだ。その中で、カルネロス侯こう爵しやくの存そん在ざいも、帝国に把は握あくされてしまったということだと思われた──アングス伯はく爵しやくネロスを名乗ろうと、顔を見知った人がいれば、すぐに身分は割われてしまう。

　水兵の報ほう告こくを聞いていた艦長のオストマー大佐が走ってきて、カルロに告げる。

「いかに不利であろうと、ここで逃にげ帰るわけにはいきません。ネロス殿、船を乗り換かえて下さい。応おう援えんを呼よびに向かわせますので、それに乗ってお戻もどり下さいますよう」

　この船を旗艦として戦に臨のぞむことになるということだ。

「三隻で戦うと？」

　三隻では無む謀ぼうだが、四隻ならば敵を追い払はらうくらい出来ると、カルロは思う。このすぐ北には、流れの速い海流があった。この海域のことに熟じゆく知ちしているのは、こちら側なのだ。そこに誘さそい込んで、敵てきの足あし並なみが崩くずれている間に、こちらは敵の中央を二隻で突とつ破ぱ。突破しながら、砲ほう撃げき。砲撃対象となっている同じ船を、控ひかえている二隻の船でも同時攻こう撃げき──皇国の船には、それをなせるだけの高こう性せい能のうの大砲を備そなえている。そして中央を突破して背はい後ごをついた二隻と、残りの二隻で、帝国軍艦の残りを総そう攻撃。

　賭かけにも近い戦せん闘とうだが、皇国軍艦に乗っているという優ゆう位い点てんと、この辺りに精通している点を加味すれば、勝てる確かく率りつは上がる。けれど、カルロは言おうとした──『戦う必要はない』と。それを口にする前に、監視の水兵の声が届とどく──。

「女が括くくりつけられているぞーっ」

　女が縛しばられているそこには、旗があり、『カルロ・カルネロスを差し出せ』というドルラードの文字──ウェルラントも同じ言語である──が書いてあるという。

「母上……」

　括られているのが、母であることはすぐに想そう像ぞうできた。

　──まさか人ひと質じちまで……一体誰だれがこんな命令を……。全身が震ふるえ、痺しびれたようになって、わずかな揺れにも立っていられなくなる。イルマがカルロを支ささえた。

　帝国が人質に出来る女は、母しかいない──そしてカルロが、人質をとられて、冷静さを失うほど心を乱みだされるとしたら、それは、この世に二人だけなのである。カルロが言う。

「オストマー殿どの、白旗を……了りよう解かいの文字を入れて掲かかげて下さい。お願いします」

　白旗は、降こう伏ふくを意味する。取り決めはないが、長年の戦いくさの中、皇国と帝国の間では、そういう解かい釈しやくがなされてきた。国旗にせよ何にせよ、最初は白い布ぬのだ。白旗を掲げることで、あなたの国の印を描えがいて下さい、という意味になる──つまり、降伏の意思表ひよう示じ。他にも白旗と降伏が同じ意味になった理由としては、怪け我がで動けず取り残された兵士が、白い包帯を振って敵に命いのち請ごいをする姿すがたから、白が全面降伏を意味することになったとか。

　帝国側で、白い旗に文字を書いたのは、何も降伏を意味しているわけではない。相手の攻撃に待ったをかけるためだ。白い色には、降伏かもしれないという心理効こう果かが働くから、無む闇やみな戦闘に陥おちいる危き険けんを回かい避ひすることに繫つながる。

「ネロス……」

　真しん剣けんに見つめてくるイルマに、カルロは笑みを向けた。

「向こうから迎むかえに来るとは。軍艦で帝国まで連れて行ってくれるなんて実に都合がいい」

　言いながらカルロは、自力で体を支え直す。脳のう裏りに、クレアの顔が過よぎった。告白を迫せまってきた彼女の顔が。そして心の中で繰くり返す──これでいいのだ、と。自ら大使として帝国へ乗り込むのと、人質をとられた上で連行されるのとでは、事情が違ちがってくるが、ここは、予定よりも早く帝国に着けることを喜んでおこうと前向きに考える。

「ネロス殿、これはどういう……」

　オストマー大佐が、意味が分からないという顔をする。

「取引です。私を差し出せば、帝国海軍は、大人しく帰る。戦闘をする必要はありません」

　カルネロスとは何なのかを訊きかれたのは分かっていたが、そう答えた。

　そして──取引は成立した。カルロは人質のいるその船に乗り込む。母のいるその船に。

　連れて行かれるカルロからは、相変わらず鈴すずの音がしていた──イルマは、くそっ、と呟つぶやいた。







　第二章　策さく謀ぼう
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　──カルロは一体、いつになったら帰ってくるのよ！

　クレアは、胸むねの中で文句を言いながら、森を一人で散歩していた。予定より遅おくれていて、帰って来ないのではない。長く会ってなくて寂さびしいから、文句を言ってみたくなるだけ。

　ふとクレアは、カルロが皇こう国こくへ行っていた時のことを思い出す。アリーシア救出のための情じよう報ほう収しゆう集しゆうに、彼は皇国入りをしていた。そんなことは知らず、彼が戻もどってくるとも思わず、彼がいないことで苛いら々いらしていたことがあった。その時はまだ、彼への気持ちに気づいていなかった。今は違ちがう。好きで堪たまらない。一いつ緒しよにいるのが当たり前。

　当たり前だから一緒にいる。でも……彼が出発する前……。

　──カルロは、私の何？　私は、カルロの何？　そんなことを考え出したら、結けつ婚こんを迫せまられてみたくなっていた。互たがいに愛し合っているという充じゆう足そく感はある。その中で幸せを嚙かみ締しめているのも確たしか。けれど、彼は女王に使える臣下の顔を決して失わない。

「私は女王だもん、仕方ない……私を守ることは、女王を、国を守ることなんだもん」

　でも、だからこそ、女王と臣下の関係は、決して崩くずれず、男と女、恋こい人びと同士というふうにはなれない。そして彼が言うように、立場的に、結婚しようという話になることもない。

「普ふ通つうの恋人同士とは違うんだもん……カルロの立場も複ふく雑ざつだし……」

　そんなことを考えていたせいか、変な夢ゆめを見た。カルロは、誰だれか他の女の人と結婚して、その国の王になる。そして、この国に攻せめてくるのだ。もう帰って来ないという残ざん酷こくな夢。そして銃じゆう弾だんで死んでしまう。他の人にとられるくらいなら、彼には生きていて欲ほしくないとでも思ってしまったのだろうか。我われながら随ずい分ぶんと勝手な妄もう想そうだとクレアは思う。

　思わず告白プロポーズを迫ってしまったら、カルロは、困こまった顔をしながらも、帰ったら、ちゃんとすると言ってくれた──もし、本当に結婚ということになったら……。

「ここで一緒に儀ぎ式しきするんだね」

『真実の扉とびら』だ。ウェルラント王になった時に儀式をした場所。女人禁きん制せいのこの森に入って、他の王たちの前で、この扉に立った。結婚の儀式の時、王は、配はい偶ぐう者しやを連れて、大だい精せい霊れいに報告と誓ちかいをする──つまり、その時だけは女性が入ることを許ゆるされていた。一方で王が女性だった場合、配偶者の夫を連れて森で結婚式をすることは出来なかった──けれどそれも、もはや関係ない。今では女王も堂々と立ち入れる森なのだから。

　六本の黒光りしている大きな石柱。古代遺い跡せき。円を描えがいているのか、六角形を描いているのか、六本の柱に囲まれたそこは、異い世せ界かいに通じている扉だと言われている。

　大精霊カミアスが、まだ人であった頃ころの話を、ジシェルから聞いたことを、クレアは思い出していた。それは、この扉の伝説だ。

　昔々、自らの欲よく望ぼうのために世界を変えようとした女がいた。『真実の扉』は、異世界を繫つなぐ場所。異世界──それは、死後の世界かもしれないし、神々の世界、精霊たちの世界かもしれない、あるいは未来の世界、過か去この世界なのかもしれない。異世界との境さかいであるその扉は、真実を知っている。女は扉の前で、未来の自分を知る。だがそれは、女が望んだ未来ではなかった。そんな未来になったのは、この世界のせいだと決めつけて、女は、世界を、未来を変えるために、禁断の魔ま術じゆつを行なう。それによって未来は変わった──一いつ瞬しゆんだけ。女が見たその瞬間の未来は、確かに女の望んだものだった。だが、己おのれの欲望のために世界を捻ねじ曲げることは、許されることではない。扉の向こうにある異世界──そこは神の国なのか──は、女のいる世界に罰ばつを与あたえようとした。女の魔術のせいで世界に歪ゆがみが生じたのだとも言える。真実の扉を通じて異世界から、この世を滅ほろぼすものが押し寄せる──はずだった。それが何なのか、凶きよう悪あくな魔物、世界を覆おおい尽つくす闇やみ、大地を沈しずめる水、色々と言われている──実じつ際さいのところは何だったのか、分かっていない。何な故ぜなら、世界を滅ぼすその脅きよう威いを、カミアスが異世界へと退しりぞけたからだ。

　カミアスは自らの魂たましいと引き換かえに『真実』を取り戻した。本来あるべき未来を取り戻し、この世界は救われる。そして大精霊となって、今も扉を守っている。真実を歪ゆがめようとする強ごう欲よくな人間が世界を滅ぼさないようにと。カミアスが、この場所で奇き跡せきを起こして世界を救ったことから、『真実の扉』は奇跡の起こる場所とも言われている。

　それ以来カミアスは、この地を、ウェルラントを──そして民たみを、守しゆ護ごしている。

「真実の扉は、カルロと私が、二千年前に出会っていたことを教えてくれた……二千年前も今も、私たちは愛し合っている……前は、ずっと一緒にいられなかったけど、今度は、大だい丈じよう夫ぶだよね……二人一緒の未来があるよね……」

　結婚して子こ供どもを産うんで──それは、女王であっても、普通の女になれるということ。普通の女性が、愛する人を恋人と呼び、結婚しようと話をして、妻に、母になっていく人生。

「私たちの未来は、そんなふうになれる？」

　扉は未来を見せてくれるのだろうか。たとえその未来が望まぬものでも、受け入れなければならない。でも、望む未来を得るために足あ掻がくことは許して欲しいと、クレアは思う。

「今度は、カルロと来るよ、絶対」

　そう言って身を翻ひるがえした時、クレアは風の中に聞いた──いや、扉の向こうか。

　──鈴すずの音……。振ふり返ったクレアの目に映うつる光景。光る扉──まるで巨きよ大だいな光の柱が天に昇のぼっているようなその中で、カルロが、捕つかまっていた。船上だ。カルロを押おさえつけているのは、イリアーラ海軍の軍服を着た男。そしてカルロが見上げた先には、十字の形で女じよ性せいが捕とらえられていた。それがカルロの母親なのだと、直感的に理り解かいした。

「カルロっ」

　叫さけぶ。カルロのことが、帝てい国こくにばれた。だから捕まった。カルロが殺される……。

　クレアは走った。深い森を抜ぬけて、王宮へと走る。森と王宮は隣となり合っている。

　アリーシアの部屋に駆かけ込こむと、「カルロがっ」と叫びながら母に抱だきついて泣いた。

「落ち着いて、クレア。ネロス様がどうかしたの？」

「イリアーラに捕まったの……」

「見えた、の？」

「扉が教えてくれた……」

「はっきりしたことは、ちゃんと報ほう告こくが入るから。それまで心を静めて待つのよ」

　泣き出すクレアを、アリーシアが宥なだめる。

「ねぇ……カルロはどうなっちゃうの？」

　アリーシアは答えない。

「イリアーラは、カルロを捕まえてどうする気？」

「ウェルラント王国とドルラード皇国との和平の話は聞いているでしょうから……帝国にとってはまず、両国の和平を食い止めることが優ゆう先せんされる。ネロス様を、それに利用しようとするかもしれないわね。それと彼は、ウェルラントや皇国の情報を握にぎっているから……帝国はそれを聞き出そうとするかも」

　アリーシアの返答に、今度はクレアが答えない。ただ泣くばかりだ。アリーシアは、娘むすめを労いたわるように抱き寄せた。

「ネロス様なら大丈夫。どんな困こん難なんだって跳はね除のける知ち恵えがある。あなたがいる限かぎり、彼は努力を惜おしまない、力を失わない。そうして、あなたのところに帰ってくる、必ずね」

　クレアは黙だまって頷うなずいた──涙なみだは止まらなかったけれども。

　それから、十日を待たずして、官かん吏りたちが帰るよりも先に、イルマが、アングス王宮に到とう着ちやくした。彼の部下と共に。帰国の連れん絡らくを受けて、クレアはファゼスのところへ行く。真っ先にイルマが向かう場所と思ったからだ。二人は廊ろう下かで鉢はち合あわせた。

「カルロが連れて行かれたの？　イリアーラに」

　イルマが目を丸くして、誰に聞いたのかを訊たずねる。

「カルロのことなら分かるよ、私。たまたまかもしれないけど」

「さすが、大だい精せい霊れいカミアスに愛されし姫ひめ君ぎみだな」

　からかっている言葉のようだが、イルマは笑っていない。クレアも表ひよう情じようを変えることはなく、二人は共に部屋に入る。

　イルマは、ファゼスに向かって報告した。カルロが連れ去られた、と。

「やはり帝国に明るみになりましたか……」

　考え込むファゼス。

「それで、皇国の全ぜん権けん大使にはなれたのですか」

　カルロはファゼスに伝えていた──もし、皇国で帝国への使者として全権を委ゆだねてくれるのであれば、そのまま一人で帝国へ向かう、と。駄だ目めだった場合は、みなと共に帰国するという予定だったが、それを知っているのはファゼスだけだ。

「なれた。俺おれも一いつ緒しよに帝国へ行く予定だったんだ。でも状じよう況きようが変わった」

「人質を取られて連行されるなんて、穏おだやかじゃないですね……一体どんな処しよ遇ぐうを……」

　悩なやむファゼスに、クレアから言う。

「カルロの置かれている状況も分からないのに、ウェルラントとしては──アングスとしては、下へ手たに動けないよね……カルロが帝国でどう出るのかも分からないし……なら、私が様子を見に行くしかないよね」

「へ、陛へい下か……そのような危き険けんなことを……」

「危あぶなくなんてないよ。仰ぎよう々ぎようしく行ったら目を付けられるけど、普ふ通つうにしていたら、ただの小娘だよ。っていうか、ここにいても、全然女王って感じじゃないと思うけど」

「……しかしですね」

「俺も行くからいいだろ」

　ファゼスの言葉を遮さえぎり、イルマが言う。そして、

「俺なんかが一緒じゃあ、余よ計けいに気をもむことになるのかもしれんが」

　ハハハと笑う。それから、二人して顔を見合わせ、一緒に行こう、と頷き合う。

「ならば……ならば、私が参ります。陛下に危険が及およぶことを許ゆるしては、それこそネロス殿に合わす顔がありません。陛下はこちらでネロス殿の帰りをお待ちになって下さい」

「でも、でもっ、私だってカルロのこと心配だし、カルロのために出来ることあるならしたいもん。カルロがいなくちゃ、王様のお仕事なんてやってられないもん。カルロが帰って来られないのなら、私は女王でも何でもないんだからねっ」

　泣きそうになりながら訴うつたえる。

「お気持ちはご理解申し上げますが……しかし……」

　クレアの決意の表情は変わらない。気け圧おされて一つ息を吐はくと、ファゼスは渋しぶ々しぶ頷いた。

「必ずやご無事でお戻もどり下さいますよう……くれぐれも無理はなさらず、ネロス殿と合流できないのであれば、直ちにご帰国なさって下さい。改めて、みなで話し合いましょう」

「大丈夫だよ、イルマさんもいる。ちゃんと帰るから」

「……では、後のことはお任まかせ下さい、女王陛下」

　ファゼスは、女王の安全を祈いのりながら、敬けい礼れいした。
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「カルロさまぁ。ご一緒に水遊びを致いたしましょうよ。あたくしに泳ぎを教えて下さる？」

　じゃれついてくるのは、皇女レティシーヌ、十七歳さい。イリアーラ帝てい国こく皇帝の末娘。

　これこそが、クレアの夢ゆめの正体に違いない──カルロはそう思った。結けつ婚こんする若わかくて綺き麗れいな女じよ性せいとは、このレティシーヌのことなのだ。

「では一緒に泳ぎましょうか。天気もよいことですし、さぞかし気持ちいいでしょう」

　カルロは作り笑顔を向ける──自分の許婚いいなずけに。それが今の立場──。

　婚約の儀ぎ式しきが行なわれたのは、三日前。宮きゆう殿でん内にある神殿で、香こうで清められた後、誓せい約やくの印として杯さかずきを交かわした。そこには、神官がいて、お決まりの文言を読み上げたり、巫み女こたちが歌ったりと、式は長々と続き、最後に杯を交わしたところで終わった。あとは、結婚式まで待つのみの身となった。救いなのは、それまでの間は、接せつ吻ぷん行こう為いも、それに続くであろうより密みつ接せつした行為も、禁きんじられていること。結婚までの間、互たがいに清らかな関係であらねばならない。カルロとしては、接吻行為が、清らかでないと思っていないが、そう考えるのが、帝国国教であり、今は、それを有り難がたい考え方だと感じた。

　カルロには、皇族としての部屋が与えられた。部屋に訪ねてきては、遊びましょう、お茶をしましょうと誘さそってくる許婚。カルロとしては、この機会にゆっくり休んで体調の回かい復ふくを図はかるなり、三国同どう盟めいに向けて活動するなりしたかったのだが、彼女の相手をしないわけにもいかなかった。彼女は恩おん人じんなのだ。蔑ないがしろには出来ない。

「レティシーヌ様、お召めし物です」

　水に入るなら、それなりの格かつ好こうをしなければならない。噴ふん水すいもある人プ工ー池ルまで歩く間に、侍じ女じよが現あらわれ、水泳用の着物を持ってくる。そして、

「こちらは、カルネロス様のものです」

　カルロの分は、差し出された。レティシーヌの着き替がえは、侍女が手伝うため、いちいち渡わたすことはしない。カルロは溜ため息いきを隠かくし、受け取った。けれど着替えはしない。今も残っている拷ごう問もんによる傷きず痕あと──今もまだ、膝ひざなどの関節が痺しびれ、歩行中に転びそうになることもある──あるいは、二千年前に止血のためと石で焼かれた皮ひ膚ふの痕──当時は、血管に血が流れているという概がい念ねんがなかった──他にも、剣けんや矢を受けた傷痕など、他ひ人と様さまに見せるようなものではない傷がたくさんあった。服のまま水に入った方がいい。

　かつての自分の地位では考えられないことだが、今は、軽けい装そう姿すがたで宮殿内を出歩くことが許されている。皇女の許婚として、宮廷生活が許されている身分。家で寝ね間ま着き姿でふらふらしている格好に気が利いたくらいの姿でいられるのだから、なかなかの出世である。

　だがその実、カルロは自じ宅たくに帰ることも許されておらず、単に着替えの服がないだけだった。あるのは、レティシーヌが持ってきてくれたものだけ。

『堅かた苦くるしいのはなしですわ』

　そう言って彼女が選んで運んできた服だけが部屋の衣い装しよう収しゆう納のう場に並ならんでいる。

　レティシーヌもまた、奔ほん放ぽうな性格ゆえ、カルロと同じくらいの軽装で出歩いている。そういう意味では他の女性たちとは、少し違っていた。夜会で見掛けた時の彼女は、他の皇女顔負けの艶あでやかな姿でお洒落しやれをしていたから、派は手で好きな皇女なのかと思っていたのだが、普ふ段だんはまるで違うことに、カルロも最初は驚おどろいた。

「カルロさまぁ」

　人工池に足を突っ込み、縁ふちに座すわっていたカルロの背はい後ごから、レティシーヌが抱だきつく。

「お着替えになりませんの？」

　カルロが頷うなずくと、では、と彼女は笑え顔がおになって声を上げた。そして、力一いつ杯ぱいカルロを押おす。彼女も一いつ緒しよに水に落ちた。カルロの背せに密みつ着ちやくし、腕うでを回したまま、決して離はなさない。

「これでは、泳ぎをお教えすること、出来ませんよ」

「カルロ様は、真ま面じ目めですのね。楽しく遊べればよいのですわ。球きゆう戯ぎを致しましょう」

　そう言って侍女を見ると、侍女は、レティシーヌ様と呼んで球を投げる。準じゆん備びがいい。

「あなたたちも、お入りなさいな」

　侍女たちが薄うす手での外がい套とうを脱ぬぎ捨すて飛び込んでくる。

「球を落とした人と、それをその人に投げた人、二人には一点ずつ減げん点てんを。最終的に、最も減点された人には、罰ばつを受けてもらいます。心して頂ちよう戴だいね」

　レティシーヌが張はり切って宣せん言げんする。

「どのような罰を？」

　まさか人食いワニを放つとは言い出さないだろうが──。カルロは、二千年前にクリムがしていた遊びを思い出しながら、問うた。

「それは、勝ち残った人たちが考えるのですわ」

「お手て柔やわらかにお願いしますよ」

「あら、カルロ様、自信ありませんの？」

「剣けんの稽けい古こならしていますが、球戯の経けい験けんはありませんので」

「では、私が鍛きたえて差し上げますわ」

　声を立てて笑うレティシーヌ。

　そうして始まった球戯──どれほどしたか、カルロは、はっとして驚いている間に、球を顔面で受けるという失しつ態たいを犯おかした。うっと呻うめき、打った鼻に手をやる。血は出ていない。

「カルロ様、どうかなさいましたの？　鼻を打ちまして？」

　レティシーヌは、泳ぎ近づくと、背伸びして顔を寄せ、カルロの鼻に触ふれた。

「大だい丈じよう夫ぶです、殿でん下か……」

　大丈夫ではないのは、こちらに向かってくる少女である──。

「かっ、かっ、かっ、カルロっ……さ、まぁ……お久ひさしゅうございます」

　顔を引き攣つらせて頭を下げているのは──クレアである。その隣となりで、あちゃー、という顔をして、苦笑いをしているのはイルマ。

　まさか、クレーシア女王とその護ご衛えいという組み合わせで来ているとは思えず、レティシーヌに、ちょっと待って下さいと断ことわり、カルロは二人に向かって泳いだ。人工池から出る。ちょうど噴水の水が飛び出してきて、彼女たちとの距きよ離り感が、より遠くなる。

「何を楽しそうに遊んでいるわけ？　かわいい子といちゃいちゃしちゃって」

「いや、その……君も一緒にどうだ？」

「ちょっと、何誤ご魔ま化かしているのよ」

「……それで、君は誰だれ？」

「私のこと忘わすれたっていうの？」

　鼻息を荒あらげて睨にらみつけるクレア。

「いや、そうじゃなくて……女王として来ているわけではないのだろう？」

「そりゃあそうよ。カルロの家を探さがして、お母様にお会いして、それからこっちに来たの。私はファレットで、こっちは兄のリュコス。知らないとは言わせないわよ」

「ああ、思い出した。私の従い兄と妹こだ」

　言って大きく息を吐つく。リュコスとファレット──イルマとクレアと同じくらいの年だ。カルネロス家の領地の中で、ウルハ領を任まかされているのが、二人の父親だ。

「お母様が、リュコスとファレットを名乗るのがいいって仰おつしやって……なんてのはどうでもいいのよっ。裏うら切ぎり者として捕つかまったんじゃないの？」

「そうだ。ひどい拷ごう問もんもされた……って信じてもらえないだろうが」

「当然ね」

　カルロは、体に残っているその証しよう明めいを、いちいち示しめそうとはしなかった。クレアは頰ほおを膨ふくらませ、鋭するどい視し線せんを横に向けて怒おこっている。

「とりあえず今は、こうしてうまい具合に立ちまわれる状じよう況きようになっているんだ。放ほうっておいてくれないか。邪じや魔まされると非ひ常じように迷めい惑わくだ。母には、元気にしていると伝えてくれたら有り難がたい。というわけでリュコス、ファレットを連れて国に帰れ」

　クレアが顔を真っ赤にして震ふるえ出す。震える左の拳こぶし──その甲こうには、大だい精せい霊れいカミアスの接せつ吻ぷんとみなが呼よぶ、紅べにの印が浮うかび上がる。興こう奮ふん状じよう態たいにある証あかしだ。そこを見ずとも、その表情から激情ぶりは明らかで、カルロが逃にげ出したくなるほどだった──。とそこへ。

「カルロ様、どなたですの？」

　レティシーヌが来ていた。顔を上げてにっこりとしている。水からも出て、

「このような格かつ好こうで失礼致いたします」

　皇女らしい優ゆう雅がさをもって、二人にお辞じ儀ぎをする。

「レティシーヌ殿でん下か。従兄いとこのリュコスと、その妹、ファレットです。ウルハより、私の噂うわさを聞き、駆かけつけて参ったようです」

「あら、もうあたくしとの婚こん約やくの噂が？」

　わざと言っているのか、天然なのか、噂と言えば、捕とらえられたことが先に思い付きそうなものだが、彼女はそう言った。クレアの反はん応のうを恐おそれて、カルロは硬こう直ちよくする。クレアの怒りも勘かん弁べんして欲ほしいが、彼女が何か余よ計けいなことを言い出しはしないかと案じた。婚約している今の立場が最高の状態とは言わないが、いい具合に宮きゆう廷ていに身を置いている現実は壊こわされたくない。が、そんな憂ゆう慮りよは無用だった。居い直なおったクレアの口調は、静かなものだった。貴き族ぞくらしい物もの腰ごしと気品が、クレアから溢あふれ出すことに、カルロも気づく。

「カルロ様が、国の逆ぎやく賊ぞくとして捕らえられたという信じがたいお噂を耳に致いたしました。それが、まさかレティシーヌ殿下との婚約のお話を伺うかがえるなんて、カルロ様のことを案じておいでのお母様にも、吉きつ報ぽうをお伝え申し上げることが出来ます」

　にっこりとするクレア。

　クレアの対応に安あん堵どすると同時に、彼女にそのような芝しば居いをさせてしまっていることが胸むねに痛いたくて、カルロは早く二人を引き剥はがしたいと思った。しかし、事はうまく運ばない。カルロが口を開きかけたそれよりも早く、レティシーヌが、クレアの手をとる。

「一いつ緒しよに遊びましょう。水遊びは平気よね？」

「はい」

「あちらの煉れん瓦が小屋に、着き替がえが置いてありますの。行きましょう」

　レティシーヌに引っ張ぱられて、クレアが走る──カルロを見ることもなく。

　取り残されて疲つかれたように息を吐いたカルロは、イルマに人工池へと突つき落とされる。

　大きな水しぶきが上がった。
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　それはまだカルロが宮殿内の外れにある地下独どく房ぼうに閉とじ込こめられている頃ころのこと──。

「ネロス、久ひさしぶりだな。おまえのこのような姿すがたを見ることになるとは」

　カルロは混こん濁だくする意い識しきをどうにか保たもちつつ、ニヤリとする声の主を見下ろした。鉄の爪つめで両方の肩かたの骨ほねを押おさえつけられ、吊つるされている状態。最初は赤々としていた鉄の爪も、今ではすっかり冷めて黒くなっている。檻おりの向こうに立っていたのは、ルシドだった。帝国陸軍軍人であった時の上司である。今は皇帝の五人の側近──五聖せい士しの一人だ。

　拷問官の一人が鍵かぎを開ける。中に入り近づいてきても、見上げているだけで、ルシドは次の言葉を発しない──カルロは、意識を失わないようにと、口火を切った。

「十六隻せきの軍ぐん艦かんを用意させ、母を人ひと質じちとするように進言したのは、ルシド殿どのですね」

「ネロス、おまえの能のう力りよくを評ひよう価かしてやった結果だ。有り難がたく思うといい」

　ルシドは、昔からカルロのことを、ネロスと呼よんでいる。それは、彼の祖そ先せんである古代バルシア帝てい国こく皇帝に仕えていたと言われている伝説の名めい将しようカルロ・ネロスからつけた、あだ名のようなもの。一族の守しゆ護ご神しんとして崇あがめられている名将ネロス。その話を、カルロの父アゲルにした。結果、アゲルは息子むすこにカルロの名をつけた。カルロ・カルネロス。

　その似にた名から、ルシドは彼をネロスと呼び、かわいがった──いや、そのつもりだった。彼の才に触ふれる度たびに嫉しつ妬とし、いつか自分が食われてしまうと恐おそれることさえなければ。

「ネロスよ、おまえはアングス王国に仕つかえる伯はく爵しやくなのか」

　カルロから取り上げたものの一つ、記念鈴すず。それは、カルロ・カルネロスが、カルロ・ネロスと名乗り、アングス王国伯爵となって国に仕えているという情じよう報ほうの裏うら付づけとなるものだ。当時ウェルラントでの結けつ婚こん式しきに参加したイリアーラの代表が持ち帰った記念鈴が、この宮殿にも保ほ管かんされている。そういう意味では、記念鈴自体に何の証しよう拠こ能のう力りよくもないが、それを大事に持ち歩いていた上に、取り上げようとした者に対して、言葉でとはいえ、抵てい抗こうしたというのだから、もはやイリアーラ貴族ではなく、アングス貴族であると言えた。

「私は皇国の大使です。それがすべてです」

「確たしかに、カルロ・ネロスは皇国の全ぜん権けん大使に任命されている」

　カルロから取り上げたものは、他にもある。大使任命を証しよう明めいするものと、イリアーラ皇帝に宛あてた皇王の書しよ簡かんだ。書簡の内ない容ようは略りやくすとこうだ。

　ドルラード皇国は、ウェルラントと和平を結ぶ準備をしている──そうなった時、帝国はどうするつもりなのか──この機会に植民地獲かく得とく競争に終しゆう止し符ふを打ち、今後は互たがいに国内の安定により力を入れるべきではないのか。終戦、もしくは停戦協定を結び、和平の道を探さぐりたいという皇王の申し出と共に、カルロ・ネロスの大使資し格かくには期き限げんを設もうけており、それまでに何らかの返答をいただけない時は、否いなの意思表明と解かい釈しやくする、というもの。

「我わが国に対する宣せん戦せん布ふ告こくを示しめすような挑ちよう発はつ的な文言はないが、『否の場合は、こちらもやむを得ぬ』とあった。大掛かりな戦いくさを仕掛けてくるつもりなのか」

　カルロは、そうだ、とは答えなかった。皇国は先手必勝で攻せめるため、戦の準備に取り掛かっている。書簡を読んだ帝国が怒おこって攻こう撃げきに打って出た場合でも、すぐに対たい処しよできるようにという計らいでもある。ロルフは、戦に備そなえること、その具体的な攻撃の作戦をカルロに知らせないことを、何度も謝あやまった。カルロは、国として当然の対たい応おうだと思っている。

「皇国大使の私に、この仕打ち。話し合いに応じるつもりがないということなのですか」

「応じなければどうなる？」

「知りません。期限が過すぎれば、私が大使でなくなることは確か──それまでは、私は私の役目を果たさんとするのみです。そして貴き殿でんには貴殿の役目がありましょう、ルシド殿」

　二人は父子おやこのように親しん密みつであった──と、おそらく周囲はそう見ている。だから……。

　──相手がルシド殿ならば、私が口を割ると思っているのだろう……。

　ルシドがここにいるのは、そのための皇帝命令が出ているからだと、カルロは解かいした。

「私から何か聞き出したいのならば、皇国大使として相応の扱あつかいをなさるがよろしかろう」

　何日も拷ごう問もんを受け続けている男の言葉とは思えない横おう柄へいさ。堂々とした物言い。そして人を射い貫ぬくようなその鋭するどい視し線せんは、以前と変わらない、とルシドは感じた──いや、よりいっそう迫はく力りよくを増ましている。そこに、何らかの感情がこもっているからだ。

「どうして帝国を裏うら切ぎったのだ」

「皇国大使であることが、裏切りと仰おおせか」

「裏切りであろう」

「そう判はん断だんなさるのは勝手ですが、私が皇国大使である点は、決して覆くつがえらない」

　あくまでも、皇国大使であることを主しゆ張ちようするカルロ。

　ルシドはこれまで、こうして直じかに接することを避さけ、書類と共に報告を受けるだけに留とどめていた。拷問では、ただ彼の肉体や精せい神しんを苦しめていただけではない。その肉体の苦く痛つうをより深めるための安あん寧ねいのひと時も与あたえた。甘あまい誘ゆう惑わくも用意した──皇国の情報を持つおまえは帝国の英えい雄ゆうなのだ、何でも望むままなのだという囁ささやき。けれど、彼の頑かたくなな態たい度どは、変わらなかった。いっこうに進しん展てんしないため、直じき々じきに話そうと、覚かく悟ごしてやってきたのだが、報告通りの様子──やはり埒らちが明かないか、とルシドは思う。

　この精神力はどこから来るのか──拷問官たちは頭を抱かかえていた。彼の言葉や態度を事細かに記録し、精神学や心理学の専せん門もん家かによっても作戦が何度も見直され練り直されたが、それらのどんなやり方にも、決して落ちなかった。そのことに、みなが驚きよう愕がくの念を抱いだいている──が、ルシドはただ、それがこの男なのだと思うだけ──そして彼を懐かい柔じゆうする最も有ゆう効こうな策さくを講こうじることが出来るのも、自分だけだと思っていた。あと一押しが足りないのだ。どんなに彼を英雄として扱うと言っても、そんなもので彼を騙だませるはずがない。

「ネロス、おまえを英雄にしてやる」

　何度言っても無む駄だだ、とカルロは呆あきれ返った。英雄になることに興きよう味みはない。かつての自分とは違う。彼らの誘惑に乗らざるを得ない──そこまで追い詰つめられることがあるとしたら、八十日の期限が迫ることだけである。来たるべき祭りの時に、間に合わなくなることである。日につ程ていに余よ裕ゆうがある限りは、肉体的苦痛に耐たえているだけでいい。己おのれの命を守ることを念頭に置きながらも、医い師しとしての知ち識しきが、まだ大だい丈じよう夫ぶと、冷静さを保たもたせてくれる──。

　そして何より、今の拷問方法を、「手ぬるい」とカルロは見ていた。決して殺してはならない、廃はい人じんとしてはならない、と命令が下されているとしか思えない。鉄の爪つめで吊つるすに当たり、陰いん湿しつなやり方をするなら、骨ほねを摑つかまず、肉を摑んで吊るし、肉を千切る──そうして苦しめるはずだった。だが、そんな真ま似ねはしてこない。鉄爪を火に突っ込んでから使うのも、熱で苦しめるためであろうが、雑ざつ菌きんが死んでくれていいと、カルロは思っていた。

　いつ、爪が、目や耳や口といった頭を襲おそってくるのか、それだけは勘かん弁べんしてくれと願ったが、こうして脳のうは守られたまま──そのようなことをされそうになったこともない。

　それは、決して拷問官が「いい人」だからではない。吊るされた状態である時に、水で濡ぬらした革かわで膝ひざ下したを締しめ付け、『冷えるだろう、温まるといい』と陰いん険けんな笑えみで、火を近づけてきた時には、さすがに殺意を覚えた。水でふやけていた革が、乾かわいて縮ちぢまるから、最初から締め付けられているのに、余よ計けいにきつくなるのだ。

　そしてその男は今も、役目を果たそうとムチを握にぎり締めて、会話を見守っている。

「英えい雄ゆうになりたがっていたではないか、ネロス」

　無む視しするカルロ。五聖せい士し直々に足を運んでいるのに、成果が出ないことにいらついた様子で、拷問官が一発、ムチで叩たたく。声を上げまいとするのが精せい一いつ杯ぱいで、より食い込む爪の痛いたみを意識する前に、カルロは失神した。ルシドは深く嘆たん息そくする。

　拷問官は、いつもこんな感じなのです、申し訳わけございません、と低頭し、もう一人の拷問官を呼ぶ。二人がかりでカルロを下ろし、爪を外す。と、そこへ──。

「こちらですの？」

　場ば違ちがいな、明るい少女の声が響ひびいた。ルシドが拷問室を出て窺うかがう。侍じ女じよたちが心細そうにしながら、戻りましょうと繰くり返すが、そんなことにはお構かまいなしで、その少女は、

「カルネロス侯こう爵しやく様がいらっしゃるのはこちら？」

　そう訊たずねた。顔見知りの五聖士ルシドに気づくと、にっこりとする。

「レティシーヌ殿でん下か、このようなところにおいでになるものではございません」

「カルネロス様へのこのような処しよ遇ぐうを許ゆるしていらっしゃるのはどなた？」

　彼女の父である皇こう帝てい陛へい下かの命令でとも言いにくくて、ルシドは言葉に詰まり、このようなところからは立ち去るべきだと言おうとした──。がしかし、奥おくへと歩を進めた彼女は、ぐったりとして気き絶ぜつしている彼を見て、悲ひ痛つうな叫さけび声を上げた。

「なんてひどいことを！　ああ、カルネロス様……」

　薄うす暗ぐらくてよく見えないものの、特に肩の辺りが穴あなだらけのボロボロの服は、血まみれになっているのが分かる。レティシーヌは、涙なみだぐんだ瞳ひとみで、ルシドを睨にらむ。

「皇帝陛下に謁えつ見けん願います！」

　現在皇帝は、病に臥ふせていて部屋にこもったきり顔を出さない。娘むすめの彼女でさえも、たまに呼ばれ、見み舞まいに行くことを許されているだけだった。「陛下にお伝え申し上げておきましょう」と、ルシドは、この場をやり過すごすため、適てき当とうに答えた。だが、彼女は、

「では今すぐに！」

　勢いきおいよく歩き出した。そして皇帝陛下の住まう塔とうへと早足に向かい始める。

「レティシーヌ殿下、どうなされました？　カルネロスがどうか致しましたか」

「ルシド様は、カルネロス様と親しい間あいだ柄がらなのでございましょう？　どうしてあのような目に遭あわれているのを放ほうっておかれるのですか」

「そう仰おおせになりましても、カルネロスは、帝国の裏うら切ぎり者です」

「何か理由があるのではございませんの？」

「ですが彼は、それさえも話してはくれない」

「当たり前です。あのようなことをされて、はいはいと何を話せばよいのです。イリアーラ帝国侯爵として相そう応おうの待たい遇ぐうで接せつするべきです」

「殿下は、カルネロスのことにお詳くわしいようですね」

「そ、そんなことは、ございませんけれど……二十四という最年少で帝国陸軍中将となられたお方ですもの……異い例れいの出世は、それだけ帝国に尽つくし、功こう績せきを残してきた証あかしです」

「はい。その通りです、殿下」

　ルシドは、レティシーヌの様子から、計画していたことを実現できると判はん断だんした。拷ごう問もんをやめて次なる手を打つため、彼女に一つの提てい案あんを持ちかける──。その提案を彼女がのんだことで、カルロへの待遇が一変するのは、その翌よく日じつのこととなる。

　ルシドが、レティシーヌと話し合ったその翌日も、いつもと同じように、皇帝と五聖士が顔を揃そろえていた。皇帝の寝しん室しつ。病に臥している皇帝は寝台にいて、その周囲には、五聖士が座すわるための椅い子すがあり、みなが着席している。もっぱらの話題は──。

「カルネロスは何を考えているのでしょうね」

　皇帝たちは、カルロから取り上げた鈴すずと書しよ簡かんを前に、この日も頭を抱えていた。

「陛下、拷問は無む駄だではないでしょうか。カルネロスの態度は常つねに一貫していて、専せん門もん家かも辟へき易えきしております。もはや拷問という手段では、何も得られないのではありませんか」

　そうした空気が皇帝たちの間に漂ただよい始めたのを感じ、ルシドは切り出した。拷問などしても無駄だと最初に言ったのだが、皇帝は聞き入れなかった。しかし今度は──。

「拷問の打ち切りを許きよ可かする。だが、他によい手立てはあるのか？」

　皇帝に訊ねられて──ルシドは、禁きん句くと思われているそれを口にした。

「レティシーヌ殿下との婚こん約やくを」

　皇帝が、何をバカなことを言い出すのだ、とルシドを睨にらむ。ルシドも、それは覚かく悟ごしていた。皇帝が最も愛している子こ供どもは、今は亡なき第一夫人の息子むすこ──第一皇子オルスだ。そのオルス同様の寵ちよう愛あいを受けているのが、六十を過すぎて生まれた末すえ娘むすめ──レティシーヌである。レティシーヌを手放したくないがために、数々の婚約話を断ことわったり白紙に戻もどしたりしているのは皇帝自身であり、そういう話は、しばらく持ち上がらなくなっていた。

「カルネロスが何を考えているのであろうと、ウェルラントでもドルラードでも国の中ちゆう枢すうに潜もぐり込こみ、重要な内部情報を得て戻もどって来たことには違ちがいありません」

　皇国に忍しのんでいる帝国密みつ偵ていが得られるのは、たいていの貴き族ぞくであれば知り得るもの。帝国が一番に手に入れたい価か値ちの高い情報というのは、国の中枢にいてこそ得られるものだ。

「この際、彼を英えい雄ゆうとして扱あつかうことに致しませんか。そうやって騙だますのではなく、本当にその待たい遇ぐう、地位を用意するのです。

　彼は私の部下として実によく働いてくれていました。その天才的能のう力りよくは、本物です。情報収集能力もしかり。そして戦せん略りやく家としての彼の能力は、何も戦場に留とどまるものではありません。ウェルラントの代表として皇国へ行き、和平交こう渉しようを進めているという情報はありましたが、捕つかまえてきてみれば、皇国の全ぜん権けん大使になっている。彼には何らかの目的があってこちらへ来る予定だったのです。それが本当に和平協定のためなのかは、いずれ私が訊きき出します。それよりも、せっかくの逸いつ材ざいを、他国に奪うばわれてよいものでしょうか。多少のことには目を瞑つむっても、彼を帝国に抱だき込むことを優ゆう先せんさせるべきではありませんか。

　彼を英雄として迎むかえるにあたり、その褒ほう美びにと、レティシーヌ殿でん下かとの婚約を進めるのです。彼を帝国に留め置くために」

　皇帝に即そく座ざに反対されると、その反はん応のうは分かっていたという顔で、ルシドはさらに言う。

「陛へい下か、アゲル・カルネロスのことを覚えておいでですか」

　カルロの父だ。その名は、皇帝にも記き憶おくがあった。直ちよく接せつ対面したこともあるはずだった。数々の武ぶ勲くんを上げた英雄である。

　皇帝を始め、その一族は、基き本ほん的には、武ぶ人じんと直接会わない。戦いくさの血が皇帝の一族を汚けがしてしまわぬように。皇帝一族は、清らかで高貴な存そん在ざいなのだ。戦で得た領りよう土どは、皇帝に捧ささげられるもので、皇帝が侵しん略りやくをしているわけではないということ。だが軍人であっても、特別に謁えつ見けんが叶かなう場合もある。それだけの功こう績せきを上げていて、伯はく爵しやく以上の名家であることだ。功績という曖あい昧まいな基準ではあるが、それが厳きびしいことは確たしかである。

「カルロ・カルネロスは、彼の息子です。父親を失ったのは八歳の時。英雄である父親を尊そん敬けいし、父に負けない働きをしようと帝国に尽つくして参ったのです。カルネロス侯爵の地位は、今も健在。家柄的には、申し分ないはずです」

　ルシドの提案は、無む謀ぼうのようにも思えたが、皇帝にとって悪い話ではない。最も避さけたいのは、レティシーヌを他国に出してしまうこと。国に留とどめるためには、帝国内の貴族と結婚させるに限かぎる。だが、適てき格かく者がいなかった。身近な貴族に嫁よめに出しては、娘の夫だと思うだけで、その男の顔を見たくなくなる。あまり縁えんのない貴族にやる気にもなれない。信用もおけない。皇女を嫁に出してもいいだけの家柄で、常に顔を見ていなくても済む──けれど娘はすぐ手元にいる──という条じよう件けんを満たす貴族は、なかなかいなかった。

「カルネロス侯爵なら、軍人であった過か去こがあるとはいえ、既すでに辞やめているのですから、その点は、目を瞑つむってもいいのではありませんか」

　ルシドは畳たたみかけた。

「あとはご本人のお気持ち次し第だい」

　しばらくの話し合いの後、レティシーヌが呼よばれる。彼女はちらりとルシドを見て微かすかに微笑ほほえみ、頰ほおを染そめた。婚約の話が皇帝の口からなされると──。

「よいお話だと思いますわ」

　即そく座ざに承しよう諾だくした。

「あたくし、陛下のお傍そばを離はなれたくはありませんもの。彼に宮きゆう廷ていでの生活をしていただくことは出来ませんか？　そうしましたら、婚約の件けん、喜んでお受け致いたします」

　そう言われると皇帝は、渋しぶ々しぶながら、娘に思われていることには満足し、婚約と、彼の宮廷生活を許可した。宮廷生活をさせるのは、彼を軟なん禁きんするという目的ではあったが──。

　その後、レティシーヌは、ルシドを伴ともない、飛とび跳はねるようにして、カルロのところへと行く。檻おりの鍵かぎをルシドが開けると、レティシーヌは迷まようことなく入り、カルロに寄よった。

「あたくしに感かん謝しやなさいませ」

　小悪あく魔まのような笑顔でそういう皇女レティシーヌを、虚うつろな瞳ひとみで、地べたから見上げる。遠目に見たことがあっただけの皇女が、目の前に立ち、頰を赤らめ顔を寄せていた。

「でも、もっと感謝すべきは、あなた自身ですわ。その恵めぐまれた才能と美しさ。あたくしはずっと、あなたに憧あこがれていたのですから」

　過か酷こくな拷ごう問もんのせいで体中が激げき痛つうに襲おそわれ、特にその痛いたみが痛みでなくなると、意い識しきは混こん濁だくして闇やみにのまれる──何な故ぜ彼女がそんなことを言うのか、彼女がその答えを言うまでに、自分で考えつくだけの思考は働いていなかった。そんなカルロに、告げられる言葉。

「皇帝陛下の命で、あたくしたちは婚約することになりました。さあ杯さかずきを交わしましょう」

　拷問打ち切りの決定と共に、新たな策さくが講こうじられたことは、理り解かいしたのだった──。
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　──どうせ私なんて田舎いなか国家の田舎娘ですよーだ。

　愛らしいレティシーヌを見ているとクレアは、自分を比くらべてしまって、どんどん惨みじめになった。透すき通るような白い綺き麗れいな肌はだ。細くて長い美しい手足。そして指。一つ一つの動作のなんて優ゆう雅がで気品に満ちていることか。皇女としてさぞかし大事にされ、持ち上げられて過すごしてきたのだろうと思うのに、たとえそうだったのだとしても、彼女の神しん経けいはとっても細やかで、気き遣づかいの上手な人だった。それはクレアが、完敗だ──と思う部分。ついつい彼女に対して刺とげ々とげしくなってしまいがちで、そんな自分を押おさえつけられずに苛いら々いらしていると、彼女が色々と気にかけてくれた──慣なれない宮廷で、疲つかれているのかとか、周囲で何か言ったのかとか──気晴らしに何をしようと提案しては、構かまってくれる。

『あたくしが、ファレットと遊んで過ごしたいからといって、しばらく滞たい在ざいして下さるようにお願いしてしまって、ご迷めい惑わくでしたかしら？』

　カルロの婚こん約やくのことを思って、それが顔に出てしまうと、彼女は色々と気を配った。今日も──「一緒にお菓か子し作づくりを致しましょう！」という配はい慮りよを見せる。

「カルロ様をご招しよう待たいして、三人でお茶会に致しましょう！」
















　クレアの手をとって優やさしく引っ張ぱるレティシーヌ。

「私、お菓子作りとか苦手だし、よく分からないから……」

「教えてさしあげますわ。一緒に作ったならば、いただいた時、より一いつ層そうおいしくなります」

　無む邪じや気きな笑顔。同い年の友──侍じ女じよではなく、正真正しよう銘めいの友だちが出来たことを彼女は心から喜んでいる。クレアも普ふ通つうに仲良くしていた。それが彼女には心ここ地ちよいようだった。

　──私のこと、本当に好いてくれているのに……。

　クレアは申し訳わけなく思う。彼女のことをやっぱり好きだと思うのに、カルロの婚約者だと思うと、素す直なおに受け入れられなくなってしまうのだ──私って心が狭せまいね……。

　けれどクレア自身、彼女との時間を楽しく思っていた。こんなふうな友だちは、クレアにもやっぱりいなかったのだ。工こう房ぼう仲間とも違ちがうし、アングス王宮の中での関係とも違う。

「私、レティと仲良くなれてよかったと本当に思っているんだよ」

　そう言ってしまって、まるで心にもないことを言い訳めいて言っているような気がして後こう悔かいする。けれど、彼女は、あたくしもですわ──と笑顔で言った。

　こんなふうに過ごしていると、あんなにも必死に、切せつ羽ぱ詰つまってここまで来たことが、遠いことのように思えてくる──。

　アングスを出て、カルロの安あん否ぴを確たしかめるため、船で帝てい国こくオスハンの港へ向かった──。

　都にあるカルロの家に行くのが目的。だから、都にほど近い港へ向かう船に乗るつもりだった。けれど、それだと却かえって時間がかかることを知る。都へ向けた船が、海かい峡きように差しかかるところでは、一いつ旦たん海上で厳きびしい身元確かく認にんが行なわれる。正式な許可の出ている船かどうかに始まり、乗員すべてを厳しく照会──その船に怪あやしい人が乗っていると、その船はそれ以上航海できず、しばらく海上に留とめられ、厳しい取調べの対象となる。一割わりほどの船は、その憂うき目に遭あって、二、三日海上に浮うかんでいなければならなくなる。様々な確認がもたつくなどの理由も含ふくめると、ほぼ半数の船が、予定通りに到とう着ちやくしない。

　そんな現げん状じようを考こう慮りよして、最短航路で帝国に入港できるオスハンの港へと向かったわけだが、そこはクレアの故郷ふるさとだ。オスハン地方ベルロイド伯はく爵しやくの家に養女として引き取られたクレアは、帝国最大の陶とう磁じ器き工房であるベルロイド工房に弟で子し入いりをし、そこで育った。

『少しくらい寄よっていってもいいんじゃないか？』

　イルマの言葉に、首を横に振って、必死に馬を走らせた──カルロのいる都に向けて。

　そうして都に着いて、最初にしたことは、カルロの家を探さがすこと。カルネロス侯こう爵しやく家けの本ほん邸てい──訊きけば、すぐに分かった。屋や敷しきの周囲には、警けい備びの兵士がいた──いや、監かん視しの兵士だ。カルロの親しん戚せきの者だと偽いつわって屋敷に入った。監視の目的は、カルロの母親を軟なん禁きん、人ひと質じちとして屋敷に留とどめ置くことらしく、来客の出入りまでは厳しく監視されていなかった。

『私、アングスから来たんですけど……カルロが捕つかまったって聞いてびっくりして……』

　カルロの母親を前に緊きん張ちようして、もぞもぞとしてしまっていたのだが、それよりも緊張した様子で彼女は、訊たずねてきた。

『カルロの何？』

　きつい言い方ではなかった証しよう拠こに、直後には、失礼な伺うかがい方をしてごめんなさいと謝あやまる。

　──恋こい人びとです。そう答えたい。でも、そんなふうに言ったら、睨にらまれるか嫌きらわれるかするかもしれない……。照れくさかったこともあり、クレアは包み隠かくさず身分を明かした。

『カルロは私に仕えてくれているんですけど……こんなことになってしまって……』

　それから深々と頭を下げて、母親に謝った。どうにかして助けたい、とも伝える。

『カルロのことなら、大だい丈じよう夫ぶですよ。悪運の強い子ですから』

　元気づけるためか、本当にそう思っているのか、彼女は明るい笑顔で──それから、はっきりと問う。

『もしかして……カルロの恋人なのかしら？』

　このさいだからと、クレアは思い切って、はいと返事した。あまり力を込めたから、声まで大きくなって顔が熱くなる。

『まあ、よくいらして下さいましたね！』

　彼女はにこにこになった。かなり上じよう機き嫌げんな様子で、鼻歌でも歌い出しそうな雰ふん囲い気きで──。

『カルロにも恋人が出来たのねー』

　ほっとしたという顔。そこで初めて、はっとしたように、ウェルラント女王への挨あい拶さつをする。そんな彼女は、さっそく色々と長話をしたそうで──けれどクレアは、そういう気にはなれず、すぐにもカルロの無事を確たしかめたいことを伝えた。母でさえも何も知らされていなかった。ただイリアーラ宮きゆう殿でん内ないにいるのだろうということだけは分かっていた。

　そうやって飛んで来たのだ──この宮殿に。

　なのにカルロは、レティシーヌと婚こん約やくして、悠ゆう々ゆう自じ適てきに過ごしていた──皇女の婿むことして大きな顔をして──カルロのバカーっ。裏うら切ぎり者！

　泣きたくなる。夢ゆめの中の綺き麗れいな女の人──カルロが結婚するその女の人がどんな顔なのか、はっきり覚えていなかったのに、今は完全にレティシーヌと重なっていた。若わかくて綺麗な人だという印象──それはまさに、あの人工池で彼女に出会った時に感じたもの。

　──死んじゃえバカバカバカ！

　今度は涙なみだが溢あふれてしまって、クレアは慌あわてて隠かくした。死んでいいはずがない。本当にカルロは、弾たまに当たって死んでしまうかもしれない……このままではいけない。

　──カルロ、死んじゃ嫌いやなんだから……。他の女の人と結婚しちゃうのだって嫌だけど……カルロが死んじゃうのは、もっと嫌なんだから……。
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　レティシーヌとカルロが婚約してから十日以上が過ぎた。二人で過ごしている姿すがたを、日々観察し、五聖せい士したちは、彼が宮廷生活に馴な染じみ楽しんでいる、と判はん断だんした。

「そろそろカルネロスの抱だき込こみを本格的に試みてもよいのではないでしょうか」

　積極的に発言するのは、やはり彼のことをよく知っているルシドだった。皇帝も他の五聖士も、すべてルシドの判断に任まかせるのがいいと思うようになっていた。

「婚約を経へて彼も、身も心も再ふたたび帝国へと戻って来ていることでしょう。彼の持つウェルラントやドルラードの情報を吐はかせ、それをもって彼の帝国への忠ちゆう誠せいの印とし、彼には新たに政せい治じ的な官かん職しよくに就ついてもらいたいと思うのですが、いかがでしょう」

　皇帝が頷うなずき、他の五聖士も賛さん同どうを示しめした。

「あとは、彼を使って、ドルラード皇国とウェルラント王国の和平に皹ひびを入れてもらいましょう。彼ならば、いかようにもしてくれる──我われらに忠誠さえ誓ちかわせれば」

　そうしてルシドは、館やかたの一室に、カルロを呼びつけた。こぢんまりした館だが、皇帝や皇族たちの住まいを守るようにして、その周囲に建っている。五聖士とその家族の住まう家。同時に皇帝の住まいにも部屋を与えられているのが彼らだ。皇帝の護ご衛えいの役目があるのだから、常に傍そばにいなければならない。

　二人きりの対面。カルロを前にルシドは、決めつけるような口調で言った。

「ウェルラントを経けい由ゆして皇国に取り入るとは、なんと綿めん密みつな作戦。ウェルラントとドルラードとの先の戦いくさでの、おまえの活かつ躍やくも聞いている。我わが国と同どう盟めい関係にあるウェルラントを守ろうと働き、信しん頼らいを得て、うまくウェルラントでの地位を手に入れると、和平交こう渉しようを理由に皇国へ行く。皇国での情じよう報ほう収しゆう集しゆう、ご苦労であった。さすがはネロスよ」

　この扱あつかい、条じよう件けんに食いついてこないものかと、期待を込めるルシドだが──。

「ルシド殿。レティシーヌ皇女の婚約者になったからといって、皇国での情報を漏もらすような真ま似ねをする気はありません。一体どんな情報を望んでいるのか知らないが、私は皇国の使者としてここにいるのです。私が拷ごう問もんから解かい放ほうされ、こうして生活できているのも、ルシド殿のお口くち添ぞえ、お気き遣づかいあってこそと感かん謝しやしています。ですが、書しよ状じようをご覧らんいただいた通り、私は皇国の使者。この事実が覆くつがえることは決してありません」

「ネロス、目を覚ますんだ！」

　ルシドは声を荒あららげた。以前の彼とは違ちがう雰ふん囲い気きに、苛いら立だちを覚えていた。

「何かに取り憑つかれたように正気を失い、そうして自分を見失っていたと思ったら、今度は何を血ち迷まよっているのだ。自分の言っていることが分かっているのか？　あくまでそう言い続けるなら、裏切り者として処しよ刑けいされても文もん句くは言えないぞ。もしそうなったら、レティシーヌ殿下のお立場だって……よいか、ネロス。皇王の座ざを巡めぐって、ドルラードでは内ない乱らんが起こった。こういう時だからこそ、皇国に戦を仕掛けて……」

「ドルラードと戦はさせません」

　何を言っても無む駄だなのかと、力を落として息を吐はき、ルシドは背せもたれに身を投げた。

「ルシド殿、覚えていらっしゃいますか。もし今度仕官を望むなら、その時は取り立ててやると仰おおせになりました」

　カルロが職しよくを辞して旅に出る前、ルシドがそう言った。

「覚えている。仕官を望むか。それが最も賢かしこい選せん択たくだ。皇女の婚約者である侯爵ともなれば、相応の地位が約束される。私も強く推すい薦せんさせてもらう。政せい治じ的な要よう職しよくに就ついてもらうことについては了りよう承しよう済ずみだ。どんな職ポストを望む？　それを叶かなえてやる自信はある」

「皇帝に」

　カルロの低い声。

「相変わらずな……だが冗じよう談だんでもそのようなことだけは口にしないのがおまえだった」

　戸と惑まどうルシド。いくら望みを叶えると言っても、それは無理だ。少なくとも、そうでない地位なら──皇帝や五聖せい士しでない地位なら、いくらでも自由になったものを。

「何な故ぜ私を皇女と婚約させたのです。まるで私に皇帝の座を狙ねらえとおっしゃっているようなものではありませんか。皇帝陛へい下かのご病状も、今なお、よろしくないご様子。後こう継けいを巡めぐって皇子たちが水面下で争っているのも、私が仕えていた頃ころと何も変わっていない。そんな醜みにくい争いを尻しり目めに、皇帝の座を横取りするのも、なかなかおもしろいと思いますよ」

「ネロス……」

「ルシド殿が余よ計けいなことをしてくれたお陰かげで、皇帝への位を狙いやすくなってしまった」

　カルロは鼻で笑い、ルシドを見み据すえた。

「そうなった時、貴き殿でんは、五聖士として私に仕えますか。誠せい心しん誠意仕えると誓ちかうなら、五聖士に留りゆう任にんということに。さもなければ、ジェイオン殿を再ふたたび任命するのがよいですね」

「私はおまえを利用した。ラスヴァール・ジェイオンに毒をもらせて五聖士を降こう格かくさせ、私がその地位を奪うばった。昇しよう格かくに伴ともない、おまえに譲ゆずり託たくすべき将しよう軍ぐん職は、どうでもよい男にくれてやった。恨うらんでいるのだな？」

　いいえ──と、わずかに笑みを浮うかべて答えるカルロ。

「おまえはやはり、ネロスだ。その才能は、帝国にとっては諸もろ刃はの剣つるぎ。無む論ろん、私にとってもな。だが、味方につけておけば、これほど頼たよりになる者はいないことも、私が一番よく知っている。平へい凡ぼんな軍人に過すぎなかった私が、軍部で伸のし上がれたのも、五聖士でいられるのも、おまえのお陰だ。野心に満ちていたおまえを利用したからこそ、私は今の地位にある。だがおまえは、志こころざし半なかばで、官職を捨てた。生きる気力さえも見失ったように。そして行方ゆくえ知れずとなった。旅に出たというのは聞いている。しばらく静養をするのだろうくらいにしか、みな思っていなかった。だが、いざ連れん絡らくを取ろうとしても、どこにいるのかも分からない。そんなおまえが突とつ然ぜん、我が国最大の敵、ドルラードの全権大使になって戻ってきた。ウェルラントから皇国に入ったのは、さすがはおまえの作戦というべきか」

　カルロは答えない。ルシドは少し震ふるえた声になって続けた。

「帝国への復ふく讐しゆうなのかと……私への復讐なのかと思った。帝国で果たせなかった野望を、皇国で果たすのかと思った。帝国の情報を手て土産みやげに皇国へ行ったのかと思った。そしてウェルラントを皇国につけることで、帝国の力を削そぎ、力関係を崩くずし戦を引き起こす目的で動いているのかと思った。そうして帝国を撃げき破はしようと──。

　だが私には、おまえの真意など分からない。それは昔からそうだった。何を企たくらんでいるにせよ、そんな時のおまえは無む敵てきに等しい。味方につける以外には方法はない。この国に留とどめおくためには、皇女と婚約させるのが一番だ。皇女を手に入れたおまえなら、あるいは再び帝国での地位を望むかもしれない──皇国ではなく。

　本当にそのつもりになったのだな、ネロス」

「ですから皇こう帝ていに。私は皇帝にならなければならない。そうでなくては成し得ないことをしたいのです。それを実行するためには、皇帝の権けん威いと力が必要です」

「おまえの望む地位が、皇帝であっても、おまえがこの国に味方するなら……それでいいと……私は心から思ってしまう……おまえは恐おそろしい男だよ、本当に」

　次し第だいにうな垂だれ、静かにそう語る。そして顔を上げて言った。

「しかし、皇帝になろうとするとは……やはりおまえはこうでないとな」

　ルシドがゆっくりと笑い出す。カルロは、無表情のまま──。

「私が皇帝になれると、本気でお思いか」

「おまえにその気があるならば」

　ルシドが本気と思っているのを感じて自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべると、カルロは訊たずねた。

「私が皇帝になったら、この国はどうなるとお考えですか」

「世界帝国に。ただそれだけだ。おまえが国を統すべれば、今よりもずっと強くまとまりのある国になるだろう。どういうわけかおまえには人を導みちびき、率ひきいる力がある」

　どういうわけか──とルシドは言った。一番敵てきが多いのが彼ではないのかと思うのだ──最も嫌きらわれている男。しかし、最も人を惹ひきつける男でもあった。敵が多い分、味方も多いということか、彼が先頭に立つと、空気がびしっと一つにまとまる。彼のそんな不思議な力を、ルシドはアゲルにも見てきていた。

「この世界最大のラゼ大陸を、おまえは完全に併へい合ごうする。しかもその若わかさ。まだまだ先がある。十年、二十年、三十年と、大きな戦せん略りやくを立てられる」

「私が帝国を戦争大国にすると？　残念ながら、そのつもりはありません」

「何な故ぜだ、ネロス。おまえは戦争好きではないか。戦争というのは、活かつ躍やくの場を作りたい軍人たちの手で広がるという面もある。おまえはそんな中で生き生きと活躍していた」

「ですから、もはや出世のため、家のため、戦争で手て柄がらを立てる必要もないでしょう」

「それは、皇帝になるからか……」

「それこそ、世界最高の権けん力りよく者しやといっていい地位ですからね」

　ルシドは、カルロを見み据すえ、その無表情な顔を長らく観察した。そして──。

「おまえが皇帝になっても、私はおまえに仕えはしない。五聖士を辞じ任にんする。ジェイオンを復ふつ帰きさせたらいい。隠いん居きよには最高の機会だ。五聖士をやっているのも、飽あきてきたところだ。軍人なんて、と思っていたが、私は軍人である方が、よほど性しように合っていた。おまえも皇帝になれば、それを嫌というほど知ることになろう」

　ルシドは、冷笑した。

「賢けん明めいです。この国を背せ負おう気のない私に仕えても意味ありませんよ」

　何を考えている？　訊きいても無む駄だなのだろうなと諦あきらめつつ、ルシドは申し出た。

「今度はおまえを取り立てると確かに私は約束した。おまえが望んだ地位は、私が取り立てることの出来るようなものではなかったが、おまえはその地位に昇のぼる術すべを、すでに知っているのだろう。今度は私を利用するがよい。駒こまになってやる。言うてみよ」

　カルロも冷笑を返して、強く言った。

「貴き殿でんが二つのことをして下されば、それでよい。まず一つ、私が皇帝になる野心を燃もやしていると広めること、もう一つは、遺い言ごん証しよう書しよです。皇帝の遺い書しよの偽ぎ造ぞうに手を貸かしていただきたい。現げん在ざい皇帝の遺書を保ほ管かんしているのは、ルシド殿ですね。それをしばらく預あずけて下さい。私が偽造を終えたら、仕上げに、皇帝の印を、それに押していただきたい。無論、気づかれないように。その隙すきがないようならば、押印の偽造も私の方でやりましょう」

「何を考えているのだ。確かに遺言証書を保管しているのはこの私──」

　その情報を口にすることが、すでに皇帝への裏うら切ぎりである。

「後継者の名に、自分の名でも書くつもりか。だが、そのようなものは受け取らないぞ」

　カルネロスを皇帝にすると書かれた遺言証書を保管など出来るものか、とルシドは思う。そのようなものが近くにあると思っただけで、魘うなされ、眠ねむれなくなりそうだった。

「受け取って下さらずとも結けつ構こうです。祭りで、すべて分かるでしょう。準じゆん備びは忙いそがしいのです、ルシド殿。申し上げた二点、急ぎ頼たのみましたよ」

　その不ふ敵てきな笑みを、ルシドは、少しだけ──ほんの少しだけ懐なつかしく思うのだった。




　　　　６




　カルロはルシドの館やかたを出てレティシーヌの部屋──棟とうへと向かった。皇族たちはみな、一人一つの棟を住まいにしている。二棟以上使用している人もいるが。

　半ド円ー球ム状じようの屋根の建物が大小二つ、これが一人に割わり当てられた一つの家だ。

　住まいとなっている大きい方の建物は、屋根も壁も白一色だが、単たん純じゆんな作りなわけではない。同じような白色でも、素材を変えた細かいタイルで装そう飾しよくされており、繊せん細さいで美しい。それは日の当たり方や角度によって七色の色しき彩さいを放ち、その形から、卵たまごのように見える。

　小さな方の建物は、個こ人じん専せん用ようの浴場。こちらはどれもみな色彩豊ゆたかな建物で、まるで花でも咲さいているかのようだ。住まいは、基き本ほん的には三階まであるのだが、吹ふき抜ぬけになっていたり、そうでなかったり、各棟によって造ぞう形けいは違う。

　これらの棟が、中央に聳そびえる大きな尖せん塔とう──皇帝の住まいである──をぐるぐる巻まきに、何重にも囲んでいる。ぐるぐる形の回かい廊ろうが棟を繫つないでいるのだ。いちいち円を描えがくように回らずとも、途と中ちゆうには内や外の回廊へ抜ける道がある。この皇族の住まい区く域いきを囲んでいるのが、五聖士の五つの館だ。皇族たちの領りよう域いきとの間には、高い柵さくが設もうけられている。ここが警けい備びの中心となっている場所だ。近衛このえ軍人から選びぬかれた親しん衛えい隊たい員いん──貴族としての身分がしっかりしている者たち──が、この柵に目を光らせている。

　カルロが呼よばれたのは、そんなルシドの館。外に出て、皇族の住まい区域に接せつしている門を通れば、すぐそこは円形の回廊だ。ルシドの館と、レティシーヌの棟は、尖塔を挟はさんで反対側にある。それが却かえって有り難がたく、カルロは歩を緩ゆるめて、のんびりと歩いた。

　レティシーヌには、お菓か子しを作って待っていると言われている。ルシドからの突とつ然ぜんの呼び出しで、だいぶ遅おそくなったが、待たせてしまっていることはないはずだ。クレアも一いつ緒しよなのだから。二人で仲良くやっているはずだ。むしろそこに自分はいない方が彼女たちもいいだろう──そうではなく、自分がいたくないだけか……クレアの視し線せんが怖こわいから……。

　クレアは、カルネロスの屋や敷しきに戻もどり、そこで休んでから国に帰るものとばかり思っていた。強ごう引いんにもそうしてもらうつもりだった。しかし、レティシーヌの希望で、彼女は留まっている。彼女の寝しん台だいで一緒に寝ねているというから、なおさら気が気でない。気が合って仲良くしているのは疑うたがいようがないとしても……クレアが何かを企たくらんでいそうで、カルロには心の休まる時がなかった。そこへ来て、お茶会の誘さそいだ。

　──誘わないでくれ……。吐と息いきをつくカルロ。ますます足も遅おそくなる。

「何をのろのろ歩きしてやがる」

　館を出て、皇族しか立ち入れない回廊──といっても、侍じ従じゆう側近は、主あるじのところで寝ね泊とまりしているわけで、皇族以外もたくさんの人が出入りしている──を歩いていると、イルマが曲がり角から姿すがたを見せた。柱の陰かげにいたらしい。回廊はどこも庭と一体となっていて、見晴らしがいい。庭も、特別高い木が植えてあることはなく、花か壇だんが中心だった。そういった見晴らしのよさが、効こう率りつ的に安全を生み出しているとも言える。多くの侍従がいるとはいえ、みな顔見知り。怪あやしい人がいればすぐに分かる。

「おまえを探さがして来いっていう命令なんだが」

「ファレットのか」

「まあね。お茶に招しよう待たいしているのに来ないって、ご立りつ腹ぷくだ」

　カルロが、では急ぐか、と言ってもやはり、これまでと同じ速さで歩くので、イルマは合わせるのに苦労した。誰だれもいないことを確かく認にんしつつ、カルロは思いついたように言った。

「私がウェルラントを売るようなことをしているかもしれないとしたら、どうする？」

　皇帝になるということは、そういうことを意味する──クレアの望まない形、裏切り。

「私に剣けんを向けて真相を吐はかせるか？　放ほうっておくか？　それとも……」

「何言ってんの……おまえがそんなことするはずないから、最初から何もしねぇよ。あえてするっていうのなら、むず痒がゆい表現だが、信じるってだけじゃねぇの？」

　イルマの強い視線。真まっ直すぐで、疑うたがうなんて行こう為いそのものを知らなそうな……。イルマに見られると、どうして居い心ごこ地ちが悪くなるのか──いや違うな、とカルロは思う。居心地がよすぎて、それで落ち着かなくなるのだ。イルマは続けた。

「おまえの性せい格かくの悪さは分かっているけどさ、少なくともおまえの本ほん質しつっていうか、絶ぜつ対たいに曲げられない部分っていうか、譲ゆずらない部分っていうか……要するに、おまえは、女王さんを裏うら切ぎるようなことはしないってこった。だから国を売るような真ま似ねはしない。もしそんなふうに見えたとしても、理由があるって思うだけだな」

「イルマ、騙だまされやすい性た質ちだろ」

　くっと笑ってカルロは、歩き出す。

「バカにしているのか？　女には騙されてやるが、野や郎ろうには絶対に騙されやしないぜ」

「その言い方には、自分の間ま抜ぬけさを覆おおい隠かくそうとする恣し意いを感じる」

　カルロが笑う。

「だ、だからぁ、女のことは全面的に信じるけど、野郎のおまえのことは、騙されないようにちゃんと基き準じゆんを設もうけてだなぁ……」

　無理するな、と今度は腹はらを抱かかえて笑い出すカルロ。イルマも腕うでを組んで、ふんと言うと、一緒になって笑い出した。

　──あんな感じだったんだよな……少し前までは。

　カルロは、ルシドとの会話を思い出していた。帝国に仕えていた頃ころは、ああして人の感情を弄もてあそび、手のひらに転がして利用していた。そんなことをしてきた過か去この自分を卑いやしく感じるようになった──クリムに出会ってから。そして今は、クレアに巡めぐり会い、そんな自分にはなりたくないと思っている。だが既すでにルシドにそうしたように、これから本格的に始める工作活動は、言ってみれば昔の自分に戻るようなもの。ルシド相手に、相手の心を読みながら話していると、昔の感覚が体に馴な染じんできた。

　それは、嫌けん悪おすべきことなのかもしれない。けれど、奇き妙みような心地よさを感じた。たぶんそれは、卑しかった過去の自分が、今の自分を支ささえているという確かさ、安心感ゆえだとカルロは思う。消してしまいたかった過去でも、現在の礎いしずえとなってくれているという実感。

　何が幸いするのか分からないものである。過去を受け入れることが出来るようになったとか、そういうことではないのだ──ただ、過去にここでしてきたこと、ここでそうやって生きてきたことが、未来の自分へ繫つながるという感覚が充じゆう実じつ感を与あたえてくれていた。

「ところでリュコスよ、みんなから、なんて噂うわさされているか、知っているか？」

「俺おれのこと？　いい男ってか？」

「過か保ほ護ごな兄あに貴き、と私に向かって褒ほめてはいるが、陰かげでは我妹命シスコンと笑っている」

　ただ女王を護ご衛えいしているだけだという事じ情じようを分かっているカルロまでもが笑っている。

「なんで笑うかな。俺は、自分の命が惜おしいだけだぜ。何かあったらおまえに殺される」

「分かっていればいい。せいぜい頑がん張ばってくれ。ファレットに帰る気がないのだからな」

　ちなみに、レティシーヌの部屋で一いつ緒しよに寝ねているクレアと違って、イルマの行き場所は、カルロのところしかない。元々空あいていた棟とうが、皇女の婿むこであるカルロに割わり当てられているわけだが、そこには一人分のものしか用意されていない。広い部屋は余あまっているのに、侍じ従じゆうという形で生活しているイルマには寝台さえなかった。カルロが使っているのは、大の男が五人は余よ裕ゆうで眠ねむれそうな寝台だ。カルロは、脇わきの方でイルマが寝ていようと気にしないのだが、それはイルマの女性至上主義者フエミニストとしての誇ほこりが許さなかった。

『男と同じ寝台に入れるかっ』

　と、応おう接せつ間まの長椅子ソファーの上で眠っている。自分で拒きよ否ひして狭せまい椅い子すで寝て、腰こしが痛いたいの背せが痛いのと言っているのだから、カルロはただ呆あきれるばかりだ。

　ともあれ、こうして『兄妹きようだい』は、宮きゆう廷ていに留まっている。

「ああ、ここだったような……気のせいであって欲ほしいところだが……」

　カルロのひとり言と溜ため息。ついに、彼女専せん用ようの棟についてしまった。

　気が進まないという表情のまま、カルロは呼よび鈴りんを鳴らした。出てきた侍じ女じよに案内されて中に入ったのは、カルロだけで、イルマは外で待つことになる。

　イルマは、他人との接せつ触しよくを極力避さけていた。言葉を話したくないからだ。カルロとの会話も、イリアーラの言語を用いているのだが、外国訛なまりがあるため、リュコスではないことに感づかれてしまう。カルロもそれは承しよう知ちで、誘さそい入れるようなことはしない。

　カルロが案内されて歩いていくと、二人の声が聞こえてきた。レティシーヌが、カルロ様は何を考えていらっしゃるのか分からないと言い、クレアが、婚こん約やく者しやなんだから訊きいてみたらいい、と答えている。

「三国同どう盟めいを」

　おしゃべりに夢む中ちゆうだったレティシーヌは、カルロの登場と、ズバリそのものの回答に、はっとしたように振ふり返って、それから立ち上がった。

「カルロ様、遅いので待ちくたびれて、先にお茶にしてしまいましたわ。ごめんなさい」

「ルシド殿に呼ばれておりました。これから毎日取調べを受けなくてはならないようです」

「まあ……カルロ様へのお疑いは、まだ晴れてございませんの？」

「そういうことになりますね。ルシド殿に、好きな官職を用意すると言われて、つい、皇帝の座が欲しいなどと口走ってしまいましたので、当然と言えば当然ですが」

　楽しそうに笑うカルロを、クレアとレティシーヌは顔を見合わせて窺うかがう。

「あの……カルロ様は、皇帝におなりになりますの？　もし本気でお望みなら、あまり口になさらない方がよろしいのでは？」

　声を細めて、本気で案ずるレティシーヌ。クレアの方は、不安な顔をするばかりだ。

「ありがとうございます、レティシーヌ殿でん下か。冗じよう談だんですから気になさらないで下さい」

　微笑ほほえむカルロを見て、クレアは、少しほっとした。対してレティシーヌは、残念という顔をする。おもしろくなると思いましたのに、と声にして微笑んだ。

「それでカルロ様、先ほどのお話、三国同盟って？」

　それから、あらいやだ、とひとりごとを言って、お座すわりになって下さいと、カルロを椅子まで招まねく。ここは一階。庭を眺ながめながらのお茶会だ。爽さわやかな風と共に花の香かおりが入ってくる。レティシーヌのこの部屋からだと、庭園の向こうに回かい廊ろうがあり、その向こうには、一つ棟があった。その奥に、尖せん塔とうが聳そびえている。

　カルロが座ると、すぐに焼き菓子と共に、茶が用意される。

「三国同盟と申しますと、イリアーラ帝国とウェルラント王国、ドルラード皇国の三国ですか？　カルロ様が皇国の大使であることを証しよう明めいする文書があると伺うかがいました。ウェルラントでアングス伯はく爵しやくになっておいでのカルロ様が、皇国との和平に関かかわっているということで、どういうことなのか審しん問もんしよう、ということになっていたらしいのですけれど……蓋ふたを開けてみれば、皇国の大使でいらして……みなさん驚おどろかれているのです」

「私はそれぞれの国に、それぞれ大事な人がいますから、国同士が仲良くあってくれることを望んでいるだけです」

「ドルラードにも大事な人が？　敵てき国こくですのに……」

「ロルフ皇こう王おうです」

「あたくし、新しい皇王陛へい下かのことは、どのような方なのか詳くわしく存ぞんじませんけれど、都を軍隊で取り囲んでの政権奪取クーデーターなんて、過か激げきで恐おそろしいと感じてしまうのです。そのような暴ぼう力りよく的な方が国の長になることが、いい事に思えません。その皇王陛下を、カルロ様は大事な人とおっしゃいます……理り解かいしかねます」

「ロルフ皇王陛下のお人ひと柄がら、功こう績せきについて、お話をさせていただいてよろしいですか？」

「はい、是ぜ非ひお願い致します」

　脇わきで聞いているクレアが、カルロのあまりに紳しん士し的な態たい度どに、むっとしている──かっこつけてるっ！　けれど、聞きたい話をしそうなので、笑顔を作って黙だまっていた。

「ロルフ陛下の功績は、植民地政せい策さくにあります。彼がいるからこそ、海を越こえたこのラゼ大陸の皇国植民地を、うまく治めることが出来ているのだと言われています」

　本国と植民地との距きよ離りというのは、治める上で、非ひ常じように大きな意味を持つ。帝国の場合、遠方にあるとはいえ、地続きの土地を植民地としている。それが諸島ということもあるにせよ、完全に別大陸の地ではない。対して皇国は、海を隔へだてているため、管理、監かん視しがしにくいという難なん点てんを背負う。本国との通信、情報伝達も必然的に遅くなる。

　植民地政策においては、その地に対する支し配はい力りよくの維い持じのために神しん経けいを払はらわなければならない。管理統とう括かつは、本国との距離が大きくなるほどやりにくくなる。

「ロルフ殿どのは、最初に植民地の総そう領りよう事じとして赴おもむいたべスラの地、及およびその後支配圏けんを広げていったかの地では、国の民たみから深い信しん頼らいを寄せられています。それは、ロルフ殿が名実共に『開かい拓たく者しや』だったからです。本国ドルラードの高い生産技ぎ術じゆつを始めとする諸もろ々もろを植民地にもたらし、それによって民の生活水すい準じゆんを高めること──その使命に忠ちゆう実じつでした。

　利り潤じゆんを搾さく取しゆするために赴いたのではなく、本当に民のことを考えておいででした。民族や文化の違ちがいを越え、現地の民に受け入れられ『英えい雄ゆう』と崇あがめられるまでになりました。

　ロルフ殿の噂うわさが広まると、たとえそれが皇国による侵しん略りやく的な領地拡かく大だい戦争であっても、戦いくさを指し揮きしているのがロルフ殿でなくても、現地農民は彼の声には耳を貸しました。結果、皇国の物ぶつ資し調達は非常に効こう率りつ的に行なわれた。それが皇国の戦に多大な貢こう献けんをしたことは、言うまでもありません。現地での彼の人気は、反はん乱らんの激げき減げんという統計からも明らかです」

　そして、彼がそれだけの信頼を得ているのは、開拓者としての役やく割わりを果たすと同時に、経けい済ざい的経けい営えい的な制せい度どの整せい備びに力を入れ、大きな利潤を生んでいたからである。

　それに対して先の皇王は、現地の土地やロルフ自身への増ぞう税ぜいを敢かん行こうする。功績に対する仕打ちともとれる増税、それに端たんを発するロルフへの無理難題が、マイノア公こう爵しやくの皇位奪取クーデターへの動きに繫つながるわけだが、ロルフの行なってきた経済政策を最も支持したのは、セレオズ商人たちだった──世界中にその身を置き、時には国を相手に商売をなし、世界に流通網もうと人脈を持つ彼らの国こく籍せきは様々だが、その結束は国籍を越え、民族の誇ほこりによって強く結ばれている。そんなセレオズたちがロルフを支持して、今回の戦に多大な協力をした。ロルフが、皇王となったのも、必然の流れであったと言える。

「イリアーラは、領事官がその国の実権を握にぎり、傀かい儡らい政権国家に貶おとしめることで植民地を支配しています。本国からの輸出品に高い関税をかけて売りつけ、植民地からは安く買い上げ、結果的に搾取して暴ぼう利りを貪むさぼれるように働いているのが領事官たちの役割で、そういった海外市場獲かく得とくのために戦争を仕掛け、市場を巡めぐって帝てい国こくと皇国は戦をしてきたわけです。

　皇国も、同様の植民地支配を展てん開かいしていた。それが最近になって、両国の間に決定的な違いが出てきました。以前より皇国にそうした動きがあったことは確たしかなのですが、加速度的な政策転てん換かん期きを迎むかえたのは、ロルフ殿がべスラ総領事となってからのことです」

　帝国も皇国も共に、鉱こう物ぶつに価か値ちを見み出いだし、それを取引の基き準じゆんとしている。世界各国で何が価値あるのか、それは水かもしれないし、貝かい殻がらかもしれない。硝子ガラス玉だまや炭かもしれない。そのものに神の力が宿るとされれば、道みち端ばたの石ころでも、流通貨か幣へいとしての価値を持つ。

　ともあれ、およそ世界共通の認にん識しきとしては、鉱物の中でも、もっとも美しいとされ珍ちん重ちようされてきた黄金──金が、最高の価値を持つものとされ、そしてまた天然資し源げんの中でも最も効率的な熱源資源となる火ひ種だね石いしが、ものの価値を決める媒ばい体たいとなってきた。

「各国の貿ぼう易えきにおいては、税の計算、物の価値など、金や火種石の量に置き換かえて計算し、交こう換かん、取引を行なっています。実際に現物の金や火種石を用いていたのは、百五十年以上も前のこと。そしてその当時、火種石と違って加工しやすいという理由から、金貨や銀貨が生産されて、それが一いつ般ぱんにも流通していました。しかしそれは、どこの国が発行している硬こう貨かなのかという信用は関係なく、鉱物そのものの価値がそこにあることが重要でした」

　ところが百五十年前ほどから国家間の大きな貿易では、国の銀行券である紙し幣へいが用いられるようになる。それは、現物の金や火種石、どれだけのものと交換できるのかを額がく面めんに記した券けんだ。取引の度たびに現物の金や火種石を運うん搬ぱんして盗とう賊ぞくに狙ねらわれて──という危険、人じん件けん費、運送費などの無む駄だを省くためで、決算されて互たがいに清算する時は、いつでも銀行から払い出せるようになっていた。しかし、そうした券は、額面が大きく、一般には流通し得ない。ゆえに、日常生活においては、今でも昔ながらの硬貨が使われている。

「国の財ざい政せいを支ささえる根こん幹かんは、どれだけの鉱石──特に金ですね、そして火種石を保ほ有ゆうするかにある、というのが、我われ々われの国家の考え方です。経済学者の多数派の考え方ということにもなります。そのために、鉱石を手に入れるために領りよう土どを広げ、富とみを得る。例えば金山がたくさんある土地は、それだけ手に入れる価値のある国ということになります」

　そしてその国には、高い輸ゆ出しゆつ品ひん──本土のものだけではなく、他の植民地の生産物を安く買い上げて、他に高く売りつけることもしながら、代価としての金や火種石を大量に手に入れる。正当な取引に見せかけた略取。イリアーラにせよ、ドルラードにせよ、そのための植民地拡大であり、領事官管かん轄かつの下もとでの移い民みん──略りやく奪だつ者しやの派は遣けんである。

「けれどロルフ殿どのは、決して略奪者ではなかった──民たみの生活水準の向上と利り益えきの拡大を真しん摯しに図はかりました。その一つの取り組みとして、民に紙幣を発行したのです。額面は小さく、民が使用しやすいものでした。言ってみればロルフ銀行券ともいうべきものです。それによって、様々な形で流通していた貨幣が、ロルフ銀行券に統一されていきます」

　紙幣──ロルフ銀行券を媒体に取引が行なわれるようになると、物々交換をすることもなくなる。そうなれば、地域ごとや民族ごとに存在した、使える貨幣、使えない貨幣の差別もない。売買取引も、迅じん速そくになされるようになり、より活発化する。こうして紙幣が、人々の生活の拠より所となると、紙幣そのものに財産価値が生まれる。

「信用あるロルフ殿の券に置き換かえられていくことで、確かく実じつに商売は活気づき、民は利益を享きよう受じゆしていけるようになりました」

　そして、ロルフの発行した紙幣が、自然と他の貨幣を淘とう汰たしていく。次し第だいに伝でん統とう的な貨幣が失われ、文化の喪そう失しつに繫がってしまう場合があったにせよ、人々は、共通の貨幣を得ることで、地ち域いきや民族を超こえて一つの共同体へと進化していったのだ。

「ロルフ殿の紙幣が広がっていくと、皇国は、物の値ね段だんを簡かん単たんに支し配はいできなくなりました。他の地の特産物を、安く買い上げて、他の地に高く卸おろす──そうして独どく占せんしていた流通も、共通貨幣があれば、国が間に入る必要はなくなります。皇国の目から隠かくれての闇やみ取引であれ、共通貨幣さえあれば、皇国が卸す値段よりも安く、自由に売買できるようになります。

　一つの例ですが、こうした点でも、ロルフ殿は現地の民の味方であったことが窺うかがえます。次第に皇王との対立が深まり、結果、政権奪取クーデターの動きへと繫がるわけです。

　皇国では、海外への金銀の持ち出しが禁きんじられていることから、ロルフ殿は、ドルラード貨幣を、植民地に普ふ及きゆうさせることは出来ませんでした。苦肉の策さくとして生まれたのが、彼の信用の下で発行する紙幣だったというわけです。植民地べスラやその周辺──皇国植民地圏けんに、彼の紙幣が広まり、他の貨幣を駆く逐ちくした。ある意味、実験的な政策ではあったはずですが、非ひ常じようにうまく機き能のうしました。彼自身の人ひと柄がら、その地で英えい雄ゆうとして崇あがめられ、信しん頼らいを得ていたことが、成功に導みちびいたと言っていいでしょう」

　そこでカルロは一息吐ついた。そして、諭さとすような口調で訊たずねる。

「政権奪取が、ロルフ殿たちの私し欲よくによる強奪であったわけではないということ──ロルフ殿が、いかに政策通で、平和主しゆ義ぎ者であるか、民思いであるか、皇王に相応ふさわしい方か、お分かりいただけましたか？」

　ひたすら真ま面じ目めに、興きよう味み津しん々しんで聞いていた二人も、息を吐いた。顔を見合わせ笑い出す。

「カルロ様は、ロルフ陛へい下かのこと、心から信頼なさっているのですね。すごい方なのだということは、よく分かりましたわ」

　レティシーヌが笑顔で頷うなずき、それから、一度深しん呼こ吸きゆうをした。

「難むずかしいお話に集中しすぎましたわ」

　レティシーヌが言い、クレアも頷く。楽しい授じゆ業ぎようだというレティシーヌに、クレアも同意して頷き、カルロに向かって言った。

「ロルフ陛下は、とても人じん徳とくのある方なんですね」

　クレアのそれは、非常にわざとらしい言い方だったが、レティシーヌは素す直なおに、「本当にそうですわね」と賛さん同どうする。クレアも頷き返すが、納なつ得とくできない思いに駆かられていた。

　──何よ、カルロったら……。ロルフさんのこと持ち上げすぎ……どうせ政策も何も分からない女王なんてどうでもいいんだよね！　むっとしていた。けれど言葉には出せない。たとえここにレティシーヌがいなかったとしても、言えない。ただの僻ひがみなのだから……。

　カルロは、茶を口にし、それからまた続けた。本題は、これからである。

「そしてここで重要なのは、彼に対する民の信頼です。ロルフ殿が発はつ券けんしたのは、金や火ひ種だね石いしとの等とう価か分を保ほ証しようする紙し幣へいではありません。彼が発行しているという信用だけが価か値ちとなっている券けんです。紙幣に信用価値が成り立ち得ることが実じつ証しようされた。無む論ろん、彼の人望の問題だけでなく、流通に関する規き制せいや規き律りつを設もうけたからこそ機能しているわけですが」

　それこそが、彼が理想世界を夢ゆめ見みる契けい機きとなった。実じつ現げん可か能のうだという確かく信しんを得たのだ。

「黄金を求めて侵しん略りやくするなど時代遅おくれだと、ロルフ殿が証明して下さった。そう考えています。もっと平和的に発はつ展てん的に国際社会は成り立ち得ないのか。共に富とみを追求するにしても、これまでのやり方では、戦争は後を絶たちません。決して平和にはなり得ない。統とう一いつの流通貨幣が国の関係を強固にし、それによって戦争行こう為いを排はい除じよしていくことになればと思います。特に、金との等価貨幣ではなく、国の信用で成り立っている貨幣が主流となれば、戦争をして国を疲ひ弊へいさせるようなことが出来なくなります。国内の安定を図ってこそ貨幣の信用は高まり、国を強くする。この原理が、戦争をなくしていくことに繫つながればいいと願っています。そして、同じ紙幣を流通させている国家は、互たがいに争うことが命取りにもなりかねないから、決して戦いくさをすることはない──ゆえに、ウェルラント王国とドルラード皇国は、和平の後、共通の貨幣を──信用貨幣を流通させる予定です。国家同士がより親しん密みつな関係になるように。ロルフ殿の展望を実現させたいと私は考えています」

「三国同どう盟めいとおっしゃっていたのは、帝てい国こくにも同じ貨幣を流通させることが目的ですの？」

「さすがレティシーヌ殿でん下かですね」

　褒ほめるカルロを見て、クレアはまたむっとした。カルロにむっとしたよりも、頭のいいレティシーヌに嫉しつ妬とし、あまり話をのみ込こめない自分にむっとした。彼女への嫉妬はすぐに尊そん敬けいへと変わり、ますますレティシーヌのことを好きになる。

「目的が貨幣統一にあるのはロルフ殿どので、私はただ、その通つう過か点てんにある三国同盟をなしたいだけのこと。ロルフ殿の抱いだく理想には、遠く及およびません。私はただ、帝国と皇国──二大強国が手を結べば、必然的に戦争は減へると考えているだけのことですから」

「なんだかあたくし、ロルフ皇王陛下にお会いしたくなってまいりましたわ。カルロ様がこのようにお褒めあそばす方なのですもの、本当に素す晴ばらしい方ですのね」

　盛もり上がりを見せるレティシーヌとは違ちがい、クレアはやっぱり沈しずんでいく。

　──カルロは皇帝になれなかったら、ロルフさんに仕えるとか言い出しそうね……私なんて広い視し野やなんてもってないし、褒められるようなところなんてないもの。何よ、ロルフ殿、ロルフ殿って……ファゼスさんも立りつ派ぱな人だって言っているし、お母様を助け出すのに力も貸かしてくれたし、本当に素す敵てきな人なんだろうけれど……。

　クレアは肩を落とした。どうしてカルロが皇国の大使なのか──平和への思いがあることは分かった。ロルフ陛下と共に歩んでいることも分かる。でも何でロルフさん？　カルロはウェルラントの大使だったのに……カルロは私と共に歩むはずなのに……なんで？

　出発前に渡わたした記き念ねん鈴すずを、カルロは、もう持っていなかった。帝国に捕つかまった時に取り上げられたままで、今も返してもらえないだけなのかもしれない──でもカルロは、鈴なんてどうでもいいに違いないと思ってしまって……そんな自分が嫌でも、どうしようもなくて──。涙なみだを堪こらえる。そしてカルロに向かって、思いが爆ばく発はつしそうになるのを堪えた。

「ロルフ殿も私も、平和な世界が来ればいいと願っているだけです。その実現の第一歩を踏ふみ出すために、手を取り合いました。帝国のことなら、皇国の人間よりも私の方がよく知っています。話し合いに行くならば、私が適てき任にんだとお思いになりませんか？

　ロルフ殿のような方ならば、私のようにふざけた立場にある人間でも、大使として認みとめて下さるのではないかと思いました。快かい諾だくして下さって感かん謝しやしています──と申しましても、大使として訪たずねる前に、帝国に捕まってしまいましたが」

　カルロは苦く笑しようした。

「カルロ様もロルフ陛へい下かも、とっても素晴らしいですわ。これこそ男の友情ですわ！」

　興こう奮ふん気味な口調で言い、目を輝かがやかせるレティシーヌ。

「では、殿下とファレットの友情は、女の友情というやつですね」

　男と女のそれに、どんな違いがあるのか分からなかったが、カルロはそう言った。

「そうですわね。あたくしたち、とっても仲良しですわ、ねぇ、ファレット」

　レティシーヌがクレアにも同意を求める。クレアは、頷うなずいてみせながら、自分の本当の名前がクレーシアなのだと言えなくても、女の友情は成立するのか考えて混こん乱らんする。

「カルロ様、あたくし、三国同盟がうまくいけばいいと思います。でも皇帝陛下は、反対なさるでしょう。いまだに、金や火種石の価値が財ざいのすべて──どれだけ保ほ有ゆうするかが、国家の富の量を決めていると考えていらっしゃるはずです。信用紙幣を発行するとしても、金や火種石の価値を下げてしまう政せい策さくではないのかと、ご案じなさると思うのです。何かの危き機きに晒さらされているならともかく、今帝国は繁はん栄えいの極きわみの中にいるのですもの。黄金を搾さく取しゆするのをやめよ、と申し上げたところで、聞き入れて下さるはずもありません。これまでの政策に間違いはないのだと仰おつしやることでしょう」

　カルロは頷いた。その通りである。さすが皇女というところか。高度な教育を施ほどこされていることが窺うかがえた。レティシーヌは考え込んで、決心したように言った。

「陛下の夢ゆめは、ラゼ大陸全土を支配下におくこと……史上最大の領土を誇ほこる世界帝国を築きずくことなのです。でも、あたくし、カルロ様の理想の方が、それから、ロルフ陛下の理想の方が高いような気が致いたします」

　皇帝の意見──それも国家のあり方そのものに反することを口にすることは、なかなか勇気のいること。言葉にしてからも彼女は、胸むねを押おさえて頰ほおを紅こう潮ちようさせ、心もとなげな表情をした。けれど間もなくして、彼女は、彼女らしい純じゆん粋すいで元気な笑顔になる。

「それに、変わったことを始める方が、何が起こるか分からなくて楽しそうですもの。ですからあたくし、カルロ様を応おう援えん致しますわ。陛下にも、カルロ様を皇国の全権大使としてお認めになり、話し合いに応おうじられますよう、お願い申し上げてみます」

　レティシーヌの様子を見つめ、賛さん同どうを示しめしてくれたことに満足してカルロは微笑ほほえんだ。二人の見つめ合う姿に気が気でないのは、クレアだ。

　──世界平和の大事なお話をしているのに……嫉しつ妬としている場合じゃないのに……。私だって女王なんだから、もっとしっかりしなきゃいけないのに……。でも、カルロったら見つめすぎなんだから！　好きなのかな……本気で……。

　カルロがレティシーヌを好きになったのだと言ってきても、クレアはそれを悲しいとか悔くやしいと感じるだけで、自分よりも彼女の方が相応ふさわしいと納なつ得とくしてしまうだろうと思った。

　──そんなんじゃ、いけないわ！　もっとしっかりして、堂々とカルロの恋こい人びとを名乗れるようになりたい！　他の人よりも自分が相応しいと、誰だれよりも、カルロには自分しかいないのだと自信を持って思えるようにならなくちゃ……。

「レティシーヌ殿でん下か、お心こころ遣づかい、ありがとうございます。ですが、三国同盟への道はさほど困こん難なんではないと思っております。その後の貨か幣へい政策については、学者を交えて激げき論ろんが繰くり広げられることになりましょうが、実現するでしょう。それより、私が殿下を味方につけて陛下をたぶらかそうとしているなどという噂うわさが立っては、ますます肩かた身みの狭せまい思いをしなければならなくなる。陛下も、最愛の娘むすめがたぶらかされたと、私のことをお恨うらみになるでしょう。皇帝の座ざを狙ねらっているなどと冗じよう談だんを言ってしまったばかりで、ひどく焦あせっているのですから、これ以上は勘かん弁べんして下さい」

　優ゆう雅がな笑えみを浮うかべるカルロを見て、レティシーヌはくすりと笑った。

「とっても落ち着いていらして、間違って口になさったとは思えませんけれど……それはそれとして、確たしかに陛下が、カルロ様に妬やいてしまわれるかもしれませんわね。あたくし、このことで口出しすることは致しませんわ。カルロ様には策がおありのようですから」

　ふふふと笑う。

「いや、ですから、そのようなことは決して……」

「よいのですわ。ご期待申し上げております。あたくしの旦だん那な様」

　にっこりとする。その一方で、クレアの鋭するどい視し線せんに胸を射いられて、困こまったカルロは、

「そのように呼よばれると恥はずかしいので、冗談でもやめて下さい」

　苦笑いしながら言うのだが、さらにレティシーヌが追いうちをかける。

「ではカルロ様も、殿下という呼び方はやめて下さいまして？　あたくし、カルロ様には特別、レティと呼んでいただきたいのですわ。ファレットも、そう呼んでくれています」

「……わ、分かりました」

　ロルフの政策について語っていたときは滑なめらかだった口調が、次し第だいに行き場を失ったように空中浮ふ遊ゆうを始める。

「カルロ様。どうかお菓か子しを召めし上がって下さい。カルロ様のために作りましたのよ。もちろんファレットも一いつ緒しよに」

　クレアが菓子作りをしているところを想そう像ぞうして笑いそうになって、カルロは慌あわてて表情を引き締しめる。クレアの場合、同じ焼き物でもお菓子作りは苦手なのだ。レティがみな作ったのだろうと一人納得し、言われるままに口にする。二人にじっと見られ、まともに喉のどを通らなかったが、食べ終えると、おいしいと礼を言った。それからクレアを見て注意する──というより、懇こん願がんだ。やはり彼女にいられるのは、何かと精せい神しん的負ふ担たんが……。

「ファレット、あまりレティに甘あまえていないで、そろそろ帰りなさい。彼女にも迷めい惑わくだ」

　クレアはすかさず切り返した。

「迷惑だなんて……レティ、そんなことないわよね？」

「もちろんですわ。カルロ様ったら、あたくしがあんまりファレットと仲がよいものですから、妬いていらっしゃるの？　ご心配なさらずとも、身も心も、カルロ様のものですわ！」

　眩暈めまいを感じながら、クレアを見ないようにして、カルロは敬けい礼れいをして退たい室しつした。部屋の外で一歩も動かず、女王の警けい護ごに当たっているイルマが、深く息を吐はいてぐったりした表情のカルロをからかう──だいぶお疲つかれのようで、と笑った。

　静かに苦笑を返し、再ふたたびカルロは吐息を吐ついた。
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「ねぇレティ、あなたは皇国のこと、嫌きらいじゃないの？　だから三国同盟に抵てい抗こうないの？」

　寝しん台だいに入り、横になりながら、二人は話をしていた。

「よく分からないですわ。ファレットは嫌いではありませんの？　一いち応おう敵てき国こくですし」

「よく分からない」

　五人や六人眠ねむれそうな大きな寝台。同じ布ふ団とんの中に、彼女たちはいた。

「でも、家族を皇国に殺されたって思っている人は、この国にもたくさんいると思うの」

「そうですわね……」

　互たがいに無口になる。先に口を開いたのは、クレアだった。

「ねぇ、皇こう帝てい陛へい下かは、三国同盟なんて駄だ目めって突つっぱねるよね。そうしたら、ドルラードと手を結んだウェルラントを怒おこって攻こう撃げきするかしら」

「制せい裁さいしないといけないでしょうね。帝国の面子メンツに関かかわりますもの」

「帝国にとってウェルラントをやっつけるのって、簡かん単たんなんだろうな……」

「どうでしょう。仮かりにも一国を相手にするのに、楽であるはずがないでしょうけれど」

「でも……でもね、イリアーラの銃じゆう技ぎ術じゆつとか、ウェルラントの比ひじゃないわ。国力だって全然違うもの……この国は、すごく大きくて豊ゆたかだから……」

　クレアは、ここに来るまでに目にしたものを思い浮かべていた。六角王宮群ぐん──六国の宮きゆう殿でんを合わせたそこより、ここの宮殿はずっと広くて立りつ派ぱだ。名ばかりで力のない貴き族ぞくと説明を受けていた、そのカルネロスの屋や敷しきでさえ、アングス宮殿に劣おとらない豪ごう壮そうなもので。

　驚おどろいたのは、何もここに来てからだけではない。様々なことに、圧あつ倒とうされてきた。

　国内に張はり巡めぐらされている美しい道路、異い臭しゆうを放つことなく処しよ理りされている下水、国のどこにいても日にち常じよう生活に困らないだけのものが自由に手に入る流通網もう。贅ぜい沢たく品も、時間差はあれど、たいていは隅すみ々ずみまで行きわたっている。各地の商業も盛さかんだ。

　そして大きな特とく徴ちようは、おおまかに分類してしまえば、商業区く域いきと農業区域というものが互いに近くに存そん在ざいするようになっていて、行政が整せい備びされているということ。

「道とか下水とかが、どこの村も町も分け隔へだてなく整備されていて、どこでも産業が盛んで国中を物が動いているってすごいことだよ。帝国はすごい」

　帝国オスハン地方にいた頃ころは、それは当たり前だと思っていた。オスハンの産業の中心地にベルロイド工こう房ぼうがあり、人の往おう来らいもたくさんあって活気ある土地だった。道が隅々まで行き届とどいて整備されているとか、公共施し設せつがたくさんあるとか、それが普ふ通つうで、他の土地もそうなのだと思っていた。そして帝国は、本当にそうだった。けれど、ウェルラントは違う。皇国との戦いくさに向かった時に、国内のいくつもの町や村を通って見たものは、今まで普通と思っていたことが、普通ではないという現実だった。

　ウェルラントに初めて行って、そこから王宮まで旅をした。その時は、王女だとか王だとかいう自覚もなかったから、ただ通り過すぎてしまって、田舎いなか国家だとバカにしていただけだったけれど、その感覚は、結局、帝国と違って整備が行き届いていないことが原げん因いんだったのだ。道が整備されているのはごく一部──それも、物ぶつ資し補ほ給きゆうのためとか、最さい低てい限げん必要な道路だからだ。そして異臭を放っている町がほとんどだった。特別な産業もなく、閉へい鎖さ的な生活をしているところも多い。やはり何か産業がないと、そこに出入りする人々は減へってしまう。そうなると、外から物が入ってこなくもなるし、道を整備する必要性もなくなって、どんどんと開発が遅おくれる。せめてもの救いは、食しよく糧りように困ってはいないことだ。

「レティ、帝国の港町って行ったことある？」

「ないわ……」

「全然守ってないんだよね」

「どういうこと？」

「普通、国を守るのに、要よう塞さいを築きずいたりするものでしょう？　港町だったら、敵の攻撃があってもすぐにみんなが気づけるように、建物が視し界かいを遮さえぎらないように、広くて大きな道路を真まっ直すぐに作っておいてみたり、そうでない建物は、迷めい路ろみたいに配置して建てて、敵の侵しん攻こうを阻はばめるようにしてみたり。そうしたら敵は中央の道路を突とつ破ぱするしかなくなるけど、町の人は、その道路に罠わなを仕掛けていたりするの。それとか、ひたすら高くて厚あつい防ぼう壁へきを作っておくとか、砲ほう台だい用意しておくとか……とにかく色々手を打つものだよね」

「え、ええ……」

「でも、帝国の港って、何にもないの。守らなくちゃという怯おびえとか、守るぞっていう強い意い志しとか、何も感じられない。平和でぬくぬくしているの。それってすごいことだよね。誰も帝国に歯向かえるものなどいないだろう、っていう自信なのかな。もちろん、皇国が攻めてくるかもしれないし、軍ぐん艦かんは配備して防ぼう衛えいしているのだろうけどね。

　余よ裕ゆうを感じる、この国は。平和だからだよね。この国は、こんなにも素す晴ばらしいのに……戦争なんて似に合あわないよ」

「ファレットって、変わった女の子ね。だから好きになったのね、あたくし」

　ふふふと笑い出すレティ。どうして彼女がそんなことを語るのか──語れるのか──レティは不思議に思いながらも、その話をとても興きよう味み深ぶかく感じた。

「ファレットは、やはりカルロ様の従妹いとこですわ。とても賢かしこいのね」

「私なんて全然……レティこそすごいよ。なんかカルロ様が難むずかしい話していても、ちゃんと理り解かいしていた。私、よく分からなかったもの」

「そんなことなくてよ。ファレットだって、ちゃんと分かっているわ。それにしても、カルロ様も変わったお方ですわ。女じよ性せい相手にあのようなお話を。あたくし、とても嬉うれしかったのです。対等に接せつして下さっているようで。

　皇女は、他の皇子たちと同じように、政せい治じや経けい済ざい、行政のこととか、何の糧かてにもなりそうにないことを詰つめ込こまれますの。貴族の娘むすめさんたちは、そんなこと習わないのに。

　でも、そのお話を授じゆ業ぎようの時以外に口にしようとすれば、そのようなことを女性が議ぎ論ろんするなんてはしたないって言われてしまいますのよ。おかしいでしょう？　ならば、最初から何も学ぶ必要なんてないって思ってしまいますけれど、でも、カルロ様とあのようなお話が出来るなら、もっともっと勉強したいと思いましたわ。

　ファレットも厳きびしく教育されてきたのね。そういう軍事や行政のお話も、ファレットとは出来る──あたくし、あなたとはもっと仲良くなれそうですわ」

　手を握にぎられて、クレアは少し赤くなった。すごく嬉しい。でも、ファレットと呼ばれていると、仲良しが偽いつわりみたいに思えて辛つらくなる。

「帝国の銃じゆうがいかにすごいのかについても、ファレットとならお話が出来そうね」

　レティは少しばかり自じ慢まんげな口調で言った。強い祖そ国こくを愛しているのが窺うかがえる。

「銃の技ぎ術じゆつだけでなくて、使用している火薬が世界的にも特別だってことも聞いたことある。帝国には、他国にはない特とく殊しゆ狙そ撃げき部隊っていうのもあるのよね……。あと、医い療りよう技術とかも……他国よりずっと発達しているって……なんか帝国ってすごいことばっかり」

「なんか、女の子の会話ではないわね」

　レティはくすりと笑った。その表情が、とても幸せそうに見えて、それがすごく魅み力りよく的に感じられて、クレアは、笑い返せなくなった。レティは、戦いくさなどとは関係のないところにいる。なんとなく遠くに感じた。目を瞑つむったレティを眺ながめる。同い年だけれど、お姉さんのような存そん在ざいの無む垢くな女の子──。

　クレアは、眠ねむくなっていたはずなのに、眠れなくなっていた。戦の話をしていたせいか、胸むな騒さわぎがしてならない──。いつの間にかレティは寝ね息いきを立てている。

　──カルロはレティ皇女と結けつ婚こんする……皇帝になって、そしてウェルラントに制裁のために攻めてくるのに違いない──そんな戦……嫌だ……。目を瞑ってしまうと、またそんな夢ゆめを見そうで怖こわい。そしてカルロは……弾たまに当たって……。

　──そんなこと絶ぜつ対たいない！　と思うのに……。
















　けれど、冗じよう談だんにしたって、皇帝になるなんてことを口にしていたら、誰かに狙ねらわれないとも限かぎらない。またカルロが狙撃されてしまうこともある。

　──私がもっとしっかりして、カルロを守らなくちゃ……。

　そう思うのに、ここでしていることと言えば、レティに妬やいて、それをカルロにぶつけて、彼を困らせているだけだ。クリムだったら、ここでやるべきことをやっているはずよね……。

　──私は、クリムと同じ魂たましいを持っているはずなのに……生まれ変わりのはずなのに……。

　カルロは、一年ほどの間、二千年前の古代シュラトス王国の時代に行っている──そこで女王クリムと出会って愛し合った──今は、私のことを思ってくれているはずなのに……私には、何かが足りないから……。

　何かが欠けている──それはきっと、クリムにはあって自分にはないもの。クリムには勝てない──今もカルロが見ているのは、クリムなのではないかと思ってしまう……。

　クリムとは、一いつ緒しよにもっともっと素す敵てきな女性になろうと約束をした。これから、もっともっと成長しなければならない──カルロのこと好きって気持ちだけじゃ駄だ目めなんだよ……もっと他に何か……。好きだけではない何かを、クリムはちゃんと持っていた──そしてそれは、カルロも持っているもの──私、カルロに何がしてあげられるのかな……カルロと何がしたいのかな……。ずっと一緒にいる。そう決めたし、そのためにカルロも動いている。じゃあ私は？

　──クリム……あなたの強さが私の中にもあるといい……。でも私は弱い……カルロを信じ切れないし、自分にも自信が持てないから……。

　カルロ……じっくりお話をしたいよ……婚約は間違いだって言ってよ……。祖そ国こくはウェルラントしかないって……言ってよ……。ウェルラントのことも私のことも……私との結婚のことも……もう、どうでもいいのかもしれない……バカ。

　涙なみだが溢あふれた。レティに背せを向けて、一人泣き続ける。

　見み張はっていようと思って残っているのに、ならば婚約を破は棄きさせたくて残っているのに、どうしていいか分からなくて……。

　レティのことは大好きで──でも、レティがカルロのことを好きで、婚約者であるという点を考えてしまうと、レティと一緒にいることがまた苦しくなる。

　──二人が仲がいいのを見せつけられているだけなんて、惨みじめもいいところだよ……。

　こっちがファレットになって偽りの自分で過ごしている間に、二人はどんどん親しん密みつになっていく──そんな気がした。







　第三章　接せつ触しよく
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　カルロがルシドの館やかたに初めて呼よばれた時から五日が過すぎた。そろそろいいな──満を持してカルロは、イルマを誘さそった。今こん晩ばん、飲みに行こう、と言う。

「いいねぇ。って外に出られんだろ、おまえは。出たら後つけられるだろうし」

「宮きゆう廷てい内にある酒場だ」

　貴き族ぞくたちが出入りしている場所。煙草たばこの煙けむりで目や喉のどをやられる覚かく悟ごでなければ入れない場所だが、常つねに給きゆう仕じがいて、飲みたい酒を言えば、すぐに運んでくる談話室だ。一回の注文ごとに精せい算さんする仕組み。酒の種類は、さすが宮廷だというだけのものが揃そろっている。

「そこに女はいるのか？　おまえここに知り合い多いんだろう？　女くらい紹しよう介かいしてくれ。このさい年とし増までも構かまわんって。窮きゆう屈くつな生活に欲よつ求きゆう不満でならん」

「それはちょうどいいな。年増の女じよ性せいを釣つりに行くんだ」

　カルロは、魚を釣り上げる時の仕草をしてニヤリと笑う。

「どういうことだ？」

「これから私は、ローゼリア皇こう后ごうとジェイオン近衛このえ師し団だん長ちように接せつ触しよくしなければならないのだ」

「そいつらが、おまえを皇こう帝ていにしてくれるのか」

　イルマは冗じよう談だんで言った。が、カルロは平然と答える──そういうことになる、と。分かるように説明してくれというイルマに、カルロは皇帝後こう継けい者しや争いの現げん状じようを教えた。

「皇帝には三人の妻つまがいる。第一夫人は既すでに亡なくなっていて、第二夫人のローゼリアが現げん在ざいの皇后の地位にある。第三夫人が、レティの母親だ」

　ローゼリアは、齢よわい六十。皇帝よりも十歳さい若わかい。皇帝と最も長く夫ふう婦ふをしている妃きさきである。正せい妻さいである第一夫人が病で亡くなってから、皇后の地位に就ついた。第三夫人は、四十九歳。

「皇帝は、第一夫人の忘わすれ形見であるオルス皇子を寵ちよう愛あいしている。だが、彼には生母を同じくする実の兄弟がいない。対してローゼリアには、四人の息子むすこがいて、長男のジルヒス皇子は、オルスと同い年とくる。数か月早くジルヒスが生まれたんだ。

　ここまで話せば察しはつくだろう？　オルスとジルヒスで後継者争いをしている。ジルヒスにはローゼリアという後うしろ盾だてがあるが、オルスにはそれがない。母である第一夫人の一族も次し第だいに力を失っている。加えてジルヒスには、彼を支ささえる同どう腹ふくの弟が三人もいる。三人の弟の胸中は知らないが、あからさまジルヒスにくっついている」

「でも第一位の継承者ってのは、オルスなんだろう？」

「ああそうだ。皇帝の後継者は、一位から順に、第一夫人の息子、第二夫人の息子──と、齢としとは関係なく、夫人の立場が息子の順位を決める。息子が成人していないような場合があれば、話し合いで入れ替かわることもあろうが、現在、皇子はみな、立りつ派ぱな成人だ」

　最も年下の皇子──レティのたった一人の同腹の兄でさえ、三十を超こえている。

「私が帝国に仕えていた当時から、後継争いは繰くり広げられていた──現在宮廷は、第一夫人の皇子オルス派と、第二夫人の皇子ジルヒス派に分かれている。もちろん中立の顔をしている者もいるが、どちらかについている振ふりをして偵てい察さつ的行こう為いをしている者もいるだろう。実じつ際さいのところ、どのような勢せい力りよく図ずになっているのかを見み極きわめるのは、かなり難むずかしい。

　だが、確かく定ていしていい部分ってのもある。ジルヒスを次期皇帝にしようとしているのが、皇后ローゼリアなら、オルスをと考えているのが、ジェイオン近衛師団長だってことさ」

「んで両方と接触ってのは何？　どっちかに味方して、見返りを得るのが道理ってもんだろ」

「それって道理っていうのか？」

　カルロは、肩かたを震ふるわせ笑った。

「どうせ私は今、綱つな渡わたりをしているところだ。関係を持つところを一つに絞しぼったところで、たいして意味はない。両者と接触して、綱を渡りきるくらい、わけないさ」

「おまえ、綱渡りも出来るのか、器用な奴やつだ」

　イルマも、それが比ひ喩ゆだということは分かっていたが、そう茶化して笑った。
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　宮廷内談話室。深い煙に視し界かいを遮さえぎられながら、イルマを供ともとして颯さつ爽そうと歩いているのは、カルロだ。話題の渦か中ちゆうにいる男。賭かけ事に興きようじている者たちも、自然と手を止め、カルロを注目した。視線を浴びることと湯を浴びることと、何ら差はない──彼にとっては、どちらも快かい適てき。そこでいちいち話しかけられるのは不ふ快かいなのだが。そんなカルロに対し、誰だれが最初に話しかけるのかと、みなが牽けん制せいしあっているため、声をかける者はいない。

　カルロは、空いている席に座すわった。イルマがその隣となりにつく。手を上げると、控ひかえている給仕がやってくる。硬こう貨かを置いて酒を注文する。こうして一いつ杯ぱい目めの酒を飲み終え、二杯目を頼たのんだところで、イルマが言う──なるべく小声で顔を寄よせて。

「なんかみんなこっちを睨にらんでねぇか？」

　大声で話さないと会話も出来ないほど、人の声が騒そう音おんとなっている場所だが、訛なまりがばれると厄やつ介かいだ。一方のカルロは、いつもよりも大きな声で返答する。

「だろうな。挨あい拶さつさえろくにしていないのだから。のんびり二杯目を飲んでいる場合じゃないだろう。通つう常じようこういう場合、一杯目を終えたら、挨拶回りをするのが礼れい儀ぎだ」

「なら、さっさと挨拶しろって」

　そういうことをおまえが言うか、とカルロは突つっ込こみたかったが、イルマには珍めずらしく緊きん張ちようした様子でいるので、黙だまっていた。代わりに、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて言う。

「放ほうっておけばそのうち向こうから来るさ」

「偉えらそうだな、おまえ」

「実際偉いからな」

「皇女に婿むこ入いりだしな」

「おまえも口の聞き方を慎つつしめよ。私は、いずれ皇帝になる立場にあるのだよ」

　ふんと鼻を鳴らして、見下すかのような笑みを向けた。そんな彼を見て、おまえはそういう奴だった、とイルマは呟つぶやき、肩をすくめて息を漏もらす。カルロには、イルマの声は聞こえなかったが、その仕草で理り解かいし、くすりと笑った。

「しかし、平気で女を泣かすようなおまえには、国の主あるじになる資し格かくなんてねぇよ」

「私が泣かしていたとしても、近くにいるおまえが笑わせれば問題ないと思うが」

「そういうこと押おしつけるか？　改める気がないなら、『ファレット』を食っちまうぞ」

「それはつまり、おまえは死にたいということなのだな？」

　冗じよう談だんであれ、冗談とは思えないほどの凄すごみで睨むカルロに、イルマは微び苦く笑しようを返す。

「だからこれは冗談だろ？」

　そんな話をしている間に、近づいてくる影かげがあった。カルロも、遠目にしか見たことのない男──陸軍師し団だん長ちよう。将しよう軍ぐんと呼ばれる地位にある最上官位の中でも、長として君くん臨りんする名実共に陸軍の最高権けん力りよく者しやだ。ノーズ陸軍師団長は、帝てい国こく一の将軍と名高いフォルスを見み出いだした男としても名を馳はせていて、彼の慧けい眼がんには、みなが信しん頼らいを寄よせている。

　陸軍師団長に対して、海軍にも師団長はいるが、陸軍海軍総そう本ほん部ぶにおいて、実じつ質しつ、軍部を取り仕切っているのはノーズである。帝国陸軍は世界に誇ほこる最強軍。ドルラード皇国に遅おくれをとっている海軍を前に、いつも大きな顔をしている。さらに軍部内では陸軍が優ゆう位いになるような規き律りつまで出来上がっているのだから、軍部における陸軍の優位は決定的だ。

「カルロ・カルネロス元陸軍中将殿どの」

　ノーズは敬けい礼れいした。

「私の名をご存ぞん知じでしたか。お目通りかなったこともございませんでしたが」

　カルロの嫌いやみな口調に応おうじることはなく、彼は、ただひたすら丁てい寧ねいな敬礼を返した。それから、「こちらにいらっしゃいませんか」と誘さそいの言葉をかける。

　その席にこそ、挨拶をしなければならない相手──ローゼリア皇こう后ごうがいる。この談話室を仕切っている主。彼女の取り巻まきしか、この談話室にはいないのだと言い切っていい。

「ノーズ殿のいらした席は、空いてなかったように思いますが」

「貴き殿でんの席を空けてあります」

「彼は従弟いとこのリュコス・カルネロスです。彼も共によろしいか」

　席が二つ空いているのが視線の端はしに見えていたのだが、カルロは、わざわざ確かく認にんした。

「どうぞ」

　正方形と長方形の卓子テーブルが交こう互ごに並ならび、それが何列にもなっているこの談話室の中で、案内されたのは正方形の場所。カルロにイルマ、ノーズ、そして──。

「ローゼリア皇后陛へい下かであらせられる」

　ノーズが取り持つ。カルロは敬礼し、挨拶をした。席に着いたカルロとイルマには、注文した二杯目とは別の酒が届く。

「あなたが噂うわさの婚こん約やく者しやですか。婚約して時も経たつのに、挨拶が遅いのではありませんか」

　婚約の時に色々と執とり行なわれた儀ぎ式しき──皇帝の代理として、そして皇帝の妻つまとして出席していたのは、レティの母である。ローゼリアと言葉を交かわすのは、これが初めてだ。

「長いこと軍人をしておりましたので、宮きゆう廷てい内のことは不ふ慣なれなのです。失礼致いたしました」

　不慣れである人間が、このような場所に来るはずもないのだが、皇后は何も言わなかった。間かん髪はつを容れず、カルロの言葉が続いたからだ。

「それから、このリュコスですが、田舎いなか者にて礼れい儀ぎ作さ法ほうを知らず、奔ほん放ぼうな性せい格かくをしております。ご無礼申し上げるのはまず間ま違ちがいないと存じますが、平にご容よう赦しやのほどを」

　とても謝あやまって頭を下げているとは思えない横おう柄へいな態たい度ど。イルマの方が思わず、申し訳わけないと謝りそうになった。確たしかに奔放な性格をしているが、作法を知らないわけではないと言ってやりたくなる──だからといって作法を実じつ践せんする気もなかったが。

「カルネロス、レティシーヌとはうまくいっているのですか？」

「はい。ご心配なさいませぬよう」

「心配などしておりません。ノーズから聞かされていますからね。誠せい実じつで頭のよい男だと」

「何やら嫌みに聞こえますが」

　冷れい笑しようするカルロ。

「嫌みで言いましたからね」

　フフフと笑うローゼリア。

「皇帝の座ざを狙ねらっているというだけでも、誠実かどうかは疑うたがわしいものですね」

「ええ、確かに疑わしいです」

　他ひ人と事ごとのようにカルロは言った。何事にも動じない度ど胸きようを持っていると自負していたイルマの方は、心しん臓ぞうが飛び出そうなほどの勢いきおいで動き出す。同時に、周囲はすべて皇后の味方なら、無事に立ち去ることは出来ないと踏ふんで汗あせが流れた。どうみっともなく足あ掻がいたとしても、ここから彼を無事に連れ出さなければならない。

「まったく傲ごう岸がん不ふ遜そんな男ですね。嫌きらわれますよ」

「元々嫌われ者ですから。ノーズ殿もそうお思いになっていることでしょう」

　視線を送られて、ノーズは咳せき払ばらいをした。

「それでカルネロス、皇帝の座を狙うとは、どういうつもりですか」

　何のことでしょうか、とカルロは惚とぼけて見せた。そういう噂が宮廷中に広まっているのは、先せん刻こく承しよう知ち。それゆえに、時来たれりと、こうして乗り込んでいるのだ。

「単なる噂であると笑い流すわけにはいきませんよ。あなたは元軍医──医い師しとしても優すぐれていると聞いています。当然毒物にも詳くわしいでしょう。私の息子むすこたちを邪じや魔まに思って手を出すつもりならば、前もってその命、差し出してもらわないとなりません」
















　ここからは生きて帰れないと思え──ということだなとイルマは思い、さらに警けい戒かい心しんを強めた。酒を飲んでいる気分でもなくなってくる。席を移い動どうする前に頼んだ酒も運ばれてきたが、じっと眺ながめるだけに留とどめた──そこだけしか、視線の向け場もなかった。

「私が皇后陛下のご子息を手にかけるとお思いということですか？」

「当然そうなるでしょう、皇帝になろうというのであれば」

　皇位継けい承しよう順じゆん位いは、まず「皇子」から始まる。次に順位がつくのは、「皇女」にではなく、「皇女の夫」だ。夫は、皇女の身分によって順位が決まり、皇女の身分もまた、母親に影えい響きようされる。そして最後に、皇女自身に、継承権の資し格かくが移うつる。

　カルロが、レティの夫として、皇帝の後継者になるためには、潰つぶさなければならない人間が、上にたくさんいる。まずは、皇子六人。次に、第一夫人の長女の夫、第二夫人の長女と次女の夫、第三夫人の長女の夫である。ここまで下がってきて、やっとカルロの継承順位がくる。しかしレティ以外の皇女は、みな、この宮廷から出ている。イリアーラ国内であっても、支し配はい力りよくの弱い土地との友好のために嫁とついでいたり、完全なる他国へ同どう盟めい関係を結ぶために向かっていたり──つまり、彼女たちの夫は、その地の支配者──王などと呼ばれる立場にある。そんな彼らに、皇帝位までも与あたえるということは、あり得ない。

　ゆえに、カルロが排はい除じよ、もしくは懐かい柔じゆうしなければならないとしたら、六人の皇子だ──カルロにその気があるとしたらの話だが。

「レティシーヌの同どう腹ふくの兄──大人しい彼はともかく、私の息子たちは、決してあなたに従したがうことはないでしょう。それはあなたも分かっているはずです」

「何を仰おおせになるのか、皇后陛下。わざわざあなたの皇子たちを手にかけずとも、上位の継承者たちを飛び越こえて皇帝になることは可か能のうです」

「どういうことですか」

「もし手をかけるとしても、たった一人でいい。一人ずつ上位継承者たちを消して行くよりも、はるかに楽だし効こう率りつ的です」

「一体、何を企たくらんでいるのです」

「あなたと同じことですよ」

　ドキッとして、ローゼリアは唾つばを飲み込こんだ。どうにか平静を装よそおう。そして、この男を敵てきにはしたくないという思いが溢あふれてくる。けれど、信しん頼らいならない男だという思いもあった。うまく操あやつれるのか、自分に尽つくさせることが出来るのか、彼女は考えを巡めぐらせた。

「カルネロス、あなたが皇帝になったとして、一体どれだけの臣下が忠ちゆう誠せいを尽くして従うのでしょうね。誰も従いませんよ。もしあなたが、自分の一族や部下、関係者で周囲を固めるのだとしたら、貴族たちの力関係は一気に崩くずれます。混こん乱らんもするでしょう。それでも国を治めていくことが出来るという自信が？」

「皇帝によって名指しされ、皇位を譲ゆずられた者なら、みなが納なつ得とくするはずですが」

　やはり、とローゼリアは思った。『あなたと同じこと』である。結局、この男も、遺い言ごん証しよう書しよを利用して皇位を狙ねらおうというのだ──だから彼は、たった一人を手にかければ済すむと言った──その一人とは、皇帝である。

　通つう常じようは皇帝が隠いん居きよをして、皇位を譲る。だが、病に臥ふしているとはいえ、後継者を巡めぐって対立しているために、皇帝はその様子を見ているだけで、自分から動こうとはしなかった。老ろう齢れいでありながら、なかなか皇位を譲らない。仮かりに譲ることになるとしても、指名するのは、第一皇子のオルス──しかし、突とつ然ぜん亡なくなってしまえば、あとは遺い書しよによって継承者の名が明かされるしかない──それを偽ぎ造ぞうすることが出来るのならば──遺書の後継者の名に、ジルヒス名を記き載さいしておくことが出来るのならば──ローゼリアは、ずっとそれを考えていた。でも……。

「そのようなことは無理です。あなたに一体誰が……」

　彼に味方し、偽造に協力する者がいるはずもないとローゼリアは思った。が、すぐに頭の中で否ひ定てい。彼の元上司であるルシドの顔が浮うかんだ。

　遺書を管理しているのは、五聖せい士しである。皇帝と五聖士の間で内ない容ようを確かく認にんし、作成したそれを、五聖士が交代で管理する。新年の行事の中に、引継ぎの儀ぎ式しきがあるが、それは皇帝と彼らの間だけでなされるもので、他の者は、誰が遺書を保ほ管かんしているのか分からない。

　だがローゼリアは、今、遺書を持っているのがルシドだという確かく信しんを得ていた。ルシドは新しん任にんの五聖士だ。今年の年明けに、彼がみなの仲間入りの証あかしとして、この保管業ぎよう務むを任まかされた可か能のう性せいが高い。これによって五人の保管の順番が入れ替わる。常に同じ順では、いずれ誰が保管しているのか漏もれてしまうかもしれないために、何かのきっかけで順番を替えているという事実は確かな情報として持っていた。

　新任の男に、いきなりそのような重要なものを預けるのかという疑ぎ問もんも起こりそうだが、皇帝の絶ぜつ大だいな信頼の下もとで五聖士となっているのだ。造作もないことである。彼らの結束は堅い。遺書の書き替えなど、本来は不可能──五聖士の皇帝への忠ちゆう誠せいは、まず崩れない。

　ローゼリアは、現在の結束の堅い五聖士を手て懐なずけるのは、特に無理だと踏んでいた。が、彼にならそれが出来るのに違いない──深い間あいだ柄がらのルシドがいる……。

「あなた、ルシドとお知り合いね」

　今回もルシドが、彼の釈しやく放ほうと婚こん約やくを勧め、彼の身分や立場を守ったのだという──軍人時代の付き合いも長く、常に共に行動していた二人の絆きずなは、皇帝の遺書の書き替え、偽造をも可能にするのかもしれない。ローゼリアは、慎しん重ちようにカルロの返答を待った。

「ルシド殿どのは私の上官でした。亡なき父の心友でもありました。ノーズ殿もよくご存ぞん知じかと」

　話を振られてノーズは、今度は咳せき払ばらいではなく、はっきりと頷うなずいた。

「陛へい下か、彼の父親であるアゲル・カルネロスは、優ゆう秀しゆうな指し揮き官かんでした。数々の武ぶ勲くんを立て、若わかくして陸軍大たい将しように。英えい雄ゆうカルネロス将軍の名は、今でも我われらの心に」

　ノーズの言葉は、皮肉にしか聞こえなかったが、カルロの父を尊そん敬けいする気持ちは変わらない。父を越えたくて、父にも負けないだけの出世街かい道どうを歩んできたが、将軍の地位に昇のぼることは出来ずに退たい官かんした。もちろん後こう悔かいはない。少し前のことなのに、だいぶ昔のことに思える。そんな過か去この自分が、うまく役立っている──彼らの心に刻きざまれているのは、野心家で手しゆ段だんを選ばない卑ひ劣れつな男であるカルネロスだ。それゆえに釣つれる。

「そしてアゲル・カルネロスの友が、五聖士ルシド殿です。ルシド殿は、友の息子むすことして彼を自分の下に置き、かわいがっておりました。カルネロス殿も、ルシド殿を父と慕したい、彼の軍で精せい力りよく的に武勲をあげ、二十四にして中将にまで昇るという偉い業ぎようを成し遂とげました」

　その後の出世を阻はばみ続けたのは、ルシドだ。ノーズが、そんな事情を知っていて言っているのか、知らずに言っているのか──少なくとも今は、ルシドとの関係が親しん密みつであることを信じて疑っていない様子に見えて、カルロは、微かすかに笑みを浮かべた。

「ルシド殿とは父子おやこのようなものですから。私への協力は惜おしみません」

　強い口調で、迷まよう素そ振ぶりも見せずにカルロは言ってのけるのだった。

　その翌よく日じつ──ローゼリアからの誘さそいの使者が、カルロの部屋を訪たずねた。そこにいたイルマは肩をすくめ、カルロはニヤリとする。

「大きいのがかかったな」

「どうせなら若い女を釣れよ。おまえの趣しゆ味みは分からんな。年上と年下、極きよく端たんなんだって」

　意気揚よう々ようと談話室へと向かうカルロを、イルマは、俺おれにはちょうどいいのを紹しよう介かいしてくれと叫さけびながら追った。
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　皇女の部屋に入り浸びたっているその娘むすめ──ファレットを、早く家に帰せと周囲の人間は言っているのだが、それを言う相手はカルネロス一族を預あずかるカルロだから、クレアとレティの耳に入ることはない。

　カルロは、それを聞き流していた。同時に、相変わらず長椅子ソフアーで寝ねているイルマの文もん句く──椅い子すが小さいせいで骨ほねが曲がってきたというそれも、聞き流している。侍じ従じゆう分の寝しん台だいを入れてくれるように、カルロが担たん当とう部ぶ署しよに言っても、いまだに何の反はん応のうもない。それも皇こう帝ていの命令であることは、明らかだ。侍従をつけるくらいなら、監かん視しするための人間を部屋に住まわせたいと考えているのだ──最初にカルロは、侍従を世話するという皇帝側の申し出を拒きよ否ひしている。

　イルマもファレットも、邪じや魔ま者もの扱あつかいされていた。だが、みなから聞こえよがしに言われたとしても、やはり聞き入れる耳を持っていないであろうことは、カルロの『従い兄と妹こ』──同じカルネロス一族の一員らしいとも言えよう。

　レティも、今も何を疑うたがうことなく、クレアを従妹いとこのファレットと思い、共に過すごして楽しんでいる。そんな彼女のもとに、皇帝陛へい下か急病の知らせが入った。クレアも一いつ緒しよに聞く。

「ああ、陛下……また具合が悪くなってしまわれましたのね……」

　レティの声が沈しずんでいく。

「どこがお悪いの？」

「心しん臓ぞうというお話ですけれど……詳くわしいことは教えて下さらないから分かりませんの。あたくしには心配をかけまいとなさるから。こうして報ほう告こくをたまわれるということは、今はもうお加か減げんもよろしくなっていらっしゃるということですわ。元気な姿すがたを見せることが出来るから、お見み舞まいに来てくれという陛下のお言葉なのだということね」

「心配をかけたくないというお気持ちは嬉うれしいけれど、なんか寂さびしいね」

　互たがいに、寂しく笑う。心配しなくていい──そう言っていなくなった男のことを、クレアは思っていた。心配するなと言われても心配しないはずはないのだ。心配だから傍そばにいたい。たとえそれが、彼の婚約者のところであっても──。

「ファレットも一緒にお見舞いに参りましょう。これからファレットとも遠とお縁えんになるのですもの、ご紹しよう介かい差し上げてもよいと思いますの。それに、あたくしの一番のお友だちですもの」

　皇帝のところへと向かう二人には、レティの侍女が連なり、さらにその後を、侍女たちにくすくすと笑われながら、イルマがついて行く──皇帝の部屋にまでは入れないが。

　皇帝の住まい──今まで見ていただけの尖せん塔とうに、クレアは初めて足を踏ふみ入れた。いかに自分の想そう像ぞう力が乏とぼしいかを実感するほどの豪ごう華かさ。帝国皇帝というのは、こんなに贅ぜい沢たくしないと生きていけないものなのか。そして皇帝の部屋に着いてからも、先は長い。

　皇帝の寝室まで、幾いく部屋も通つう過かして、その度たびに控ひかえている護ご衛えいの親衛隊員に、レティはファレットをいちいち紹介しなければならなかった。それでも、カルネロス侯こう爵しやくの従妹というだけで、みなは頷うなずき敬けい礼れいした。カルロは、今では、皇女レティの婚こん約やく者しやであるばかりでなく、敵てき国こくの情じよう報ほうを持ち込んだ英えい雄ゆうでもあるからだ。何の情報も帝国側に漏もれていないのだが、ルシドが報告をしていた──少しずつ話をしてくれるようになった、やはり私ならば彼を懐かい柔じゆうできる、と。皇帝や五聖せい士し相手にそう豪ごう語ごしているのだ。

　カルロが英雄であるという皇帝たちの一つの策さくとしての扱いは、現実のこととして広まっていた。だが同時に『皇女を手に入れ皇帝の座ざを狙ねらっている』と囁ささやかれるようにもなっている。クレアは、レティが傷きずついていると思った。訊きいてみると、

『よいのではありませんこと？　もしそうなれば、当然あたくしは皇こう后ごうになりますのよ。今大きな顔で権けん限げんを振ふりかざしている現ローゼリア皇后ではなく、あたくしの母が、皇太后として崇あがめられるようになります。あたくしの兄もまた、立場が強くなって、意見を通しやすくなりますもの。ローゼリア様のご子し息そく方がたよりもずっと賢かしこいのに、謙けん虚きよであるために、宮きゆう廷ていでの存そん在ざい感がありませんの。あたくしくらいに元気があればよろしいのに。それが兄のよいところでもありますから、直すようにとは申しませんけれど』

　それがレティの返事で、むしろカルロが皇帝になることを望んでいた。その立場が利用される形になることを、何とも思っていないという返事。けれどクレアは、レティが、少しだけ無理をしているようにも見えた。彼女も同じ女の子だ。利用されての結婚なんて屈くつ辱じよく的──クレアはそう感じてしまう。彼女も手て放ばなしで喜んでいるはずがない。

　──皇帝にもしものことがあったら……誰だれが今度の皇帝になるのかな……。

　クレアは、それがカルロになってしまいそうで、そんなカルロの姿を想像してしまう自分が嫌いやで、あり得ないもん、と言い聞かせる。

　ようやく皇帝の寝室に着く。皇帝の笑顔が迎むかえてくれた──顔色も悪くない。

「レティシーヌ。わざわざ見舞いに来てくれたのか」

　愛する娘の顔をしっかり見ようと、普段は使うことのない眼鏡めがねをかける。それから、おおレティシーヌ、と嬉しそうな声を上げた。

　基き本ほん的に皇帝は、五聖士と行動を共にしている。家族と過すごす時間は、ほとんどない。ただでさえそうであるのに、今は、病に臥ふしていて、決して人前には出ないため、家族もまともに面会することはなかった──オルスとレティを除のぞいて。

　皇帝は頻ひん繁ぱんに体調を崩くずして寝ね込こんでいるのだが、気分のよい時には、使者──五聖士の誰かである──が、オルスとレティの下へは向かう。この二人だけが特別で、他の子こ供どもはもちろんのこと、妻つまでさえも、彼の部屋への立ち入りを禁きんじられていた。

「陛下、お元気そうで安あん堵ど致いたしました」

　レティはいつも通りの挨あい拶さつをすると、ファレットを紹介した。皇帝は冷たい口調で、

「ああ、カルネロスの……」

　よく見えるように眼鏡をかけたことを後こう悔かいする表情で、皇帝はクレアから顔を背そむけた。レティが連れてきたから、仕方なく立ち入りを許きよ可かしているが、会いたくもない娘むすめなのだ。

「あたくしの一番のお友だちになって下さいました。ファレットがいて下さると、毎日が楽しくて楽しくて。陛下にもご紹介申し上げたくてご一緒していただきましたの。さすがカルロ様の従妹でいらっしゃいますわ。とても賢くて、色々教えられることが多いのですよ」

　随ずい分ぶんと持ち上げるな、とクレアは思った。紹介する以上、それなりに体てい裁さいは必要なのだと分かっていても、気き恥はずかしくなってくる。

「カルネロス一族はそんなに優ゆう秀しゆうかね」

　さらに冷たい言い方。そんな皇帝の態たい度どに、クレアは心持ち嬉うれしくなる。この皇帝は、カルロを後こう継けい者しやにしようなんて間ま違ちがっても考えない。

　──いくらカルロが頑がん張ばったって……何でも成し遂とげちゃいそうな人ではあるけど……でも、絶ぜつ対たいに無理なんだから！　この皇帝を味方につけるのは、不ふ可か能のうだわ。

　心の中でにんまりとして、すぐに反省する。まるでカルロの失敗を願っているみたいだ。彼を信じきることが出来るなら、何も失敗を望まなくても、彼の婚約も、それは必要な作戦なのだと理り解かいして応おう援えんすればいいのに……。

　クレアは、挨拶をしただけで、あとは黙だまっていた。レティと皇帝だけで話をしている。

「私ももう年だし、そう長くはないな」

　それは、皇帝の口くち癖ぐせ。対してレティも、常じよう套とう句くを返す。

「まだまだお元気ではありませんか。気弱になってはいけませんわ」

　そんなお決まりの会話をした後、皇帝は、これまで数えるほどしか口にしていない言葉を呟つぶやいた──家族よりも信頼している五聖士の前でしか漏もらしたことのないその言葉を。

「そろそろ私も隠いん居きよしろということか。ゆっくり休みたいものだ」

「あたくしも、陛下にはのんびりなさって欲ほしいとは存ぞんじますけれど、でも陛下が退たい位いなさったら、帝国はどうなってしまうのですか。それを考えると、賛さん成せいは出来ませんわ」

　レティとしては、こう言うしかない。この皇帝が隠居したら最後、跡あとを継つぐのは、第二夫人ローゼリアの息子むすこジルヒスに決まっている。皇帝が愛してやまなかった夫人は、もう亡なくなってしまった第一夫人である元皇こう后ごうだけれど、幅はばを利きかせているのはローゼリアだ。

　同じくこうして特別に部屋に呼よばれる子供は、オルスだけ。ジルヒスよりも後継者になる可能性が高いようにも感じられる──けれどレティは知っている──皇帝が、彼を後継者にしたいから特別扱あつかいしているわけではないことを。単に皇帝は、一いつ緒しよに過すごして疲つかれない相手、気き兼がねなく楽しく過ごせる相手を呼びつけているだけなのだ。そんな子供は、皇帝にとっては、二人しかいないということ。

　レティは、第一皇子に皇位を継いで欲しかった。ジルヒスが継いだ場合、ローゼリアがまたいい気になる。そうなったら、母親が、ますます肩かた身みの狭せまい思いをしなければならないし、皇帝が亡くなれば、ローゼリアによって家族共々、ここから追い出されるかもしれない。母と兄と自分と。だから皇帝には、隠居すると言って欲しくなかった。なのに──。

「そろそろだな。体力も持たぬし、もう公こう務むもこなせぬ……」

　レティは絶ぜつ望ぼう的な気分になった。ならばオルス皇子を指名して下さいという言葉が出かかるが、口にしたことが漏れれば、ジルヒス派はに敵てきと見み做なされ、何をされるか分からない。

　一方のクレアは、この皇帝は、隠居とか言って、ごたごたの状じよう況きようで、カルロの全ぜん権けん大使としての任にん務むを果たせないように邪じや魔まをする気なのだと思った。

　クレアの考えは当たっていた。皇帝が、病のせいで気弱になっているのも確たしかだが、カルロの全権大使である地位が消しよう滅めつする時を、何もせずに待つつもりだった。皇国との和平──そんな話し合いに応じる気は、さらさらない。その期き限げんまでは皇国も大人しくしているということ──そう考えて、戦いくさを始めることしか頭になかった。それまでは、ごたごたしておくに限かぎる。誰が正式に話し合いに応おうじるべきなのか──うやむやにしておけば、カルロは皇国には帰れず、帝国側の人間になるしかなくなるというわけだ。

　ルシドから話を聞くほど皇帝は、カルネロスという男を、皇国側に渡わたっては困こまる人材だと考えるようになっていた。好きにはなれぬ男でも、利用できる男ではあるのだ。

「では陛下、またお話をしに伺うかがいますわ。ゆっくりお休みになって下さい」

　長なが居いすることなく、レティは、お辞じ儀ぎをした。クレアも、退室の挨拶をする。

　レティの部屋に戻るのにも、いい運動になりそうなほど歩く。迷めい路ろのようで、同じ形の白い建物ばかりで、方向感覚がなかなか摑つかめない。

「ファレットのお父様は、どんな方ですの？　陛下と違ちがって、お若わかいのでしょうね」

　ふふっと笑うレティ。クレアは、作り笑いをして黙り込む──どう答えたらいいというのだろう……脳のう裏りに浮うかぶのは、父ゴードウィンの遺い体たいだけ──。話したこともないのだ。

「ファレット？」

「ええとね……若くてかっこいいよ。優やさしくて……それで……」

『ファレット』の父親が、どんな人なのかも想そう像ぞうすら出来ず、クレアは言葉に詰つまりながら、適てき当とうに答えた。レティは、父親の話をするのはやめた──そして、

「お茶にしましょう」

　ファレットの手を取り、微笑ほほえんだ──訊きかれて困っているように見えたからだ。

　レティの住まいに戻もどると、庭側のいつもの部屋でいつものように、お茶会が始まる。お茶は、すぐに運ばれてきた。いつも運んでくる侍じ女じよとは別の侍女が、それを持って歩いてくる。その侍女は、猫ねこが苦手だった──レティが飼かっている猫が横切った途と端たん、きゃっ、と悲鳴を上げて退しりぞき体たい勢せいを崩くずした。盆トレーが斜ななめになり、その上にのっていた陶とう磁じ器きが床ゆかに向かう。慌あわてた侍女が盆の角度を直すが、既すでに遅く──。

　──お父様！

　クレアは飛び出していた──床に膝ひざを擦すり鼻を擦こすりながら、熱湯の入った湯ポ差ツしトを手で受け止めた。蓋ふたも一緒に拾う。熱いそれに素す手でで触ふれ、さらに熱湯を浴び、他の茶カ飲ツみプや受け皿ソーサーがクレアの頭や体に直ちよく撃げきし、周辺で音を立てて割われた。

「ファレット！」

　いつも落ち着き払って、慌てた態たい度どなど見せないレティが、立ち上がった拍ひよう子しに椅い子すを倒たおして、叫さけぶ。青ざめているレティに、クレアが向けたその顔は──鼻からは血、額ひたいは擦れて赤くなり、湯か涙なみだかでぐっしょり濡ぬれていた。いや、泣き顔だということは明らかだ。

「熱いよぉー、痛いたいよぉー」

　起き上がるクレア。クレアの頭から破は片へんが落ちる。レティが声を荒あららげる。

「な、何をしているの！　早くお水を！　火傷やけどの応おう急きゆう処しよ置ちをなさい！」

　それからクレアには、

「ファレット、あまり動かないで。破は片へんが散っていて危あぶないわ」

　彼女の濡れた髪かみにも、体にも触れた。目でも確かく認にんしながら、破片を指で慎しん重ちように落としていく──彼女が怪け我がをしないように。

　すぐに侍女が水を運んできて、綿めん布ぷを濡らすと、クレアの赤くなっているところを冷やし始める。その左手の甲こうには、大だい精せい霊れいカミアスに愛されし接せつ吻ぷんの印が浮かんでいるのかもしれないが、火傷も一緒になってはっきりしない。

　別の侍女は床を掃そう除じ。何人もで動き回る。

　さらに一人の侍女は、クレアの鼻血を止めるために、鼻に紙を押し込む。手でぐちゃぐちゃに揉もんでなるべく柔やわらかくした紙だ。そして──。

「すぐにお医者様がいらっしゃいますから、頑がん張ばって下さい」

　何を頑張るのかと、クレアは文もん句くを言いそうになった。こんな目に遭あっているのが不ふ愉ゆ快かいでならない──けれど、守るべきものは守ったという満足感はあった。ゴードウィン──父が、帝国ベルロイド工こう房ぼうで絵え付つけ師しをしていた頃ころの作品。その湯ポ差ツしトが、割れずに済すんだ。

　もう亡なくなってしまった、天才絵付師と呼ばれていた彼の作品が、どんなに希き少しよう価か値ちの高いものかは、説明するまでもない。まして彼が作品を残していた時期は非ひ常じように短い。そうでなくても、世界に一つしかない作品である。一点ずつ魂たましいを込めて仕上げているのだから。それを失うわけにはいかなかった──。

　──めちゃくちゃ運動神しん経けい悪い私にしては、上出来だねっ！　でも熱いし痛いし、血は出ていてきっと顔は、他ひ人と様さまに見せられないくらいひどいに違いないよ……。

　そう思うと、自然と零こぼれていただけの涙が、余よ計けいに溢あふれてしまうのだった。そこへ、侍女が呼んだはずの宮きゆう廷てい医師よりも早く、カルロが飛んでくる。廊ろう下かに控ひかえていたイルマが、何事かと出入りする侍女に話を聞いて、呼びに行ったのだ。

「ク……苦く悶もんな顔をするな、ファレット」

　自分が何を言っているのか分からなくなりながら、カルロはクレアに寄った。

「み、見ないでっ」

「何を言ってるんだ！」

　強ごう引いんにクレアの腕うでを摑つかんで引っ張ったカルロは、水道口があるところまで連れて行き、頭を突っ込ませて水をかけた。すでに首くび筋すじは真っ赤である。もちろん手も。

「綿布当てるくらいで済すますつもりか。だいたい患かん部ぶに無む造ぞう作さに押し当てて。非ひ常じよう識しきだ」

　憤ふん慨がいする彼の声が、水音に混まじってクレアにも聞こえた。随ずい分ぶんと乱らん暴ぼうだとクレアは言いたかったが、それは笑顔になって消える──すごく心配しているのが伝わってきたから。

「手も出せ」

「うわっ、こんな格かつ好こう無理だよ」

　クレアは両手を引っ張りあげられて、水に当てられた。両手を後頭部にもっていくその格好だけならまだしも、腰こしを曲げていて、水が勢いきおいよく後頭部や首を押しているのだ。あと少ししたら、顔から突っ込んでしまいそうだった。既すでに腰が唸うなっている。

「おい、背せ中なかも濡れている。熱湯がかかったのではないのか」

「分からない。背中は熱くなかったよ。上から落ちてきたものが当たって痛かったけど」

　聞きながらカルロは、クレアの長い髪をまとめて手にした。

　下向きになっている顔にも大量の水が回ってきた。ふやける紙のせいか、クレアは、鼻が痛くて勢いよく息を噴ふき出した。赤くなっている鼻の紙が落ち、血も流れる。

　血っ、血っ──と叫ぶクレアの鼻を、カルロが摘つまむ。

「嫌いやだよー、摘まないで！」

「いちいち喚わめくな」

　声が笑っている。いや、もう完全に笑っている。

「ちょっと、心配しているんじゃないわけ？」

「死ぬことはない」

　そういう問題じゃないと泣きたくなったが、悔くやしいから涙を引っ込めるクレアであった。
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　呼ばれてやって来た医師を追い返して、カルロは彼らが持ってきたものだけを受け取り、クレアを手当てした。レティの寝しん室しつ。手当てを終える頃ころには、ほっとしたのか、泣き出すクレア。カルロは、レティに二人きりにして欲ほしいと言った。

「何を泣いているんだ……そんなに痛いたむのか……まあ痛くないはずはないが……」

「ねぇ、痕あと、残る？」

「この程てい度どなら残らないさ」

「随分と簡かん単たんに言うんだね。他ひ人と事ごとだと思って」

「別に他人事だなんて思ってない」

「でも私たち、最初から他人なんだから他人事で当然だよ……それにきっとカルロはレティと、皇こう帝ていと皇こう后ごうになって幸せにやっていくんだもん。これからもずっと他人同士だね」

「そんなふうに思っていたか……ちゃんと言わないと分からないか……だが、国を出る時に誓ちかった言葉は本当だ。信じてもらえているものと思っていた……いらぬ心配をかけた」

　カルロは少しばかり不ふ機き嫌げんな口調で言った。

「レティはカルロのこと好きなんだよ。あんなにかわいくて、それでいて他国とは比ひにならないくらいに豊ゆたかな国の皇女なんだよ。カルロが皇帝になるの、相応ふさわしい感じしちゃうし……自分に自信持てないから、カルロのことも信じられなくなっちゃうんだもん……」

　しゃくり上げるクレア。

「私を信頼するというのは、泣くほど辛つらいことなのか？」

　クレアは言葉に詰つまって返答できない。

「確たしかに今、私がしていることは、人として正しいことではないだろう。特にレティに対しては、私は、婚こん約やく者しやの顔をして彼女の立場を利用している。彼女には申し訳わけないことをしている。でも君にだけは、少しは信頼して欲しいと、そう願っては駄だ目めなのか」

　クレアは、目と鼻び孔こうと口以外、包帯で覆おおわれた顔を向ける。

「私、レティのこと大好きだから……泣かせないでね」

　言ってから、余よ計けいに苦しめるようなことを言っていることに気づいてすぐに言い直す。

「っていうかね、カルロ、最初から婚約しようとしたわけじゃないよね？」

「まあ成り行きではあったな。私も命は惜おしいのでね」

　クレアを残したまま死ぬわけにはいかない──生き抜くために婚約という枷かせがつくのであっても、再ふたたび拷ごう問もん生活に引き戻されるのはごめんだった。何のためにここに来たのか。拷問室に閉とじ込こめられたままでは、期限内に三国同どう盟めいの見通しを立てられなくなる。

「泣き止やんでくれたのか？　ならばもう一度包帯を巻き直そう」

「うん。平気だよ。あのね、私、カルロを残して帰ったりしないよ。カルロが頑がん張ばっているなら、私も何か出来る事をしたいから……カルロは一人じゃないんだからね……」

「何もしなくていい。危き険けんなことに首を突っ込むな」

「そうじゃないでしょう？　私だって力を合わせて何かしたいの。カルロはいつも一人で何でも背負って頑張っているけど、見ているだけは、辛つらいんだよ。一緒に頑張ろうっていうのが一番いいんだと思う。きっとクリムはそうやってきたはずだよ。クリムはいつも、カルロと同じ理想とか目的を持っていて、それに向かって一緒に頑張っていたような気がする。私にはそれがない。私にある理想は、カルロと一緒にいたいというだけ──すごく自分勝手だったりするんだけど、その理想に向かってさえも、自分では何もしてない。頑張っているのは、カルロだけ。私に足りないもの……なんか分かったよ……」

「クレア……」

「カルロ、自分を悪人にすることない。カルロが悪人なら私も悪人ってことだよ。だって私たち、同じ目的を持っている者同士でもあるんだもの。それに、カルロは一人じゃない」

　にっこりと笑うクレア。カルロは、微かすかに笑い、頷うなずいた。

　彼女がいてくれるから、自分を見失わないで、自分らしくあれるのだとカルロは思う。決して正しいことをしているとは思えないけれど、同じように人を陥おとしいれていても、かつての自分とは何かが違うのだ。それは、ここにクレアがいるということではないだろうか。

「ありがとう、クレア」

　カルロは、彼女の包帯を外し、もう一度消毒から、丁てい寧ねいに手当てし直した。
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「なあおい、おまえ、ジルヒスを後こう継けい者しやにしようってのか？」

　うるさいとあしらわれるのを覚かく悟ごしながら、イルマは、カルロに問いかけた。灯あかりの中で、カルロは緻ち密みつな作業をしている。それが問題だった。遺い言ごん証しよう書しよの偽ぎ造ぞう。そこには二通ある。紙も、使われている筆──色も太さも同じ。よくもここまで同じものを用意できたと思える二通の遺い書しよ。その一方、イルマが覗のぞき込んだそれには──。

「なんでジルヒスを後継者に指名する遺書を偽ぎ装そうしなくちゃならんのだ？」

　カルロは筆を置いて、目を瞑つむり、疲つかれを癒いやすように、目の窪くぼみの部分を摘つまんで押おした。それからイルマを見る。

「ジルヒスを後継者にしてはまずいのか？　ジルヒスを皇帝にするために協力すれば、私は晴れて陸軍大たい将しようの地位につける」

　それが、ローゼリアとの取引。それは同席していたイルマも知っていることだ。

　皇帝の座ざをジルヒスに──そう思うローゼリアは、カルロを味方につけたことで、その打開策さくを得たのだ。皇帝を暗殺して、遺い言ごんによって後継者を決すること。その遺言に、ジルヒスの名前さえあれば──。皇帝を裏うら切ぎって皇后に味方する五聖せい士しはいなかったが、カルロならば別。父子のような関係にあるルシドがいる。ルシドを使って偽造をし、ジルヒスと記き載さい。これさえ出来れば──。

『私を軍部に復ふつ帰きさせていただきたい。通つう常じよう、私のように自ら退しりぞいた者は、同じ階級に戻ることは許ゆるされない。位は確かく実じつに下がる。ですが復帰の折は、大将として迎むかえて欲ほしい。皇帝の地位に興きよう味みはありません。あれは単なる噂うわさ。野心家と言われる私が皇女の婿むこになったものだから、自然と噂になったのでしょう。私は武ぶ人じんとしての地位を極めたいのです』

　カルロは、偽造を請うけ負う代わりに、大将の地位を要求した。

　父と同じ陸軍大将、念願の将しよう軍ぐん職しよく──いつでも師し団だんを率ひきいることの出来る地位──。

『そして、ノーズ殿どのが軍部から退かれる時は、是ぜ非ひともこの私を師団長に任にんじて下さい』

　同席しているノーズに向かってもカルロは、もう一つの要求をする。ノーズは一いつ瞬しゆん回答に詰まった。しかし間かん髪はつを容れずに皇后が言う。快かい諾だくした、と。

『ローゼリア陛へい下かの仰おおせの通り、私が皇帝になっても、理解と協力を得られないことは承しよう知ちしております。私は身も心も軍人。父のように英えい雄ゆうと賞しよう賛さんされる人間になりたい』

　これらのカルロの言葉は、これまでの働きを考えれば決して偽いつわりには思えないもの──ノーズも、ローゼリアに対して、その言葉を信じていいと合図をしてみせた。

　こうして取引は成立し、カルロは現在、ジルヒスの名を記載した遺書を偽造しているのだが──。二通の偽造遺書を見ながら、ひとりごとを言う。

「まったくもって皮肉なものだな」

「何がだよ……」

　イルマは、おまえの存そん在ざいが皮肉そのものだろう、と言おうとしてやめた。それよりも、どういうことなのか、きちんと説明してもらいたかった。

「本気か？　俺おれだってな、無む駄だに長なが居いはしてないぜ。嫌いやでも情じよう報ほうは入ってくる。ジルヒスってのは、現げん皇帝同様、戦争好きなんだ。おまえが皇国大使として来ているのは、三国同盟の実現のため。なんでわざわざ絶対に反対しそうなジルヒスにくっつく？」

「そうだな。ジルヒスにくっつくより、オルスと仲良くした方が実りは多そうではあるな」

「ああ。オルスは平和主しゆ義ぎ者しやっていうじゃねぇの。戦争による強きよう硬こう政せい策さくはとらないだろう。三国同盟にも賛同してくれるかもしれない」

　イルマの見立てに、カルロは、その通りだと答える。

「ああ、苛いら々いらするぜ。何を考えているのか説明してくれ。ローゼリアたちと話しているのを聞いているせいで、混こん乱らんしてくる」

「混乱する前に、理り解かいしろ」

「出来ていれば、いちいち訊きかねぇよ。おまえに訊くのってなんか腹はら立たつし」

「じゃあ、おまえにも分かるように懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてやろう」

　カルロは、辛しん辣らつな笑えみを浮うかべ、淡たん々たんと説明を始める。

「確かに、私が手を結びたいのは、オルス皇子の方だ。三国同盟に向けて彼を味方につけるため、今はローゼリア側についている振ふりをしているだけだってことだ。

　オルスとジルヒスは皇位継承に関して、皇帝が病に苦しむようになってからは特に、表立って対立を始めた。オルス派は、ジルヒス派と呼よばれる派は閥ばつが生まれ、互たがいに皇おう子じの暗殺に勤いそしんでいた。遺書に誰の名が書いてあろうと──といっても、この二人しかないのは明白なわけだが──一方が死んでしまえば、もう一方の皇子が継承するのは分かりきっている。互いに刺し客かくを送りあった。が、この通り両者とも無事。互いに打つ手なしの膠こう着ちやく状態にあった。それを打だ破はすべく、五聖士ルシドを餌えさに、ローゼリアに近づいた」

　五聖士は、皇帝の護ご衛えいを主な任にん務むとするが、政せい治じ的な面でも、皇帝の頭ず脳のうとして役やく割わりを果たすことになる。文ぶん武ぶに格かく別べつ秀ひいでた者でないと任務はこなせない。そんな彼らの他に、皇族の周辺を、何重にも護衛しているのが親衛隊──近衛このえ軍人の中から選ばれる者たちだ。

「オルスには、近衛軍がついている。近衛軍人の本業が護衛とくれば、オルスの周囲は鉄てつ壁ぺきの守り──現に、ローゼリアは何度も暗殺に失敗している。対してジルヒスには、陸海軍がついている。本来ならジルヒスを護衛するのは親衛隊員であるはずだが、彼を護衛しているのは、陸軍の人間だ──こちらもまた、鉄壁の守り。膠着しても仕方ないだろう」

「近衛軍と陸海軍が、皇位を巡めぐって対立しているってことか」

「そうだ。ジルヒスが皇帝になれば、引き続き侵しん略りやく戦争を行なっていくことになるだろう。オルスが皇帝になれば、戦争はしなくなる。戦いくさといえば、反はん乱らんを鎮ちん圧あつに向かうくらいになるはずだ。だから戦好きの陸海軍はジルヒスを支し持じし、戦嫌いの近衛軍はオルスを支持する」

　オルスは基き本ほん的に穏おん健けん派はで、戦をして人的財的な損そん益えきを拡かく大だいすべきではないという考えの持ち主だ。武ぶ闘とう派はと言われる戦好きな人々は、植民地を広げることの利益の方が、戦による損益よりも上回ると主しゆ張ちようする──が、実じつ際さいは、そんなことよりも、領りよう土ど拡大による大陸支配をもくろんでいるだけであり、戦をして、その見返りが欲しいだけ。

「どうして陸海軍と近衛このえは、そんなに仲が悪いんだ？　考え方も違うんだろう？」

「戦争をして最もおいしい思いをするのは、陸海軍部に所しよ属ぞくしている者たちだってことだ」

　戦があれば、金になる。戦で手て柄がらを立てれば出世に繫つながり、金も入る。民たみの中にも、農のう閑かん期きには戦に参加して金を稼かせごうと兵に志し願がんする者もいるが、ほとんどの戦は遠えん征せいで、農閑期のうちには帰れないことが多いため、収入は落ちても、町の工場に行って稼ぐ者の方が圧あつ倒とう的に多い。危き険けんも少ない。結局のところ、大帝国を作り上げたい皇帝や取り巻まきの貴き族ぞくたち、戦があれば金になる軍部、武器開発や製せい造ぞうに携たずさわる者、そうした利権に関かかわる者たちだけが、戦をしたがっているというのが実情なのである。

「ってか、だから何で？　どうして陸海軍だけが戦をしたがるんだ？　おいしい思いが出来るってのは分かるが、近衛だってそれは同じだろう？」

「同じではない。近衛軍人には、貴族でないとなれない。その出世も、生まれながらの身分が決める。貴族たちの安全軍人生活のための温おん床しようとなっているのが、近衛軍部なんだ。

　士官学校へ行き、卒業すれば、それなりの地位が約束される──それはまあ、陸海軍部でも同じことなのだが……とてもおかしなことに、近衛の場合は、下士官がいないのさ。いわゆる兵士がいない。全員が少しよう尉い以上の位を持つ。少尉が十五人集まった隊を、中尉が率ひきいる。それはつまり、一いつ般ぱんの軍部でいえば、小隊と同様の単位、位置づけになる。だが、その位が示しめしているように、給料は相そう応おうのものが出ているわけだ。

　さらに言えば、近衛が戦に行くのは『顔』として出向くのであって、本ほん営えいを守っているという名目でそこにいるだけ。実際に戦をするのは、陸海軍部だ。近衛軍が、戦に出向くのは一連隊のみで、仮かりに安全な場所であるはずのそこに、敵てきがなだれ込んで来れば、戦わずして背せを向けるのも、彼らの特とく徴ちようだ。そしてこれまたおかしなことに、近衛で出世した人間が、親衛隊員となる。彼らは戦には行かない。上に昇のぼれば、戦に行かなくて済すむというのが基本姿し勢せいなのだから、軍人らしからぬ組そ織しきであると言っていいだろう。

　陸海軍部と仲悪くて当然と思わないか？」

「確たしかに」

　カルロが所属していたのは、陸軍だ。侯こう爵しやく家けの人間が近衛に入れば、労せずして出世できるものを、わざわざ陸軍に入るというのは、稀まれなこと。しかも、跡あと継つぎの長男が軍部へ行くという例は、滅めつ多たにない。カルロは、稀け有うな存そん在ざい──そして、カルロの父アゲルも。だがさらに、アゲルが士官学校から軍人になったのと違って、カルロは、大学で医学を修おさめて軍医となり、途と中ちゆうから指し揮き官かんとして参戦するようになったのだから、なお珍めずらしい。

「私は、接せつ触しよくしたい人間が二人いると、最初に言ってあったはずだが？」

「そんな気がするな。一人がローゼリア──つまり、陸海軍部を代表するノーズ陸軍師し団だん長ちようを含ふくむジルヒス側ってことだよな。んでもう一人は……ああそうか、近衛師団長……」

「そういうことだ。オルス側との接触を図はかるつもりだ。こちらが本命だな」

　ジェイオン近衛師団長と会う──それが、カルロの作戦の最も重要な部分を占しめている。近衛師団長は、親衛隊員の選出や指し導どうを含めて、宮きゆう廷てい内全体の護衛管理という任務の責せき任にん者しやという立場にもあり、宮廷武官長とも呼ばれる──。

「ジェイオン近衛師団長は普ふ段だん、自じ宅たくで指揮に当たっている。会うのは難むずかしい。だが、もうすぐ祭りがあるんだ。私もここを抜ぬけ出せる。その時には、手て土産みやげを用意しておかないとならない。ローゼリアとの関係は、彼に私の計画に乗ってもらうために必要なんだ」

「くーっ、憎にくい男だねぇ」

「それは褒ほめ言葉かな？」

「ウェルラントのためになることをしているなら、褒めなければなるまい」

「随ずい分ぶんと愛国心があるんだな、イルマ」

「それもまた、男の価か値ちを決める重要な要素だ。俺の女はみんなウェルラントの女だしな。色男の俺様が、この点、外すわけないだろうが」

　なるほど、とカルロが笑い、イルマが苦笑いを向ける。

「だが、問題はある──ローゼリアが、私のことを、心から信しん頼らいしていないということだ。私には、遺い言ごん証しよう書しよの偽ぎ造ぞうを命じているが、ノーズ陸軍師団長は、また別の任で動いている。それは私に知らされていないんだ」

「とりあえず今は、遺言の偽造をうまくやって、ローゼリアの信頼を得ようってわけか。だが、偽造したところで、五聖士ってのは皇帝の遺言内容を知っているんだろう？　偽造なんてバレバレじゃねぇか。意味ないだろう、そんなことしても」

「そういうことになるが、遺言の偽造は、さしたる問題ではないのだよ。これはローゼリアを釣つるための餌えさに過すぎないのだから。ローゼリアの立場からしてみれば、遺言を偽造したところで、内ない容ようを知っている五聖士がいるのだから疎うとましいだろうな。しかしそれも、彼女の中では解かい決けつ済ずみ。問題は、ノーズが動いている別べつ件けんだ。祭りで、彼女は動く。それは、偽造を有ゆう効こうとせしめるためのものともなる。我われ々われは、それを食い止めなければならない。そのためにも、ジェイオン殿には、協力してもらわなければならないのだ。阻そ止しできなかった場合、即そく座ざに三国同どう盟めいへの道が断たたれるわけではないが、私の綱つな渡わたりは失敗だったということになる。取り返しのつかないことになるからな」

「だがよ、祭りのある短期間で、近衛師団長を味方につけられるのか？　そいつを味方につけるってことは、同時にオルスも味方につけるってことだろう？　祭りだからこそ動き回れるのだろうが、それだって人目を忍しのんでのことだろう」

「だから、ジェイオン殿どのにしか会えない。私がオルス皇子と会っていることがローゼリアにばれたらまずい。そのような素そ振ぶりも見せられない。ジェイオン殿には、三国同盟についても理り解かいしてもらった上で、オルス皇子の賛さん同どうと協力を取り付けてもらう必要がある」

「行き当たりばったりな感じがするぞ。博打ばくちだな」

「博打には今まで手を出したことがない。初心者幸運ビギナーズラツクといこうじゃないか」

「おまえ、頭よさそうで実はバカだろ」

「バカだろうと無む謀ぼうだろうと、綱を渡り切れば勝ちだ。祭りで勝利を摑つかむ。祭りを乗り切れば、あとは自然と収おさまるべきところに収まる。そうなれば、こっちのものだ」

　自信に満ちた様子にも見えるが、本当は焦あせっているのではないか、とイルマは思った。ノーズ陸軍師団長が動いている別件の情報が、まだ見えていないのに違ちがいない。だが──。

「八十日と言われて余よ裕ゆうだったのは、最初からこの祭りに照しよう準じゆんを合わせていたからか？」

「そうだ」

「国の外から内部事情を把は握あくしていたわけか」

「帝てい国こく貴き族ぞく歴は長いからな。旅をしていても、情報収集をしてしまう癖くせは抜ぬけないものだ」

　オルスとジルヒスの後こう継けい者しや争いは、二千年前から戻ってきても変わっていなかった──ということまでは、カルロも説明はしなかった。

「ところで、その遺書の偽造だけど、ルシドって奴が、おまえに味方しているってこと？　俺はてっきり、毎日のように館やかたに行っているのは、取調べのためかと思っていたぞ」

「おまえの言う通り、取調べのためさ。互たがいに黙だまっているだけだ」

「黙って？　睨にらみ合っているのか？　陰いん険けんというか暗いというか……俺には耐たえられん」

　イルマが吐と息いき混まじりに言う。

「睨んでいるのは、将棋チエス盤ばんだ」

「はん？　駒こま遊あそびしているのかよ」

「ああ。取調べといっても、いざというところになれば私は黙っているし、何も進しん展てんしない。それはそうだろう？　皇帝ごときがこの私を自由に出来ると思うか？」

　あまりの言い草に、イルマはいつものことだと思いつつも、やっぱり呆あきれて息を吐いた。

「そんな時、ルシド殿が黙って将棋チエス盤と駒を持ってきた。私も飽あきるし、それからは毎日、一勝負ずつ、将棋チエスをしている。ルシド殿が長考するから、なかなか終わらなくてね」

「勝負の行方ゆくえは？」

「そんなのは訊きくまでもなかろう」

　毎回カルロの勝ち──イルマはそう解した。

「ルシド殿に実行してもらったことは二つ。そういう意味では、味方になってくれているということなのだろう。一つは、私が皇こう帝ていになる野心を抱いだいていると噂うわさを広めること。今は、私が素す直なおに取調べに応おうじているという噂も流れている。彼が自分の立場を守るためにそう報告しているのか、皇帝になるという噂を根こん拠きよに、私の心は帝国にあるのだということで自然と広まっているのか、ルシド殿がわけあって意図的に広めているのか、それは知らないが、日に日に立場が強くなっているのは有り難がたい。そしてもう一つが、遺書偽造だ。

　毎日毎日ルシド殿の館やかたで駒遊びをしているなんてことは、ローゼリアも思いもよらないだろう。息子むすこを皇帝にするための親しん密みつな話し合いが持たれていると誤ご解かいしている。実じつに滑こつ稽けいだ」

「ホント、性せい格かくが捻ねじ曲がっているな」

「どんなに捻じ曲がっていようと関係ない。行き着く先は一つだ」

　イルマは、この頼たのもしい男を、目を細めて見た。この男に自分がどう思われているのかは知らないが、傍そばで仕えていられることに、ある種の興こう奮ふんを覚えるのだった。
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　ルシドの館から、皇族たちの住まいがある方へは戻もどらず、大宮きゆう殿でんのある方へと足を運び、さらに裏うら手てに位置するこの場所まで、カルロは一人でやって来た。久ひさしぶりに、レティから呼ばれることもなく、将棋チエスの勝負も早くついて、夕食まで時間を作れたのだ。

　祭りの始まる十日前のこととなる。

　──来てしまった……この場所に。すべてはここから始まった……。

　封ふう鎖さされてきた神殿の一本の柱。四方を壁かべに囲まれた内部には、魔まよけや御お祓はらいの祭さい壇だんがあり、その中央に、柱がある。呪のろいがあるとされ、こうして封印されているが、その真実を知っているのは、カルロとクレアだけである。

　──壁の向こうには、柱がある……。立ち入り禁きん止しの内部に入るのは、容易たやすい。施せ錠じようをうまく外せれば、入っていける。そうやって何度も入っていたこともあった。けれど……。

　カルロは立ち止まったまま、壁の向こう側へは進めなかった。入る勇気を奮ふるい立たせることがよいことなのかどうかも分からない。それでも──誓ちかう──。

「今度こそ和平を……」

　この場所から二千年の時を遡さかのぼってシュラトス王国に身を置いた。クリムエラ女王に出会い、仕えた。共に歴史を変えよう──敵てき国こくバルシアからの脅きよう威いを取り除のぞくべく目前にした和平会談。そこに代表として向かうはずだったのに、それが叶かなわなかった。

　二千年前の古代から、この時代、この神しん殿でんに戻もどされた時、歴史は変わっていた。また一いつ緒しよに旅をしたいと言っていた彼女の言葉。旅に出た先で、クリムとよく似にた少女クレーシア──クレアに出会った。最初から彼女はそこにいたのか、歴史が変わったから彼女はそこに生まれたのか──クレアは、クリムの生まれ変わり……二千年前同様に、クレーシア女王に仕え、今また、和平会談を実じつ現げんさせようとしている。

　二千年前は、二国間だったが、今度は三国間。より難むずかしい状じよう況きようの中で、乗り越こえることが出来るのか。その前にまた、離はなればなれになってしまうのではないのか──。

「クレア……今度こそ二人で和平を実現させよう、共に乗り越えよう」

　クレアがここに、近くにいることで、また別れが来てしまいそうな不安があった。けれど、ここにいてくれるからこそ一緒に乗り越えることが出来る──そんな希望にも繫つながる。

『一緒に頑がん張ばろうっていうのが一番いいんだと思う』

　彼女はそう言った。

『きっとクリムはそうやってきたはずだよ。クリムはいつも、カルロと同じ理想とか目的を持っていて、それに向かって一緒に頑張っていたような気がする。私にはそれがない』

　──君はそう言うが……ここにいてくれていることが既すでに君の頑張りではないのか……。君に苦く痛つうを強しいてしまっているのに……君はここにいて、私を支ささえてくれている……。

『カルロはレティと、皇帝と皇こう后ごうになって幸せにやっていくんだもん。これからもずっと他人同士だね』

　はっきりと言われて胸むねが痛いたんだ。この言葉を思い出すと、やはり気が沈しずむ。

　自ら婚こん約やく解かい消しように動けないのは、二千年前と状況が似ているから──。

　シュラトスでは、国の権けん力りよく者しやであった父親から、娘むすめとの婚約を勧すすめられて、それを受け入れた。逼ひつ迫ぱくした命の危き険けんがあったわけではないが、その婚約によって、自分への風当たりが少なくなることは分かっていたし、それによってその父の後うしろ盾だてを得られることも計算していた。レティの身分を利用するという意味では、今も同じようなものだ。

　そして──クリムを愛していると気づいて彼女との婚約を破は棄きしたのは、和平会談の前。もしここで、クレアを愛しているとレティに告げて婚約解消を願い出たら……その後はどうなってしまうのか。和平会談を前に、再ふたたび別れが来てしまうのではいのか。

　クレアと出会った時から、二千年前の状況と似たようなことが繰くり返されていることを感じるだけに、カルロは、警けい戒かいしないわけにはいかなかった。

　──婚約の時に嫌いやな予感がしたのは、これだったのか……。

　己おのれの命のためよりも、二千年前と同じような状況にならないように神しん経けいを払はらい、全力を尽つくすべきではなかったのかと、今になって悔くやまれる。

　この命のために、婚約という事じ態たいを受け入れ──そして、今もこの状況に抗あらがっていないのには、もう一つの理由がある。「皇こう帝ていになる」という宣せん言げんを有ゆう効こうたらしめるためだ。そうして彼女を利用させてもらっている──そういう意味で、かわいそうなのはクレアよりもレティだとカルロは思っている。

　しかし、最も重大なのは、帝国によって婚約させられたということは、それが、カルネロスを手放さないという帝国の意い思し表ひよう示じだということ。この点を見み逃のがすわけにはいかない。

　──このままではウェルラントへ帰ることが出来なくなってしまう。

　成り行きとはいえ、婚約を受け入れている以上、カルロの方でも、帝国を祖そ国こくとしているという忠ちゆう誠せいを誓ちかっているようなものだ。皇国の大使であるという主しゆ張ちようは曲げてはいないものの、それは帝国にとっては実はどうでもいいことなのである──大使権限が消しよう滅めつするのを待っているだけのことなのだから。

　──「若わかくて綺き麗れいな女の人」ってのは、やはりレティのことなんだろうな……。

　そう考えて、カルロは深く息を吐はき出した。

　ウェルラントを発つ前にクレアが見たという夢ゆめ。アリーシアに予言能のう力りよくがあるように、娘の彼女にも力があって不思議ではない。現げんに、「若くて綺麗な女の人」を指していると思われるレティと婚約をして、「王」ではないが、「皇帝」になろうとしている──裏うらでそう動いているように見せているのが今だ。そして本当に皇帝になることはない一方では、「皇帝同様の立場」になった時に、弾たまに当たって死ぬのではないかと恐おそれた。

　きっと和平会談を目前に、この身を弾が貫つらぬくのだ──そして、別れを迎むかえる……。

　──ああ、どうして私は悪い方向にしか考えられないのか。

　自じ嘲ちようする。けれど、常つねに最悪の場合を考えて、その慎しん重ちようさと念入りさでここまで来たという自負もあった。どうしたら望む未来を手に入れられるか、地道に考えていくしかない。

「私に和平会談を成功させ、平和の世で共に暮くらせる力を……」

　剣けんを握にぎる手に力が入る。二千年の時を共に超こえた剣──。

「クレア……君と共に……今度こそ必ず……」
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「ファレット、そろそろ仮面祭りカーニバルの時期よ。もちろん行くわよね？」

　何それ？　クレアは、咄とつ嗟さに訊きいてしまっていた。

「ファレットのところにはないのね、仮面祭りカーニバル」

　ベルロイド工こう房ぼうのある帝てい国こくオスハン地方には確たしかにない──けれど、本物のファレットの住んでいるところにあるかないかは知らない。クレアはどう答えたらいいか分からなかったけれど、リュコスとファレットのいるウルハ地方にもないのだろうと思うことにした。イルマが、カルロの奴やつに田舎いなか領りよう主しゆの不良息子むすこと言われた、と話していたのを思い出したのだ。都だけの祭りに違ちがいないと勝手に思うことにして、どんな祭りなのか訊たずねる。

「十日間のお祭りですわ。この十日間は、身分に関係なく、貴き族ぞくのお屋や敷しきに自由に遊びに行くことが出来ますの。仮か面めんをしてね。毎年、仮か装そうする人も増ふえているらしいですわ。都の貴族たちは、お屋敷を開放して、料理を振ふる舞まい、遊びに来る者たちをもてなすのです。だいたいどこのお屋敷でも、普ふ段だん夜会に使っている場所を開放して、他には入れないように厳げん重じゆうに警けい備びしています。この時期を狙ねらった泥どろ棒ぼうが多発するそうですの。貴族同士の見栄の張はり合いっていうのかしら、財ざい力りよくを見せつけようと料理を豪ごう華かにしたり、お土産みやげをつけたり。前もって準じゆん備びしているから、おいしいものをたくさんいただけますわ」

　普段からおいしいものを食べている彼女が、そんなふうに言うことがおかしくて、クレアは思わず笑い出してしまった。

「仮面をつけて遊んでいる人間に混まざって、天上からは神様も遊びにご降こう臨りんなさるのよ。仮面をしていらっしゃるから、人間には分からないのだけど、しっかりと下界の厄やくを払はらって下さっているそうよ。あたくしたちがおいしい料理とお酒で大おお騒さわぎをしたら、厄だって近ちか寄よれないものでしょうけれどね」

「ふーん。神様も仮面して遊んでいるなんて、おかしいね。人間より楽しんでそう」

　クレアは、そう想そう像ぞうした。もちろんそれは祭りの言い伝えで、本当に神様が紛まぎれていると思っている人は、まずいないだろう。

「それで最終日を締しめるのは、帝国の建国記念式典。この日は、夜だけでなくて、昼間から人が集まって──あ、もう仮面はしていなくて……」

「そんな大きなお祭りがあったんだね。わぁ、おもしろそうだなぁ」

「行く気になってきまして？」

　レティが、してやったりという顔で笑う。

「どこのお屋敷に遊びに行っても外れはありません。振る舞うのを嫌うケチな貴族は、最初から開放していませんから」

　さらに、ケチとか言い出す皇女を、クレアはますます笑った。

「ファレットも、少しは気分が晴れましてよ」

「あ……レティ、気を遣つかってくれている？」

「そ、そんなことはないですけど……でも……包帯していても、仮面するから分かりませんし……手だって手て袋ぶくろをすれば分かりませんもの」

「うん。大だい丈じよう夫ぶだよ。カルロ様、痕あとは残らないって言って下さったから。優ゆう秀しゆうなお医者様だもの。それに今も痒かゆくて仕方ないんだけど、前みたいに痛いたくはなくなってきたの。後頭部の瘤こぶもひいてきて、頭ず痛つうも治まったし」

「では、行きますわよね？」

「もちろん」

　ああ、嬉うれしい！　と、目を輝かがやかせるレティ。それから、熱心な顔を向けて言う。

「これ、内ない緒しよですわよ」

「え？」

「あたくしがそのようなところに出で掛かけることを、一体誰だれが許ゆるしてくれて？　ずっと話に聞くばかりで、行ってみたかったのですわ。でも、一人で抜ぬけ出す勇気もなくて」

　小さく舌したを出して、照れたように笑う。

「それに、一人で行ってもおもしろくなんてないでしょう？　ずっとお友だちと行けたら楽しいでしょうに、って思っていましたの。是ぜ非ひ一緒に行って下さいな」

　うん！　本心からそう返事をしそうになって、クレアは慌あわててのみ込んだ。もし二人して抜け出したのがバレたら、一体誰が叱しかられるのか、責せき任にんを問われるのか。それはカルロではないのか。レティは婚こん約やく者しやだし、一緒に行ったのは、彼の従妹いとこである。おそらくこの従妹がそそのかしてということになるに違いない。監かん督とく責任を問われてしまう。

「レティ、カルロ様に相談して、協力を仰あおごうよ。いいって言ってくれる。抜け出すのも力貸かしてくれるだろうし……もしかしたら、ちゃんと口くち添ぞえして許きよ可かをとってくれるかも」

「ファレットは、カルロ様ととても仲がよろしいのね」

「なんで？」

「あたくしには、カルロ様がいいと仰おつしやるようには思えませんもの。だから相談したら計画は潰つぶされてしまうと思っておりましたわ。でも、ファレットは……。きっとあなたの言うことの方が正しいのですわ。カルロ様は、協力して下さるようなお方なのね」

　寂さびしそうな顔をする。

「カルロ様って堅かた物ぶつに見られがち……なのかな。真ま面じ目めは真面目だけど、そんなに話が分からない人じゃないよ。レティが、これまでずっと行きたいって思っていたのに行けなくて悲しい思いをしているって分かったら、絶ぜつ対たいにレティが笑顔になるようにしてくれる」

「あたくしのためではなくて、ファレットのためかも。あなたがお祭りに行きたいって言った方が効こう果かありそう……そうではありませんでしたわね、あなたは自由に遊びに行ってよいのですもの。あたくしがここに引き止めているだけ。カルネロス家のお屋敷に滞たい在ざいすれば、お祭りにも毎日遊びに行けますわ」

　カルロが絡からむと、彼女は悲しむのだろうか──カルロに利用されているだけだと思って寂しく感じているのだろうか……クレアは、二人だけで頑がん張ばろうと提てい案あんし直した。

「二人で知ち恵えを合わせれば、うまく抜け出せるよ。今からわくわくしてきた」

　レティが静かに笑みを浮かべる──そうね、と。
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　やっとこの日が来たか──待ちに待った仮面祭りカーニバル。祭りの初日、カルロは、はりきって宮きゆう廷ていを抜け出した。宮廷内に住んでいる貴き族ぞくたちが、こぞって祭りに出かけるため、門では、出入りの確かく認にんをし切れない。カルロにとって、最大の好機。

　噂うわさでは、瞬しゆん時じにその風ふう貌ぼうを記き憶おくしておける近衛このえ軍人を選出し、警けい備びに当たらせており、ゆえに出る時と違う門から帰ってしまうと不ふ審しん者しやとして呼よび止められるという。少なくとも皇族の住まい区く域いきからの出入りで、それが行なわれているのは確たしかだった。

　皇族もその侍じ従じゆうも、その身分の高さ、家いえ柄がらは特別なものだ。いちいち仮か面めんを取らせて顔を確認するような無礼が出来ない一方で、警備は厳げん重じゆうにしなければならない。人の出入りを、しっかり見ている──その証しよう拠こに、この祭りの期間、出入りは一か所に限かぎられていて、通行できる時間帯も決まっていた。門もん限げんがあるということだ。表向きは、皇族がのこのこと祭りに行くことはないとしているが、実じつ際さいは違う。そのための特別警備である。

　ともあれ、仮面さえつけてしまえば、監かん視しの目を掻かい潜くぐって楽に出て行ける。宮廷に仕えている上級貴族だけでなく、貴族の実家から奉ほう公こうに来ている使用人まで、実に大おお勢ぜいの者たちが宮廷内にはいるのだ。いちいち仮面を外して自分照会などしていられないことを考えれば、カルロが外出の際に気をつけなければならないのは、自分の棟とうを出る時に見られないこと、皇族の住まい区域を出る門で、怪あやしまれないこと、門限を守ることだ。宮殿を出るところの門までは、カルロに対する個こ別べつの監視命令は行き届とどいていないものと思われる。が、仮命令があったとしても、この時期にそれは不可能だ。また、門を馬車で出て行く者もいるが、それは一部の貴族だけで、ほとんどの貴族は、宮廷内に所有馬車など持っていないし、利用する許可ももらっていないため、カルロと同じ徒歩である。

　宮廷の人々の中に紛まぎれて、外に出て──それからカルロが向かったのは、近くにあるジェイオン家の屋や敷しき──オルス派はの近衛師し団だん長ちようジェイオンに面会する。

　屋敷を開放している家の主あるじは、緊きん急きゆう時じに備そなえ、たいてい屋敷内にいる。近衛師団長も例外ではない。普ふ段だんの宮廷警備や、要人警けい護ごをしているのは、近衛軍人の中の親衛隊員であり、そうした意味で、近衛師団長は、宮廷武官長とも言われる地位にあるわけだが、この期間、親衛隊員に限らず、近衛軍人は、非ひ常じように忙いそがしい。祭りで開放している屋敷に派は遣けんされているのだ。普段から自じ宅たくで指し揮きをとっている彼である。不ふ在ざいなわけがない。

　宮殿の近くに建つ屋敷は、法ほう律りつ上の規き定ていもあり、小さな屋敷、狭せまい屋敷は許されていない。ゆえに、必然的に、力のある貴族しか住めないようになっている。またこの特別区画──第一特区は、土地にかかる税ぜい金きんが格かく別べつ高い。ここに住むような貴族は、数あま多たの免めん税ぜい特とつ権けんがあるため、その分の土地の税金が高くなると思えば、差し引いて同じかもしれないが。

　宮廷貴族とはほど遠い武ぶ人じんの一族であるカルネロス家は、免税特権がほとんどなかった。それでも父の代の時は、この第一特区に住んでいたのだが、カルロが遠えん征せいに参加し、支し出しゆつを重ねる度たびに財ざいは減へり、屋敷の維い持じが難むずかしくなって離はなれた場所に引っ越した。

　さて、近衛師団長ジェイオンの屋敷は、第一特区にあって、さらに宮殿とは目と鼻の先。その権力を物語っている。ジェイオン家に力があるのは、近衛師団長の力ゆえというだけではない。息子むすこラスヴァール・ジェイオンは、五聖せい士しの一人だった。その穏おだやかな人格もさることながら、誰だれもが息を呑のむほどの美しさを放つその外見が、皇こう帝ていの目に留とまらないわけがなく、元々の身分があったからにせよ、大抜ばつ擢てきで五聖士となった。ジェイオン家の力は一気に増ぞう大だいする。ラスヴァールは、カルロよりも二つ年下の青年だ。

　かつてカルロは、ルシドが、五聖士になりたいと言ったために、ラスヴァールに目を付けた──当然、ルシドの将しよう軍ぐん席せきを、自分が後こう継けいするつもりで。最も皇帝に愛されていた彼。毒を盛もり、体力を奪うばった。衰すい弱じやくしていく彼を、皇帝が放ほうっておくはずがない。皇帝は案の定、彼を一親衛隊員に降こう格かくさせ、療りよう養ようを命じた。五聖士は、常つねに勤きん務むして揃そろっていなければならないから、そのままの地位で療養するのは難しい。今、その席に、ルシドがいる──。

　ジェイオン家に到とう着ちやくし、仮面をつけた者たちに紛まぎれて、カルロは堂々と入って行く。

「近衛師団長ジェイオン殿にお目通り願いたい」

　執しつ事じに声をかける。動きを見ていれば、誰が執事かはすぐに分かった。

「どなた様でしょうか。約ア束ポのない方の面会はお断ことわりしております」

　顔が分からずとも、近衛の階級徽き章しようをつけ、近衛軍人の制せい服ふくを着ていれば、たいてい通すのだが、この時期、近衛軍人が仮面をして祭りに参加しているはずもなかった。

　カルロは、大事な話があるのだと繰くり返す。最終的には、ラスヴァールの友人だと噓うそをつくつもりだった。最悪の場合、実名を出せば確かく実じつに通してもらえる──。

　通してくれ──駄だ目めです──と、繰り返しているうちに、ラスヴァール本人が姿すがたを見せた。仮面をしているが、隠かくすことの出来ない美の空気をまとっている。客人に紛れ、みなが楽しめるよう奔ほん走そうしていたのだ──屋敷の人間としてもてなしているというのではなく。

　仮面は、身分も家柄もなく、みなが平等であるという意味でつけているもの。だから一いつ般ぱんの民たみも、仮面をつけて自由に出入りが許ゆるされる。仮面をつけている者同士、会話に身分の上下が強要されることもないし、自分の名前や身分を明かして挨あい拶さつをすることもない。

「父に会いたいのですか？　私がご案内申し上げましょう」

　ラスヴァールの女じよ性せいのような柔やわらかな声。執事が驚おどろいて彼を見上げる。

「ラスヴァール様……お知り合いで？」

　頷うなずいてラスヴァールは、カルロを奥おくへと招まねき入れた。人気も遠ざかり、カルロは訊きいた。

「私が誰かお分かりなのか」

「カルネロス殿どのでしょう」

「一度しかお目にかかったことはないはずですが」

　それも、『私が貴き殿でんに毒を盛もった』と自白しに行った時だ。親切にされる覚えはなかった。

「本当に貴殿は時の人ですね。何かと噂うわさの渦か中ちゆうにいらっしゃる。まさか今度はレティシーヌ皇女とご婚こん約やくとは。しかも皇帝の座ざを狙ねらっているという根も葉もない噂も一緒とくる」

　くすくすと笑っている。

「あ、もう仮面はいりませんでしたね」

　ラスヴァールは、仮面を取った。夜会の声もぼんやりとしか聞こえない。

「貴殿もお取り下さい。こちらに警備はおりません。顔を見られることはありませんよ」

　カルロも仮面を外した。

「では改めて、お久ひさしぶりです、カルネロス殿」

　親しみを込めた笑み。カルロとしては苦く笑しようを返すしかない。毒を盛ったと告白した時も、医者ならば利用されることもある、殺さずにいてくれてありがとう──彼はそう言った。お人好しというのか……カルロは、またしても彼の笑顔に胸むねが締しめ付けられる思いがした。

「お加か減げんもよろしいようですね」

「カルネロス殿の下さったお薬のお陰かげですよ」

「元々は私が……」

「そのような顔はなさらないで下さい。そのことなら一いつ切さい誰にも言っておりませんから」

「何な故ぜですか……」

「貴殿を責せめ立てては、むしろ我われらの愛する帝国にとっては損そん害がいの方が大きいでしょう」

「ジェイオン殿……」

「あの時は、カルネロス殿の方がご病気のようでしたよ。お元気になられたようでよかった」

「何と申し上げたらよいのか……」

「噂がどうであれ、貴殿は、私が皇帝になる、くらい仰おおせになっていればよろしいのです」

　笑いながら言う。カルロは、やはり苦笑を返した。

「それで、父に何の用が？　私には言えないことならそれでも構かまいませんが」
















　カルロは、包み隠かくさずに答える。

「オルス殿でん下かに対して三国同どう盟めいの道へと働きかけていただきたいのです。ご存ぞん知じの通り、私は皇こう国こく大使として帝てい国こくにいます。期限付きの大使ですが、その間に、帝国と皇国のかけ橋となりたい。そしてウェルラントと三国で、終戦もしくは停戦、そして軍事面でも経けい済ざい面でも同盟をと考えています。そろそろ帝国も戦いくさをやめてはどうかと思っているのです」

　ラスヴァールは、しばらく考え込んでからカルロを見ると、確かめるように問いかける。

「長年の遺い恨こんに、カルネロス殿は、どのように決着をつけるおつもりですか。貴殿の父君も、皇国との戦でお亡なくなりになりました。ご一族の方々も、何人も皇国に殺されているはずです。行方ゆくえ不明になったままの従弟いとこもおいででしょう」

　カルロは、彼が色々と知っていることに少々面くらいながらも、事実なので頷いた。

「カルネロス殿に伺うかがいたい。多くの者たちが、大切な人を皇国によって奪うばわれています。それは我われら帝国の人間だけでなく、皇国の人間も同じことです。すぐに互たがいを受け入れられるものではありません。たとえそうした遺恨に目を瞑つむり、戦に終しゆう止し符ふを打ったとしましょう。世界の覇は権けんはどちらの国が担になうのですか？　互いに我わが国こそ世界一の大国と主しゆ張ちようし合ってきたのです。停戦したところで、隙すきを見て裏うら切ぎり合う関係にしかなれないような気がします。貴殿のように前向きに考えられず申し訳ありません。ですが、これは慎しん重ちように考えなければならないことです」

「遺恨は確かにすぐに消えるものではありませんが、それは時が解かい決けつしてくれる。けれど今この時も、未来も、無む駄だに殺し合いをして恨うらみをぶつけ合うばかりでは、癒いえる傷きずも癒えなくなります。平和な時代が、必ず相互理解の時をもたらしてくれると信じています。互いの国の人間の交流が始まれば、友好も自然と深まっていくものかと」

　ラスヴァールの足が止まる。カルロも、合わせて歩を止め、彼を見る。

「驚おどろきました。カルネロス殿は、帝てい国こく一の軍ぐん略りやく家かという印象がございましたので。貴殿の活かつ躍やくの場は、それこそ戦の場ではないですか。いや、もしやそれが嫌いやで、軍人をお辞やめに？」

「そういうわけではありませんが、戦はない方がいい。お耳に届とどいていらっしゃるかとは思いますが、マイノア公こう爵しやくを中心とした政権奪取クーデターに、白はく煙えん火薬が使用された。皇国に白煙火薬の製せい造ぞう法ほうが盗ぬすまれた結果です。これからも情じよう報ほうが漏もれることはあるでしょう。

　今は帝国陸軍が、最先せん端たんの銃じゆう技ぎ術じゆつに支ささえられて戦を有利に推おし進めているが、皇国にこの銃技術が渡わたれば、また戦は激げき化かします。もちろん皇国以外に渡っても同じこと。開発合戦の激化に加え、情報漏ろう洩えいも手伝えば、兵器の能のう力りよくも戦の被ひ害がいも、大きくなるばかりです。

　いつまでもそんなことをしていることに、何か意味があるのか、と問いたいのです」

　ラスヴァールは、カルロの前に回り込み、正面向いてカルロの手を取った。

「カルネロス殿は、本当に素す晴ばらしいお方だ」

　無む防ぼう備びなまでに信しん頼らいと尊そん敬けいの眼まな差ざしを向けられ、強く手を握にぎられて、カルロは背せを向けたくなった。素晴らしいと言われるような筋すじ合あいはない。むしろ当てつけだとさえ思う。けれど彼がそういう人間ではないことも、よく分かっていた。

「それで父を通してオルス殿下と。なるほど。オルス殿下も、必ずや貴殿に協力するはずです。無む論ろん、父も。私に出来ることがあれば、何でもお手伝い致いたします」

　ラスヴァールは笑顔で言って、力強く頷いてみせた。

　カルロは礼を述のべ、頭を下げた。そして彼の案内で、ジェイオン近衛このえ師し団だん長ちよう──宮きゆう廷てい武ぶ官かん長ちようとの面会が、実じつ現げんすることになる。




　　　　３




「ファレット、これを」

　祭り二日目。それは計画の日だ。レティはファレットに、金きん髪ぱつの鬘かつらを手渡した。

「仮面だけじゃなくて、鬘もするの？」

　仮面は手作りした。祭り用の衣い装しようは、普ふ段だんの夜会服より、見た目も重さも軽くしたもの。普段からクレアは、レティの服を借りている。体形が似ているから不便はない。但ただし、祭りに出る時は、服の管理もしている侍じ女じよの目に留まり、レティと分かってしまうと困こまるため、二人は念入りに準じゆん備びをした。元々ある衣装の布ぬのを使い、別の衣装に見えるように裁さい縫ほうした。一から作り直すというほど手をつけているわけではないが、工く夫ふうして手を加えた。

『なんだか、いっぱい失敗して服を駄だ目めにしちゃったけど、バレないかしら』

　クレアの常じよう識しき的と思われる苦く慮りよをよそに、レティは、

『一度着たものはもう着ませんもの。誰だれにもばれませんわ。こういうものはだいたい、あたくしが、お古ですけどいかが？　と言って侍女や貴き族ぞくの娘むすめさんたちに譲ゆずるだけですのよ』

　衣装部屋には、数え切れない服が並ならび、それは、気を抜けば一部屋では済すまされないほどになる。ローゼリアなどは、衣装のためだけに二つの棟とうを占せん領りようしているほどだ。貴族の中にも、衣装保ほ管かんのために別べつ荘そうを手に入れる場合もあって、それを自じ慢まんする者もいる。レティに言わせれば、もう着ないなら手放せばいい、ということになる。クレアに言わせれば、新しいのを手に入れず、駄目になるまで繰り返し着ればいい、ということになる。

　そう言えばと、初めてクレアは気づいた──ずっと服を貸かしてもらっているのに、一度たりとも同じものを着返したことはなかったことを。絶ぜつ対たいに変だと溜ため息が出てきた。

「レティ、仮面だけじゃなくて、鬘もするのがこのお祭りなの？」

「そうではありませんけれど、あなたがあたくしと同じ金髪になって、あたくしがあなたと同じ黒くろ髪かみになったら、入れ替かわることが出来ますわ。体形も同じですし。気分の問題です。あたくし、ファレットになりたいのですわ。あなたのこと、羨うらやましく思いますもの」

「私のことを？　レティの方がずっと恵めぐまれているのに……」

「何を仰おつしやって。あたくしがあなたよりも恵まれているとしたら、世界最大の宮きゆう殿でんに住んでいるとか、贅ぜい沢たく三ざん昧まいさせてもらっているとか、そのくらいでしょう？　最悪なことに、まず自由がありませんわ。あなたみたいに恋こいをすることも出来ませんもの」

「恋って……」

「カルロ様のこと、お好きなんでしょう？」

「えええええええっ」

「あら、そんなに驚かなくてもよろしいではありませんの。責せめているわけではございませんのよ。幼おさない頃ころから従兄いとこである彼のことを見ていれば、好きになって当然なのかもしれませんし。素す直なおにそんな感情を抱いだけるあなたのこと、羨ましく思います。もしかしたらあなただってカルネロス一族の姫ひめ君ぎみですもの、自由恋れん愛あいは許ゆるされていないのかもしれませんけれど、あたくしは、そういう感情を抱いてしまうのが怖こわいから、最初から抱かないようにしてしまいますのね、つい冷静になってしまって……臆おく病びようなのです。ですから、あなたがカルロ様のことを好きで堪たまらないという顔をするのを見ていると、胸が痛みますわ」

「あ、あ、あ……あの……ごめんなさい」

　クレアは、腰こしを引いた。どう答えていいのか分からない。

「謝あやまること、ございませんのよ。婚こん約やくをしているあたくしのこと、恨うらみもせずに仲良くして下さっていること、心から感かん謝しやしていますもの。あたくし、あなたのこと好きですし、これからも、ただ仲良く楽しめればよいのですわ。それに……恨みっこなしです。あたくしも、カルロ様に思われているあなたのこと、恨んだり致しませんことよ」

「え、えええええええっ」

「だから落ち着きなさいな」

「ご、ご、ごめんなさい」

　慌あわてふためいて、視し線せんは定まらず、時折小鳥のような動きをするクレアを見て、レティがくすりと笑う。

「ともかくですわ。あたくしは、あなたになった気分を味わいたいのです。ちょっとくらい変へん装そうしたところで、そうなれないことも分かっていますけど、少しは心も解かい放ほうされた気分になれるかもしれませんでしょう？　協力して下さいな」

「は、は、はいっ」

「何もそんなに気合を入れて下さらなくても十分ですわ」

　レティがくすくすと笑い出し、クレアも気まずそうにしながらも笑みを返した。

　そうして互たがいの髪の色の鬘をつけて、仮面をする。そして──。

「ああもう、いつ出たらよいのかしら」

　レティは部屋の中を右う往おう左さ往おうしていた。普ふ段だんから何事も落ち着いているのは明らかにレティのはずなのだが、今は、クレアの方が落ち着いている。

「平気だよ。そのうち人気もなくなってくる」

「一番人の出る二日目を選んだのが、そもそもの間違いでしたかしら」

「そんなことないよ。人が多い方が紛まぎれやすいと思うし」

「声が聞こえるから、どきどきして出て行けませんわね。帰りはいいの、見つかっても。何事もなかったのですもの、内緒になさい、って脅おどせば、みんなそうするはずです……」

　意外にも気が小さいのか、一歩を踏み出せないレティ。日ひ頃ごろの行ないがいいからと彼女が言うように、彼女が侍女たちに暇ひまを出したらみんな喜んで祭りに出かけて行った。この企たくらみに誰も気づいていない。今は二人だけ。自由がないと言ったようにレティはここに閉とじ込められたままでいたのかもしれない──クレアは拳こぶしを握にぎり立ち上がる。

　──私が連れ出して楽しませてあげるんだから！

　そうしてクレアは、レティの手を引いて連れ出した。

　イリアーラ宮殿の門を出てからは、レティはもう、ずっと笑いっぱなし。何がおかしいのかクレアが訊たずねても、楽しいと繰り返すばかりだ。

「ねぇ、どっちに行こうか。迷まい子ごにならないようにしないとね」

　引っ張るのはやはりクレアだ。いつもと完全に逆ぎやくになっている。何をするのにも、レティがクレアを誘さそい、引っ張っていたのだから。

「ここに入ろうか……なんか賑にぎわっている」

　それが誰の屋や敷しきなのか知るよしもなく、人の出入りが豊ほう富ふで、出てくる人たちが土産みやげを見て嬉うれしそうにしているのが目に入ったというだけのこと。

　二人はずっと手を繫つないだまま。堂々と歩き回っているように見えるクレア本人も、実は覚おぼ束つかない思いでいた。ここがオスハン地方の、地元の祭りなら、楽しく遊んでいられるけれど、別世界に迷い込んだに等しいこの都で、平然とはしていられない。それでも、レティよりは異い世せ界かい感がないはずだと言い聞かせる。今でこそ女王をしているが、その前は普通の庶しよ民みんと同じ生活をして、自由にどこでも歩き回っていたのだ。何よりもここは、カルロの故郷ふるさと。同じ道をカルロも通っていたことを想そう像ぞうすれば、親しみを持てるというものだ。

　そうして一軒けん目めに訪れた屋敷が、誰の屋敷なのかは、帰りにもらった土産の中の伝言用紙メツセージカードで分かったのだけれど、この頃には、互いにすっかり慣なれてきて、余よ裕ゆうが生まれていた。

「次はどこに行きましょう！」

　レティもすっかり調子づいている。当然クレアも、

「おもしろそうな仮装集しゆう団だんがあっちの屋敷で騒さわいでいるって言っていたよね。言ってみようか。ええと、確たしかシャンベルト大佐のお屋敷とか言っていたような」

「それはよい考えですわ！　それにしても、ファレットは耳ざといですわね。そのようなお話をしていたの、気づきませんでした」

「聞こえてくる人の話って気になっちゃうの」

　そういう癖くせがついたのは、ウェルラントに行ってからのことだったが、クレアはそう言って微笑ほほえむ。仮面をしていても、口元は見えるから、笑っているのはレティにも分かった。

　二軒目──シャンベルト家の屋敷、夜会会場に入って行く。そこには、噂うわさ通り仮装集団がいた。彼らが扮ふんしているのは、そのほとんどは怪獣モンスターで、神話や伝説に出てくる珍ちん獣じゆう幻げん獣じゆうの類たぐいだ。それでも屋敷に出入りするための最低限の格かつ好こうである仮面──彼らの場合は、目の部分だけ覆おおう眼鏡めがね型のそれはつけている。だからこそまた余計に奇き抜ばつな外見だった。

　祭りを繰り返すうちに、こうして前もって仮装の準備をしてくる者たちが、年々増ふえ、毎年派は手でになっていくその様もまた、帝てい国こくの繁はん栄えいを物語っている。

　仮装集団は、かなり酔よっ払ぱらっていた。そして踊おどっていた。宮きゆう廷てい舞ぶ踏とう会かいのような華か麗れいな踊りをしているわけではなく、ただぐるぐる回ったり飛び跳はねたりしているだけだが、楽器を持っている人たちが集まり、即そつ興きようで演えん奏そうしたり歌を歌ったりしている。

　一軒目で、たくさん食べて満まん腹ぷくになっていた二人は、料理には興味はなく、

「あたくしたちも運動しましょうよ。食べすぎましたものね」

　輪の中に混ざって動き出す。周囲に合わせて。レティは、舞踏であれば得意分野であったのだが、自分の足に躓つまずきそうになっていた。クレアは、舞踏であっても不得手は不得手であったが、こうして動くこと自体が苦手で、その動きは実に怪あやしい。

　二人は笑い種ぐさにされていた。すぐに体力がつきて、ハァハァ言って爆ばく笑しようしながら、彼らと離はなれ、喉のどを潤うるおすために飲み物をもらう。一気飲み。クレアは酒ではないことを確かく認にんしたが、レティは関係ない。さっきの家でも、かなり酒を飲んでいたが、まだまだ元気だ。

　──あ、れ？　クレアは、ふと鈴すずの音が聞こえた気がした。カルロに渡わたしたあの鈴だ。あれは皇帝に取り上げられたままで、カルロはつけていない。ここにカルロがいるとも思えない。それでも、意い識しきを向ければ、喧けん騒そうの中でもはっきりと聞こえるそれを、無む視しすることは出来なかった。音に導みちびかれるようにクレアが、人の間をぬって歩き出す。

「待って。どうしまして？」

　何も言わずに、しかも手を引かずに歩いて行ってしまうことがなかったから、レティはびっくりしてそう訊ねる。そしてレティの方から、手を繫いで握った。

「音が聞こえる。こっちよ」

　レティには何の音か、聞こえていなかった。いや、音ならいくらでもある。彼女が向かっている先にある特別な音とやらが分からない。

　クレアは、玲れい瓏ろうなその音だけを聞いていた。そうしていると、こんなにも埃ほこりっぽくて、様々な香こう水すいや酒や料理のにおいで気持ち悪くなるくらいの場所にいるのに、ウェルラントの森の空気に包まれているような気分になる。

「ねぇ、こっちは立ち入り禁きん止しじゃないかしら」

　レティの言葉も、もはやクレアの耳には届とどかない。そこに見み張はりもいなかったから、問題なく入って行く。どうして警けい備びがいなかったのか──たまたま用足しで持ち場を離れていたのか、鈴が導いたのか──行き着いたその場所、扉とびらからは、話し声が聞こえた。

『皇帝陛へい下かの暗殺』

　その単語に、二人はぴくりと反はん応のうした。その後の話も聞いた──耳をぴったり押おし当てて。はっきりしなくても重要な単語だけは聞き漏もらさないようにしながら。

　そして、扉に向かって近づいてくる足音。部屋を出ようとする者がいる。二人は慌あわてて離れ……互いにぶつかって尻しり餅もちをつき合う。

「誰だっ！」

　扉の向こうの叫さけび声。と同時に、レティは小さな悲鳴を上げた。肩かたに手がかかったのだ。背はい後ごに誰か人間がいるのは、扉に映うつる薄墨色の影かげからも明白。幽ゆう霊れいであってくれた方がどれだけよかったか。幽霊には影がないのだという──今だけは影がない方が有り難がたいと思った。

「俺おれだ、さっさと立て。逃にげるぞ」

　何が『俺』で、誰なのか分からないながらも腕うでを引っ張られ、レティはそのまま立たされた。クレアも一人で立ち上がる。が、既すでに扉は開かれていた──。
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「ああああああんっ？」

　イルマは、仮か面めんの下のその顔を見て、声を上げた。

「な、何ですの？　早く妹さんを助けに行きなさいな」

「なんでおまえなんだよ、くそーっ」

　髪かみの毛に騙だまされたとイルマは思う。それに、いつも手を引いているのは皇女の方で、今夜も金きん髪ぱつの方が手を引いていたのだ。どうして助けたはずの黒髪の少女がここにいないのか。鬘かつらをとれば金髪の毛が露あらわになる。ここにいるべきは、祖そ国こくの女王のはず。

　一貴族の娘として滞たい在ざいしている女王が捕まっては、何をされるか分ったものではないが、皇女であれば、酷ひどい目に遭あうこともないだろう──皇女が捕まったのを見た時、イルマは咄とつ嗟さにそう判断して、まずは女王を助け出したはずだった。

「あなた、失礼ではありませんの。それでもカルネロスを名乗っておいでの貴き族ぞくですの？」

　しかも発音が少し変だとレティは思う。いつも彼は無口で、声を聞いたことがないのだということに今になって気づいた。

「あああああああ、ちくしょーっ。あんたのことはどーでもいいよ。俺は妹を守らなきゃならんのだよ。うわあああ、どうしてくれんだ、くっそーっ」

　頭を抱かかえて喚わめくイルマ。

「な、な、なんて失礼な！　あたくしは皇女ですのよ。無礼にも程ほどがありますわ！」

　そこまで怒ど鳴なってからレティは、慌てて口を噤つぐんだ。追っ手からは逃のがれて来たものの、周囲に誰がいるか分からない。脇わき道みちのこんな細い道には、なかなか人は入って来ないものだが、こうした祭りの夜には特に、人目を避けて恋こい人びと同士が潜ひそんでいたり、酒に酔よった者が嘔おう吐との場所に選んでいたりするものだ──というのはレティには分からなかったが。

　そしてレティはすぐにまた声を上げた。

「あなたね、無礼を働いている暇ひまがあったら、さっさと助けにお戻もどりなさい。あたくしなら大だい丈じよう夫ぶですわ。ほら、髪の毛の色も変わりましたし、外がい套とうも脱ぬいでおきますわ」

　外套をぐるぐる巻まきにして抱える。みんな土産だ何だで、荷物が一いつ杯ぱいなのだから、何を抱えていても目立つことはない。外した仮面も、またつけ直す。

「その通りだ。あんたは一人で帰れるな？」

「当然ですわ。道は……分かりませんけど、どなたかに訊たずねますし……」

「その話し方はやめろ。それと男の振ふりして低い声でしゃべっとけ。体形からしてバレバレだろうが。一人歩きが危き険けんでも、あんたの面めん倒どう見ている暇ひまない。頑がん張ばって帰れよ」

「わ、分かってますわ。ちゃんとファレットを連れ帰らないと承しよう知ちしませんことよ」

　イルマは、シャンベルトの屋敷に駆け戻った──。

　屋敷の前に立ち、息を荒あららげている男──今走ってきたことが見て取れる。どうして彼が来ているのか、どうしてそこだと分かるのか、彼の見上げている先は、さっきのゴタゴタがあった現げん場ばだった。その男の背後に忍しのびよってイルマは、おい、と声をかけた。

　びくっとしたように肩を震ふるわせてから振り返るのは、カルロ。互いに仮面をつけているが、見慣れた相手を間違えるはずがない。

「イルマか……まったく役立たずな護ご衛えいだな」

「てか、俺にそこまで押しつけるかっての。あっちもこっちも護衛できねぇよ」

　イルマは、カルロとクレアの護衛のことを言っているのだが、カルロは、クレアとレティの護衛と解かい釈しやくした。普段から自分のことも護衛してくれていることは分かっていたが。

「んで、何で事じ情じよう知ってんの？」

「鈴すずの音が……」

　そこまで言ってカルロは、「いや」と自ら言葉を遮さえぎった。鈴の音が聞こえて、クレアのところまで導みちびいてくれたのだと、今はそんなことを説明している場合ではない。

「突とつ入にゆうするぞ。彼女の顔が割われるのは非ひ常じようにまずい。包帯のままでいることを祈いのろう」

　二人での突入が始まる。気合を入れた割わりには、意外に呆あつ気けなかった。逃げた二人を追うために人員のほとんどが外に出ていたからだ。

　チリリ。まだ聞こえている──平和の音──二人で乗り越こえ、なさなければならない三国の和平会談──まるで、二人が離ればなれにならないよう導いてくれているかのようだ。

　──クレア、必ず助け出してやる。

　二階へと進んだ先で、その音はクレアの声に溶とけ込んだ。部屋から聞こえてくる喚き声。

「きゃー、もう何すんだーっ。ちょっと迷い込んだだけじゃないかーっ」

　ウェルラントの言葉だ。しらを切るための彼女なりの作戦である。

　ドタバタと走り回る音、物が倒たおれたり割れたりする音。騒そう々ぞうしい。

「祭りがあるからってわざわざ遠出してきて、なんでこんな目に遭あわなきゃいけないのさー。わああああ。こっち来るな、来るな、来るなっ」

　そんな彼女にイリアーラの言葉で訊ねている──本当にイリアーラの言葉は分からないのか、一緒にいたのもウェルラントからの観光客か、と。クレアが返答しないと今度は、それを別の声が、ウェルラントの言葉に訳やくして訊ねた。

　カルロは、無事でいてくれていることを確かく認にんして、胸を撫なで下ろす。あとは、顔が割れていないことを祈いのるのみ──そうして思い切って扉とびらを開けた。幸いにも鍵かぎはかかっていない。目に入ったのは、仮か面めんはとられているが、包帯には手をつけられていないクレアだ。

　開いた扉に気づいて、クレアが走ってくる──カルロは、手を取り走り出した。その後ろをイルマが守護し、追っ手を阻はばむ。カルロの前に立ちはだかる者があっても、この二人を相手に勝てる者などいない。

　クレアの足が遅おそいというのが最大の難で、それ以外は、問題なく逃げ果おおせた。

「怪け我がは？」

　そう訊ねるカルロでさえ、息を荒らげているのに、クレアの方で、答えられるはずもない。

「大だい丈じよう夫ぶなんだな？」

　クレアは、首を縦たてに振るので精せい一いつ杯ぱいだ。あまりに走ったせいで、食べ過すぎた胃い袋ぶくろの中のものが逆ぎやく流りゆうしてきそうだった──。
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　シャンベルト大佐の屋敷から宮殿に戻ると、カルロの部屋で三人は、ほっと息を吐ついた。走ったせいで噴ふき出した汗あせなのか、冷や汗なのか──おそらくはごっちゃになっていた汗も引っ込んで、みなが落ち着いた頃ころ、カルロが、クレアに確認する。

「一体何を聞いたんだ？」

「皇こう帝てい陛へい下かの暗殺の話」

「ほお」

　カルロは驚おどろいたふうもなく言い、それから、君の顔が割れなくて本当によかったと言う。

「やっぱり聞いちゃったからには、消されるって危き険けんあるよね」

「そうじゃなくて、私の計画が丸まる潰つぶれになるところだったって言いたいんだ」

「へ？」

「暗殺のことだ。せっかく私が……」

　そこまで言ったところでクレアが、「あ、あ、暗殺なんて最低ーっ」と怒おこる。

「カルロがやらせているわけ？　ジシェルだってそうやって死んじゃったんだよ。それなのにカルロは、平気で暗殺するの？　いくら国のためとか言っても、やっていいことと悪いことってあるじゃないっ。命を奪うばうっていうのは、一番やっちゃいけないことだよ！」

　バカバカバカと叫さけんで泣き出すクレア。

「話を聞け。暗殺計画を練っているのは知っていたが、私が指し揮きしているわけではないし、事前に止めるつもりでいた。君が詳くわしい情じよう報ほうを入手してくれたというなら、お手て柄がらだ」

「ほ、ほんと？　本当にカルロは暗殺しようとしているんじゃないのね」

「当然だ。皇帝を殺して何かいいことでもあるのか……ってそういう問題でもないか」

「でも私、てっきりカルロが皇帝になろうとして暗殺しようとしているのかと……」

「そんなに私は信用ないのか……」

　深く息を吐くカルロに、クレアは、ごめんと言うが、イルマは──。

「謝あやまるこたぁ、ないぜ、女王さん。こいつはそういう男だ。誤ご解かいさせたなら、させた方が悪い。普ふ段だんからこういう奴やつだから、疑うたがいを招まねくんだ」

「おまえは女の味方をするだけのことだがな」

　カルロに睨にらまれて、イルマは白々しい口笛を吹ふき、

「そういや、皇女さんは無事帰っているんだろうな。いくら世間知らずのお嬢じようさんでも、自分の家くらいには帰れるだろうけど、部屋に戻っているか見てくる」

　カルロが、頼たのむと言い、イルマを見送ったところで、改めてクレアに、説明を求めた。

「あのね、建国記念式典の時に、皇帝を狙そ撃げきするって。民たみの前に姿すがたを見せて挨あい拶さつをする時があるんでしょう？　その時を狙ねらって……特とく殊しゆ狙撃部隊の人間を使ってやるって話していた」

「それが、シャンベルト大佐だ、と？」

　あの場にいた一人は、大佐である。五十近い。大佐の父親は、財ざい務む省しようの要よう職しよくについていて、宮きゆう廷てい内でも力を持っている。ローゼリア派は、つまりジルヒス派の人間でもあるわけだが、そんな家いえ柄がらのため、大佐は、それを鼻にかけている男で、カルロは好きではなかった。近衛このえ軍人であれば、身分がそのまま軍人としての階級を示しめすほどに、貴族社会の空気で支し配はいされているからよいものの、陸海軍部で、そんな態たい度どをとったら笑われる。その通り、だから彼は大佐止まりなのだと評ひよう価かする者もいるが、カルロに言わせれば、彼が大佐になっているというのも、裏うらで金や人が動いているからに違いないくらいに、不ふ釣つり合あいだった。

「大佐って言っていたからそうだと思うけど」

「だとしても裏で動いているのはローゼリアだ。今はまだ放ほうっておくさ。問題は、話を聞かれたと思って実行を躊ちゆう躇ちよすることだな。やめられたら捕つかまえることが出来なくなる」

「ローゼリアを嵌はめようっていうの？」

「ローゼリアの一族は、戦争推すい進しん派だからな。ローゼリアもジルヒスも、一いつ緒しよに沈しずんでもらう」

「カルロ、すごい！」

「まだうまくいったわけじゃないんだが……そう期待しないでくれ」

「期待するよ」

「だが実じつ際さい、暗殺を防ふせげなければ、暗殺事じ件けんをきっかけに、この時ぞとばかりに、陸海軍部と近衛、共に一気に動き出すかもしれない。そのまま後こう継けい者しやが決まって収束する可か能のう性せいもあるが、もし戦いくさが始まれば、被ひ害がいを受けるのはこの都だ。都に集中している近衛軍人が、まず都を占せん拠きよして陸海軍本部を追い出し、その後、近衛軍とは比くらべ物にならない規き模ぼの陸海軍が、都を囲み奪だつ還かんしようとするだろう。現げん状じようからすると、こういう展開になる。皇こう国こくの都が戦の跡あとで荒あれていたように、この帝てい国こくの都も──。

　ローゼリアの命令でノーズが暗殺実行の作戦を担になっているのは確かでも、こちらとしては深くは訊きけないし、情報を引き出すのに苦労していたところだ。だから君がもたらしてくれた情報は、非ひ常じように価か値ちがある」

　クレアが、うん、と返事をした時、イルマが飛び込んできた。

「いないぞ、部屋に。まだ帰ってないのかもしれない。ちょっくら外を見てくる」

　走って出て行こうとするのを、カルロが止める。

「念のため着き替がえてから出ろ。仮か面めんをしてはいたが、服が同じではまずい。それと私も行く」

「てか、気づかれたって逆ぎやくに叩たたきのめしてやるぜ」

「それでは困こまる」

「よく分からねぇが、シャンベルトの屋や敷しきには行ってないってことにすればいいのだろう？」

　カルロは頷うなずき、そして、

「クレア、ここで休んでいてくれ。私も探さがしに行くから」

「私もっ。レティ今、すごく心細がっていると思う。早く見つけてあげないと……」

「君はここに残ってろ」

　カルロとクレアで、行くの駄だ目めだのと話していると──部屋の端はし、間カ仕ー切テりンの向こう側、衣い装しよう収しゆう納のう場ばとなっているそこから、着替えの服を出そうとしたイルマが声を上げる。

「お、おまえ何して……」

　そこから出てきたのは、レティだった。

　四者で見つめ合いながら、互たがいに言葉を失う。最初に口を開いたのは、レティだ。

「本当にごめんなさい。隠かくれて聞こうなんていう気はございませんでしたのよ。ただ、ファレット……いいえ、この場で女王と呼ばれる方は、ただお一人ですわよね──クレーシア女王陛へい下かが、シャンベルト伯はく爵しやく家けに捕まっていることを、カルロ様にお知らせしなければと存ぞんじまして、伺うかがったのです。でもご不ふ在ざいでいらして……」

　皇族の住まいには、基き本ほん的に鍵かぎはつけられていない。密みつ室しつで何かあっては大変だからだ。その分、侍じ従じゆうが、出入りの監かん視しをしたり、留る守すを守ったりしている。

「このような時間に、お部屋にカルロ様がいらっしゃらないのは、まずいことなのではないかと考えました。あたくしの婚こん約やく者しやとしてこちらに滞たい在ざいなさっているとはいえ、いまだ監視下にあるのが実じつ情じよう。ですから、ご不在のことを誰かに報ほう告こくしてしまうのもいけないことのような気がして、どうしていいか分からずにこちらにおりましたら、みなさんで入っていらしたのです。思わず隠れてしまいました。その……顔を出す機会を逸いつしまして、そのうち、聞いてはいけないことを聞いてしまったように思いまして申し訳わけなくて……ごめんなさい」

　頭を下げる。

「レ、レティ……謝あやまらなきゃいけないのは私の方だよ。騙だましていたんだもの……」

「そうでもありませんから、気になさらないで下さい、陛下……。あたくし、あなたが湯ポ差ツしトに飛びついて、熱湯も構かまわずにしっかり押おさえていたのを拝はい見けんしてから、気づいておりました……咄とつ嗟さに手を伸のばしてしまうとか、よくあることとは存じますけれど、ゴードウィン王が絵え付つけをなさったものだけを守ろうとしていらしたから……。

　同い年の女の子が、ウェルラント初の王となったという噂うわさを伺って、興きよう味みがありまして……女王陛下が絵付師をしていらしたことなど、伺っていたのです。もしかしてって考えました。そうであって欲ほしくない思いで、頭の中で否ひ定ていはしておりましたけれど……。

　もしファレットがクレーシア陛下でいらっしゃるならば、カルロ様は、愛する女王陛下の国、ウェルラント王国のために三国同盟を……カルロ様はアングス伯はく爵しやくでもございますものね……。世界平和を望んでいらっしゃるカルロ様のお気持ちも理解致しますけれど、みんなクレーシア様のことを思って……あたくしとの婚約なんて、ただ利用するだけのことでしたのよね。恨うらんではおりません……あたくしもカルロ様を利用したのですから。

　カルロ様が皇帝になって下さることを願っておりましたし、カルロ様があたくしの味方をして下さるなら、必ずやローゼリア皇こう后ごう陛下を失しつ脚きやくさせて下さると信じておりました。その通り、カルロ様の中では、何か作戦が進行中とのこと。

　それだけで、カルロ様を利用して婚約者にしていただいた甲か斐いがあったというものです。これであたくしの母が、日の目を見る日も近いですわ。お互い様ですから、お気になさらず。クレーシア様も、今日からは、どうぞこちらでごゆるりなさって下さい。

　もちろんあたくし、このこと、誰だれにも申しません。皇帝陛下にもです。それは信じて下さい。カルロ様のこと、尊そん敬けい申し上げておりますし、祖国帝国を罠わなにかけるようなことをする方だとも思っておりません。クレーシア様とも、お友だちになりました。今もお友だちなのだと、そう信じております。ですから……ごめんなさい……」

　しまいには涙なみだを流して走って行く。

　カルロが、レティの名を呼ぶが、彼女の足は止まらない。そして部屋を出た。追おうとするカルロとクレアを、イルマが止める。

「泣いている女を慰なぐさめられるのは、俺おれのような色男だけだぜ。引っ込んでな」

　確かに今、カルロやクレアが何を話しても、レティは笑顔を向けようと苦労するだけだろう──イルマが行くと買って出たことは、彼の心こころ遣づかいである。

　イルマが出て行き、クレアが涙を零こぼしながら言う。

「私、嫌きらわれちゃったの？」

　カルロは答えられない──。取り返しがつかないほど彼女を傷きずつけたのだとしたら……私はどうしたらいいのだ？

　カルロもクレアも、言葉なく、立ち尽つくしていた。
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「おい、逃にげるこたぁないだろ」

　レティには身分がばれてしまったが、リュコスである立場を弁わきまえて、イルマはイリアーラの言語で言った。本気でリュコスという立場を弁える気ならば、まず話し方を改めるべきであるのだが──「おい、待て」と命令口調で追いかけ、レティの腕うでを摑つかむ。

「放ほうっておいて下さい。泣くことなんてないのに涙が出てしまって恥はずかしいだけなのですから」

「別に恥ずかしいってことないから。いいから落ち着け。少し話そうぜ」

　放しなさい、と何度も声を上げる彼女を引っ張ぱって庭の木こ陰かげに入る。

「静かにしないと、目立つぞ。泣いているのを見られたくないんだろう？」

　レティは、はっとしたように静かになる。

「乱らん暴ぼうな人ですわね」

「俺のことはどんなふうに言ってもいいが……あいつらのことは、許ゆるしてやれよ。俺がいちいち言わんでも、あんたは心の狭せまい女じゃないだろうがな」

「知ったような口を聞きますのね」

　レティが涙を拭ふきながら睨にらみ上げる。

「知っているさ。女のことなら何でも」

　にやっと笑う。それがおかしくて、レティは、わずかに笑った。

「カルロ様とは違ちがうってことですの？」

「まあ、少なくとも俺なら、あんたを泣かせないぜ」

「まあ、確かにそうですわね。あたくしが、あなたのような野や蛮ばんで品性の欠片かけらもないような殿との方がたに傷つけられるとは、到とう底てい思えませんもの」

「それだけ嫌いやみたっぷりに言えるくらいなら、まだまだ元気ってことか。女は逞たくましいな」

　ふっと優やさしい笑顔になるイルマ。

「あんたみたいないい女が、ネロスなんかに泣かされるこたぁない。そうだろう？　あいつは女王さんのことしか思っていないが、決してあんたを蔑ないがしろにしていたわけでもない。だから笑って許してやってくれ」

「……分かっていますわよ……怒おこってなどおりませんわ。カルロ様のことをひどい方とも思っておりません……もちろん、ファレット……クレーシア様のことも。

　でも、一人で道どう化けですわね。婚約者の顔をして、浮うかれて……クレーシア様は、決して笑っておいでではなかったのも承しよう知ちしておりますけれど……むしろ、カルロ様の婚約という事じ態たいに直面して心穏おだやかでいらっしゃることは出来なかったでしょうけれど……クレーシア様、元気なくて……でも、やっぱりあたくし一人が道化だったのですわ」

　再ふたたび涙を零すレティ。

「そんなことないって。道化っていうなら、ネロスや女王さんの方だ。ネロスはネロスで、あのクソ生き真ま面じ目めな性せい格かくだから、あんたの思いを裏うら切ぎっているって苦く悩のうしていたと思うぜ。でも実じつ際さいあんたは、ネロスのことを一心に思っているわけじゃねぇ。そうだろ？　あんたの好きは本気の好きじゃねぇよ。なのにあいつは自分が本気で好かれていると思って心を痛いためているんだから、道化だ。女王さんは女王さんで、ネロスの思いは自分にあるのに、本気であんたに妬やいていた。おかしな話じゃないか。俺からすれば、ネロスが一番アホだな。笑えるよ、アホすぎて。悪いのはすべてあいつだ。あんたが泣くのはもったいない」

「だから……カルロ様のこと、そんなふうに悪く言わないで……でも、あなた、いい人かもしれないって少しだけ思ってしまいましたわ……だから、ありがとう」

　レティが微笑ほほえむのが月明かりの中に見えて、イルマは安あん堵どした。そして透すき通るようなその白い肌はだに、吸すい込こまれ……思わず手を触ふれてしまう──涙を拭ぬぐって、笑いかける。

「祭りの夜らしく楽しく過ごそうぜ」

「今夜は、十分に楽しかったですわ。危あぶない目にも遭あいましたけれど……」

「夜はまだ終わってない」

　イルマはレティの手を取り歩き出した。振ふりほどかれるかもしれないとも覚かく悟ごしたのだが、レティは一いつ緒しよに歩いてきて──。

「今夜の月は格かく別べつ美しい……」

　イルマはそう呟つぶやいて空を見上げた。

「ねぇ、あなた、お名前は？　アングスの人？」

「アズフェルド・イルマだ。野蛮だ野蛮だっていうけど、これでも一いち応おうはアングス貴き族ぞくだ」

　父親は、小規き模ぼながらも領りよう土どを治めているアングスの領主貴族。帝てい国こくの言語や文化、礼れい儀ぎ作法も、嫌というほど教えられていた。熱心に学んだことはなかったが、お陰かげで、リュコスを演えんじられるくらいの知ち識しきはあった。兄弟姉妹は、一流の学校に通っているか卒業しているか、いずれにせよ、成せい績せきも優ゆう秀しゆうで、親が自じ慢まんにするほどであった。だが──。

「俺だけ出来の悪い息子むすこと散々に言われて軍人に出された。家にいても、軍人やっていても、結局は外れ者ってことだ。つまりそれが野蛮ってことか……なるほど」

　イルマは、一人頷うなずき、笑った。とはいえ、元々、アングス王宮への出入りを許ゆるされるような上級貴族の家いえ柄がらではないため、今となっては、一族で一番の出しゆつ世せ頭がしらである──。

「やはり帝国の方ではありませんでしたのね。発音が変ですものね」

「母国語同然に他国の言語も操あやつるネロスがどうかしているのだと思うが……」

「カルロ様にはかなり劣おとりますけれど、それでも、お上手な方ですわよ」

「まあ、帝国の女から習ったからな」

「恋こい人びとですか？」

「恋人の一人だった人、だな。イリアーラ語しか話せない帝国出身の娼しよう婦ふだったから。まるっきりウェルラントの言葉を話せない奴やつだったから、こっちが多少は知っているイリアーラの言葉を話すしかないだろう？　そのうち、不自由なく会話できるようにはなったが、外国訛なまりがあると彼女に指し摘てきされても、それはどうしても直らなかった」

「まあ、娼婦だなんて……」

「何か？　これも野蛮か？　それとも汚けがらわしい、とか？」

「……そんなことは、ありません」

　本当は、少しだけそう思ったのだが、レティは否ひ定ていした。ここにいる彼も、その娼婦も、蔑さげすむべき人ではない。

「イルマ様は、アングス王国で何をしていらっしゃるの？　クレーシア様の護ご衛えいですか？」

「今は、たまたま護衛を任にん命めいされて来ているが、ただの便利屋だ。一応普ふ段だんは、王宮の護衛官をしている。あと、様なんてつけるなよ、気持ち悪いから」

　アングス王国陸軍少しよう尉いとして小隊長をしている時、カルロと共に行動したことがあった。その縁えんで、王宮に仕える護衛官となった。その時の小隊の部下が、みなイルマに付いて行くことを決め、全員がまとめて異い動どうとなった。そんな過か去こを、レティに話して聞かせる。

「つまり、カルロ様のことを慕したって異動なさったのね！」

　それには返す言葉を失う。

　異動志し願がんした理由はどうであれ……王宮に出入りするようになったため、それなりの位が求められるようになった。そのためイルマは、少佐に昇しよう進しんした。軍人の出入りは、最低佐官級以上の者と決まっている。

　イルマは、カルロを慕って異動志願したんだ、と返答するのをためらって──。

「その異動を選せん択たくしたから、少佐まで一気に出世できたんだぜ。頭いいだろ。見直したか」

　そう言って、わざとらしく胸むねを張はった。レティは、照れなくてもいいのにと笑う。

「でも、あなたみたいな方がカルロ様にお仕えしているなんて……信じられませんわ」

　イルマは、観念したように息を吐はくと、レティに言うならばいいかと思い、言った。

「あいつは、こんな荒あらくれ者の俺でも、仕えたいと思った初めての奴なんだよ……あいつがどう思っていようと、周囲がどう思っていようと、俺は勝手に仕えるさ」

「やはりカルロ様のお人柄ですわね」

「まあ、いい奴ではあるのだが……いかんせん、いい男とは言い難がたい。だから、俺があんたに、本物のいい男ってのを教えてやる」

「教えられるものなら、教えてみなさい、ですわ」

　レティの爽さわやかで高らかな笑い声が響ひびいた。
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　カルロとクレアは、しばらく逡しゆん巡じゆんし、そして外へ出た。この広い宮きゆう廷てい内で、祭りの夜で人出も多く、出入りも比ひ較かく的自由で、レティがどこへ向かうかも分からないのに、見つけ出すのは無理だとは思った──けれど、部屋でじっとして待っていることも出来なかった。
















「レティは大だい丈じよう夫ぶかな」

「イルマがいるから大丈夫だろう」

「もうっ。だから気をもんでいるんじゃない。彼は絶ぜつ対たいにレティのこと口説くわ！」

「言われてみればそうかもしれないな……だとしても私は案じていないが」

「イルマさんには本当に絶大な信しん頼らいおいているんだね。妬やいてもいい？」

「妬くようなことではないだろうに……」

　カルロは苦く笑しようした。

　二人がどこにいるのか見つけようと、適てき当とうなところを徘はい徊かいする。

「イルマさんが口説くとしたら、どこかしら」

「さあ、私には分からないな。そういうことは、君の方が分かりそうなものだが。君やレティが──つまり、女性が口説かれたいと思うような場所ではないのか」

　うーん……んー……と、クレアは唸うなり続けた。

「別にどこでもいいや。場所なんて関係ないもん。気持ちだよね、やっぱり」

　カルロは密ひそかに、その場所を頭の隅すみにでも入れておこうとしたのだが、どこでもいいの言葉に、がっかりしつつもほっとした。例えば──告白する場所を選んで、彼女好みに演えん出しゆつするのは難むずかしいけれど、気持ちだけならば、何とかなるような気がしたのだ。

「ねぇカルロ、せっかく二人になれたんだし、私、行きたいところある。いい？」

「どこだ？」

「二人で、肝きも試だめしをするの……」

「こんな時に何を……」

「一いつ緒しよに行こう、呪のろいの神しん殿でんへ」

　カルロは、どきっとして、それをクレアに悟さとられないようにした。行く勇気がないのだと知られたくなかった。ここへ来て、またクレアと柱に行くなど、ますますあり得ない。二千年前あの柱のある神殿まで散歩をして──和平会談に出向く朝を迎むかえられずに、この時代に戻もどされたのだ。けれど、仮にクレアと柱に行っても、戻される時代は、ここなのだから、クレアといられるということなのではないかとも考える。そして、そんなことをいくら考えたところで埒らちは明かないし、答えは出ないのだと思うと──。

「確たしかに肝試しだな」

「なんか、レティにもイルマさんにも妬いてばかりで情なさけないから、クリムと直ちよく接せつ対決してくるの。だって最大の好敵手ライバルは、クリムだもんね。ああ、肝冷えるねぇ」

　拳こぶしを握にぎって、わざとらしいまでに笑うクレア。

　互たがいに互いの思いで、肝試し──。カルロも笑い返した。

　呪いの神殿は、裏うら手てに位置する。祭りで人出が多いとはいえ、呪いの神殿に近づく者は、カルロとクレアの二人だけだった。呪いと恐おそれられているが、古代シュラトス時代からある神殿の柱を、クリムの強い思いが、ただひたすら守り続けていただけ──誰にも壊こわされないように。カルロとの約束のため……再ふたたび出会うため……。

「柱に行ったら、またクリムと話できるかな」

　真実の扉とびらで、クレアは、クリムと話をした。それから何度もそこへ行っているけれど、もう彼女は現あらわれない。同化して彼女は消えたのだから、もういないのかもしれない。でも、ここにある柱なら……まだ彼女の思念とか魂たましいの欠片かけらのようなものが残っていて、何か語りかけてくれるかもしれないと、クレアは思う。

「クリムと話がしたいのか？　それは自問自答するのと同じだろう」

「そうなんだけどね」

　へへっ、とクレアは笑った。それから、真顔になって言う。

「クリムと約束したから……カルロと一緒に未来の時を刻きざむって……そのために誓ちかいたいことあるっていうか……」

　そうか、とだけカルロは答えた。無言のまま、二人は柱のあるところへ辿たどり着く。

　緊きん張ちようのせいか、汗あせばむ手で鍵かぎ穴あなを弄まさぐり、少々手間取りはしたものの、カルロは扉を開けた。

「カルロってば、怪かい盗とうもできる？」

「昔やっていたことあるんだが、どうも腕が落ちたな」

「道理で手て際ぎわいいと思ったよ。カルロ器用だねっ」

　冗じよう談だんだと思っていないのか、褒ほめられたということなのか、カルロは苦笑いした。

　中に入ったところで、クレアから、カルロの手を握る。

　暗い……月が出ているのに、見上げた四角い空には星しかない。明かりが地面まで差し込んで来てはくれない。それでもここまで歩いてきて目が暗さに慣なれていたから、祭さい壇だんがあるのは、くっきりと見える。そして中央の巨きよ大だいな柱。下から上へ上へと視し線せんをずらし、二人で一緒に見上げる。見えないのに、見える柱の模も様よう。暗くら闇やみの中で黒い柱のはずなのに、太陽の光を浴びた柱が見える──。

　──シュラトスの香かおり……。その懐なつかしい感覚を、二人して体感していた。

　──やっぱり私はクリムエラだね……。クレアは思って、カルロを見る。クリムエラ女王であった過か去この自分も、ここでずっとカルロを待ち続けていた自分も、そしてカルロも──シュラトス時代も、二千年という時も、何もかもが愛いとしくて涙なみだが出てくる。

　柱を前に、カルロが立ち尽つくしているうちに、クレアは涙を拭ふいた。そして、伝えたかった言葉をカルロに向けた──ごめんね、と。

「どうして謝あやまるんだ？」

「カルロのこと信じきれなかったから……だから私、ここにいる……ごめんなさい……」

「私が帝てい国こくに捕とらえられたと思って、案じて来てくれたのだろう？」

「でも、残っていたのはレティに妬いていたからだよ。カルロが結けつ婚こんしちゃうって思ってた……信じたくないけど、そうなっちゃいそうで……夢ゆめで見たから余よ計けいに気になったのもあるけど、カルロは、私だけのカルロじゃないから……こんな言い方も変だけど……。

　カルロは、ロルフさんのいる皇こう国こくのことも大切に思っているし、お母様やレティがいるこの生まれ育った帝国のことも大切に思っている。もちろんアングスやウェルラントのことを思ってくれているのも分かるんだけど、だからこそ三国同どう盟めいの道を模も索さくしているのも分かるんだけど──私だけのために動いているわけじゃなくて、それで気が気じゃなくて、妬やいてばかりで。三国のために、平和のために動いていることは立りつ派ぱなんだよ……でも、私だけが特別じゃないから、見み捨すてられることもあるかもしれないって感じて──」

「立派に見えていたのか。それは騙だましてすまない……。私はいつだって君のことしか考えていない──ひどく利り己こ的なんだ……そんな私を、世間一いつ般ぱんでは、決して立派とは言わないだろう。ただ、君と共に暮くらすこの世界が、平和であればいいと願うだけだ。世界が愛しいわけじゃない。君を愛しいと思うから、世界の平和を望む。それだけのことだ」

「じゃあ、三国同盟がうまくいかなくても、カルロはアングスに帰ってくる？」

「当然だ。それが国に災わざわいをもたらすとしても……イリアーラが攻せめてくるようなことになったら、その時はまた……」

　唇くちびるを嚙かみ締しめるカルロ。クレアと繫つないでいる手にも力が入る──。クレアは、強く握り返して言った。

「変なこと言わせちゃったね。カルロは出来ないよね、そんなこと。話がこじれたら、きっとイリアーラはウェルラントに攻めてくる。でも、カルロがここに留とどまってレティと婚約することで、こじれないのなら、カルロはきっとそうする──そうするべきだとも思う。出来たら、結婚しないでここにいて欲ほしいけれど、でも、カルロのしたいようにしていいから……。カルロが後こう悔かいしなければ、それでいいから……。

　私は、カルロのこと信じているし、今の私は、クリムとは違ちがう──クリムは、家族がいなくて、王家の血を引く唯ゆい一いつの存そん在ざいだったけれど、私には、お母様がいる。カルロがそう言ってお母様を皇国から取り戻してくれたように、お母様が女王になれば、私はいらなくなる。いらなくなった私が、どこで何をしようと、国には迷めい惑わくをかけない。私は自分の意い志しで、カルロの傍そばにいる。カルロがここに留まるなら、私もここに留まる」

「クレア……君は女王であることを選んだではないか……それを私のせいで覆くつがえすことはない……私は君の下もとにいる。これだけは信じていいんだ」

「カルロ、ありがとう。でもこれは、一つのたとえ話。三国同盟、うまくいくって信じているよ。もう何も疑うたがったりなんてしない。カルロとの未来を疑ったりなんてしない。信じきるって、信じ続けるってすごく難しいことだね。でも、それが出来るくらいにならなくちゃ、クリムに笑われちゃう。クリムはそれだけの強さがある人だった。そうでなくちゃ、ここでカルロのこと、ずっと待っていられない。私は、ただカルロと一緒にいたいだけ。そのカルロのことを信じきれないなんて変だよね。カルロがやろうとしていることも、うまくいく。私たちの未来を信じる。カルロが頑がん張ばっている思いを疑うなんて、私、バカだ」

　ごめんね──と真まっ直すぐな瞳ひとみを向けられて、カルロは見つめ返した。そして、謝らなければならないのは、自分の方だと思う。心配させるようなことばかりをしているのだ。婚約のことにしても──。

「悪いのは私だ。でも、君にすまないと思う気持ちよりも、君がここにいてくれて嬉うれしいと思う気持ちの方が強いから……あえて謝らないことにする……だから、君も謝らないで欲しい──私と今一緒にいて、それで少しでも安心できることがあるのだとしたら──」

「もちろんだよ、カルロ。じゃあ、私も謝らないことにする」

　カルロは笑顔で頷うなずいた。

「今も、これからも、君を傷きずつけたり泣かせたりすることがあるだろう。お互いに衝しよう突とつすることもあると思う。私たちは別々の人間で、いつも同じことを考えているわけではないのだから、仕方のないことだ。でも、私たちが見ている未来は、望んでいる未来は、同じだと信じている。それさえ見失わなければ、私たちは共に歩める。他人を罠わなに嵌はめるような卑ひ劣れつなことをしているこんな自分でも、その未来のためにあるのだと思うから頑張れる。どんなことでもそうやって乗り越こえられる。その未来に、君がいてくれるように、今ここに君がいてくれるから、私は道を見失わないでいられる。だから、ありがとう、クレア」

　カルロは熱くなる胸むねに手をやった。三国同盟のためとはいえ、他人を嵌めるという行こう為いそのものは、かつてと変わらぬことかもしれない──けれど、己おのれの出世のためだけにやっていたあの頃ころと、今は明らかに違うのは、己以外の人を──クレアを守るためにやっているということ。

　そんな自分の出発も、すべてはこの柱にある──。

「カルロ」

　クレアは抱だきついた。そして、ずっとずっと一緒だよ、と告げる。

「約束しよう。ずっと一緒だ」

　かつてここでそう誓ちかったように、カルロはそう言葉にした。そして、翌よく朝あさを迎むかえることが出来るように──クレアの手を握にぎり締めた。

「朝まで一緒にいてくれるか、ここで」

　クレアが頷く。

　カルロは剣けんを持って、柱を背せに座すわった。クリムとそうしていたように。繫いでいた手は離して、代わりにクレアの肩かたに手を回した。そっと抱だき寄よせる──笑顔で寄り添そってくれるクレアと、いつまでもこうしていられる未来を願いながら。
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　男むさい、とはイルマの言葉である。女だっているだろう、とカルロは言ったのだが、女の香こうばしさというものがそこにはないらしい。談話室には、ローゼリアを筆頭に、彼女の取り巻まきの女じよ性せいたちもいるのだが、女性がいるという気にはなれないな、とカルロも思う。香ばしさがあるなしの違ちがいに関しては理り解かいできなかったが、カルロも女性を相手にするような留意は一いつ切さいしなかった──ローゼリアを除のぞいては。挨あい拶さつをしてくる女性にも、侯こう爵しやく家けの男子がすべき紳しん士し的な振ふる舞まいはしない──イルマの助言によるものである。

『ローゼリアの気を引きたいなら、彼女だけ特別に扱あつかえばいいのさ』

　女性のことならお任まかせ状じよう態たいの彼の助言には、カルロも素す直なおに従したがうことにした。よって、談話室に顔を出しては、待ちかねたようにしている彼女に近づき、その手をとり接せつ吻ぷんする。

　煙草たばこのにおいがするその手に接吻をすると、何な故ぜかアリーシアのことが思い出された。アリーシアは煙草を好このみはしないが、もし彼女にそういう趣しゆ味みがあったとしても、接吻を受けるべき右手には、決してにおいが移うつらないように気を遣つかうと思うのだ。同じ母親であり女性でありながら、こうも違う──カルロは勝手に二人を比くらべて想そう像ぞうし、アリーシアには、比べてしまって申し訳わけなく思いながらも、これが香ばしいということに違いないと真しん剣けんに考えた。それでもやはり理解できていないことは、イルマには内ない緒しよだ。

　こうして仮面祭りカーニバル三日目の晩ばんも──。

「陛へい下か、口くち紅べにの色を変えられましたか？　とてもよくお似に合あいですよ」

　自分で言っていて笑い出したくなりながら、この程てい度どの挨拶は普ふ通つうにしなければならない貴き族ぞくのたしなみというものを思い、いかに貴族が自分に合わない身分かを思い知る。

　初対面の時の、偉えらそうな態たい度どとは違い、こうして打ち解けた会話をするようになったカルロに、ローゼリアは日に日に信しん頼らいを寄せるようになっていた。嫉しつ妬としたくなるようなカルロの美び貌ぼうもまた、彼女を虜とりこにしている。その美しさに、かろうじて嫉妬せずにいられるのは、彼女が、元五聖せい士しラスヴァール・ジェイオンを見てきているからに他ならない。美という点では別べつ格かくにある彼に対して、心底、嫉妬と憎にくしみを覚えていた彼女にとっては、カルロのそれは、素直に惚ほれてしまえるものだった。

　しかもラスヴァールを始めとする五聖士は、皇こう帝ていとべったりで、皇帝を敬うやまっても皇こう后ごうまでは敬わず、蔑ないがしろにしないまでも皇帝以外には決して心を許ゆるさない──抹まつ殺さつしたいくらいに憎々しい存そん在ざい。中でも、皇帝に一番に愛されていたラスヴァールのことを、ローゼリアは前々から忌いま々いましく思っていたのだ。だが、ここにいるカルロは違う。まして──。

「ルシドを使って、うまくやってくれているのでしょうね」

　五聖士を手玉にとり、思う通りに操あやつってくれる駒こまなのだ。思い描えがいたように事を運んでくれる最も頼たよりになる男。そして自分だけに特別心を開いているようにも見える男──。

「陛下のお望みのままに。と申しましても、約束は果たしていただかないと困こまりますが」

「それは憂ゆう慮りよすることありませんよ。ただで仕事をさせるような私に見えますか？」

「いいえ。ご信頼申し上げておりますよ」

　二人の仲が近づくにつれて、不ふ機き嫌げんな顔をするのは、陸軍師し団だん長ちようノーズである。ジルヒス派はの最大の貢こう献けん人。軍部を動かす力をもってここにいる。そんな彼にとっては、皇女の婿むことはいえ、一いつ介かいの貴族がローゼリアの懐ふところに入り込み、チヤホヤされて大きな顔をしているなど許せない。しかも元部下である。戦せん略りやくを打ち立ててくれればいいだけの、危あぶない時には進んで立ち向かってくれればいいだけの、ただの駒だった男である。

「遺い言ごんの方の書き替かえ、偽ぎ造ぞうは終えていますね」

「もちろんです。ルシド殿どのは、ローゼリア陛下の味方です」

「そのような素そ振ぶりは見せておりませんけれど。挨拶もありません」

「当然でしょう。何やら空気が変わっては、皇帝陛下も怪あやしまれます。眼がん力りき鋭するどいお方ですので。ルシド殿とは毎日のように会って念入りに準じゆん備びをしております。ご安心を」

　眼力鋭い皇帝でもないけれど、と心の中で思うカルロ。よくも悪くも「目ざとい」という意味でいうなら、むしろローゼリアの方だろう。

「いつになったら遺い書しよの確かく認にんさせてくれるつもり？」

　いくらカルロに心を許していても、警けい戒かいすることも怠おこたらない。

「そうですね、明日には」

　これまでも、かなりじらしているカルロ。今夜もすぐには確認させない。

「本当に明日なのでしょうね。噓うそではありませんね」

「信用していただきたく存じます」

「そう、ならば、これに正直に答えてくれるわね。第一特区の屋や敷しきで、不法侵しん入にゆう者しやが紛まぎれて騒さわぎになったこと、知っていますね」

　シャンベルト伯はく爵しやく家での騒ぎのことだ。

「何のことでしょう。存じませんが」

「あなたを見たという証しよう言げんがあるのですが」

「どなたの証言でしょうか」

「それは、あなたが一番よく分かっているのではありませんか」

　カルロは、皇后の隣となりにいる男を視し線せんの端はしで見た。彼女を強く見つめながら、笑っている。

「今、分かりました」

「では、あなただと認みとめるのですね？」

「いいえ。何な故ぜ、陛下がそのようなことを私にお訊たずねになるのかが、分かったと申し上げたのです。一体、何があったのか。第一特区で起こったのであろうそれが、陛下にとって好ましくないことであり、私をお疑うたがいになっているということが」

「はっきり申しなさい」

「ノーズ殿はご存知であるご様子。ならば、それは、陛下の計画のもう一つの件けんに関かかわることです。私は関かん与よさせていただいておりませんが」

　そこで一呼こ吸きゆうを置き、笑みをたたえ、説明を始める。

「無む論ろん私としても、無理に関与しようとは思っておりませぬゆえ、自分のすべきことだけを、陛下が納なつ得とく済ずみのことだけを為なして参りました。ノーズ殿の顔を立てて。仮かりにも元上司であるノーズ殿のお立場を潰つぶすようなことは出来ません。私がその役目まで果たしてしまっては、ノーズ殿の軍部を動かせる力さえいらぬままに、事を成し得てしまいますので」

　カルロの嫌いやみに、ノーズの眉み間けんがぴくぴくと動き出す。

「ノーズ殿は、ローゼリア陛へい下かの御み心こころの深さに感かん謝しやしておいでであろうか。わざわざ貴き殿でんに任にん務むを与あたえている陛下の信頼を裏うら切ぎり、失しつ態たいをおかしましたね。それを私にかぶせようというのは、随ずい分ぶんと理り不ふ尽じんなお話だ。任務を我われ々われで分ぶん担たんしている以上、貴殿の為すことは、貴殿が確かく実じつに為さなければならないのは当然のこと。それを今になって、私に矛ほこ先さきを向け、どういうおつもりなのでしょう。それほどの大失態をなさったのでしょうか。詳くわしくお話し下さるなら、微び力りよくながら相談に乗りますよ」

　ノーズの唇くちびるまでもがぶるぶると震ふるえ出す。

　暗殺の話は、カルロのいるところでなされたことはなかった。ノーズたちがカルロへの警戒を解いていないからである。カルロは、それには知らない振ふりをしていた。詮せん索さくしては、逆ぎやくに怪あやしまれるかもしれない。本当は味方をしている振りなのではないか、と。実際そうなのだから、余計に慎しん重ちようだった。同時に、彼らが計画を明かす気がないならと、カルロの方でも、偽造作業は進んでいると報ほう告こくするだけで、偽造遺書そのものを見せることはしなかった。互いに、じらし合っている関係にあった。

　だが、もう、じらす必要はなくなった。クレアとレティの活かつ躍やくで、暗殺計画がどういうものか見えてきている。命令を受けて動いているのは、シャンベルト大佐と狙そ撃げき手しゆだ。

「それとも……」

　怒いかりの表ひよう情じようをしながら、必死に言葉を堪こらえているノーズを嘲ちよう笑しようし、カルロは続けた。

「陸軍師団長殿。貴殿のお役目、私が継つぎましょうか。その時は、即そつ刻こく貴殿の地位をお譲ゆずりいただくほどの見返りが欲しいものですが」

　カルロの野心的な瞳ひとみに、光が宿り、ノーズは、ただただカルロを見た。そして、しばらくしてから、掠かすれた声で言った。

「順調に進んでいる。貴殿に相談することもない。何か誤ご解かいしているのではないか」

　問い詰つめられていたのはカルロの方だったのに、立場は逆転していた。大佐の密みつ談だんを聞いてしまったこと、それがクレア──ファレットであるということは非常にまずいが、同時に、話を聞かれた不用意な大佐にも問題がある。むしろ聞かれている方が間ま抜ぬけだ。

　それに、ノーズの部下シャンベルトにしても、侵入してきたのがカルネロスだという確証はないはずだと、カルロは判断していた。似ていると思われても仕方ない。彼とは何度も対面している──しかし、だからこそ都合がいい。おそらく彼は、カルネロスに似ていると思い注視していた。だが、あの暗がり。カルネロスであることを確認するのも大変な状じよう況きようだったはず。となれば、イルマに神しん経けいが向いていたとは思えない。

　彼は伯爵家の貴族とはいえ、陸軍大佐。彼が、宮きゆう廷ていに出入りすることは滅めつ多たにない。計画の中心的役やく割わりを果たしているならなおさら、宮廷内で目立つ行動はしないだろう。イルマが大佐によって、あの時の男だと見み破やぶられる可か能のう性せいも低い。

「おまえは、おまえの仕事をしっかりやればよいのだ」

　ノーズに言われ、謹つつしんで──と、カルロは返答する。謹んでいる様子は一切ないが、それはノーズに対してだけ。ローゼリアにだけは特別、敬けい意いを込めた笑えみを向けた。それがまたノーズには腹はら立だたしい。

　結局、カルロが怪しまれることもなく、暗殺計画が暗あん礁しように乗り上げる様子もなく──。

　ローゼリアもノーズも、計画はこのままいけると確かく信しんしていた──。

　そして翌よく日じつ、カルロはついに、そのものを持参した。真正遺書と偽造遺書の二通。そして一輪の国花。

「陛下にこれを。ノーズ殿や他の方々のように、屋や敷しきにも帰れず手持ちの金もなく、気の利いたものを贈ることも出来ませんが、せめて国花を。国をあなたに。部屋で育てることくらいは許ゆるされておりましたので」

　差し出される青い花。二通の遺書に添そえられたそれを、ローゼリアは、周囲も驚おどろくほど、顔をほころばせ、頰ほおを染そめた。

「陛下にお似合いの宝ほう石せきをお贈り申し上げたかったのですが、今の私にはそれも無理。とても残念です」

「いいえ、そのようなことはありませんよ。最高の贈り物をありがとう」

　そして二通の遺書を確かく認にんする。真正の遺書には、オルスを後こう継けい者しやとする記き載さいが、そして偽にせの遺書には、ジルヒスの名がある。その箇か所しよだけが違ちがい、あとは紙し質しつも筆ひつ跡せきも押おう印いんも、すっかり同じものである。

「オルス皇子の名がある真正の遺書は、どうぞローゼリア陛下がお持ち下さい。処しよ分ぶんして下さって構かまいません。ジルヒス皇子の名があるこちらを、ルシド殿に預あずけます」

　ルシドが保ほ管かんするのは、ジルヒスの名があるもの。皇こう帝ていが亡なくなれば、保管者の彼が読み上げることになる──もはやその場で、誰だれも異い議ぎ申し立てなど出来ない。そのために厳げん重じゆうに管理されている遺書である。その遺書が、偽造と証しよう明めいできないほどの代しろ物ものであれば、なおのこと口を挟はさもうとする者はないはず。まして、遺書による後継者指名は、皇帝暗殺の直後──動どう揺ようの中でなされる予定なのだ。ジルヒスが一度擁よう立りつされてしまえば、それを覆くつがえす方が難むずかしい。五聖士のルシドが説き伏ふせることもまた、容よう易いな状況である。

「ルシドに渡わたすこちらの遺書も、預かってよろしいですね。二、三日で返します」

「何か不ふ審しんな点でも？」

「そういうわけではありません。気分を害しまして？」

「いいえ、そのようなことはありません。どうぞお持ちください。私が申し上げるのも出すぎたことではありますが、くれぐれも紛ふん失しつなされませぬように」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶよ」

　ローゼリアの笑えみ。彼女は、偽造遺書が本物として通じるものであることを専せん門もん家かを使って確認するつもりだった──真正の遺書と比くらべて。そして、真正遺書であるそれもまた、正しよう真しん正しよう銘めいルシドが保管しているものであることも調べなければならない。その筆跡が、皇帝及び五聖士のものであることが必要だった。
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　ローゼリアの相手をして夜よ更ふかし。別段用事のない時、カルロは遅おそくまで眠ねむっているのだけれど、祭り四日目の今日も、お日様が高くなっても素そ知しらぬ顔で寝ね息いきを立てていた。

　昨晩もカルロは、皇后の機き嫌げん伺うかがいに談話室へ。その前の晩は、一いつ緒しよに柱のところにいたから、談話室へ行っていない。皇后はさぞかし寂さびしがっていただろうとクレアは想そう像ぞうした。

　昨日、呪のろいの神しん殿でんから帰って、そのまま寝てしまって起きたのは午後。レティに謝あやまろうと思ったのに、侍じ女じよから断ことわられた。レティから命じられてということではないことは、すぐに分かった。祭りの最終日にある建国記念式典の準じゆん備びで忙いそがしかったのだ。今まで、自分がいたために、予定が先さき延のばしになっていたことを侍女から告げられた。

　そして翌日の今日──今日こそは謝るんだから！　クレアは気合を入れているのに、レティと一緒にいるのは──クレアでもカルロでもなく。

「もう……レティを垂たらし込んでポイなんてしたら駄だ目めなんだからねっ」

　イルマである。イルマが連れ回され、遊び相手をしていた。

　寝息を立てているカルロの脇わきで、やることもなくぼーっとしながらクレアは、庭を眺ながめていた──私も混まぜて欲ほしいな……。天気いいし、レティとお散歩したいよ……。

　けれど踏ふみ出せない。一緒に入れてと言ってしまえばそれまで。謝って頭を下げて、また仲良くしてもらえばいい。レティはそれを無む視しするような子ではない。だけど入っていけない。レティが本気の顔をしているからだ。カルロを好きと言っていたレティと、イルマを見るレティと、明らかに違う。レティは、イルマのことを好きになったのだ……。

　──どうやって口説いたのか知らないけど……まったく……。

　本当に彼は女心を摑つかむのがうまい。カルロもそれは認みとめている。嫌いやそうな顔で溜ため息をつきながらも、昨晩は、青い花をローゼリアに捧ささげたのだから。

『女ってのは花に弱いのさ。まあ、個こ人じん差さはあるだろうが、どうよ、バリバリに働ける優ゆう秀しゆうなおまえさんが、籠かごの中の鳥状じよう態たいで、部屋で花を育てて水をくれているところを想像してみろや。女としちゃあ、胸むねキュンだろ。せっせと育てたという花を贈られたら、そりゃあ、もう惚ほれるしかねぇよ。まあ、宝ほう石せきの方が好きな女もごまんといるだろうが、少なくともローゼリアは、贅ぜい沢たく品ひんに事欠かない生活をしている上に、そういう目ん玉飛び出るような豪ごう華かな宝石だの何だのを貢みつがれているんだぜ。一輪の素そ朴ぼくな花にころっとくるぞ』

　自信過か剰じようなまでに自らの考えを推し進める実行力と知ち恵えのあるカルロが、イルマの怪あやしい言葉を全面的に信じていて、仕方ないという顔で、花を持って行った。

　そんなカルロを見送って、イルマは一人ニヤニヤとしていた。クレアは、完全にからかっているなと思った。むしろ嫌いやがらせをして遊んでいるようにも見える。彼特とく異いの才さい能のうだ。

　それほどまでにカルロの信しん頼らいを得ていて、そうしたことに長たけているイルマは、掛かけ替がえのない友だちであるレティの相手をしていて──笑顔を向けていた。いつもの斜しやに構かまえた感じの笑顔ではなくて……なんというか……相思相愛という感じで……。

　──まっさかね……でも……どうしてもそう見える……。見えてしまうと気がかりなのが、レティの気持ちだ。イルマさんにからかわれているわけではないだろうけれど……。

　──イルマさん、悪い人じゃないし……こと女性に対しては紳しん士し的と言えなくもないような……私には全然紳士じゃないけど……。ああ、と力の抜ぬけた声を出すクレア。

「ホントいい天気だなぁ」

　なんとなくぽわーっとして平和な気分になる──。と、

「二人の事が気になるのか」

　目覚めたカルロが、話しかけ、それから、おはようと言った。

「なんか、いい感じ。ちょっと羨うらやましいくらい」

　羨ましいとはどういうことか──カルロは、胸むねを針はりで突つかれた。そういう点で、イルマには敵かなわないことを承しよう知ちしているので、仕方ないと自分に言い聞かせて気をとり直す。

「レティの部屋に行かないのか？」

「追い出す気？」

「そういう問題ではない……」

「うんそうだね。今晩からまたレティのところ行くよ。謝らなきゃ」

「国を代表する立場にある者同士だ。仲良くなれば、国も仲良くなる。彼女には知られているのだから、気兼ねなく一緒にいられるだろう。お互たがいに仕切り直してはどうだ」

「カルロのいうこと分かるよ。そうする。でもそれは私のこと。カルロは？」

「それはまた考えておく」

「カルロって女心分かってないから、なんか頼りないなぁ」

「そうか……やっぱり」

「イルマさんより、全然分かってないと思うけど」

「イルマと比べられると、お手上げだからな」

　それは紛まぎれもなくカルロの本音である──。
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　イリアーラ帝てい国こく建国記念式典は、仮面祭りカーニバルの最終日に、派は手でに執とり行なわれる。九日目までの祭りでは、夜会で大おお騒さわぎをして酒を浴びるように飲み、厄やく払ばらい──神様が払ってくれる──をし、そうして迎むかえた最終日の建国記念式典では、心機一転、帝国民としての誇ほこりを持ち、国のために働き、みなで国をよくしよう、と誓ちかい合うというわけだ。

　式典での挨あい拶さつでは、たいてい毎年同じ文もん句くが並ならべられる。律りち儀ぎに聞いている者はない。皇帝への謁えつ見けんの時間と、その後の行進パレードでの国からの贈り物──国花や硬こう貨かや菓か子しなどが投げられ、ばら撒まかれるのだが、それが民たみの楽しみになっていた。この時のために、多た額がくの税ぜいが使われるが、貴族たちからの寄き付ふによっても賄まかなわれる。

　そんな建国記念式典の場、カルロは神しん経けいを尖とがらせていた。これから暗殺事じ件けんが起こる──皇帝は無事でいられるのか。死なせるわけにはいかない。軍の一いつ斉せい蜂ほう起きという事態が危あやぶまれることもさることながら、皇帝はレティの父親である。レティを悲しませることがあってはならない。死んだらもう帰ってこないのだから、間違いがあってはならないのだ。

　暗殺を食い止める──その勝算はカルロ側にあった。動いているのが、シャンベルト大佐であるという事実を既すでに摑つかんでいる。特とく殊しゆ狙そ撃げき部隊の軍人が動くということ。皇帝が民の前に姿を見せる『謁見の儀』の時に合わせて実行されるということ。そうではない場合も考え、念入りに護ご衛えいするのは当然としても、カルロには確かく信しんがあった。皇帝の狙撃──民の前で起こるという演えん出しゆつが意味するところは大きい。

　皇帝暗殺という衝しよう撃げき的大事件の後、涙なみだながらに皇位に就つく息子むすこ──劇げき的な光景を前に、民は扇せん動どうされやすい心理状況へと追いやられる。

　オルスとジルヒス、どちらが民に好かれているのかといえば、戦争反対派はのオルスだ。帝国軍人は、みな職しよく業ぎよう軍人。傭よう兵へいを募つのれば、たいてい兵士は集まるが、大戦を前にすれば、徴ちよう兵へい制せいも適てき用ようされ、それはたいてい一年を越こす遠えん征せいとなる。民に喜ばれているはずがない。

　また、そうした理由ばかりではなく、ほとんどの民は直感的な印象によって感かん情じようを支し配はいされるものだという点も無視できない。オルスとジルヒスの印象を決定づけているのは、母親だ。逝せい去きよしてより美化されていることも否いなめないものの、第一夫人は、清せい楚そで美しい女性で、皇帝とは仲なか睦むつまじく、幸せな様子が民にも伝わるほどで、人気者だった。忘わすれ形見のオルスは、皇帝にも愛されている。民の抱いだいている印象もいい。だがジルヒスは、ローゼリアの印象がよくないため、人気度で下がる。

　けれど、皇帝暗殺、その後の混こん乱らんの中で、すぐに遺い言ごん証しよう書しよが公開され、新たな皇帝としてジルヒスが登場、涙ながらに挨拶をしたら……犯はん人にんは誰だれかなどよりも、民は熱ねつ狂きようしてジルヒスを迎むかえる。犯人は誰か──ねじ伏ふせればいいことだ。それこそオルスを犯人に仕立てて有う無むを言わさずに投とう獄ごくということも、ローゼリアならばやりかねない。

　何にせよ、こうした派手な演出は、様々なことを煙けむに巻まくのに都合がいい──。

　ほぼ間違いなく、計画通りに実行する──カルロはそう踏ふんでいた。

　そもそも、ローゼリアは、オルス暗殺に何度も失敗していて、後がない。それを、どうしてより暗殺しにくい皇帝を標的にしたのか──その理由こそ、この祭りにある。普ふ段だんは部屋から出てこない皇帝。護衛も厳きびしく毒を盛もることさえ出来ない。わずかの隙すきに毒を盛れたとしたも、それだけの隙しかないからこそ、犯人はすぐに割わり出されてしまう。けれどこの建国記念式典ならば──彼女がそう考えて不思議ではないのだ。どんなに警けい備びを厳重にしたところで、大勢の民が出入りするこの時に、完かん璧ぺきな警備はあり得ない──暗殺計画が漏もれている今は別として。そして大勢の前に出る時だからこそ、犯人をぼやかせる。

　ただ、いくら建国記念式典という派手な場所で暗殺に成功しても、続いて読み上げられる遺書に、ジルヒスの名前がなければ、何の意味もない。しかし、彼女の中で勝算が生まれた──。

　カルロが、三国同どう盟めい実じつ現げんのきっかけを作る場として、この祭りに焦しよう点てんを合わせていたのは、皇帝が珍めずらしく公おおやけに出る場だったからだ。遺書の問題さえ解かい決けつしてやれば、ローゼリアは必ず動くと踏んだ。

　では、皇帝はどこから狙ねらわれるのか。狙撃点の算出──それを割り出し、可能性のある場所には、特に念入りに、私し服ふくの近衛このえ軍人を配備しなければならない。その点は、ジェイオン近衛師し団だん長ちようの一声で、どうにでもなる。彼を味方につけることは成功しているのだ。そして皇帝の周囲にも、五聖士を始め、親衛隊員が配備しているのだから、暗殺は、そううまくいかないはずなのである。

　そして、その時が来た──謁見の儀。病の皇帝が、この時だけは、部屋から出てきて、この大広間に姿を見せている。謁見場となる広い露台バルコニーには、この広間から出る。すぐに出て行けるよう比較的近いところに椅い子すを設もうけて、皇帝は座すわっていた。

　その皇帝の後ろに、カルロを含ふくめ、皇族たちが並ならんでいる。

　陛下と呼ばれ、五聖士に促うながされて、皇帝は杖つえをついて立ち上がった。五聖士に囲まれながら、露台バルコニーへと足を踏み出す──ローゼリア皇こう后ごうが、彼らの後に続く。

　沸わき立つ民。皇帝が杖を左手に持ち直して、右手でゆっくりと手を振ふる。その隣となりでは、ローゼリアが丁てい寧ねいな仕草でお辞じ儀ぎをする。

　──まだ、だ。腕のいい狙撃手が狙うとしても、仮かりに外れた場合、ローゼリアが危き険けんに晒さらされる。彼女がいる今は危険──いや、隣で夫を撃たれた悲ひ劇げきの皇后を演じるか……。

　カルロはその時を待っていた。鼓こ動どうが速くなる。

　皇后が皇帝から離はなれる──用意されている皇后席の前で止まり、民の方に向かって立つ。皇帝は、椅子よりも何歩も前、せり出しているその先で、民に向けての演説を始める予定。

　静せい粛しゆくにという合図と声。静かになる民。皇帝は前に出て演説を──しかし、その体力があるはずもない──皇帝の代わりに五聖士が、皇帝の隣で、原げん稿こうを読み上げ始めた。

　と、その時──。

　バン。一つの鋭するどい発はつ砲ぽう音おん。狙撃用の銃じゆうの音──。

　カルロの体が縮ちぢみ上がる──一歩も動けない──前方には、驚おどろいて尻しりをついた皇帝がいるというのに。五聖士が皇帝を覆おおうようにして守る。弾たまが当たったのは、皇帝の頭上の壁かべだ。わずかに崩くずれ落ちる壁からも、五聖士は皇帝を守った。すぐさま皇帝を引きずるようにしながら、皇帝一族が揃そろうこの内へ──広間へと入って来る。皇后もそれに続き、扉とびらは閉められ、騒ぐ民の声が遠くなった。

　──皇帝のところへ行かなければ……。

　カルロは、皇帝の身を案じた。元々心しん臓ぞうが悪いのだ。現げんに皇帝は、心臓を押さえて蹲うずくまっている。すぐに手を打てば問題ないという計算はあった──けれど……。

　──ジシェル……。狙撃された自分を庇かばって死んでしまった彼女──腕の中に倒たおれた彼女の感覚が蘇よみがえって、動くことが出来ない。

「カルロ様っ」

　レティが腕を引っ張っているのは分かっても、体の感覚が戻もどってこなかった。どうにか冷静になろうと、カルロは、頭で事情を把は握あくしようとした。

　二発目はない。では、一発目を撃うったのは、誰だったのか。犯人か。撃つ直前に邪じや魔まをし、ぎりぎりで照しよう準じゆんを狂くるわせたのか。いくら何でもそれは危あやうい。犯人を捕つかまえた上で、近衛の人間が、壁を狙って発砲したと考える方が自然か──近衛には狙撃部隊はないが、この日のために狙撃経けい験けん者しやで緊きん急きゆうに訓練を重ねた者がいてもおかしくはない。皇帝の命を守り切れれば、こちらの勝利──しかし同時に、暗殺が行なわれた事実は、誰の目にも明らかにする必要がある──三国同盟実現のためには。今、皇帝も民も、誰も否定できないはっきりとした形で、暗殺の事実が、ここに存そん在ざいしている──。

　──成功だ。ジェイオン近衛師団長の采さい配はい勝ち……。

　カルロは微笑ほほえんだ──ように見えた。ただ筋きん肉にくが緩ゆるんだだけ──同時に、体の方の感覚も戻ってきて、カルロはレティと共に一歩を踏み出した。思っていたよりも、時間は経たっていなかった。カルロが駆かけ寄よったのは、周囲に控ひかえている医い療りよう班はんよりも先だ。

「陛へい下か、お怪け我がはありませんか」

　みなの問いかけ。カルロも同じ言葉を口にした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……」

　カルロは、医療班が毛もう布ふを用意するよりも先に、皇帝を横にした。

　集まっている皇帝一族。心配する彼らを制せいして、カルロは、皇帝の衣い装しようの締しめてある部分を、上から緩める。皇帝は、自分に触ふれているのがカルロだから気に入らないのか、大丈夫だと、もう一度言って、体を起こそうとした。脈を取りながらカルロは言った。

「陛下、今しばらくは動かれませぬように」

　暗殺は防ふせいだ──あとは皇帝に裁さばきを迫せまるのみである。

　カルロには、思う通りの裁きが展てん開かいする自信があった。
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　皇帝が中へ引っ込んでから、建国記念式典は中断されたまま。混乱めいた空気の中で民はざわめいている。そして、発砲から、さほど時も経っていないというのに、皇帝のいる広間へは、暗殺実行犯の狙撃手が連れられてきていた──宮きゆう廷てい武ぶ官かん長ちようの手によって。

「陸軍狙撃部隊所しよ属ぞくの男です。シャンベルト陸軍大佐の指し示じと自白しています」

　口を塞ふさがれた男。その顔には殴なぐられた傷きずがある。そしてジェイオン宮廷武官長の部下たちが、さらに二人を捕とらえている。

「そして彼らは、狙撃実行の補ほ佐さとして見み張はりをしていた者たちです。計三名を実行犯として捕らえましたが、シャンベルト大佐に関しては、何分、彼の屋敷の周辺には民も多く、事を荒あら立だてないため、大掛かりな出動は控ひかえさせていただいております」

　あまりに手て並なみのよい彼らの登場に驚いているのは、ローゼリアだ。皇后の味方は、ここにいるカルロとルシドであるはずだった。が、後ろに下がりつつ、医療班を手伝っていたカルロが、皇帝に向かって言う。

「陛下のお顔の色もよくなって参りました。民の前に立つことも可能かとは存じますが、武官長殿が実行犯を捕らえたとはいえ、黒くろ幕まくが次の手を講こうじないとは限かぎりません。ここは代理を立てた上で、謁見の儀を急ぎ再さい開かいすべきかと。民も案じておりましょう。ご判はん断だんを」

　そしてジェイオン武官長が、すかさず提てい案あんする。

「ここはオルス殿でん下かに、挨拶をお願いなさってはいかがでしょう」

「そ、それならば、ジルヒスが……」

　口を挟はさむローゼリア。ここでカルロが再ふたたび、誘ゆう導どうする。

「恐おそれながら申し上げます。ここは民にも信しん任にんの厚あついオルス殿下が向かわれるのがよろしいのではありませんか」

　烈れつ火かのように顔を紅こう潮ちようさせ、呪のろい殺そうとでもしているかのように睨にらみつけるローゼリアを、カルロは肌はだで感じるだけで見ることはせず、オルスを見上げた。オルスが、カルロとジェイオンに頷うなずいて見せる。それから皇帝に対して跪ひざまずき、是ぜ非ひ私に、と申し出た。

「父上、どうか私に果たさせていただきとうございます」

「しかしまた発はつ砲ぽうがあるやもしれぬのに、おまえを……ここは五聖せい士しに代理を」

「五聖士だけでは、体面が保たもてません。私のことは案じて下さいまするな」

　オルスが歩み出すと、五聖士は敬けい礼れいして続こうとした。五聖士たちの後押しを得たオルスは、皇帝に、こちらで休んでいて下さいと言い残すと、民の前へと出て行く。ルシドを始め、五聖士は、オルスの周囲を固め護ご衛えいに専せん念ねん。その間に皇帝は、担たん架かで運ばれた。

　憤ふん慨がいするローゼリアも、いつまでもそんな態たい度どをとっているわけにもいかず、気き遣づかう振りをしながら皇帝を追いかける。彼女の侍じ女じよもそれに続いた。

「レティ」

　カルロは呼よびかけ手を差し出した。ここでは、婚こん約やく者しやカルロの顔。レティは少し目を伏ふせて、視し線せんを合わせないようにしながらも、カルロの手に自分の手を重ねて、共に歩く。

「陛下の具合はどうなのでしょうか」

「案ずることはありません。今のことで大事に至いたることはないでしょう。ただご高こう齢れいでいらっしゃるので、体のあちこちをお悪くされているようですが」

　あれ以来、初めての会話だった。クレアは今はもう、これまで通りレティの部屋で寝ね泊とまりをしている。クレアの報告によれば、レティに謝ったら、そんな必要ないと笑われ、それからは、ウェルラントのことや陶とう磁じ器き作りのことなども、色々な話を遠えん慮りよなく出来て、お互たがいに前よりもおしゃべりに夢む中ちゆうになっているらしい。

　──婚約解かい消しようということになるのだろうな……和平会談が終わるまではこのままでいてくれ、演えんじていてくれ……というわけにもいかない。拭ぬぐいきれない不安と、彼女への申し訳なさと、自分勝手さとが混まじり合って、もやもやしたものがカルロの体内を巡めぐっていた。

「レティ……その……君は命の恩おん人じんだ。恩人にはそれなりの恩を返さないといけないと思うのだが、仇あだで返してばかりの私は、どうしたらいいのだろう」

「それはもう……お分かりでしょう。あたくしが望むような結果になれば、それでよいですわ。そのために、カルロ様の恩人ぶっているのですもの」

「……ありがとうレティ」

「お礼を言われる義ぎ理りはございません。お礼を申し上げるのであれば、あたくしの方です。ファレットのようなお友だちが出来て、とても満たされているのですから。引き合わせて下さったのは、カルロ様です。もちろん婚約者としてカルロ様と過すごした時間も有ゆう意い義ぎなものでしたけれど……彼女との時間は、もっと貴とうといものでした」

　イルマもではないのか、という言葉をのみ込んだカルロに、レティはさらに語る。

「イル……リュコスもまた、あたくしを目覚めさせて下さいました。あたくしの心はいつも自由なのだと──どうして気づけなかったのでしょう。彼に教えられることがなかったなら、いつまでも、籠かごの中の世界をすべてと思い、諦あきらめて受け入れたままでいたことでしょう。空も大地も、こんなにも広くて大きいのに。せめて心だけでも自由であればよかったのに」

　そこまで熱く話してから、レティは赤くなった。

「ごめんなさい、意味が分かりませんわよね」

「なんとなく分かります。ですがその……彼が、空だ大地だと申し上げたのでしょうか。申し訳ない。想そう像ぞうするとおかしくて」

　くすくすと笑いを漏もらすカルロ。会心の笑みを返すレティ。

「彼がはっきりと仰おつしやいましたわ。ある意味……と申しますか、カルロ様よりも紳しん士し的なので、正直驚いておりますの」

「それはまた。そんな彼を私もこの目で見てみたいものです」

　二人の笑い声が重なると、顔を見合わせてまた笑い出した。
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　オルス皇子が、堂々とした挨あい拶さつと演説で民たみを静め、建国記念の式典は終しゆう了りようした。十日間の祭りを終え、皇こう帝ていの無事を安あん堵どする空気も相あい俟まった余よ韻いんの中、裁さばきの時が訪おとずれようとしていた。ジェイオン宮きゆう廷てい武ぶ官かん長ちようの澱よどみのない、はっきりとした報告が皇帝の寝しん室しつに響ひびく。

「暗殺を企くわだてたのはローゼリア皇こう后ごうです。皇后陛へい下かの指し示じで動いていたのは、陸軍師し団だん長ちようノーズ。シャンベルト大佐は、狙そ撃げき手しゆの選定と実行を指し揮き。皇后はすべて承しよう知ちしています」

　皇帝は言葉を失った。そこにいる五聖士も、何も言わない──ルシドを除のぞいて。

「陛下。このままというわけには……」

　暗殺実じつ行こう犯はん逮たい捕ほの活かつ躍やくを見せた護ご衛えい責せき任にん者しやの宮廷武官長ジェイオンも同席する中、皇帝及および五聖士で話し合いが持たれることとなる。皇帝のいる寝しん台だいの周囲を、みなで囲んだ。

「どうしてローゼリアが私を……」

　ルシドが回答する。

「陛下は最近、オルス殿下やレティシーヌ殿下の前で、隠いん居きよの言葉を何度もおっしゃいましたので。それが皇后陛下の耳に届とどいたということも考えられます。あるいはそうではなくても、そろそろ隠居なされるとお感じになっていらしたのでしょう。陛下がオルス殿下を皇位継けい承しよう者しやとしてご指名なさると思って、それを阻はばもうとなさったのではありませんか。陛下が暗殺されるようなことになれば、皇位継承者の指名は、遺い言ごんにより五聖士が執とり行なうことになります。皇后は、陛下の口頭による指名で皇位継承がなされる前に、遺言による継承が行なわれることを望まれたということとお見受け致いたします。遺言証書に明記されている名が土ど壇たん場ばでひっくり返ることはありません」

　しかし……と、皇帝が首を傾かしげる。皇位継承が口頭によってなされようと、遺言によってなされようと、ローゼリアに何の違いがあるのか、皇帝には理解できなかったのだ。

「いざとなれば、第一に愛していらっしゃる息子を指名すると思い、皇后陛下は心もとないお気持ちでいらしたのでしょう。陛下の、オルス殿下を溺でき愛あいなさるご様子は、誰の目にも明らかですから。理り性せいで考え抜ぬいた結果が、ジルヒス殿下の継承であったとしても、本来なら第一皇子であらせられるオルス殿下が継ぐべきであるわけです」

　ルシドの説明に、皇帝は一ひと先まずは納なつ得とくして頷うなずいた。だが、ローゼリアに話を訊きかないことにはどうにもならない。ローゼリアを呼ぶよう命令が下される。

　そうして、侍じ女じよを伴ともない参上したローゼリア──まずは挨拶として、皇帝を見み舞まう言葉を並ならべる。皇帝は、そんなことはどうでもよいとばかりに訊たずねた。

「建国記念式典で私を暗殺しようとしたのは、おまえか、ローゼリア」

「な、何を仰るのです。そのようなことがあるはずがありません」

　そこで、ジェイオン武官長は強い口調で、皇后に言った。

「ノーズもシャンベルトも色々と自白しております。ローゼリア陛下の指示で、と」

　実際は何も語られているわけではない。取調べをしているのは、彼の部下たちだ。宮廷での治安に関することは、その責任を担になう近衛このえが管かん轄かつしている。

「そのような適てき当とうなことを申すものではありませんよ！」

　それから少しおいて、高ぶった様子で皇帝に訴うつたえる。

「カルネロスの罠わなですわ、陛下。私を邪じや魔まに思って罠を仕掛けたのです。きっと陛下の暗殺の指揮をしたのも、彼です。お噂うわさを耳にされたことはありませんか。カルネロスが、レティシーヌと婚こん約やくしたことをいいことに、皇帝の座ざを狙ねらっているのだと」

「あの男に、その手の噂はつきものであるらしいな」

「そのように甘あまいことを仰っていてよろしいのですか。今、彼はどうしているのです」

「部屋にいるのではないか」

「私に彼と話をさせて下さい……」

　暗殺事じ件けんのごたごた以来、談話室にカルロは姿すがたを見せていなかった。使いを呼びにやらせても、無む視しされていた。ローゼリアの中で、嵌はめられたのかもしれないという懸け念ねんが、まさに今、確かく信しんに変わった。ノーズにしても、本当に自白しているか怪あやしい。そう簡かん単たんに罪つみを認みとめるような男ではない。こうも鮮あざやかに手が伸のびるとは──彼の罠としか思えない。

「ネロスも……カルネロスも、この事件に関かかわっているというのですか」

　ルシドに訊ねられて、ローゼリアは、その白々しさに腹はらが立った──いや、そうではない、と思い至いたる。もしすべてがカルネロスの噓うそだったとしたら──彼がルシドを誑たらし込こんで、遺い書しよを偽ぎ造ぞうしたというのも噓。ルシドは何も知らないのではないか。しかし、だとしたら、彼に渡わたされた、ジルヒスと書かれた遺書は何だったのか──偽造とはいえ、本物──本物として通用するだけの巧こう妙みような偽造であることを確認している。鑑かん定ていの専せん門もん家かに調べさせたのだから、間違いない。押おう印いんもすべて本物という結果。偽造に成功したものと思っていた。彼が一人で偽造したもの？　彼一人で、未公開の遺書を偽造するなんて不可能。一人で用意できるものではない……やはりルシドは彼に味方していたはずである。

「ルシド……」

　恨うらみを込めた皇后ローゼリアの声。

「あなたは皇帝陛下に対して何も背はい信しん行こう為いをしていないと申しますか」

　取り乱みだしていることで事は不利になっていくことを、彼女は自覚する余よ裕ゆうすらなかった。

「私が何かしたと仰おおせですか。陛下に忠ちゆう誠せいを誓ちかい、誠せい心しん誠せい意いお仕え申し上げております」

「陛下、カルネロスを！」

　わなわなと震ふるえる皇后。皇帝の目配せで、五聖士の一人が、カルロを呼びに出て行く。

「陛下は、私のことよりも、偽いつわりの証しよう言げんをお信じになるのですか！」

　皇帝は顔を背そむけ、唇くちびるを嚙かみ締しめるだけで何も答えない。五聖士の一人が提てい案あんする。

「カルネロス殿どのと話をなさりたいご様子ですので一先ず来るのを待ちましょう」

　みなが頷うなずき、息を吐つく。のんびりと腰こしを落ち着けることになった──が、ただ一人、皇后だけは、苛いら立だったように指を組み変えたり、足を揺ゆすったり、頻ひん繁ぱんに動き続けていた。

　間もなくして現あらわれたカルロは、いつもと変わらぬ態たい度どで、悠ゆう然ぜんと一同に挨あい拶さつをした。

「カルネロス。あなたが私を犯人に仕立てて、陛下の暗殺を計画したのですね」

　ローゼリアに睨まれると、カルロは、口角を緩ゆるめ、泰たい然ぜんたる口調で言い放った。

「何を仰おつしやるかと思えば、ご冗じよう談だんを。みなさん、神しん妙みようなお顔でいらっしゃるので、真ま面じ目めな話に呼ばれたものとばかり思っておりましたが」

　真しん剣けんですよ！　と、ローゼリアが声を荒あららげ、さらに並べ立てた。

「あなたは、私やノーズを嵌めて、自分が陸軍師し団だん長ちようの席を奪うばおうとしたのでしょう」

　カルロが野心家の軍人であることに関してローゼリアは、今なお疑うたがっていなかった。そして同時に、皇帝になる、というのも本当なのだと考える。

「私を首しゆ謀ぼう者しやに仕立てたのは、私を追放することで、私の息子むすこたちの力を削そごうとしたからですね。四人の兄弟をまとめて、のけ者にしたかった。そうなれば、オルスさえ暗殺してしまえば、力はすべて、レティシーヌの夫となったあなたのもの。皇位を継つぐには、その前に妻の兄も一人、説得しなければならないでしょうけれど、彼は大人しい子ですから。そうやって皇帝になることも出来ます……あなたが野心家であることは有名ですからね」

「私は既すでに軍人を辞やめた身。師団長の地位を望んでなどおりませんし、まして皇帝の地位を狙うなど、そのようなばかげた話、もはや笑い流すしかありません」

「とぼけるのですか！」

「とぼけるも何も、何を根こん拠きよにそのようなことを……」

　当とう惑わくした様子のカルロ。あまりのわざとらしさに、ローゼリアの怒いかりも頂ちよう点てんに達した。もはやなりふりを構かまっている余力もない。

「あ、あなたが私に近づいてきたのは、何のためだったのか、説明なさい！」

「近づいたという仰りようは、解げせません。レティシーヌ殿でん下かと婚約をした私が、義は母はとなる方に挨拶をしてはまずいと仰おおせですか。ご迷めい惑わくでしたなら、お詫わび申し上げます」

「なんてあくどい男なの。卑ひ劣れつすぎて言葉も出ません」

　そして、舌の根も乾かぬうちに言い募る。

「あなたが皇帝の暗殺を計画したのですわ。私を嗾けしかけた。遺言の偽造話をもちかけたのも、あなたではありませんか。ルシドと組んで」

　ルシドをも睨みつけるローゼリア。が、ルシドは訳わけが分からないという顔をした。

「ルシド、おまえは何かしたのか」

　皇帝に問われて、いいえ、と力強く答えるルシド。

「ルシド、遺書を見せなさいっ」

「それは出来ません。誰だれにもお見せ出来ないことになっております」

「いいから見せなさい。あなたが皇帝陛下を裏うら切ぎっている証しよう拠こを見せるのです」

　皇帝は、それを聞いて唸うなり、ルシドに遺い言ごん証書を持ってくるように言った。ルシドが頷き、自分の館やかたへと向かう。その間にローゼリアは、すべて、ありのままを話した。そしてカルロを責せめる。みな彼が企たくらんでやったことだ、と。

　しかしカルロは、顔色一つ変えなかった。時折わずかに呆あきれた顔はしたものの、冷静なままで、彼女の言い分にも淡たん々たんと回答する。

「まず第一点、先ほども申し上げましたが、私がローゼリア陛下にご挨拶に伺うかがったのは、母君となる方に挨拶をしたいという思いからです。陛下が、談話室に毎晩のようにいらっしゃると伺ったので、お訪たずねしたまで。そちらにノーズ殿もいらしたが、それはたまたまのこと。とは申しましても、私もかつては陸軍所しよ属ぞくの軍人です。少々懐なつかしく思いながら、ご挨拶申し上げました。それから何度も談話室へ伺っていますが、それは、陛下よりのお誘さそいのお言葉をたまわったからに他なりません。息子として気にかけて下さっていると、心から感謝申し上げておりました。まさか、陛下がノーズ殿と暗殺計画を練っておいでだったとは、思いも寄よらぬこと。そのようなお話がなされていたこともございませんでした。

　それから第二点、私が、遺言証書には、次期皇帝にオルス皇子の名があるとご説明申し上げたということですが、そのようなことがありましょうや。遺言の内ない容ようは、皇帝陛下と五聖せい士しの方々のみしか知らぬこと。私に内容など分かるわけがありません。

　そして第三点、遺言証書の偽造を申し入れ、私がそれを用意したということに関しても、一体どうしてそのような真ま似ねが出来るのか。遺書を拝はい見けんしたこともなく、術すべがない。陛下が確かく認にんなさったという『偽造遺書』ですが、ルシド殿と私が通じて偽造したものと？　確かに我々がそのような関係にあるなら、私も遺書がどのようなものかを知り得たでしょう。ですが、私は今、皇国大使の立場にあります。新皇こう王おうロルフ陛下と私は友人関係にあるのです。ルシド殿からは、帝てい国こくの裏切り者であると罵ののしられ、皇国側の国家機き密みつを漏もらすようにと強要させられている身。間ま違ちがっても通じ合うような関係にはなり得ません」

　そこで、ローゼリアが笑い出す。

「あなたが遺書の偽造に関かかわっていた証拠を見せましょう」

　そして、ルシドが戻もどってきた時、彼女は勝ち誇ほこったように言い放つ。既すでに彼女は敗者であり、皇帝も彼女の方は決して見ていないのだが、そんなことは彼女にとってどうでもよかった──そんな斜しや陽ようの現げん実じつに目を瞑つむっているだけという面もあったが、憎にくしみ余あまって八つ裂ざきにしてやりたいその男を、地じ獄ごくの底へ引きずり落とすことだけに集中していた。

「カルネロスとルシドが、いかに通じていないと主しゆ張ちようしようと、ここに、ルシドが陛下を裏切り、遺書を持ち出した証あかしがあります。ジルヒスの名があるのが何よりの証拠」

　きちんとジルヒスと書かれた偽造遺書の方をルシドに渡わたすように、オルスの名がある『真正遺書』は、処しよ分ぶんした。もはやこの世に存そん在ざいしない──それだけで、ルシドは罪を負う。それは、偽造に加か担たんしている証でもあるはずだった──しかし……。

　箱に厳重に保ほ管かんされているそれを取り出したルシドから、遺書を引ひっ手た繰くった瞬しゆん間かん、ローゼリアは青ざめた。使われている紙も見た目も同じ、折ってある大きさも同じ──けれど、手て触ざわりが違う。そこに保管されていなければならない『偽造遺書』とは明らかに違う。

　──カルネロスから渡された二通の遺書は……最初から両方とも偽にせ物ものだったということ？　専せん門もん家かの目を掻かい潜くぐれるほど精せい巧こうに作られた偽物──紙し質しつの違いを見抜かれないために、わざわざ二通分を作成したということ？

　ローゼリアは保管されていた遺書を開いた。その文面も文字も配置も、すべて見たことのあるものだった。彼はこの遺書を見て知っている。ますます混こん乱らんした。それでも、皇帝に向かって最後の主張をする。その名がある限かぎり、これは『偽物』なのだと思って──。

「オルスではなくジルヒスの名があるではありませんか！」

　皇帝は、彼女を見ることなく答えた。

「本物である。五聖士は誰も私を裏切りはしない。おまえとは違うのだ。どうしてジルヒスの名があると偽物なのだ。私は最初からジルヒスの名を記した」

　口を開けるローゼリア。まさかあり得ない──動どう揺ようする。それは、カルロの口車に乗せられたという思いではなく、心の底からずっと、皇帝がオルスを指名するものと思い込んでいたからだ。『ジルヒスの名が書かれた本物』が存在するなど、考えたこともなかった。

「で、ですが陛下！　陛下はジルヒスに？　どうして！」

　顔を背そむけたまま、皇帝は低い声で言った。

「どうもこうもない。私の夢ゆめは、世界帝国イリアーラの建国。ラゼ大陸全土を支し配はいすること。だがオルスは、戦争を嫌きらう。ジルヒスでなければ、私の夢を継ついではくれない。ジルヒスの方が我わが帝国の皇帝には相応ふさわしい。兄弟もみな、ジルヒスを支ささえるだろう」

「そ、そんな……陛下は、オルスのことばかりを愛していらしたではありませんか」

「そうか……すまないな。そうであったかもしれぬ。だが、他の子たちのことも愛している。ローゼリア、おまえの言葉を信じたい。これがすべてカルネロスの仕組んだことだったとしよう。だがしかし、ローゼリアよ、おまえはジルヒスを皇帝にするためならば、私を殺してもよい、いや、殺したいと思ったのだ。その点は、曲げようもない。

　私は驕おごっていたのか。世界帝国を築きずき上げる夢は、もうこの年だ、叶かなわぬ。だから息子むすこに託たくしたい……けれど、家族の愛あい情じように包まれ、家族に看み取とられながら死にたいと思い──それは叶うものと信じて疑わなかった。だがそうではなかったようだ。残念だ……」

　ローゼリアは泣き崩くずれた。せめて手元に、オルスと書いてある遺書を残していたならば、誰かが遺書偽造に手を染そめたことの証拠になったかもしれないとも思った。が、オルスの名のある、本物と思っていたそれなど、燃もやして灰はいにしてしまったのだ。仮かりにその遺書が手元にあったとしても、この男ならば、いかようにもはぐらかすであろうとも思われたが──いや、灰にしてしまうことさえも、彼の計算通りだったのかもしれない。ローゼリアは、紡つむぐべき言葉を見つけ出す気力も、カルロを睨にらもうとする力も失った。

　夫を信じきれず、自分も息子も愛されていないと思い込んでいた妻の末路──カルロは、彼女を見つめた。いつもの大きな態たい度どからは想そう像ぞうもできない小さな背が震ふるえている。

　ローゼリアが暗殺計画を練っている──切り崩くずすにはここしかない──だから近づいた。ルシドから遺書を見せられた時、遺書にジルヒスの名があり、何もしなければ、いずれ彼女の息子が皇帝になることを知った。だが、彼女の欲よく望ぼうと画かく策さくに乗って、彼女を煽あおった。彼女がこうなった責せき任にんの一いつ端たんは、間違いなく自分にあると、カルロは思う。

　皇国大使であるうちに、三国同どう盟めいと三国共通通つう貨かの発行の承しよう諾だくを取り付けるためには、それを理解してくれる人物を味方につけるしかない。狙ねらい通りオルスは、協力を約束してくれた。その裏うらには、彼が平和主しゆ義ぎ者しやであるということもさることながら、ジルヒス皇帝の誕たん生じようを阻そ止しし、オルスを皇位に就つかせるという条じよう件けんがあったことも事実。祭りの暗殺未み遂すい事じ件けんが暴あばかれれば、ローゼリア一族は失しつ脚きやくする──そうなれば、必然的に……。
















　カルロは、自分の思い描えがいた未来が訪れることを確信しながらも、すっきりしない思いに駆かられていた──私が悪いのだろうな……。

　罠わなにかけた申し訳なさよりも、どこか哀あわれで空むなしい気持ち──そして、ローゼリアの末路は、あるいは自分の末路にもなり得るものであり、決して他ひ人と事ごとではないと感じた。

　──クレアを信じられず、未来を信じきれず……その末路は……。

　カルロは、改めて胸むねに誓ちかう──信じる思いを決して失わない、と。

「おまえの仕し業わざか、カルネロス」

　話しかけたのは、皇帝である。

「存ぞんじません」

　知らないことなのだな、と皇帝は再さい度ど確かく認にんした。カルロが、存じません、と再度きっぱり答えると、今度は彼の真意を確たしかめるために、こう言った。

「ならば、おまえをノーズ師し団だん長ちようの後こう任にんに任命する」

　皇帝は、喜んで飛びついてくるものと思っていた。ルシドからそういう男なのだと聞かされている。師団長の地位は、喉のどから手が出るほど欲ほしいであろう、と。しかし──。

　カルロは跪ひざまずき、丁てい寧ねいに言った。

「有あり難がたきお言葉。ですが私は、そのような器うつわではございませぬ。僭せん越えつながら申し上げます。陸軍師団長に相応ふさわしいのは、こちらにおいでのルシド殿どのかと存じます」

　思ってもみなかった返事。皇帝は思っている──ローゼリアを嵌はめたのは彼なのだ、と。だが、本ほん性しようを見せない。

「では、皇帝の座ざをやる。隠いん居きよを決めた。ジルヒスに譲ゆずっては後々問題になる。だが他に、世界帝国建けん設せつの夢ゆめを託たくせる息子がいない。武ぶ人じんのおまえならば、夢を引き継いでくれよう」

　皇帝は思っている。三国同盟だ何だと使者として来ているが、それは彼がウェルラントでの地位を築きずいたからであって、結局、上を目指しているだけなのだ、と。そして今は、このイリアーラでの地位固めのために動いているのだ、と。どの国でどの地位まで行くのが得なのか、彼の中で、計算がなされているのだ、と。

「恐おそれ多いお話、夢だと仰おつしやって下さい、陛へい下か。とても陛下の跡あとを継ぐことなど叶いません。そのような大役を果たすことは出来ません。まして私は、義ぎ理りの息子。外から入ったものが皇位を継ぐなどもっての他。他に相応しい血と能のう力りよくを備そなえたお方にお譲り下さい」

「では何が望みだ。和平か……そのために私を追い詰つめるか。ジルヒスを排はい除じよさせようとしたのは、和平など耳を貸かさぬ皇帝などいらないからか、私同様に。だから私を暗殺しようとした……そして、首しゆ謀ぼう者しやとしてローゼリアも共に片かた付づけようとしたのだ……おまえが大使としての任を果たして、皇王の信を得るために」

　帝国での地位を望まぬならば、双そう璧へきをなすもう一つの大国ドルラードでの権けん力りよくを目もく論ろんでいるに違いないと考え、そう迫せまった。好戦派はの皇帝を邪じや魔まに思っても、カルロに殺す気はなかったわけだが、皇帝の言っていることは、概おおむね正しい。信を得るためという目的もまた、本末転てん倒とうで見当違いではあったが。

「もしそうであったなら、どうなされるのでしょう、陛下。いいえ、義ち父ち上うえ」

　ルシド以外の五聖せい士したちが息を呑のむ。これまで何度か対面していながら、まるで感じたことのなかった彼の鋭するどい野や獣じゆうの牙きばが見えたのだ。切れる男だというルシドの言葉を、初めて身をもって実感していた。

「おまえのような男にレティシーヌを……いくらレティシーヌに宮きゆう廷ていにいて欲ほしかったとはいえ……おまえのような卑ひ劣れつな男と……」

　震ふるえる皇帝の手を握にぎり、跪いたのは、ジェイオン武官長だ。

「陛下、お気をお静しずめ下さい。カルネロス殿を恨うらむことで、気持ちのやり場をお作りになりたい思いは察しますが、証しよう拠こは何一つなく、出ている証拠も証言も、示しめしているのはすべて、ローゼリア陛下の暗殺計画なのです。カルネロス殿を疑うのは、理にかないません」

　ボロボロと溢あふれる涙なみだ──皇帝が叫さけぶ。カルネロス、出て行け、と。

　この後の裁さばきを、いちいち見み届とどけるまでもないと、カルロは、素す直なおに退たい室しつした。

　憎にくい男が出て行くと、皇帝は自問するように言った──どうしたものか、と。

　ルシドが進言する。

「主しゆ犯はんである皇こう后ごう陛下には、退しりぞいていただかぬことには、示しめしがつかぬでしょう。また、皇后陛下が元げん凶きようとなって何が起こるか知れませんので、お傍そばに置かれるのは危き険けんかと」

　そこでローゼリアが、顔を上げて涙ながらに訴うつたえる──すがるように。感情を迸ほとばしらせて。

「何を言うのっ。私は何もしませんっ。陛下、私をお傍に！　処しよ罰ばつするならば、カルネロスとノーズ師団長に。それが筋すじです！」

　今いま更さら、筋も何もないのだが、今度はノーズを槍やり玉だまに挙げようとした──実じつ際さいには、そんな理路整然とした何かで言い逃のがれようとしたわけではなく、ただ必死だっただけなのだが。

「もちろん、陸軍師団長ノーズの謀む反ほんも見み過すごすわけには参りません」

　ルシドはそれを受けて、続けた。

「彼が軍を操あやつり、都を包囲するようなことがあっては、近衛軍だけでは、いずれ都は陥かん落らくすることになるでしょう。無む論ろん、陸海軍の全軍が彼に従したがうとは思えませんが、陸軍最大の軍ぐん閥ばつに君くん臨りんしているノーズ師団長の力をもってすれば、都の包囲も実現可能。油ゆ断だんはなりません。直ちに彼も追放すべきです。当然のことながら、シャンベルト大佐もです。彼らに対して明確に処罰を加えていくことで、彼らの人脈は断たち切れ、よからぬ計画があったとしても、以後は分解していくはずです。悪い連れん鎖さは断ち切れましょう」

　そこでまた、ローゼリアが訴える。

「そうです、陛下。力を持っているのはノーズなのです。私に何が出来たと仰おつしやるのです！」

「だが、そのノーズを動かしていたのが、おまえなのだ、ローゼリア。私を殺そうとしたなど信じたくない。しかし、みながそう証言している以上、このままではならぬのだ」

　そこで一呼こ吸きゆうを置くと、皇帝はローゼリアを睨にらみ、言い放った。

「黙だまって都を出て行け」

　死し刑けい宣せん告こく同様の言葉を皇帝より直ちよく接せつ告げられて、皇后は──失神した。侍じ女じよに連れられ退室することになる。

「こうしてカルネロスの罠わなに嵌はめられていくのか……」

　皇帝は脱だつ力りよくした。すべてを投げ出し隠居したいという思いが過よぎる。そして、このことさえも、あの忌いま々いましい男の術じゆつ中ちゆうに陥おちいっているのだと感じると、ますます怒いかりが込み上げ、同時にまた力も抜けて、気分が悪くなった。

　そして、裁きは、皇帝の望まぬ方向へ、カルロの望む方向へと流れていく。

「ローゼリア皇后が退しりぞいて後、ジルヒス殿下や弟君たち兄弟が、母の復ふく讐しゆうだと何をしでかすか分かりません。陛下のお命をまた狙ねらわないとも限かぎらない。共に追放すべしと存じます」

　それが、五聖士たち全員の意見だった。皇帝も頷うなずくしかない──あの男の作り出した筋書きであろうとも。皇帝の中でカルロへの憎にくしみがとめどなく膨ふくらんでいく。

「ですが、それではあまりにも無情すぎる処しよ遇ぐう」

　五聖士の意見に、武官長ジェイオンが口くち添ぞえる。

「しばらくは暇いとまを出して、遠方でご静養なさっていただくことにしたらよろしいのではないでしょうか。その間に、オルス殿下が、宮廷での地位を盤ばん石じやくたるものとし、しかる後に、ジルヒス殿下たちにお戻りいただくような形が、好ましいと考えます」

　それにはルシドも賛さん成せいした──ネロスの思おも惑わく通りだ、と思いながら。そして、皇帝退位へと話が進むであろうことも、ネロスの狙い通り──。たとえここで自分が言葉を挟はさまずとも、武官長が、退位へと誘ゆう導どうするであろうし、そうでなければ、武官長の息子むすこラスヴァールが、それを求めるに違いなかった。皇帝はラスヴァールの言うことには、まず逆らわない。とはいえ、この皇帝の憔しよう悴すいしきった様子からしても、退位を誰が求めようと、それがネロスではない限りは、頷きそうである──。ルシドは、「やられた」と、どこか爽そう快かいな気分になりながら、提案した。皇帝の退位を──。

「陛下には、今しばらくご心労をおかけ致いたしますが、ジルヒス皇子派の貴き族ぞくたちを、オルス殿下が従したがえていくことが出来るよう、陛下自らがオルス殿下に、はっきりとした形で皇位をお譲りになり、お傍で支えあそばして、オルス皇帝陛下の地固めにご尽じん力りよくなさるのがよろしいかと存じます。それが、強い帝国を維い持じするのに不可欠のこととなりましょう。恐おそれながら、命を狙われている皇帝が位にある状じよう態たいも、好ましいものとは思えません。建国記念式典で陛下の代わりに挨あい拶さつをなさったオルス皇子が、民たみの間では、すでに後こう継けい者しやとして認にん識しきもされています。陛下のご病気のこともありますので」

　そして、ルシドに賛さん成せいする意見が続く。しばらくして反対も出るが、結局、彼の考えに、みなが頷いた。そして皇帝も──。

「その時が来たというわけか……」

　歯がゆくとも、帝国の権けん威いを守るためにそれは必要なことだと理り解かいせざるを得なかった。

　皇帝が妻つまに裏切られて暗殺未み遂すい事じ件けんが起こったのだと公おおやけに出来るはずもない。表向きは、ノーズ師し団だん長ちようの独どく断だんによる反はん逆ぎやくとして裁さばかれるのだ。しかし同じ時期に、ローゼリア一族が都を離はなれ、静養するとなると、暗殺事件に関係していると噂うわさされることになる。

「陛下がここで退位なされば、ローゼリア陛下やジルヒス殿下らが、まとまって都を離れても、後継者争いのいざこざによるものと、民は解かい釈しやくすることでしょう」

　病と事件をきっかけに、皇帝の位をオルスに譲りさえすれば、ローゼリア一族の失しつ脚きやくが、周知の後継者争いの結果であると掏すり替かえることが出来る──そして、強い帝国を守るためには、ジルヒスたちを連れ戻す前に、オルスの皇帝としての力を確かつ固こたるものにしなければならない。それを手伝えるのは、父である先代の皇帝だけ。二つに分ぶん裂れつしている内部を、一つにまとめるよい機会でもある。

　ルシドの進言を、皇帝は黙って聞いていた。すべての流れ、うねりが、あの男の掌中にある──その中に、生気さえも吸すい取られる気がした。

　オルス、ジルヒス兄弟、レティシーヌと兄が、皇帝に呼ばれる。オルスが皇帝の位を継ぐよう、皇帝から命じられる。ジルヒス兄弟が驚おどろいて、何かを言いかけるが、その前に、都を一時離れるように言われて言葉を失った。そこで、ローゼリアの暗殺と追放の話がなされ、兄弟は落らく胆たんし、悄しよう然ぜんとして立ち去った。レティの兄は、オルスに尽じん力りよくすることを誓ちかう。そして──皇帝はレティに訊たずねた。

「レティ、カルネロスと結けつ婚こんしたいか」

「いいえ、陛下」

「そうか。やはり最低な男であったか」

「いいえ。カルロ様は、とても素す敵てきな方です。身近でお話しさせていただくようになって、以前よりもずっと好きになりました。尊そん敬けいする思いも増ますばかり。ですが、恋する思いとは違います。あたくしは、恋を知りませんでした。でも、これから恋をしたいのです。でもその相手に、カルロ様ではなれません。今は、彼と結婚したいとは考えておりません」

「婚約解消を所望するということか」

「はい」

　レティが恋をするとか、好きな男が出来るというのも、皇帝にしてみれば、考えたくないことだが、今は、婚約解消を娘むすめが傷きずつくことなく承しよう諾だくしてくれたことの方が嬉うれしかった。

　この後すぐに、皇帝の使いが、カルロの下に行く。婚約は解消された、という連絡と共に、オルスが皇位を継ぐことになったことも知らされた。

　カルロの予よ測そく通り、収おさまるべきところに収まった──オルス皇子が皇位を継承した。

　これでカルロの仕事は、ほぼ終わった──かに見えた……。

　カルロのすべき残りの仕事は、楽に終わるはずだった。オルスとは、既すでに話がついている。帝国貴族としての立場ではなく、ドルラード全権大使として正式に迎むかえてもらえることにもなっている。新皇帝は、終戦協定及び三国同どう盟めいに応おうじる──あとは、三国で共に調印式を行なうため日につ程ていの調整をするだけでいい。合意文書の作成が始まる手て筈はずも整っている。文書もカルロの方で準じゆん備び済ずみだ。それが下書きとされるのであれ、正式なものとして流用されるのであれ、あとは大臣たちの説得だけ。それも、最悪の場合、皇帝の強きよう制せい権けん限げんをもって解かい決けつできる。大使である期限内に、すべて成し終え、余よ裕ゆうで皇国に向かえるはずだった。

　カルロはやり遂とげたという充じゆう足そく感に浸ひたっていた──ルシドが訪たずねて来るまでは……。
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　オルスは、皇帝として職しよくをこなし、皇帝として振ふる舞まっている──がしかし、即そく位い戴たい冠かん式が済むまでは、正式には皇帝代理の地位だ。即位戴冠の日程は既に組まれているが、それまでは──。そして隠居を宣せん言げんした身でありながら、正式なる皇帝位にあるのは──。

　皇帝は不ふ機き嫌げんだった。病状もますます悪化した。部屋の中を動くことも出来ず、ずっと寝しん台だいで過すごしている。五聖せい士しは、皇帝の傍そばに二人を残し、三人は、オルス皇帝代理を護ご衛えいし、支ささえた。みなが交代で仕えている。いずれは五人とも、オルスの側近となるわけだが、今はまだ、皇帝の下もとにいることを基き本ほんとしていた──。

　ローゼリアの一族が慌あわただしく都を去ったため、もはやジルヒス派はと言っていた者たちも鳴りをひそめていて、みなオルスを持ち上げ、従したがっている。皇国全権大使カルロとの間での話し合いも進む。記念鈴すずも返してもらえて、今では腰こしにつけて音を鳴らしながら意気揚よう々ようと歩いているカルロに、クレアは他ひ人と事ごとのように言った。

『恥はずかしいからやめたら？』

　カルロは笑うだけで、外しはしなかった。クレアも内心では、それを嬉うれしく思っているのだが、呆あきれた顔をするばかりだ。

　何もかもが、カルロの思い描えがいた通り、順調に運んでいた。皇国大使任にん期き切れまで、およそ三十日──そろそろ和平会談の段だん取どりを帝国側と最終確かく認にんし、ロルフ皇王の下へ報ほう告こくに参上しようと思っていた。旅の行程も、非ひ常じようにゆったりとしたものになる──クレアとイルマを、帝国内の景勝地へ案内しながら港へ向かうことを考えていたほどの、余裕の勝利を手に入れ、カルロは、気分よく過ごしていた。ルシドが訪ねて来るまでは──。

　レティの夫として滞たい在ざいしていた部屋を、今はドルラード大使として利用している。そこへ、ルシドがやって来た。彼がここまで来るのは初めてだ。

「私は、陸軍師し団だん長ちようとなる。五聖士後任にはラスヴァール・ジェイオン殿どのを推すい挙きよした。推挙するまでもなく、皇帝の御み心こころは、常つねに彼にあるわけだが。これで満足か、ネロス」

　位という意味では、五聖士の方が上。ルシドにしてみれば、位が一つ下がることになる。

「色々と私を出しに使った見返りが、師団長の地位か？　おまえには感かん謝しやしているぞ。陸軍の、いや軍部の最高位に君くん臨りんするのだからな」

　陸軍と海軍をまとめ、その予算や作戦に許きよ可かを与あたえるのは、軍事参さん謀ぼう大臣と呼よばれる者であるが、軍人には属ぞくさないため、位の上にいるのとはまた別だ。形だけの大臣でもある。

「ジェイオン殿の方が五聖士には適てき任にんでいらっしゃるかと。ルシド殿は、軍人の方がお似に合あいです。もう実戦はなくなるかもしれませんが」

「そう願うよ。もはや上がないなら、戦いくさで手て柄がらを立てる必要もない」

　ルシドが笑う。

「どうぞ中へ。立ち話もなんですから」

「いや、すぐに終わるからここでいい」

　そこで真しん剣けんな顔をして──ルシドは、低い声で言った。

「皇帝陛へい下かが直々に、軍部に、とある命令を出された、五聖士にさえ相談せずに。陸軍師団長として勤きん務む先さきが変わっている私にも内ない緒しよのことでな、何やら動きが怪あやしいので知るのに苦労した。今動いているのは海軍の方だ。すべてのドルラード演えん習しゆう海かい域いきに向かった。何が何でもドルラード皇国艦かんと鉢はち合あわせて攻こう撃げきを仕し掛かけるつもりだ。既に動いている──ガナッソの軍港を出しゆつ航こうしている頃ころかもしれない。詳くわしい報告はまだ入ってきていないが、そうなれば、どうなるか説明するまでもないだろう。話はそれだけだ」

　身を翻ひるがえした彼の背せに、カルロは声をかけた。

「ありがとうございました」

　深々と頭を下げる。顔を上げた時、ルシドが振ふり返っていた。笑みを残して去って行く。

　──ルシド殿……まさしくあなたは、父の心友だ。カルロは扉とびらを閉しめ、背にした。

　ガナッソ軍港──対皇国戦せん略りやくの中心として建けん設せつされた帝国最大の軍港である。西海の守りの拠きよ点てん。そこから複ふく数すうの皇国演習海域に向けて、満まん遍べんなく出航した──。

　──既に港を出ている頃だとすると……海軍を退ひかせるための連れん絡らくを手て際ぎわよくやらなければ……間に合わない。どうする？

　まず最低でもしなければならないのは、すべての海軍に、戻もどるように命令することだ。そのために、向かった先すべてに、高速艦を連絡にやらせる必要がある。そのためには、オルス皇帝代理にこのことを伝えて、改めて命令を出してもらわなければならない。一いつ刻こくを争うため、自分が連絡役として、早馬でガナッソへ行くのが確かく実じつだが……。

　──その後は？　万が一、戦せん闘とうが始まってしまったとしたら……何が何でも仲ちゆう裁さいして、互たがいに退かせるだけだ。

　けれどそれが可か能のうなのは、戦火が広がる前。本格的に戦いくさが始まれば、当然皇国側の海軍も一気に動き出す。戦の準じゆん備びは、既に整っているだろう。

　──一体どこで演習を……。

　演習は、少なくとも二か所同時に行なうのが、皇国側のやり方。一方が狙ねらわれても、一方がすぐに駆かけつけられるような位置で、互たがいに演習をしている。その場所さえ把は握あくできたら、自分がそこに向かうことも可能だ。万が一に備そなえて。

　カルロの計算では、すでに手て遅おくれだという可能性の方が高かった──が、とにかく急いでガナッソへ行かなければならない。

　カルロは、部屋を飛び出し、走った──。
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　オルス皇こう帝てい代理を通じて、海軍には新たな命令が下された。それによって緊きん急きゆうの命令状が動く──軍ぐん艦かんを引き上げよ、と。カルロは思い留とどまり、連れん絡らく役を買って出ることはしなかった。最新の情じよう報ほうが集まってくるとしたら、この都にである。

「せっかく和平の道が実じつ現げんしているというのに……戦争になってしまいますの？」

「なっちゃうの？」

「なるのか？」

　レティ、クレア、イルマに訊きかれて、カルロは思わず、知るかっ、と叫さけびたい衝しよう動どうに駆かられたが、苛いら々いらをぶつけてどうにかなるものではないので、丁てい寧ねいに答える。

「帝国と皇国の船がぶつかる前に、連絡が行き渡わたって、帝国の軍艦が帰ってくるなら、戦争にはならないさ。和平の話がなくなることもない」

　それは分かっているよ、とクレア。

「海戦が始まってしまうと、それが広がっちゃうんでしょう？　皇国側は、カルロが裏うら切ぎったとして、帝国に攻せめてくることになっているんでしょう？」

「戦いくさの準じゆん備びは済すんでいるだろうからな。帝国とぶつかれば、皇国海軍が一気に動いて、攻めてくるだろう。私が全ぜん権けん大使であるこの期間であっても──」

「なっちゃうのかな……」

　今にも泣き出しそうに言う。

「クレア。大だい丈じよう夫ぶですわよ。カルロ様が、こんなに頑がん張ばってここまで成し遂とげてきたのですもの、神様は見放すようなこと、なさいませんことよ」

　ここはカルロの部屋。レティも、クレアと呼よんでいる。溜ため息ばかりで、死んだようになっている四人。そこへ、五聖せい士しに復ふつ帰きしたラスヴァールが息を切らしてやってくる。

「カルネロス殿どの。よいお知らせが」

　海軍の情報かと思って、一いつ瞬しゆんにして気合の入るカルロ。だが、そうではないことを知って気落ちする──けれども、すぐにまた、胸むねの奥おくから、何かを凝ぎよう縮しゆくしたような熱い感情が込こみ上げてくる。ラスヴァールと共にいるのは──。彼が連れてきてくれたのは、

「ミュラン……か」

「カルロ様……」

　ミュランは涙なみだを流した。

「生きていたのか、ミュラン」

　カルロの声も咽むせぶ。死んだことになっていた従弟いとこ。一つ違ちがい。海軍所しよ属ぞくの軍人。ドルラードとの戦で船が沈しずんだ。行方ゆくえ不明になっていたのだ。もう三年半になる。

「皇国の軍艦に救われました──捕ほ虜りよとして捕とらえられ、強きよう制せい労働下にありましたが。もはや国には帰れないと諦あきらめていました。ですが、使いがやってきて、皇王に謁えつ見けんするように、と。カルロ様の従弟であるということで、帰国を許きよ可かされたのです」

「瘦やせたな……」

　カルロの優やさしいその言葉、瞳ひとみ──ミュランは、うっと声を漏もらし、嗚お咽えつし抱だきついた。

「お会いしたかったです」

　しっかりと抱きとめるとカルロは、その背せを擦さすり囁ささやいた──お帰り、ミュラン……。

　ラスヴァールまでも涙ぐみながら、会え釈しやくをして言う。

「積もる話もございましょう。夕食ゆうげにお誘さそいしたいとオルス陛へい下かが仰おおせです。それまではどうぞごゆっくりなさって下さい」

　ラスヴァールが去ると、涙を拭ふきつつ、ミュランは他三名の見知らぬ人たちを見る。

「ミュラン、紹しよう介かいする──こちらはレティシーヌ皇女だ。それから、他言無用で頼たのむ、彼女はウェルラント王クレーシア・アングス。そしてイルマ──まあ何ていうか、アングス王国の不良貴き族ぞくだ。二人は今、リュコスとファレットということでここに滞たい在ざいしている」

　ミュランは、驚おどろくことはなく頷うなずいた。そして、自じ己こ紹介をすると、カルロに対して、いきなり抱きついた無礼を謝あやまった。カルネロス家の当主に対する態たい度どではなかったからだ。

「すごく嬉うれしくて……つい……」

「私は別に構かまわないが。無事に帰って来てくれて嬉しい」

　雰ふん囲い気きの変わった従兄いとこを見て、ミュランはそれを、喜んでいいことなのだと知る。

「では、ここで他言無用の話をしても大丈夫ですね」

　ミュランは、声を潜ひそめて確かく認にんした。

「ああ。みんな色々と秘ひ密みつを共有している間あいだ柄がらだ。問題ない」

「皇王陛下より、伝言を託ことづかっております」

　そしてそれは──海図だった。ミュランは懐ふところにしまっていた海図を広げ説明した。

「以上が、皇国海軍の演えん習しゆう日につ程てい。そして、もしカルロ様が皇国を裏うら切ぎった場合、帝国に向けることになっている軍艦の航路が、これです」

　カルロが欲ほしくてたまらなかった情報が、飛び込んで来たのだ。最愛の従弟と共に。

　元々人に馴なれ親しんでつき合いをしてきたことのないカルロにとって、ミュランは従い兄と弟この中では、一番共に時を過すごした仲だった。格かく別べつな何かで結ばれているわけではないが、屋や敷しきに前まえ触ぶれもなく遊びに来ては、カルロ不ふ在ざいの屋敷で、母親と過ごしていた──そんなミュランと、家に帰った時に出くわすことが多かった。幼おさない頃ころに母を失っていたこともあって、彼はカルロの母を誰だれよりも慕したっていた。片かた親おやを亡くした者同士、馴れ合うような会話はせずとも、共にいればなんとなく通じ合うものがあった。

「皇王陛下は、カルロ様が裏切るとは一いつ切さいお思いになっていません。それゆえ、他の者の手前もあったのでしょう、秘密裏りにこの情報を私に。何かの役に立つこともあるだろう、と。それから、裏切りを前ぜん提ていとした大使任にん命めいであることを何度も詫わびておいででした」

「ロルフ殿に感謝する……。急ぎ情報を届けてくれた君を労ねぎらいたい。無事の帰き還かんも祝って共にのんびりしたいところだが、私は急ぎガナッソへ向かわなければならない。出来るならば、早く母に顔を見せてやって欲しい」

　腰を落ち着けていることも出来ずに、立ち上がりながら話すカルロに、ミュランも立ち上がりながら申し出た──私もお供とも致いたします、と。

「君は休んでいてくれ。長旅で疲つかれているだろう。行くなら一人でいい」

　そこで、イルマが、

「つうか、供の役目って普ふ通つうに考えて俺おれじゃねぇの？」

「まあなんだ……イルマもここに残っていてくれていい。クレアがいるんだから」

　レティもいるから、という言葉までは言わなかった。

　そこでクレアも立ち上がり──私も行く！　と叫さけぶ。

「みなが行くというのでは、ばたばたしてしまう。私に任まかせてくれ」

「お願い、私、行く。行かせて、お願い、いいでしょう、ねぇ」

　お願いと手を合わせて頼たのんでいるクレアを見て、レティも立ち上がって、カルロを睨にらむ。

「カルロ様。主君に対して随ずい分ぶんと無礼ではございませんの？　彼女をなるべく危き険けんに晒さらさないようにしたい、ここにいれば安全、イルマも残してなお安心──そう思っていらっしゃるのでしょうけれど、それは、クレアに対して失礼ですわよ。守られているだけ──そういう状じよう況きようというのは、自じ尊そん心しんがひどく傷きずつくものです。そのくらいのお気持ち、察して差し上げることも出来ませんの？　本当に女心がお分かりになりませんのね」

　厳きびしい物言いに、カルロは苦く笑しようして、分からないわけではないのだが、と言う。だけど、とやっぱり一人で行こうとしたところで、クレアの言葉が過よぎった。

『私だって力を合わせて何かしたいの。カルロはいつも一人で何でも背せ負おって頑がん張ばっているけど、見ているだけは、辛つらいんだよ。一いつ緒しよに頑張ろうっていうのが一番いいんだと思う。きっとクリムはそうやってきたはずだよ』

　共に手を取り合って生きていける平和な世を願い、共に歩むために無む謀ぼうとも思える三国での和平交こう渉しように乗り出した。一人で背負って頑張っているとクレアは言う──が、カルロ自身は、そう思っていない。一緒に頑張っているつもりでもいた。けれど、ここで彼女の手を離はなして行ってしまうことがいいことなのかを自問すると、自信をもって、よいのだとは答えられなくなる。クレアが言った──『カルロとの未来を疑うたがったりなんてしない』、と。

　信じきって信じ続けて──互たがいにそう心に決めた。そしてローゼリアを見て、改めてそう思ったはずだった。

　手を握にぎり合って離さない未来を望んでいるのに、今、彼女から離れてしまっていいものなのか──過か去こと今と未来とが決して切り離せないものであることは身をもって感じたのではないのか。今離れたら、未来も離れてしまうのかもしれない。

　かつての帝てい国こくでの自分のことを、切り離してなかったことにしてしまいたかった──けれど、そんな自分があったからこそ、ごく自然にローゼリアやノーズの誤ご解かいを生むことが出来た。皇帝になりたいだの師し団だん長ちようになりたいだのの欲よく望ぼうのためなら何でもするという点だけは、誰も最後まで疑っていなかった。こちらが恐おそろしくなるほどに。そんな大事ではない過去でも、あの頃ころの自分が、未来への力になっていたのは真実──。

　ならば、共にありたいという何ものにも代かえられない未来を望みながら、掛かけ替がえのない彼女と、大事な彼女と離れる選せん択たくをするのは矛む盾じゆんしているのではないのか、とカルロは考えた。そして彼女が傍そばにいてくれることを望んだ。いつだって一緒にいたいのだ。

「クレア、一緒に行ってくれるか……」

　カルロは、手を差し出した。クレアが満面に笑えみを浮うかべ、手を伸のばし頷うなずいた。

　堅かたく手を繫つなぎ合う二人に、当然のようについて行こうとするイルマとミュランの腕うでを、レティが引っ張り、引き寄よせる。ミュランは、皇女に腕を握られて驚おどろいて、変な声を上げそうになるが、ただ目を見開いてレティを見た。レティは、にこにことしている。

「お二人とも、愛の逃とう避ひ行こうを邪じや魔ましてはいけませんわよ。無ぶ粋すいですわ」

「この場合、それは違ちがうっつうの」

　イルマの突つっ込こみにも、ただ笑みを返すレティ。そこでカルロからも、残れと言われて、イルマは渋しぶ々しぶ頷いた。

「あんた、どんどん性せい格かくが大だい胆たんにひねくれていくな」

　皇女に向かって放つ。目を白黒させているのは、ミュランだけだ。

「それは、イルマのせいですわ。ご自分の胸むねによくお訊たずねになって」

　溜ため息をつくイルマを尻しり目めに、レティは、カルロとクレアに、笑顔で手を振ふり見送った。
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　ガナッソまでの道のり、カルロの凄すさまじい早馬に、クレアはすぐにばてた。二人を乗せている分、馬の速さは落ちる──が、それを回かい避ひするため、通つう常じよう荷として持ち歩くそれを極力少なくした。そして、寝ねる間も惜おしんで夜中も移い動どう。先々で馬を替えつつ進む中、クレアはカルロの『お荷物』になっていた。まさに荷物──睡すい魔まに襲おそわれたクレアが落馬しないようにと、カルロは、彼女を帯で背に括くくりつけた。そうなると、気が緩ゆるむのか、クレアは、激はげしく揺ゆれているにも拘かかわらず、カルロの背で睡すい眠みんをとるようになる。

　実じつ際さいその速さが尋じん常じようでなかったことに、カルロが出発する四日前には、軍ぐん艦かんを引き上げるようにという命令が都を出ていたというのに、カルロたちの到とう着ちやくは、命令のたったの一日遅おくれ。何人もが連れん携けいして馬を走らせての緊きん急きゆうの指令であったのに、カルロ一人での移動の方が速いのだから、それはもう危き機き感に対する意い識しきの違いとしかいいようがない。

　ガナッソに到着後、すぐさま全帝てい国こく艦隊の航路と日程を確かく認にん、それとミュランの持ち帰った情報を照らし合わせる。昨日到着した命令に従したがい、出航準備が進んでいたことが幸いした。既すでに港を離れていた船もあったが、残っていた船の中で最速の軍艦に乗り込むと、カルロはその船の予定航路を変えさせ、両国が鉢はち合あわせすると思われる演えん習しゆう海かい域いきに向ける。

　何の因いん果がか、そこは、カルロが帝国船に連れ去られたところだった。

　その人も乗るのか、とクレアは最初、乗船を断ことわられた。が、カルロは皇帝の使者で、海軍本部から来ている人間だ。カルロの口くち添ぞえで乗ることが出来た。

　クレアは、軍艦を見るのも乗るのも初めてだった。女王としてまずいことだ、と思う。自ら艦内の案内を頼たのんだ。カルロがそれを艦長に願い出て、一人、案内人がつく。見学後、カルロは、ほとんど休まずに馬を走らせてきた疲れか、苦手な船に乗っているせいか、横になったきりになる。ふらふらと出歩くクレアについて行こうとしたのも最初だけ。

　カルロは過か保ほ護ごだね──そう言って笑い、クレアはカルロを休ませ、一人で行動するようにした。大事な客人扱あつかいだったこともあって、嫌いやな顔はされなかった。何人かとは、会えば話し込んでしまうほど親しくもなった。仕事の邪じや魔まをしているのかもしれないとは思ったクレアだが、そういう顔はされなかったから、まあいいか、と思うことにする。

　そうして艦隊と合流するはずの日──出航から四日目。ここまで予定通りの順調な航海をしてきた。この日ばかりは、カルロも日が昇のぼり始める頃から起きていて、甲かん板ぱんに出てずっと行く先を見つめていた。

　すっかり日も高くなり、太陽の照り返しの中、カルロが海の様子を窺うかがっている間も、クレアは、兵へい曹そう長ちようから果くだ物ものをもらって食べながら話し込む。兵曹長が仕事に戻もどると、

「カルロにもあげる」

　果物を持ってカルロの下もとに走り、にっこりとした。

「ねぇ、間に合いそう？」

「ギリギリってところだな」

　それでも、間に合う可か能のう性せいを残しているのは救いだと、カルロは思う。皇帝の悪あがきのせいで、いきなり大戦勃ぼつ発ぱつの危機に貶おとしめられるとは──予想だにしなかったこと。警けい戒かいしていなかった己おのれの油ゆ断だんにも腹はらが立ったが、老ろう齢れいながらそこまでして世界帝国を目指そうとする彼には、閉へい口こうするしかない。同じ世界帝国を目指すなら、ロルフが理想とするように、世界市場の構こう築ちくの方がよほど健全である。周囲の人間には内ない緒しよで、ミュランを通じて情報を届けてくれたロルフ。その思いを、決して無む駄だにしない──共に理想世界を目指すための第一歩が、三国同どう盟めい及び三国間の終戦協定なのだ。

　そして──そんな思いを絶ぜつ望ぼうの果てに追い込む音が、空気を震しん動どうさせた。

　爆ばく音おん。

　晴天の空と海との間に割わって入ろうとしているかのような黒い陽かげ炎ろう──揺ゆらめく煙けむり。

「間に合わなかった……」

　クレアの消え入るような声。カルロの脇わきで、クレアの影かげが沈む。へたり込んだ彼女の目からは涙なみだが溢あふれ出ていた。

　──戦争になってたまるか！　カルロは拳こぶしを握にぎり締しめた。船の中も次し第だいに慌あわただしくなる。どう近づいていくのか、この船は、舵かじ取とりの判はん断だんをしなければならない。

　カルロに特別な指し揮き権けんがあるわけでもない。二人はただ静かにそこにいた。

　──手しゆ段だんは選んでいられない……。カルロには考えがあった──けれどそれは……。

　やはり運命は変えられないのか……カルロの目からも涙が落ちる。別れを覚かく悟ごしなければならない──クレアとの別れを。

　二千年前、和平を望まなければ、共にクリムと生きられたかもしれない。けれど国の平和を見み捨すてることは出来なかった。彼女は本物の女王だった。平和を望んだから、離ればなれになってしまったというわけではないのかもしれない──互いの中で、互いに揺るぎない存そん在ざいとなったから、別れが来たのかもしれない……けれど……。

　和平会談を前に、彼女を残して消えてしまった自分──その運命は、今また繰くり返されると、感じた。平和を望むことがいけないことであるはずがない……だから……。

　──新しい時代を……。

　三国共に新たな指し導どう者しやを、君主を得て、新時代を築きずこうというこの時に──新たな歴史の幕まく開あけを前に、再ふたたび戦争への道に舞まい戻ることを選せん択たくすることは出来ない。

　──たとえ、クレアと別れることになっても……。

　クリムが、国の民を見捨てられなかったように、クレアも見捨てられるはずがない。それは自分も同じだ。もし見捨てたら、ずっと後こう悔かいしていくことになる。それは互いの望む未来ではない。大戦の戦火にのまれて死んで行く人々のことをカルロは思った。この身一つで何か出来るかもしれない可能性があるなら、それに賭かけてみるしかない。

　愛する人と出会ってから、死に恐きよう怖ふするようになった。けれどまたカルロは、死を恐れなかった頃の自分を取り戻そうとしていた。涙を拭ふき、すぐに戻ってくると言い残して、彼女の返事を待たずに背を向け歩き出す。

　艦かん長ちよう室に向かう途と中ちゆうで、連絡を受けた艦長に会う。

「撤てつ退たい命令の連絡を伝えて下さい」

　カルロはまず、唯ゆい一いつ絶対の命令を確かく認にんした。艦長が頷うなずくのを見て、続ける。

「ですがもう海戦は始まってしまいました……先に仕掛けたのがどちらであるにせよ、この場合、我われら帝てい国こくに理はありません。帝国旗き艦かんはまだ無事という報ほう告こくがなされていた。ならば、形だけでもいい、旗艦の碇いかりを下ろさせてください。そして搭とう乗じようしている者たちを全員、他の船に避ひ難なんさせ、船を後方に──東に下がらせてください」

　艦長が首を傾かしげ、理り解かいできずに不ふ審しんな顔をする。そしておそらく皇こう国こくも、これと同じ反はん応のうをするはずだった──。

「異い様ような光景を見て、皇国は警けい戒かいするはずです。何かの罠わなではないかと。ですが、攻こう撃げきしないとは限かぎらない。無事にみなが避難するのは、困こん難なんでしょう。時間的猶ゆう予よを作り出すためにも、その間に私が、皇国の艦隊に小こ舟ぶねで向かいます。皇国海軍の目を引いて、動きを止めるつもりです。その隙すきに避難を終えて下さい。もしそこで私が沈しずめられるようなことがあっても、ともかく帝国艦隊は、撤退して下さい。旗艦が留とどまっている限り、すぐには深追いしてこない。仮かりに追撃すべしの見解が皇国側に広がっても、罠と警戒し、演習の軍艦だけで追ってくることはないでしょう。本部の指し示じを仰あおぐことになる。そうなれば、すぐに攻せめてくることはありません」

　──あとは、他の帝国海軍に、すべてうまく連れん絡らくが行き届とどくことを祈いのるだけ……。この命が未来に続かないというのなら、せいぜい今のうちに祈っておこうではないか……。

「貴き殿でんはどうなされるのか」

「皇国の軍艦側で無事受け入れてくれたなら、まずは詫わびます。その証あかしとして、耐たえがたいことでしょうけれど、貴殿らが、自ら帝国旗艦を砲ほう撃げきして沈めて下さい。その合図のため、皇国海軍を退ひかせ、皇国側の旗を下ろさせます」

　皇国海軍は、被ひ弾だんの危き険けんがないだけの距きよ離りは下がることになる。幸いにも太陽は高く、雲ひとつないような天気だ。見通しもよく、互たがいの意い思し疎そ通つうはとりやすい。

「旗艦を放ほう棄きして我われ々われの手で破は壊かいせよと言うことか」

　呆あきれてものも言えないという顔だが、カルロの真しん剣けんな顔と、和平を進めているというある程てい度どの事じ情じようをのみ込んでいる艦長は、妥だ当とうな解かい決けつ策さくであることも考え、協力を決意した。

「それが皇帝陛下の命令であるとし、全力で任にん務むに尽つくしましょう」

　旗艦から避難させるまでなら、何とかなると艦長は踏ふんだ。船を捨すてよ、という命令に等しく、旗艦長──司令官がそれを受け入れてくれるか、大いなる問題だが、こうした状じよう況きようの場合、連絡船から発せられるものが、最新の、第一の指令となるため、それに従したがわなければならないのは、司令官も承しよう知ちしていることだ。

「ありがとうございます。私は、もうこちらの船には戻もどれませんので、可能な限り皇国軍艦と行動を共にします」

「貴殿は、それでよろしいのか」

「はい。目的を果たせないなら、ここまで来ている意味がありません。ここで戦いくさが始まってしまったということは、近くで演習中の皇国海軍が既すでにこちらに向かっているものと思われますが、それも確認して、必要ならば船を向かわせてもらえるように交こう渉しようします」

「カルネロス殿……無事のご帰き還かん、心からお祈り申し上げる」

　段取りを決めて、カルロは甲かん板ぱんのクレアのところに戻る。鈴すずの音で、クレアはすぐに振ふり向き、カルロを見ると駆かけ寄よった。泣き顔で見上げるクレア。

「どこに行っていたの？　何をしていたの？　……ね、どうしてそんな顔をしているの？」

「私は……どんな顔をしているんだ」

「……言えないよ、そんなの」

　下を向く──涙なみだの雫しずくが、甲板に落ちた。

「クレア、ここでの戦を止めれば、歴史は、すべてが望んだ方向へと向かう。ここで引き下がるわけにはいかない」

　クレアは頷うなずいた。そして顔を上げる。

「私は、カルロと行くからね。どこへでも。どんなに危き険けんでも怖こわくないからね」

「どうしてそんなことを言うんだ……」

　カルロの声が、体が震ふるえる。それが裏うら切ぎりと罵ののしられようとどうであろうと、噓うそをついても彼女には黙だまって船を降りるつもりでいたのに、それが出来なくなりそうになっていた。

「クレア、私たちはいつでも一いつ緒しよだ。何があっても。いつでもどこでも。だから、必ずこの先、結けつ婚こんしよう。二人で静かに暮くらしたいものだ。国のことも何もかもすべてを忘わすれて、君だけを見つめていられたら、どんなにいいだろう」

　たとえここで離ればなれになっても、未来に必ずまた巡めぐり会える──そう信じたいだけなのかもしれない──けれど、カルロの中で、確かく信しんめいた何か、ひらめきがあって、それを真実だと疑うたがわない確固たる思いがあった。

「私ばかりが身勝手で、甘あまえてばかりで……許ゆるして欲ほしい。心の弱い私は、残されてしまうのが耐たえられなくて……一人になると何も出来ない。そして君の支ささえがなくては何も出来ない。だから君を失うわけにはいかない。君が幸せに暮らせる国を、平和を失うわけにはいかない。力がないばかりに、そこに私がいることがひどく難むずかしくなってしまう。それでも、それが私の精せい一いつ杯ぱいなのだから、君はそれを黙って受け止めて欲しい。けれどもし、私の精一杯が尽きることなく、平和の国ウェルラントに帰れるとしたら、やはりそれは君がいてくれると思って頑がん張ばれるからだ。そうでなければ、私はすぐにも力尽きてしまう。

　だからよく聞いてクレア。君はこの船で、帝国に戻れ。ガナッソ軍港からなら、都へ行くより、ベルロイド伯はく爵しやく家けの方がずっと近い。そこで伯爵に頼たのみ、都まで無事送ってもらうんだ。君がしなければならないことは、君自身が一番よく分かっているはずだ」

「……カルロ、は？」

　既すでに涙でぐしゃぐしゃになってしまった顔で、涙声で、やっと訊たずねる。

「訊きくまでもないだろう。必ず君の元もとに帰る」

　それがいつになろうとも──。

「私、待っているだけ？」

「それが一番辛つらくて大変なことだな。それを押おし付けてしまってすまない」

「でも……っ」

　カルロの口付け。大だい精せい霊れいカミアスの接せつ吻ぷんの印があるクレアの左手に自分の指を絡からめて握にぎり締しめた。左ひだり腕うででそっと抱だき寄せる。

「どうしたら君への思いを伝えられるのだろう。愛していると言ったところで、どれほどの思いが伝わるのか……私の中にある感情は、君を思う気持ちだけだ……」

　再び口付ける。溢あふれ出る涙もそのままに、カルロは長いことそうしていると、そっと唇くちびるを離した。それから、指を解とき、体も離して──背せを向け、急ぎ足で前へ進む。

　鈴の音が離れて行く──カルロが行ってしまう──クレアは、立ちすくんでいた。どうしていいのか分からなくて、何も伝えられなくて。伝える言葉も分からなくて。どう一歩を踏ふみ出せばいいのかも分からない。涙でカルロが見えなくなる──。




　　　　３




　カルロの乗った手て漕こぎの小こ舟ぶねが下おろされた。流れに逆さからわずとも楽に近づいていけるその位置から、カルロはドルラード海軍に突つっ込こんで行く。身を守るものもなく、砲ほう弾だんが飛んでくれば木こっ端ぱ微み塵じんになってしまう無む防ぼう備びなままで。

　──弾たまに当たって死ぬ……か。

　カルロは自じ嘲ちよう的な笑えみを浮うかべ、向かう先の炎ほのおを見つめた。

　──クレア、君も母親と同じ、大精霊カミアスに愛されし姫ひめ君ぎみだ。若わかくて綺き麗れいな女じよ性せいと結婚して王様になってウェルラントを攻こう撃げきして──そして弾を受けて死ぬのだったな……。

　婚約の未来を当てた。婚約者の国の君主にこそなってはいないが、皇こう帝ていの使いでここにいて、帝国海軍が協力してくれているのだから、同じようなものだとカルロは思う。ウェルラントと戦っているわけではないが、相手は皇国。三国同どう盟めいがうまくいこうといくまいと、もはや皇国とウェルラントは一つ。二国間で歩んで行くことは決まっている未来。

　──ああ、やっぱり私は悪い方へと考えてしまう……。

　揺ゆれる舟の上にいるせいか、死を恐怖してか、込み上げてくる何かを吐はき出しそうになる。明らかに船ふな酔よいとは違ちがうそれが、胸むねを苦しめた。

　たとえこの身に弾を受けようと、そこで力尽きようと、その死は決して無む駄だではないはず……これまで動いてきた思いは、必ず伝わるはず。これまで動いてきたからこその、ウェルラント貴き族ぞくである地位も、ウェルラントの使者である地位も、皇国の使者である地位も、そして今、帝国の使者であるというそれも──三国は共に、無む視しできない。ここでたとえ命が海に消えても、皇帝は直ちに皇国へ謝しや罪ざいして戦いくさを回かい避ひしてくれると信じている。

　──なんと尊とうとい死であろうか。極ごく悪あく非ひ道どうを貫つらぬき、人を騙だましてきた人間とは思えない輝かがやかしい死を賜たまわれることに感かん謝しやしなければならない。慈じ悲ひ深ぶかい神よ！

　カルロは笑いを堪こらえた。笑ったらきっと泣いてしまう。

　──クレア……君は私などいなくても大だい丈じよう夫ぶ……これから名王として未来の礎いしずえとなることを保ほ証しようする。私などいなくても。ただ、残ざん酷こくな光景を見せてしまうかもしれないことが心苦しい。でもきっと、死なずに置き去りにしてしまうよりは、いいはずだ。死んでもう帰ってこられないことが分かれば、待っている必要はないのだから。

　カルロは、舟を漕ぎ出した。死への旅路。こんなにも死を予感して戦に向かったことがあっただろうか。ゴードウィン王も死への旅立ちの日、こうして死を身近に感じ、覚かく悟ごして戦に行ったのではないかという気がした。

　見送って見下ろしている彼らの中に、クレアを見る。たとえ一いつ緒しよにいられなくても、クレアが戦争のない国の王となれるなら……。カルロは笑った。涙は出てこなかった。

　みながカルロを、敬けい礼れいして見送る中にあってクレアは──呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　──カルロ……。どうして笑っているの？

　クレアの瞳ひとみに、涙が滲にじむ。このままでは駄だ目め、という叫さけびが心の中を激はげしく巡めぐっている。けれどそれ以上の何かになってはくれない。このまま行かせたら駄目……。でもだからってどうすればいいの？　一緒に行く──そう言ってここまで来て、ここで別れていいのだろうか。駄目だということは分かっているのに、ならばどうしたらいいのか分からない。

　──カルロが思っているほど私は強くないのに……。カルロがいなかったらきっともう笑えなくなる……。国に帰ったって、女王なんてやっていられない。もしかしたらまた会えるかもという希望さえも断たたれ、カルロの死を目の前にしたら……。

　カルロのしようとしていることも、その思いも、痛いたいほどよく分かるのだ。自分に出来るのは、それこそ彼の言うように、待つことだけなのかもしれない。彼が愛してくれるほどの人間だという自信もないけれど、こんな自分でも、待っているところに帰りたいと思ってくれるなら、やっぱり元気に待っていることが一番なのだとも理解する──けれど、それを選せん択たくしたら、もう二度と彼に会えないと、本ほん能のうが訴うつたえていた。

　カルロが舟で進んで行くのを見送って──クレアは、どうしていいのか分からないから、考えるのをやめた。そうしたら自然に体は海に向かっていて──危あぶないと誰だれかの声が聞こえた気もしたけれど、勢いきおいをつけて体を上げて、縁へりに足をかけ、思い切り飛んでいた。

　海に飛び込んだクレアを視し線せんで追って、みなが叫んでいる。

　漕いで後ろ向きに進んでいるカルロの前方──クレアが身を投げて──大きな水しぶきが上がった。舟から、たいした距きよ離りではない。カルロもその海水を浴びていた。

「クレア！」

　思えば、みなファレットだと思ってその名を叫んでいるのだが、そんなことに気が回るはずもなく、カルロは、クレアの名を高らかに叫んでいた。

　カルロも飛び込んだ。沈しずんだクレアが上がって来ない。左右で力の入り加か減げんが違ちがってしまってうまく泳げない。二千年前に受けた左肩の古ふる傷きずに加え、拷ごう問もんで受けた両肩の傷も──今は、痛かろうと痺しびれようと、どうにか水を掻かくだけ。もがいて進み、潜もぐった──そこに彼女がいるのを感じた。真まっ直すぐにクレアに手を伸のばし、引き上げる。

「クレア！」

　何度か揺ゆさぶられて、クレアは目を開けた。咳せき込こみ、水を吐はき出し、涙しながら言う。

「いったーい、びりびりする」

　高い場所から飛び込んだせいで、体を打った上に、塩水で、まだ治りきっていない火傷やけどが燃もえるように痛んだ。

　救助の水兵──舟で下おりてきた彼は、木製の浮き具を投げた。カルロはそれを受け取り、クレアに持つように言うが、クレアは首を振った。

「戻らないよ。ただ飛び込みの練習でもしていたと思っているわけ？」

　半分睨にらんでいる。涙目で。そして、二人して溺おぼれるのも構かまわず、カルロの首に両手を回して抱だきつき、離さない。本当に溺れそうになるが、カルロはすぐに体たい勢せいを立て直した。

「ウェルラントには、お母様がいる。ファゼスさんもいる。帝てい国こくには、オルス新皇帝がいて、ジェイオンさんたちがいる。レティもいるし、レティのお兄さんもいる。皇国には、ロルフ新皇王がいる。イルマさんだってカルロのしたいこと、誰よりもよく分かっているはずだよ。カルロの一番の親友でしょう？」

　息を切らせながら、クレアは周囲の音に消されないように大きな声でしゃべる。

「私たちがいなくても、私たちの望む平和の未来は来るんだよ。この戦さえ止められれば。二人で静かに暮くらすっていう未来だって、来るんだよ。二人で一緒にいさえすれば。ここで別々に行動することに意味なんてないっ」

　──私はまたここで離ればなれになろうとしていたのか……。それは魔まの囁ささやきなのか。

　ここへ来る時に、共に行動しようと決意したことを思い出す。一ひと筋すじの光明が差し込んでくる気がした。未来への、生への展てん望ぼうが開けていく気がした。けれど──。

「駄だ目めだ。頼たのむから戻って」

「嫌いやだ嫌だ嫌だ」

「駄目なんだ、クレア」

　──戦火の中に飛び込むのだ……彼女と共になんてあり得ない。攻こう撃げきの的になりに行くようなものなのだ……彼女がそこにいることが許ゆるされようはずもない。

「君は船から見み届とどけてくれ。大だい丈じよう夫ぶ。私なら無事に帰る」

　彼女がこうして再ふたたび力をくれたことで、カルロの中に淀よどんでこびりついていたもの──死の予感は、消えていた。

　クレアがさらに声を張はり上げて言う──今思い付いたことを……。

「舟に乗っているのが、いかにも何か企たくらんでるって感じのカルロじゃあ、警けい戒かいされるけど、かわいい女の子が乗っていたら、無む闇やみに攻撃してこないよ、きっと。そんなこと出来る軍人さんなんていないに決まってる！」

　ね、と顔一いつ杯ぱいの笑みで、カルロに奇き跡せきの力を与あたえようとするクレア。

　カルロは──目を閉とじた……そして、クレアを見つめて微笑ほほえむ。

「本当に……君には敵かなわないな……」

　目頭が熱くなる。涙なみだ声ごえになってカルロはそう言った。救助を拒こばんで小こ舟ぶねに戻もどる。舟は、わずかに流されていた。先に乗りこんだカルロが、クレアを手伝い舟に乗せる。

「いいんだな、このまま行って」

「うん」

　カルロは漕こぎ出した──共に歩む未来へと。まるで死の旅に出るようなものだったのに、彼女がここにいてくれるだけで、生きるために出発するのだと自信を持てるのだから不思議だ。とても危き険けんな状じよう況きようであることは何も変わらないというのに。いや、彼女の言うように、確たしかに女性が乗っている方が、多少なりとも攻撃は緩ゆるくなる──よい方向へと考えた。

「傷を水で洗い流してやりたいが、今は時間がない。我が慢まんしてくれ」

「このくらい平気だよ」

　クレアは笑った。死ぬ覚かく悟ごで来ている──口には出さなかったけれど、その気でいるのに、傷が痛いたむくらいたいしたことではない。
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　カルロたちが乗ってきた帝国軍ぐん艦かんからの信号──喇らつ叭ぱの音や光や煙けむり、帝国海軍軍人ならば理り解かいできるそれらによって、小舟に砲ほう撃げきしないこと、乗っているのは味方であることなどが細かく伝えられ、撤てつ退たい指し示じが出された。帝国艦隊は、退こうと動き出した。だが、戦をしている以上、すぐに移い動どうできない軍艦もある。孤こ立りつして集中攻撃を浴びないよう、全体で陣じんを形成し、防ぼう御ぎよしながら下がらなければならない。

　そうした帝国軍の突とつ然ぜんの転てん換かんは、ドルラードも感じ取っているはずだった。帝国の撤退命令の合図がどういうものなのかを知っている可能性もある。

　そこへ、一艘そうの小舟が向かって行く。まだ互いに攻撃は止やんでいない。帝国からの誤ご砲ほうがないとも限らないが、それよりも、戦せん闘とうに巻き込まれて、皇国からの砲撃をまともに受けてしまうかもしれない。また、気づかれてしまえば、確かく実じつに砲弾が飛んでくる。

　そしてついに、小舟に気づいた皇国軍艦より、二人目掛けて威い嚇かく攻撃が始まった──。

「クレア、白い布ぬのを振ふってくれ」

　クレアは、揺れる舟の上で中ちゆう腰ごしでやっと立ち上がり、足を舟にへばりつかせながら、布をはためかせた。なるべく大きく振って見せる。

　──砲撃しないで！　心しん臓ぞうが破は裂れつしそうなほどの熱い血が巡めぐる。時折、血が逆ぎやく流りゆうするかのような痛みに、胃い袋ぶくろのものを吐き出したくなる。死への恐怖。カルロがいるから大丈夫、カルロと死ぬなら怖こわくない、何度も言い聞かせる。

　砲撃の度たびに揺れる舟。向こうが威嚇のつもりでも、誤あやまって当たってしまうこともある。揺れる舟から落とされないように踏ふん張る。そして踏ん張る足元が、まだあることにほっとする。どうか当たりませんように！　大だい精せい霊れいカミアス様、お父様、守って！

　カルロの姿すがたを見ていたいのに、カルロと共にいることを目でも見て感じていたいのに、世界は真っ白だった。白い布しか視し界かいには入って来ない。

「もう座すわっていいぞ」

　カルロの声。布が重力に任まかせて沈しずみ、クレアの視界が開ける──攻撃は止んでいた。

「もう大丈夫だ。攻撃中止の判はん断だんが下されたのだろう」

　座っていいんだぞ、とまたカルロは言う。けれどクレアは座れなかった。膝ひざが動かない。

「恐怖に竦すくんだか」

　そう言って笑っているカルロの顔も蒼そう白はくになっている。ただ酔っているだけかもしれないけれど、とクレアは思う。

「君に命を救われたな。やはりかわいい女の子がいては攻撃できないらしい」

　クレアも微笑むと、膝を折るようにして座った。

「もう大丈夫なんだよね」

「とりあえず話はさせてもらえそうではあるな」

　帝国軍艦への攻撃も下火になってきた。帝国旗艦の碇いかりが下ろされ、ほとんどの避ひ難なんも終えている。次し第だいに戻ってくる静けさ──。

　小舟は、最も近い皇国軍艦に近づいていく。位置の関係で阻はばまれ、うまく司し令れい官かんのいる旗艦に行き着けなかったが、手前の船に寄せることは出来た。

　頭上から覗のぞき込んでくる皇国海軍軍人。その身分を示しめす徽き章しようも、身分によって違ちがう制せい服ふくも、太陽の影かげになっていて見えず、カルロは光の眩まぶしさに目を細めた。

「戦いくさを仕し掛かけたことを詫わびに参った。カルロ・カルネロスと申す」

　声を張り上げる。眩しくてよく見えずとも、その影から、銃じゆうを向けられているのは分かった。腰の剣けんを足元に置き、両手を上げる。

「司令官殿と話をさせていただきたい。これより帝国海軍は、撤てつ退たいする。その前に、けじめをつけさせていただきに参った」

　舟を引き上げるための碇型の道具が下ろされてくる。同時に、武ぶ器きを携たずさえた皇国軍人も軍艦から降りてきた。縄なわによって自由を奪うばわれる。カルロだけではなく、クレアも。

　拘こう束そくされ、舟ごと引き上げられた。甲かん板ぱんで、艦長と対面する。

「イリアーラからの使者か。女連れで、女を盾たてにやって来たか」

　そういうことになります──と答え、カルロは否ひ定ていしなかった。現げんにその通りなのだ。クレアがいなければ、威嚇だけでは済すまなかったかもしれない。

「まず、現在の帝国の国情をご説明申し上げる」

　カルロの方から話し出す。皇帝暗殺未み遂すい事じ件けんの後、オルスが皇位に就つき、皇国の求めに応おうじて、皇国との終戦、和平に乗り出したことを説明した。

「ところが、貴き国こくとの戦を終息させたくなかった先代皇帝──つまり名目だけの現皇帝陛へい下かが、独どく自じに海軍を動かし、このような事じ態たいに相なりました。これは偏ひとえに帝国側の過か失しつであり、いわば内ない乱らんの不始末がこのような形になった次し第だいです。願わくは、貴国艦隊もこのまま退ひいていただきたく存ぞんじます。但ただし、こちらも、けじめのため、帝国旗艦を自ら爆ばく破は致いたします。それに免めんじて、この度たびの失態には、寛かん容ように対たい処しよしていただきたくお願い申し上げる」

　帝国での皇位継けい承しようの話を、皇国海軍の人間が知るはずもなく、まして、帝国との和平など、なおさら捉とらえどころのない話だった。この頃ころになると皇国軍人の間でも、新皇王がウェルラントと和平を結ぼうとしていることは知れ渡わたっていたが、それは帝国とではない。

　訝いぶかしげな顔をしながらも艦長は、司令官に取り次つぐことにした。互いに船を寄せる。水兵が移い動どうのための橋を架かける。カルロとクレアは、そこを渡わたり、皇国旗艦へと乗り込んだ。

　そこでもカルロは同じ説明をした。さらに、こうも言う。

「現在、貴殿らには、陸海軍問わず、帝国への一いつ斉せい攻撃に備そなえるようにとの命令が下されているはず。ドルラード皇国とウェルラント王国の和平条じよう約やく締てい結けつに伴ともない、イリアーラ帝国に対しては、終戦協定に応じるよう求めはしたが、帝国が無む視しして攻撃に転じる場合もあります。その場合を憂ゆう慮りよしての準じゆん備びでした。が、もはやその必要はなくなったのです」

　どうしてそのような国家間の事じ情じようを知っているのか、という司令官の問いに対しては、

「ロルフ皇こう王おう陛へい下かの命で帝国へ向かった大使だからです」

　そして、胸むねの内側には、皇王の大使任にん命めいの文書があることを伝える。だが、カルロには、それが証しよう明めい書しよとしての役やく割わりを失っているかもしれないという予感があった。服の内側に手を突つっ込こみ確かく認にんした男が、文書をとり、司令官に渡す。それを広げた司令官が笑い出す。

「読めぬな」

　海に入り濡ぬれた時に、字が滲にじんだのだ。わざわざ大事な文書を水に滲むもので書くのは、皇国や帝国の共通の風習。緊きん急きゆう事態では、文書を水につけて見えなくしてから破は棄きするためにである。敵てきに捕つかまった時に、口へ入れて唾だ液えきで滲ませることも、飲み込むことも可か能のう。その紙を体から排はい出しゆつされた後に回収されても、字がはっきりと残ることはない。

「これでは証明できないな」

　さらに司令官は、巧こう妙みような罠わなかもしれない、と言い始める。常じよう識しき的に考えて、両国が終戦協定の話を進めているとは到とう底てい考えられなかったのだ。

「その話を、すぐに信じるわけには参らぬ」

「だとしても、帝国側の詫びの気持ちと誠せい意いは、どうしてもお伝え致したく存ぞんじます」

　この戦のことを報ほう告こくするのは、この司令官だ。彼の心証次し第だいで、報告はどのようなものにでもなる。彼が怒いかりや悔くやしさの感情に気持ちを高ぶらせて上へ報告すれば、それが皇国の軍人を戦に向けて鼓こ舞ぶする内ない容ようとなって広まってしまうこともある。回かい避ひするためにも、戦は起こらなかったとする方向で、気を静しずめてもらわなければならなかった。

「ご無礼を承しよう知ちでお願い申し上げる。貴艦の旗を、下ろしていただきたく存じます。それを合図に、帝国は、あの最大の軍艦を自ら沈しずめます。それをお詫びの印とさせていただきたい。船を離はなし、皇国軍艦の安全を確認し次第、旗を下ろして下さい」

　撃げき沈ちんさせる『最大の軍艦』とは、ここに来ている帝国軍艦の中で最大ということである。

「旗を下ろせと？　それはつまり、敗北宣せん言げんと同じではないか」

　そのくらいは譲じよう歩ほして欲ほしいとカルロは言いたい。今、帝国側も、揉もめていることだろう──避難命令に従したがったとはいえ、司令官が、自分の船の破は壊かいに素す直なおに応おうじるわけがない。司令官たち船の者は、船に戻ると言って怒るはずだ。混こん乱らんしている様子が見えるようだ。無論、混乱を招まねかぬよう、事情の説明は、全員の避難が終わってからにするように頼んであるが。

　旗艦乗員を一度船から離してしまえば、戻りたくても戻れない。そこでもし、皇国が旗を下ろすという行こう為いをするのなら──帝国司令官も、苦く渋じゆうの選択をのみ込んでくれるかもしれない。が、旗が下りてもなお、沈めないというのであれば、あとはもう仕方ない。自分で行って、破壊してくるだけ──カルロはそうするつもりでいた。

「だいたい、女を盾たてにやってくるような臆おく病びよう者もののおまえのことなど、誰だれが信じるものか。身のほどを知れ。恥はじ知しらずが」

　罵ば声せいと共に唾つばを浴びせられる。いちいち煽あおられ腹はらを立てるほど気の短い人間ではなかったが……どう言えば納なつ得とくしてもらえるのかの手立てもなく、カルロは膝ひざを折り、頭を床ゆかに押おし付けようとした──そうやって頼み込もうとして、逆効果だと考え直す。情なさけない奴やつだから信用できないと言っているのだ──ただバカにしたくて言っているだけだとしても──これ以上情けない奴と思われたら、相手にしてもらえなくなるのは確かく実じつ。ならば、

『恥知らずな奴か確たしかめてみるか？』

　挑ちよう発はつしようとした。『これでも元は帝国陸軍中ちゆう将じようである』と。そうして挑発しつつ、こちらの言動に惑まどわせようとした。けれどその前に──。

「誰が臆病者なのですか？」

　クレアが言い放っていた──皇王の大使であることが証明できなかったのは、自分が海に飛び込んだせい……慌あわてたカルロが飛び込んで、それで書しよ簡かんが濡れたからなのだ……だから、何とかして、信じてもらおうとした。

「誰が恥知らずなのですか？　もう一度申してみなさい。よく聞こえませんでしたけれど。まさか、カルロのことではないでしょうね」

　睨にらみ上げている。堂々と。カルロは周囲に視線を走らせた。彼らの立ち位置は確認しているが、間違いのないようにしておかなければならない。クレアを守れるのは自分だけなのだ。縄なわで両手が使えずとも、武ぶ器きがなくとも、何かあれば、クレアのために動く人間は自分しかいない。ここにイルマはいないのだ──。

「この男の従妹いとこと言っていたな。粋いきがっていると命が縮ちぢみますよ、お嬢じようさん」

　にやりと嫌いやらしい笑いを浮かべる司令官。

「カルロを、そしてこの私を傷きずつけでもしてみなさい。命がないのはあなたの方だということを理り解かいできないのですか」

　クレアの覚かく悟ごを決めた瞳ひとみ。もはや、やめろ、とは口出しできない。ここで止めたら、彼女の誇ほこりを傷つけることになる。カルロも覚悟した。まだ敵国であり、事情を知らない人たちしかいないこのドルラートの船の上に、ウェルラント女王がいる──そのことの重じゆう大だいさを嚙かみ締しめる。

「どういう意味だ。何か武器でも携たずさえて……」

　よく調べろ、と指示を出す司令官に、クレアは笑いかけた。

「臆病者はどっちでしょう。こうして拘こう束そくした者を相手に、何を恐おそれているのか。武器など持っていないから安心なさい」

　唇くちびるを嚙み締め、彼は調べなくていいと手で制せいした。

「私の名は、クレーシア・アングス。ウェルラント王です。彼は私の側近です。先の皇こう王おう即そく位い式しきには、ロルフ皇王の友として、彼が招しよう待たいされました。和平交こう渉しようの話し合いのため、使節の代表として彼には、ドルラードへ向かってもらいました。そこで彼が皇王の命でイリアーラ帝国へと行ったことは、彼の説明の通り。ただ偽いつわっていることがあったとするなら、私の身を案じて、ファレットと呼よんでいたこと、それだけです」

「王であるという証しよう拠こが……」

　彼らの間に広がる動どう揺よう。

「ドルラードの軍人は、証拠証拠と繰くり返すばかりで、自分の頭で状じよう況きようを理解する能力もないのですか。それとも、ウェルラント王とその第一の側近、現在は皇国の全権大使の地位にもある彼を拘束しているという事実から目を背そむけたいだけですか。旗を下ろして、帝国の動きを確かく認にんすることも出来ぬとは」

　情けない、とクレアは続けた。が、この言葉を言う時、異い変へんが起こっていた。隣となりにいたはずのカルロの影かげはなくなり、目の前の司令官が、硬こう直ちよくして口を開け、何かに見入っていた。クレアの頭上の位置を、彼だけでなく、周囲にいる者たちもみなその一点を見ている。

　クレアが振り返る──嫌いやな音の正体が、誤ご解かいであって欲ほしいと願いながら。

「カ……」

　カルロは、その左ひだり肩かたで、剣けんを受け止めていた。剣が食い込み、そこから血が溢あふれ流れる。辺りに散った血はわずかだが、それがクレアの肩にもかかっていた。食い込んだ剣が、止まっている。剣先は、肩越ごし、クレアの目の前にあった。

「女王に手出しはさせぬ。退ひけ！」

　腹はらの底から響ひびく声。

「ウェルラントなんて……ウェルラントなんて……くそくらえっ」

　剣で斬きりつけた男が震ふるえながら叫さけぶ。けれどその怒ど鳴なり声は、カルロの気き迫はくには、まるで敵かなわなかった。少しずつ下がり、剣をカルロから離はなした。また嫌な音を、クレアは聞いた。飛び散る血が、クレアの顔にもかかる。

「旗を下ろせ。それから……縄を解といて差し上げろ」

　司令官が、目を伏ふせ、静かに命じる──。しばらく後、旗が下りた。しかし──。
















　本当に旗を下ろしてしまってよかったのかと、様々な疑ぎ惑わくと共に深まる静けさが、海の上を、重く漂ただよい続けることとなる──。

　帝国海軍は、自分たちの船を沈しずめることを躊躇ためらっているのか、あるいはもう、沈めないのだと意思を固めてしまったのか、帝国旗き艦かんへの砲ほう撃げきがなされる様子はない。

　カルロは、雲ひとつない空を見上げた。きらきらと輝かがやく太陽が目に沁しみる。

　左肩の止血を試みて手当てはしたが、まだしばらくは止まりそうもない。蒼そう白はくになったその顔が、白い光を浴びてより血の気のない色を映うつし出している。カルロは言った。

「私が責せき任にんをもって沈めて参る。ここから小こ舟ぶねで向かうにはかなり時間がかかるが、日が沈む前には沈ちん没ぼつさせられよう」

　またしても傷を負って、今、左の感覚はない。櫂かいを握にぎれないが、握りの部分を布ぬのでも縄でも使って固定して漕こいで行くしかない。いや、漕ごうとする動きさえ、もう出来そうもなかった──右腕一本で、どうにかするしかない。

「一人で向かうというのか」

　司令官の問い。

「船に火薬は残してもらっている。沈めるためには何なんか所しよも爆ばく破はしなければならない。生きては帰れない。一人行けば十分であろう」

　そう答えるカルロに、クレアは、時じ限げん式しきにしたらいいと言った。

「ここに即そく席せきで作れる道具はない。あったとしても用意している間に日が沈んでしまう」

「沈んでもいいじゃない」

「長引いてよいことはない」

「どうしてそんなに死に急ぐの？」

「そうではない。けれど皇国は旗を下ろしてくれた。その誠せい意いに応こたえなくてどうする。ここで約束を果たさなければ、それこそ私は恥はじ知しらずだ。そんな奴やつが君と国に帰れるものか」

　女王の第一の側近としても、そのような真ま似ねは出来ないし、何より──命を握っているのは司令官なのである。約束を破やぶってよいことがあるとは思えない。今、彼が信じてくれているとしたら、それは、クレアの女王たる風格と態たい度どであり、側近が恥知らずでも臆おく病びよう者ものでもないということ──二人が本気であるということだ。他に証明できるものはない。記き念ねん鈴すずにしても、多くの者が持っているもの。クレアの命を守るには、女王の側近としての顔を貫つらぬかなければならないのだ。

「司令官殿どのに約束いただきたい。クレーシア陛へい下かを無事、ロルフ皇王の下にお送りすると」

　司令官は、もう沈めなくてもいい、と言いたかった──その言葉が出かかった──。しかし、帝てい国こく艦かん隊たいも、旗艦よりも離はなれてこそいるが、まだそこに留とどまっている。これから沈む予定の船を挟はさんで、双そう方ほう睨にらみ合っているような状じよう態たいだ。決着はつけなければならない──自分たちの安全のためにも。

「やめて……」

　人目も構かまわず涙なみだして、クレアはカルロの両腕を摑つかんだ。声にならない声で訴うつたえる。

「行っちゃ駄だ目め。命令だよ……」

「歴史を変えることよりも、運命を変えることの方が、余よ程ほど難むずかしいらしい」

　カルロは微笑ほほえむと、司令官に、女王をゆっくり休める船内の部屋に案内して欲ほしいと言う。それは引き離してくれ、ということでもあった。

　そうしてカルロは、叫さけぶクレアが、司令官に押おさえつけられて泣いているのを見るのを最後に、軍艦を降おりた。

　──最後まで泣かせて……いつも力及およばない……情なさけないな……許ゆるしてくれ、クレア。

　海に浮かぶ小舟で、出発の準じゆん備びをする。

　その時だった。低い音と高い音が幾いく重えにも重なり時を刻きざみ出す。

　砲ほう撃げきが始まった──。

　帝国軍艦から発はつ射しやされた砲ほう弾だんが、次々と旗艦に命中する。

　──クレア……君の勇気が、思いが、行動が、奇き跡せきを引き寄せてくれた……私は君と共にいられる……。

　舟が再ふたたび引き上げられた。

　駆け寄るクレア。

　共に抱だき合いながら──今度こそ運命を乗り越えたのだと、和平への障しよう害がいは取り除のぞかれたのだと──二人が離ればなれにならずともよいのだと、二人で生きていけるのだと──その確かな存そん在ざいとぬくもりと強さを感じ合うのだった。
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　帝国海軍は引き上げた──旗艦の最さい期ごを見送って。間もなくして、演えん習しゆうしていた皇国海軍が、応おう援えんに駆けつけてきた。それは、彼らが帝国海軍と鉢はち合あわせしなかったことを意味する。そして共に皇国へと帰る。

　皇国海軍施し設せつで、他に戦せん闘とうがなかったことを確かく認にんしつつ、カルロたちは、都へと向かった。戦いくさの報ほう告こく業ぎよう務むを兼かねた司令官を始め、噂うわさを聞きつけて顔を出したオストマー大佐──視察演習の時に一いつ緒しよだった彼だ──など数名が、女王と大使の護ご衛えいとして宮きゆう殿でん入りをする。

　ドルラード宮殿の修しゆう復ふくは、もうすっかり済すんでいる様子で、以前の美しさと落ち着きを取り戻もどしているように見える。カルロがウェルラントの大使としてやってきた時と同様、ロルフが笑顔で出で迎むかえた。そしてクレアに対しては、膝ひざをついて頭を下げ、その手をとって口付けた。ドルラードでは、最も丁てい寧ねいな挨あい拶さつとされる形で、皇王がそれを行なうことはあり得ない類たぐいのものだ。驚おどろきの空気が広がるが、クレアもまた、それにも劣おとらぬ丁重な挨拶をし、共に手を握にぎり合ったため、拍はく手しゆが起こり、みなが歓かん迎げいした。

　カルロは、和平交渉の成功を報告する。その日につ程ていも、ほぼこちらで予定した通りで動きそうだということも言うと、ロルフはカルロの手を取り、感かん謝しやの言葉と共に感かん涙るいした。

「貴き殿でんならば、やって下さると信じておりました。帝国と皇国で手を携たずさえる時が来るなど、誰だれが想そう像ぞうできたでしょう。それでも私が信じていられたのは、貴殿がいて下さったからですよ」

　それから、体を労いたわり静養するようにと、気き遣づかう言葉をかける。カルロが、すぐにまた帝国に戻り、正式な文書をこちらに持参すると告げると、ロルフから提てい案あんした。

「では、私が、それを受け取りに、ウェルラントに参上致いたしましょう。実じつ際さいには、和平会談の場で再さい会かいしましょう、ということです。私はこれから、クレーシア陛下を国にお送り申し上げます。和平が実現するとはいえ、まだ両国の良好な関係は日も浅く、貴殿も、陛下の身を案じると、気の休まる間もないでしょう。私が同行し、必ずやお守り致す。そのまま私もウェルラントを訪問させていただくということです。こうして陛下がいらして下さったからには、今度はこちらから伺うかがうべきかと存じますので」

　ロルフの思いやり。帝国に戻るにしても、今度は身分の割れているクレアと共にいれば、カルロに危き険けんが及およぶこともある。それよりも、彼女を女王として迎えて国を挙げて護ご衛えいし、正式にウェルラントに送るのがいいと、ロルフは考えた。

　カルロは、ロルフに深く感謝した。クレアもそれに頷うなずく。

「じゃあ、今度こそウェルラントで大人しく待っているから……だから、無理しないで、体を大事にして戻ってきてね……」

　カルロの顔色は悪いままだ。傷を負っているとは思えない、平然とした態たい度どで過すごしていることが、却かえって痛いた々いたしい。クレアとの別れの時も、ウェルラントを出て行った時と同じ──ちょっとだけ不安の色を残しつつも、彼らしい自信の笑えみを浮うかべていた。

　一度ウェルラントの港へ行き、そこから帝国へ航海するよりも、皇国の港から向かうほうが時間的に近い。しかし、国こつ交こうのないドルラードの船では、イリアーラに入れない。そこで、海上で、前もって手配したウェルラントの商船に乗り換える。商船よりも軍艦での移動の方が早くて楽なのだが、このじきに軍艦を無む闇やみに動かすのはまずいとカルロが言い、このような移動方法となった。

　こうして船旅を終え、陸地を馬で都へと向かう。都のすぐ北の港まで航海していれば、馬での移動距きよ離りもたいしたことがないのだが、揺ゆられているうち、海に殺されそうな気がして、カルロは、最短航路でイリアーラ国の地を踏ふんだ。代わりに、馬での移動距離が長くなる。ガナッソより多少都に近いが、急いでいるわけではないので、何日もかけて移動した。

　イリアーラ宮殿に着いた時、庭ではレティやイルマ、侍じ女じよたちが、球遊びをしていた。

　最初にカルロに気づいたのはイルマで、戻ったのかと言いながら走り寄る。どうしてかカルロは、涙ぐみそうになっていた。イルマを見てどうしてこんなにほっとするのか──。

「海戦うまく止めて退ひかせたんだってな。聞いているぜ」

　やったやったと茶化すように言いながら、その右手で、カルロの左肩を叩たたく。

「おい、殴なぐってやろうか」

　カルロが怒る理由が分からなくて、は？　と言うイルマだが、心からふざけているわけでもなく、具合が悪そうなことは一目で分かっていた。ただの疲ひ労ろうかと思ったのだったが。

「そこは怪け我がしている。触さわるな。今度触ふれたら同じ傷を負わせてやる」

　腹はらいせにそんなことを言って、それから声を上げて笑い出す。

「何を笑ってんだよ。どうかしたか？　変だぞ……っていつも変だけどな」

　そんな会話を終える頃ころには、レティもやって来て、クレアがいないことを指し摘てきする。

「帰った。君にちゃんとさようならを言えなくて残念がっていた。よかったら今度は君に遊びに来て欲しいって。みんなで歓迎する」

「それ、是ぜ非ひとも実現したいですわ」

「今度ウェルラントで行なわれる会談に、君も一緒に来ればいい」

「絶ぜつ対たいそう致しますわ！　ええと誰にお願いしたらよろしいのかしら……」

　本気で悩なやんでいるその顔が、愛らしくて、イルマが思わず魅み入いって笑顔になっている──それに気づいてカルロも、微笑ほほえんだ──けれどその笑みで、胸むねの苦しみを、取り除のぞくことは出来なかった。カルロはイルマの横顔を、すごく遠いものに感じた。
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　オルス皇帝代理を中心として、大臣や官かん吏りと共に進む話し合いも、ついに決着の時が来た──というより、一部保ほ留りゆうしつつ、カルロの帰りを待っていたという状況。

　さっそくカルロは呼び出される──が、イルマがカルロを部屋に留とどめて休ませ、用がある奴やつが来い、と相変わらずの口調で、相手が五聖せい士しだろうと誰だろうと構かまわずそう言うので──それがたまたまラスヴァールだったからよかったわけなのだが──彼の方がカルロを訪たずねて、話を進めることになる。

「カルネロス殿どの。我われ々われの和平に応おうじる決意は、変えようのない確かつ固こたるものです。貴殿の組まれた日程や、終戦、和平に伴ともなう貨か幣へいの取り扱あつかいなど、主な内ない容よう、その書面、ほぼみなの合意を得ています。言うまでもなく、ウェルラントで執とり行なわれる三国間の話し合いでも確認されなければならぬことも残ってはおりますが、それ以外に、条じよう件けんがあると申しますか……みながそうであればなおよいということで、一つ提てい案あんがあるのですが……」

「ジェイオン殿、どうぞ遠えん慮りよなさらず仰おつしやって下さい」

「貴殿がウェルラント王におなりになるというのは、いかがなものでしょうか」

　カルロは、空気か唾つばか──に咽むせて咳せき込こんだ。何も口にしていない時でよかったと心から思う。どうしてそんな、突とつ拍ぴよう子しもないことを思い付つくのか。一体誰が言い出したのか知らないが、咳せきがおさまると、今度は笑い出したくなる──堪こらえきれずに笑ってしまっていた。けれど、真っ先に笑ってバカにしそうなイルマが、真ま面じ目めな顔をしたままそこにいる。

「本気ですよ、カルネロス殿。ウェルラント王が女性であるとか、まだ幼おさない……いや、まだ若わかいとかいう理由で、案ずる発言をした者もおりましたが、概おおむねは、そういう理由ではなく、ゴードウィン王が六王国を強い指し導どう力りよくでまとめ上げていたウェルラント王国と、我わが国は、非ひ常じようにうまくやっていた──その安心、保ほ障しようを欲しいと願っているのです。

　ウェルラントは、その実、六つの王国。正確には、三国同どう盟めいということではなくなる。今までも、帝国とウェルラントは、二国間で同盟を結んでいたわけで、六か国を相手に外交をしてきたわけではありません──ですが今回、そこに皇国も加わることになる。我が帝国と皇国は、世界の二大強国と言われている。その取りなし役としての役やく割わりを果たすのに、ウェルラントという国家は、非常にふさわしいようにも思えます。しかし二大強国と肩を並ならべるには、失礼を承しよう知ちで申し上げると、頼たよりないという意見が大多数です。

　今後、三国が分ぶん裂れつしないための鍵かぎを握にぎっているのは、間ま違ちがいなくウェルラントです。その点、貴殿が王であるならば、ゴードウィン王が君くん臨りんしていたウェルラント同様、信頼のおける国として手を携えていける──というのが、まず表向きの理由」

　カルロの反はん応のうを窺うかがいながら、もう一つ裏うらの理由があると、ラスヴァールは説明する。

「皇国とウェルラントは地続きの同じ陸に住み、言語を同じくする国家同士。対して我が国は、海を渡った遠い異国で、言語も違う。ウェルラントと皇国が対立していたからこそ、ウェルラントと我が国は仲良くやって来られたが、皇国との和平が実現すれば、ウェルラントと皇国との結びつきの方が深くなるのが自然のような気がします。

　今はまだ、ウェルラントとドルラードの間で、個々人における私し怨えんも渦うず巻まいていましょうが、時が解決するようになる頃になれば、当然我が国は、のけ者にならざるを得ません。

　そういう悲観があるゆえに、ゴードウィン王同様、この帝国を生まれ故こ郷きようとする貴殿に、ウェルラントの王として、二国の間に入っていて欲しいのです。

　矛む盾じゆんしたことを申しているのも分かっています。時が解決して私怨が消える頃の話をしても、それは貴殿も私も、第一線を退しりぞくか、命が尽つきているか、それほど遠い未来でありましょう。貴殿が王でなくてならない時は、貴殿は王ではないことになる。けれど、カルネロス殿が王として、帝国への親しみの心を国に植えつけて下されば、同盟も末永く続くはず。そしていつか貴殿がウェルラントに子こ供どもを授さずかった時、その子がまた帝国を愛してくれるならば……そうはお思いになりませんか」

　どうやらかなり正気な話のようだった──いちいちもっともで、カルロも、その役目を果たせるものなら果たしたいと思った。そしてそう思うほど、もうそんなことからは関係のないところで、クレアと静かに暮くらしたいという願いも強くなる。だがしかし、彼女は女王。それは変えようがない。平和の礎いしずえとなれるのならば、答えは一つだ。

「分かりました。と申しましても、そのお気持ちを理解したということで、お約束できるものではないことは、ご承知願いたい。私とて、ウェルラントでは、余よ所そ者ものです。どうにか受け入れてもらえてはいますが、それはそのように取り計らって下さる方がいるからです。その配はい慮りよに甘あまえているだけのことで、ゴードウィン王のように、真に受け入れられているわけではありません。そんな私が、王になるなど、反対されましょう。努力はしてみます。ですから、これを条件とはせず、三国会談、調印には応じていただきたい」

「それはご心配なく。オルス陛へい下かも、先代の裏切りを心から嘆なげき申し訳わけなくお思いです。自らが直接ウェルラントを訪問するという気でいらっしゃる。みなもそのつもりです」

　それからラスヴァールは、もう一つの条件、提案をする。

「カルネロス侯こう爵しやく家け当主である貴殿が、ウェルラント王となるとして……仮かりにそうでなくとも、アングス王国のネロス伯爵として国に、クレーシア女王にお仕えするおつもりですね……」

「はい」

「そうなれば、カルネロス家はどうなりましょうや。帝国貴族としての義ぎ務むを放ほう棄きしたと見み做なし、取り潰つぶし──というのが、本来の対応になりましょうが、今回は、話し合いの結果、言葉は悪く、申し上げるのに失礼極きわまりないのですが、人質として、カルネロス家には、これまで通り、侯爵として国への義務を果たして欲しいということになりました。貴殿が帝国を裏切らぬようにという保ほ険けんです。カルネロス侯爵の地位をどなたかに譲ゆずって欲しいのです。私の勝手な印象ですが、ミュラン殿どのが適てき任にん……ということになるのでしょうか」

　カルロは頷うなずいた。ミュランは、何事も卒そつなくこなし、臨りん機き応変に振ふる舞まい、判断できる柔じゆう軟なんさもあり、人当たりもいい。一族の中では、何かに秀ひいでて特別優ゆう秀しゆうという存在ではないが、すべてを平へい均きん以上にこなすという意味で、何を頼むにしても、誰よりも頼りになる男だ。そして情にも厚あつく、謙けん虚きよでもあり、いざという時の行動力もかなりのもの。

「では、発たつ前には、侯爵位委い譲じようの手続きをなさって下さい。ところで……私の勘かんなのですが、ファレット殿は、クレーシア陛へい下かではありませんか？」

「どうしてお分かりに？」

「女王の風ふう格かくをお持ちでいらした。そのような素そ振ぶりを見せずとも分かります。それに……軍港へ向かわれる時、二人でお発ちになりましたので……」

「オルス陛下もご存知で？」

「いいえ。内ない緒しよにしておきます。その方が、ウェルラントに到とう着ちやくした時、おもしろい」

　くすくすと笑う。カルロも、同意して笑った。
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　大理石の彫ちよう刻こくで豪ごう華かに飾かざられ、黄金の滝たきが流れる浴場。そこには噴ふん水すいまでもある。噴水ではなく、噴湯というべきか。大きな円形の、同じく大理石の浴よく槽そうからは、少しずつ湯が溢あふれている。そして、色とりどりの花が湯に浮うかんでいて、香かおりを放っているのが通つう常じようなのだが──今は、貴き重ちような品種の青い国花が、湯一面を覆おおっていた。今日が特別な日──オルスの皇こう帝てい即そく位い戴たい冠かん式しきがあるからだ。世界最大の国家イリアーラの新皇帝が誕たん生じようする日。

　式典への参列が予定されているカルロは、正せい装そうに着き替がえる前に、専せん用ようの浴場へ行った。

　浴場は、皇帝一族が個こ々こ人じんで持っている他にも、もっと大きな施し設せつが何なんか所しよもある。皇帝専用の別浴場であったり。国こく賓ひん専用の所であったり、宮きゆう廷てい内の貴族たちがみなで利用している所であったり。今日は、それらすべてに青い花が、底が見えないほどびっしり浮かんでいるのかと思うと、カルロは、豪勢な気分というよりは、もったいない気分になった。花もかわいそうだ。湯の中よりも、太陽の下で風を浴びている方が気持ちいいだろう。

　カルロが一人入っているところに、イルマがやってくる。服を着たまま、椅い子すを持ち込み座すわっている。

「何しているんだ？」

「そりゃあ……おまえが湯に浮くかもしれないから……」

　怪け我がの具合も気になるが、イルマとしては、寝ねれば嫌いやな汗あせをかいて苦しそうにし、食事に立つだけでも貧ひん血けつを起こしている男を、一人で風ふ呂ろに入らせるわけにはいかないのだ。

　カルロは少し言いにくそうにしながら、おまえも入ればいいだろう、と誘さそう。普段なら絶対にあり得ないが、今日は特別だ。即位式だから──というより、話があるからである。

　イルマは、言葉に詰つまり、かなり反応に遅おくれながら、おお、と返事をして、脱だつ衣い所じよに戻り、改めて現れる。二人で距きよ離りをおいて湯に浸つかり、互たがいにしゃべらない。

　口火を切ったのは、カルロだった。

「私の……カルネロス家の養子にならないか」

　は、はぁ？　という、イルマの素すっ頓とん狂きような大声が、浴場に反はん響きようする。

「それって、俺に結けつ婚こん申し込んでいるようなもんじゃねぇの」

　冗じよう談だんで言った大声と笑い声が、また浴場内を、こだました。

「ま、そういうことだな。カルネロス家と結婚してくれってことさ。私はウェルラントに帰ったら、生しよう涯がいそこで暮くらす。帝国の実家に帰ることもないだろう」

　ゴードウィンは、帝国に二度と足を踏ふみ入れなかった。カルロもそうするつもりでいた。

「おまえは、ここに残れ。カルネロス侯こう爵しやくとなれば、いつでも宮廷に出入り出来る。適てき当とうに家を守っておいてくれれば、有り難がたい」

　カルネロス家が、人ひと質じちとしてであれ、存続を許ゆるされるであろうことは、カルロの中では予よ測そく済ずみだ。イルマとレティが特別な感情で信しん頼らい関係を築きずいているのを見てから、既すでに決意していた。レティへの償つぐないという意味でも、彼女の喜ぶようにしてあげたい。

「おまえ、もしかして、レティのことで言っているのか？」

「……ま、なんだ、おまえにはもったいない女性ではあるが」

「それ言うなよ。分かってんだから」

「いいと思っているんだろ、本気で」

　イルマの幾いく人にんもの恋こい人びとたちについて、彼の小隊仲間は言う。

『隊長の場合は、本気で愛しているってのと違ちがうんすよ』

　ふざけて付き合っているというわけでもない。幾人もの恋人たちを大切にしているのだが、それは恋れん愛あい感情によるものではなくて、奉ほう仕し感情によるものであるらしかった。

　言葉が分からないで客を取れない娼しよう婦ふ、金に困こまっている人ひと妻づま、人妻でなくても未婚女性でも。そんな彼女たちに会っては、おいしいものを食べさせたり。贅ぜい沢たく品ひんを贈おくるというよりは、彼女や彼女の家族のための食しよく糧りようを買い込んでみたり。そうかと思えば、自じ宅たくと病院との往おう来らいの足になってみたり。優やさしくする相手は女性に限かぎるわけで──要は究極の女性至上主義者フエミニストなのである。

「俺の帰りを待っている女がたくさんいるって言ってんだろ」

「どうせすぐに振ふられるって」

　幾人もの女性に奉仕しているため、他の女性と付き合っていると怒おこる彼女、利用する必要がなくなって別れを持ち出す彼女など、何かと振られることが多く、自分からは決して振らないのが、イルマである。

「傷きずついているんだぜ」

「そうは見えないが……でも、ここを離はなれたら、傷つくように見える。これは取引だ。私も、カルネロス家の存続と安あん泰たいのために、養子をとって侯爵の地位を譲ゆずりたい。それに母を委ゆだねるには、それなりに信用できる男ではないといけないわけだ。イルマの名を捨すて、アズフェルド・カルネロスになる気はないか」

「おまえのうち、当然金持ちなんだろうな」

「当然だな。イリアーラの中央貴き族ぞくだぞ」

「一生楽に暮らせそうだな」

「別荘もたくさんある。女を囲う気なら、いくらでも出来るぞ」

　どうせそんなことはしないだろうけれど、そう言って笑った。

「ますます、いい話だな」

「そういうことで手続きをとろう。母のことは頼たのんだ。ウェルラントへ行こうと誘っても、おそらく来ないだろうからな」

　どう答えていいか分からず、しばらく遠くを見ていたイルマは、やっと答えた。

「ああ、分かった」

　ふと気づくと、脇わきで、カルロが……浮いていた。イルマは、思わず叫さけんでいた──。

「お、おいっ。バカっ。俺を侯爵様にする前にいっちまうなよ、こらぁ」
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　オルス皇こう帝ていの即そく位い式しきを終えてすぐ、カルロは自宅へと帰った。イルマも一いつ緒しよだ。数日後には、カルロは皇帝たちと共にウェルラントへと発たつ。

「母上、ウェルラントへ一緒に行きませんか。崇すう高こうな森があるんです。王宮の隣となりにあって、一本一本の木が、何千年という時を経へてきた見事なもので、奥おくへ行くほど木も太く大きくなり、まるで悠ゆう久きゆうの時の中を散歩しているような気がしてきます」

　観光ではないことは分かっているはず──頷うなずいてはくれないだろうと思った通りの返事。

「ウェルラントもいいですけれど、帝国も広いですからね。新しい息子むすこには、親孝行な放ほう蕩とう息子になってもらって、国内をあちこち連れて行ってもらいますよ。若わかいうちに存分にね」

　ホホホと上品に笑い出す。年ねん齢れい通りの外見ではないことは確たしかで、彼女のことを知らない人が見たら、年より二十は若く見えているはずだった。

「親不幸な生き真ま面じ目め息子で申し訳わけありませんでした」

「でも、世界一おもしろい息子に恵めぐまれました。突とつ然ぜん旅に出ると言っていなくなったかと思ったら、ウェルラント女王といい仲で暮らしていて、そうかと思ったら皇国大使として帝国に戻ってくるなんて。そして三国間の和平を実じつ現げん──本当にすごい子です。世界一自じ慢まんの息子。でも私はね、カルロ……ただ元気で帰ってきて欲しいと、お願いしただけなのです……」

　それから微笑ほほえみ、ここはあなたの家なのだから、遠えん慮りよなく休んでいいのよ、と言った。

「最後まで親不幸でしたね……起きて息子としての最後の孝行をすることも叶かなわずに出発しなければならないらしい……」

「最後も何も、私たちは、これからもずっと母子おやこのままですよ」

　カルロはほっと力が抜ぬけて、ほとんどの時間を眠ねむって過ごした。目覚めると、傍そばには母かイルマがいた。夢ゆめ心ごこ地ちでやっと目を開けているせいか、二人が、実の母と息子に見えてくる。それがますます安らぎを呼んだ。やはりここは、気き兼がねなく休める自分の家だった。

　そして出発の前の日、目覚めた時にイルマがいて──思い出してカルロは、体を起こした。枕まくら元もとの剣けんを、イルマに差し出す。

「カルネロス家の守しゆ護ご宝ほうとして代々引き継つがれている剣だ。しかもこの剣には、二千年の歴史がある」

「これが二千年前にもあった剣なわけねぇだろ……見事な剣であることは確かだが」

「でも、二千年前にもあったんだ。ネロスという男が使っていたからな」

　イルマは噴ふき出した。

「おまえのことかよ。作り話か」

「まあいくらでも笑ってくれ。さあ受け取れ」

　イルマは受け取った──ずっしりと重い。それは、心が感じる重さなのか──自然と笑いも引っ込んだ。

　翌よく日じつ、カルロは家を出た。顔色もよくなり、いつもより多めの食事もした。母とイルマ、家族に別れを告げ、見送られて宮きゆう殿でんへと向かう。

　そして皇帝やラスヴァールたち五聖せい士し、レティ……見知った者たちと共に、ウェルラントに出発。日につ程ていが押おし迫せまっていた。ロルフがウェルラントで待っている。クレアを無事に送るという使命もあったため、予定よりも早めの、皇王のウェルラント訪ほう問もんである。

　イリアーラの風を受けてカルロは、ウェルラントの湿しめり気のある暖かい風を恋こいしく思った──。







　終章　約束は永えい遠えんに







　皇こう帝ていオルス以下、『カルネロス家のファレット』を知る者たちは、出で迎むかえる女王クレーシアを見て驚おどろいた。ラスヴァールの期待通りの反はん応のうである。ラスヴァールとレティが、一いつ緒しよになって笑う。レティも、父の許きよ可かの下もと、こうしてやって来た──クレアに会うために。

　そんな再さい会かいの時を経へて、三国間での本ほん格かく的な会談が始まった。

　その間にカルロは、気が進まなかったのだが、イリアーラからの申し出ということで、ウェルラント宮での六王国会議を開き、例の件けんを持ちかけた──ウェルラント王になることは出来ないか、と。アングスでは前もって、カルロのウェルラント王就しゆう任にんに関し、賛さん成せいの意を取りまとめてある。いざとなれば、他の五王を相手に、適てき当とうに論ろん破ぱして押し通すことも考えていたカルロだったが、そんなことをせずとも、反対する王はいなかった。すぐに各国で協議するということになり、再び集まった時も、誰だれも反対しない。

　混こん乱らんもなく、カルロが王となることで決着がついたのは、イリアーラ帝国から来たゴードウィン王の実じつ績せきがものを言ったことと、カルロの働きが認みとめられてのことである。実じつ際さいこの三国会談、和平で、一番得をしたのは、帝国を裏うら切ぎることなく皇国と和平を結べて、これまで通り帝国にもかわいがってもらえるというウェルラント王国に他ならない。

　どこと手を結ばずとも、生き抜いていける強国イリアーラとドルラードに対して、ウェルラントは、一国──六か国の共同体──だけでは存続の危き機きにあった。今回の三国同どう盟めいが、唯ゆい一いつ今後の安全を保ほ障しようされる道だった。

　加えて、終戦協定、同盟、講こう和わ条じよう約やく調印と、その歴史的な大事件と偉い業ぎようが、ウェルラントの地でなされることになり、こんなに栄えい誉よなことはない。さらには、帝国と皇国の間で、両国を結ぶ礎いしずえとしての役やく割わりも与あたえられているのだから、国としての名誉や誇ほこりも守られる。

　それらの功こう績せきが、カルロにあることは自明のこと。

「あっさりしていて怖こわい」

　警けい戒かい気味に呟つぶやくのはカルロ。だが他の者は、クレアも含ふくめて当然だという顔をしている。

　こうして、ウェルラント宮でカルロは、クレアからウェルラント王である証あかしの笏しやく杖じようの引渡しを受け、その後、六人の王やそれに準ずる者たちと共に、ウェルラントの森での儀ぎ式しきを済すませた。そこには、カルロの希望で、イリアーラ皇帝や五聖せい士し、レティ、皇王と側近も呼ばれ参加した。当初は難色を示していたウェルラントの他の五王も、記念すべき歴史的変へん革かくの節目であるということと、平和の王──ウェルラント王カルロの希望ならばということ、皇帝と皇王という特別な来らい賓ひんが揃そろっているということなどから、しまいには賛成し、こうしてウェルラントの森は、また一歩、開かれたものとなった。

　三国の国家君主が三人揃うということは、これからもそうはないであろうが、今後さかんに交流はなされる。特に、防ぼう衛えいのこと、貨か幣へい問題を含めた経けい済ざいのことなど、様々なことで、大臣や専せん門もん家が行き来することになるのだから。

　連日の会談や晩ばん餐さん会かい、その中では、アリーシアの帰国報ほう告こくと歓かん迎げい会かいも同時に行なわれた。毎日が重要な何かの連続。帝国や皇国の賓客たちは、六王宮でそれぞれ歓迎している。皇帝、皇王たち主要な国賓は、アングス王宮に滞たい在ざいしていた。

　様々な話し合いは、ウェルラント宮でなされた。そして、三国での調印式もまた、この宮で執とり行なわれた。カルロはウェルラント王として出席し、調印を果たす。

　やるべきことを終えて、先にウェルラントを発たったのは、ドルラードの人々の方だった。

　そして、ロルフたちを見送り、落ち着いた頃ころのこと。イルマがひょっこりと顔を出した。

「レティを追ってきたのね」

　クレアにからかわれて、イルマは口笛を吹ふいて誤ご魔ま化かし、逃にげるように消えた──そこでクレアと遊んで過すごしていたレティを連れて……。

　厳おごそかでもあり、賑にぎやかでもあったアングス王宮──皇国の人々が去って六日後、レティたち帝国の客人も帰ってしまうと、急に静かになった。

　和平に関するすべての務つとめを終えたと思うと、カルロにも一気に疲つかれが襲おそってきた。気き丈じように振ふる舞まっているつもりでも、元気がないと気き遣づかわれ──それもまた苦く痛つうで、一人で森へと逃にげ込む。

　みな、大きな仕事を終えてほっとしつつも、事後の片かた付づけや、その間に溜ためることになってしまった仕事などに追われていた。

　その点、カルロにはやることもなかった。クレアやファゼスの厚意で、仕事は取り上げられた状じよう況きよう。部屋にこもっていても余よ計けいに気分が重くなる。森にしか行くところはない。

　ゴードウィンがアリーシアに告白したというその場所で、カルロは仰あお向むけになって、何度も深しん呼こ吸きゆうをする。

　──どうして私が王なんだ……。それが帝国にとっての希望なら仕方ない。ロルフもまた、それを心から歓迎していた。抵てい抗こうもなく王になったということは、他の王国も、素す直なおに受け入れ祝福しているということでもある。しかし──。

「私ほど王の器うつわにほど遠い奴やつがいるだろうか……」

　自信がないというのとも、何か違った。やっていこうとするなら、何とかなるのではないかとも思えた。しかし、クレアが生来の王で、彼女を見て女王の風ふう格かくだと見る人がいても、自分はそれとは明らかに異いな存在であり、王にふさわしくない人間だという気がしてならないのだ。

　──これからどうしたらいいのだろう……。

　目の前に深い霧きりでも立ちこめているようだ。女王を支ささえる立場であればこそ、すべきことが見えてそれを成していける──が、自分が王になってしまっては、何も見えなくなる。

　──誰かが道を示してくれなければ……。あまりの情なさけなさに溜ため息さえ出なくなる。

　生まれて初めて感じる類たぐいの重じゆう圧あつ──そしてこれに耐たえて王たる王になる自信などない。ゴードウィンのようにはなれない。望まれるような王にはなれない。ゴードウィンにファゼスがいたように、自分には誰がいてくれるのだろう。

　支えてくれる人ならばたくさんいた。クレアもそうだ。アリーシアもファゼスも、国を越こえれば、ロルフだってオルスだってラスヴァールだって──。けれど、そういうことではなく──。クレアには、優ゆう秀しゆうな側近なのだと自負して働いていた自分がいた。私にも、泣き言でも何でも言える人間が傍そばにいてくれるのか──。

　真っ先にファゼスの顔が浮うかぶが、すぐ打ち消した。出会った当初からゴードウィン王と同等な扱あつかいで敬けい意いを示してくれている彼に、王の能のう力りよくがないのだと言えるはずもない。

　ならばクレアがいてくれる──彼女の前で弱みを晒さらすことは出来る。ファゼスには出来なくても、彼女にならば……。けれど彼女は女王だ。女王という孤こ高こうの立場にある人間にそれを求めてはいけない。ウェルラント王とアングス王で馴なれ合っていても笑われる。

　そうなのだ──王と女王で結けつ婚こんなんて出来るのか？　今は、これが最大の問題──。

　自分が王などになれるわけがないと、激げき怒どされると思っていたにも拘かかわらず、そうでもなかったことを考えると、ウェルラント王とアングス女王が結婚するという事じ態たいも、深しん刻こくに受け取られることなく、あっさり承しよう諾だくを得られるのかもしれない……しかし──。

　──私なら絶ぜつ対たいに反対する……。

　ウェルラント王とアングス女王が兼けん任にんされていた少し前の状況と、ウェルラント王とアングス女王が夫ふう婦ふである状況と、さして変わらないかもしれない。しかしこれからは、ウェルラント王を選出する度たびに、帝てい国こくや皇国に伺うかがいを立てなければならなくなる。帝国は、自国の息のかかった人間が王となることを望むだろう。仮かりに自分が退しりぞくことになった後でも、生まれ授さずかった子こ供どもがいれば、その子を王にするよう要よう請せいするはずだ。そんな帝国の圧力がかかれば、必然的に、ウェルラント王の継けい承しようは、世せ襲しゆう制せいに基もとづくものになりかねない。

　アングス王家からウェルラント王を出すということが慣習となれば、いずれは、別個の王様が二人いるのではなく、アングスが六王国の盟主として一歩前に出た存在になるかもしれないのだ。均きん衡こうが崩くずれてしまう。それでも──。

「約束は約束だ……」

　国に帰ったら告白プロポーズする、と。和平交こう渉しようの最中には、それを期待してもいないだろうが、落ち着いた今、きちんと言わなければならない。

　死を覚かく悟ごしたあの船の上では、思いのたけをぶつけて結婚を口にしてしまったが──改めてどう言ったらよいのか……。

　深呼吸をして、目を瞑つむった。何となく息苦しかった呼吸も、森の中では楽で──心ここ地ちいい。眠ねむ気けに誘さそわれた。大自然と一体となって宙ちゆうに浮ふ遊ゆうしているような気分に包まれる。そのうち、眠りについていることを意い識しきする──このまましばらくは、目覚めたくないと思った。

「おーい」

　ここにいるはずもない人の声。夢ゆめだ。視界にあるその顔も、夢の中のもの。夢の中で──訊きいていた──何でここにいるのか、と。

　その格かつ好こうは、アングス護ご衛えい官かんの制せい服ふくで。相変わらずだらしない着方。あちこちが乱みだれ、正せい規きのものではないものも身に付けている。夕日の赤が、彼の顔を照らしている。

「何を寝ねぼけているんだ」

「夢なんだから寝ぼけていていいだろう」

「叩たたき起こそうか、このボケ王が」

　大声で怒ど鳴なられて、ついに体を起こす。ボケ王とはいい──そう思った時には、脳のうは覚かく醒せいを果たしていた。夢ではない。

「何しけた面つらしてんだ？　まったくおまえの母ちゃんは若わかさ漲みなぎるいい女なのに、なんでおまえはこう年とし寄より染じみてるかね」

「なんでそんな格好しているんだ。しかも、その、おまえの母ちゃんって言い方は何なんだ。まさか自分の母親のことをいい女だなんて言って口説いてないだろうな」

「だから何を言ってんの。俺の名前は、アズフェルド・イルマだ」

「どういうことだ」

「俺が帝国の中央貴族になるなんてあり得ないっての。いや、ちょっとは惹ひかれたけどな。一生遊んでいられそうだし。でもそれって俺には退たい屈くつなんだよ」

「レティがいて退屈ということはあるまい」

「だからさ……振ふられた……」

「噓うそだな」

「噓ではない。おまえに仕えて、おまえのことをしっかり応おう援えんしないと承しよう知ちしないって言われた。他国の人間がウェルラント王を務つとめるのは何かと大変だろうから、ってな」

　それからイルマは、遠くを見るような瞳ひとみで、静かに言った──。

「おまえはゴードウィンに負けない名王になる──。そんな王に立りつ派ぱに仕えられる男になるまで待つって……あんな顔で言われるとは思わなかったが。こっちが泣けてくるっての……」

　少しばかり顔を歪ゆがめた。そして、いつもの笑顔で、カルロに伝える。

「俺はここにいる方が退屈しないんだから、それでいいだろ。それは本当だ」

　レティとイルマへの感かん謝しやに咽むせびそうになりながら、カルロは思った──今はまだ少しだけ、このままでいさせて欲ほしい……。そしてイルマが、近い将しよう来らい、彼女と共に幸せになることを願う──イルマなら、とびきりの告白をし、彼女を感かん涙るいさせることだろう。

「それは私への告白プロポーズか」

「な、な、なわけねぇだろ。おまえのことなんて嫌きらいだ」

　ほっとして溢あふれる涙なみだをどうすることも出来ず、カルロは再ふたたび仰あお向むけになって右腕を押おし当て隠かくした。ここにイルマがいる──それだけでこんなにも救われる心がある。王としてやっていけると強く思える──彼に弱みを見せようとか泣きつこうなんて気はないけれど。

「おい、何で泣く？　嫌いじゃねぇって。好きだよ、好き」

　別にそんなのはどっちでもいいのに、と思って笑い出す。慌あわてているイルマがおかしい。

「イルマ、いざ真しん剣けんに告白するとなると言えない性た質ちだろ」

　レティを感涙させる告白をするだろうと思ったことを、カルロは取り消した。

「何わけわかんねぇこと言ってんの。おまえに告白しろってか？」

「そんなわけなかろう、気色悪い」

　カルロは涙を引っ込め、起き上がる。

「家の方はどうなっている？」

「ミュランが養子になった。ネロスの剣とやらもミュランに渡した。それでいいのだろう？」

　カルロは軽く頷いてみせる。イルマでないなら、ミュランしかいない。

「ったくおまえは、思いつきで養子に俺の名なんて挙げるなよ、バカが」

「それにしちゃあ、帰りが遅おそかったな。ミュランはおまえの養子か？　手続きが二重に？」

　家に帰った時、ずっと寝ていた。手続きは人任せになっていたからよく分からないのだ。

「最初から俺の名は入ってない。ただ、おまえの母上様が、あまりにいい女だから、ちょっと楽しませてもらっていただけだ」

「そういう言い方すると、誤ご解かいしたまま斬きり殺すぞ」

「おまえのこと訊きくからさ……ウェルラントでどうなんだとか、色々。おまえの話をずっとしてた。まあ、愛されてるってことだ。バカ息子むすこほどかわいいってな。で、帰りの旅費にってたんまり小こ遣づかいもらった。今、金持ちなんだ。飲みに行こうぜ。みんな待ってる」

「みんな？」

「小隊仲間だよ。俺が面めん倒どうみないでどうするよ」

「そうだな」

　森を出て、しばらく歩いたところで、大きな人の輪があった。その中に、クレアもいる。カルロとイルマに気づいて、みなが手を振る。

「よーしみんな、飲むぞー」

「おー」

　そんなノリで歩いて行く集しゆう団だんの間に、カルロとクレアは囲まれて歩く。

「どうして君がいるんだろう……」

「たまにはぱーっと……ていうか、カルロが腐くさっているから悪いのよ。疲つかれているから仕方ないというのはあるにしても、そういうんじゃなくて、なんか腐っていたのよ、分かる？」

「ああ、何となく」

「これはもう男の友情とやらでどうにかしてもらうしかないじゃない」

「君がイルマに残れと？」

「そんなことしてない。制服着ているイルマさんに会ったから、レティと帝てい国こくへ帰ったんじゃないのって訊いたら、俺はアングスの護ご衛えい官かんだぞ、って言うの。手続きがあって、職しよく場ば復ふつ帰きまで時間がかかったんだって。それから森に案内して、私は先に外で待っていたの」

「心配かけて悪かった」

「いいんだよ、心配したいからしているんだもん」

　にっこりとするクレア。周囲で沸わき起こる冷やかしの口笛に、クレアが舌したを出して睨にらむ。

「ところで、君も飲みに行くわけか……」

「いいじゃない。だってもう大人だよ」

　言われてみれば──彼女はいつの間にか十八になっていた。皇国からウェルラントへ向かう頃ころ、誕たん生じよう日びを迎むかえたのだ。クリムと別れたのも彼女が十八の時だった、などと考えると、また不ふ吉きつな気分になって、カルロは頭かぶりを振ふった。共に和平会談を乗り切ったのだ。運命は変えられたのだ。クレアがあの時、海に飛び込んでついて来てくれたから……だから、ここにこうして生きている。彼女の判はん断だんが、未来を切り開いた。二人で力を合わせたからこそ、今の未来を摑つかむことが出来た──こんなに穏やかで幸せな今を──。

　夕日の優しい光を浴びて、カルロは微笑ほほえむ。並ならんでいた位置を変え、クレアの左側を歩いて手を握にぎった──しっかりと。この手を離はなさない。ついにここまで来たという思いが、体の中からわき上がる。手を引いて、輪から離れる。さっさと言ってしまおうと思った。イルマでさえも、うまく告白できないであろうことを思えば、気負うことはない。

「大人になった君に……」

　脇わき道みちに逸それて、人気のないそこで、カルロは言った。

「大人になった君に改めて言う。結けつ婚こんしよう。これからは家族になろう。まだよく分からないし実感もないけれど、子こ供どももたくさん作って、みんなで平和に暮くらそう」

　クレアは笑顔で頷うなずく。右手でカルロの頰ほおに触ふれる。

「世界一仲よしの夫ふう婦ふになろうね。で、子供は世界一元気なの。絶対にもっともっと楽しくなるから！」

　そして、つま先立って顔を寄せる──口付け。

　──ここにいてくれるから……これからもずっと傍そばに……。

　二人は手を繫つないで元の道に戻った、少し先でたむろしている彼らのところに走る。それからまた、イルマが案内人となって、彼の勧すすめる店に、ぞろぞろと歩いていく。

「いい女がわんさかいるんだぜ」

「ってところにクレアを連れて行くか。教育上よろしくない」

　文もん句くを言うカルロ。

「カルロったら、私はもう大人なんだよ。それとも私以外の女の人に目め移うつりしちゃう？」

「しないしない」

「怪あやしいな。そういう奴やつほど、って言うんだぜ」

　イルマがからかい、みなが笑う──。




　　　　◇◇◇




　ウェルラントの鐘かねの音──平和の鐘の音の玲れい瓏ろうな響きが、人々の心を洗あらう。

　三国同どう盟めいの成立。講こう和わ条じよう約やく締てい結けつ後ご、およそ八十日。カルロが和平のために与あたえられた、皇国大使としての八十日と、同じくらいに意味ある八十日が過すぎた。

　三国間での様々な交こう渉しようごとを始め、皇国との和平によって、国内の防ぼう衛えい体たい制せいだけでなく、様々なことに大きな変化を伴ともなった。経けい済ざい政せい策さくの変へん革かくもしかり。これらの激げき変へんは、国や民たみにとって、嬉うれしい「混こん乱らん」──その「混乱」も収おさまり始めたところで、前々から準じゆん備びをしていたウェルラント王カルロと、アングス女王クレーシアの婚こん儀ぎが執とり行なわれることとなる。

　ウェルラント宮から森への道に並ぶ、六王国の王おう侯こう貴き族ぞく。彼らの鳴らす鐘の音の中、祝福されながら、カルロとクレアは道を進んだ。カルロの右手に、クレアが左手をのせる。そこにはカミアスの接せつ吻ぷん。大だい精せい霊れいも祝福してくれている。笑顔が溢あふれるその道を、最も幸せな顔をした二人が歩いていく。

　カルロの腰こしには記念鈴。平和を勝ち得るための励はげみとなってくれた鈴──時には音で危き険けんを知らせてくれた。それは、この鈴の音だったのか──互たがいを思う気持ちが、相手に届とどいたのだろう。

　ウェルラントの森へと入った。一部の人間だけが、共に入る。列を成して、『真実の扉とびら』へと──。扉の前に立って、カルロは金と銀の鈴を右手のひらにのせた。その記念鈴を、クレアが上から両手で包み込む。

　永えい遠えんの愛を誓ちかうため、二人は扉に進んだ。

　カルロの目の前には、アングス宮での明るい食しよく卓たくが広がった。家族のような──そんな関係で作り上げていた食卓が、明日からは、本物の家族で囲む食卓となる。クレアと、アリーシアと──そして、ファゼス夫ふ妻さいと共にある平和で幸福な食卓。おそらくは今朝のそれと明日のそれと、何ら変わることのない風景なのかもしれない。けれど時が経たち、子供が生まれて、家族が増ふえ、様変わりをする度たびに、そこには物語が生まれていく。思い抱いだく感情もまた変化していくのだろう。それは愛いとしい瞬しゆん間かんの連続──。
















　扉の中央に立って、二人は向き合い、見つめ合った。今も互いの心に真実がある。常つねに繫つながっている扉──これからの未来も。

「この刻ときを待っていたよ……ずっと一緒にいるって約束……今度こそ果たせるね」

「永遠に君と──」

　共にいるのが当たり前の未来に向かって、また一歩、二人は思い出を刻きざみ、歩み出す。







　あとがき







　こうしてまた、皆みな様さまに三巻目をお届けすることが叶かないまして大変嬉うれしく存ぞんじます。皆様が本を手に取って下さるからこそです。心から感かん謝しや申もうし上あげます。

　そしてこの三巻で、三部作構成全体の「完」ということになります。

　一巻「約やく束そくの柱はしら、落らく日じつの女じよ王おう」と二巻「真しん実じつの扉とびら、黎れい明めいの女王」で上下巻構成、二巻と三巻「平へい和わの鐘かね、永えい遠えんの女王」で上下巻構こう成せいとなっています。（一巻と三巻での上下巻という組み合わせまでは意識していないです……）

　一巻＆二巻では、カルロが、一人の少女と出会い、人を愛することを知って人生観・価値観が変わったのはいいけれど──という話から二巻へ続き、傷しよう心しんの彼が、再び少女と出会い、生きる意味・力を取り戻して──という話で、どちらかというと、カルロを主しゆ体たいとした場合の上下巻になります。

　二巻＆三巻では、一巻を受ける形での現げん代だい編へん──という内容になるわけですが、クレアを主体とした場合の上下巻ということになります。皆様は、どのような恋れん愛あい観かんをお持ちでしょうか。恋とは何か、愛とは何か、そこにどんな違いがあるのか、あるいは恋愛とひと括くくりで捉とらえるのか。私の恋愛観についての詳しよう細さいなところは割かつ愛あいさせていただきますが、恋愛とは、恋から愛へと発はつ展てんしていくものと考えています。その考え方に基もとづいて構成したのが、二巻＆三巻です。クレアがカルロと出会って恋をするようになり、紆う余よ曲きよく折せつの末すえに──という恋の段だん階かいの話である二巻から、この三巻へと続きます。

　本作では、クレアの思いが、愛の段階へと進化します。それによって運うん命めいを切きり開ひらく力を得えていくお話です。「運命を切り開く」というキーワードを意識して、章タイトルの付け方も、一巻と二巻とは違うふうにしてみました。

　とは申しましても、全巻通しての主人公はカルロです。カルロにとっての三巻は、色々な意味で、過去の自分を克こく服ふくするという、これまでのまとめのお話ということになります。

　以上のような作品内容の説明などは、本ほん来らい、不ふ要ようなものであるとは存ぞんじますが、上下巻をセットにする感じで楽しんでいただけたならいいなぁという作者側の勝かつ手てな希き望ぼうがありまして……三部作語りという蛇だ足そくなことをさせていただきました。申し訳ありません。もちろん、どのように解かい釈しやくするのも、どのように感じるのも、皆様の自由です。ただただ、この三部作が、おもしろく仕し上あがっていることを願うばかりです。

　さて、次作はどこを舞ぶ台たいにしたどんなお話なのか──ですが、とりあえず、ここで一いつ旦たん、区く切ぎりもつきましたので、毛け色いろの違う（作さく風ふうが違う、とも言うかもしれません）ファンタジーをお届けしたいなぁと考えております。次作を手に取って下さった時、作風同じだよ、ということになっていたら、笑って下さい。本人は違うつもりです（笑）。

　この「女王」三部作は、自分なりに制せい約やくを設もうけて書いて参りました。三作品を通しての空気、作風などを統一するようにということも、一冊完結の形で構成するということも。そのために色々と制限されてしまう部分もありましたが、そんな中、伝つたえたいことを余あますことなく盛もり込こみ、描えがくことが出来ましたのは、担たん当とうさんの的てき確かくなアドバイスのお陰かげです。次作では、そうしたことを踏まえながら、また別の試こころみに挑ちよう戦せんしたいと思し案あんしております。

　皆様の応おう援えんに支えられて、こうして無事に区切りを迎むかえることが出来ました。ここまでお付き合い下さいまして、誠まことに誠にありがとうございます。是ぜ非ひまた次作でも、お会い出来ますことを、心より祈いのっております。

　そしてまた、これまでもお願い申し上げておりますが、感かん想そうをお寄よせいただけると幸いに存じます。例えばですが、このような感想もありのようです。

「二千年の時を行ったり来たり、すごいね。魔ま術じゆつ？　でもどうやって？」〈第一巻〉

（えっ？　科か学がく的てきな理り論ろんと根こん拠きよを求めているということ？　私には説せつ明めいできません）

「女王になった人が絵え付つけした壺つぼだと、価値あるだろうね。割れちゃってもったいない。鑑かん定てい団だんに出してみたい」〈第二巻〉

（修しゆう復ふくしても、やっぱり価値は下がっちゃうものかもね……うん、もったいない……）

　こんな反はん応のうをくれた人がいました。私の方も、しどろもどろです。白はく状じようするとこれは母の感想です……予想外のものでした。一巻、二巻の感想と、皆様からのお便たよりを有あり難がたく拝はい読どくさせていただいておりまして──てっきり、母からも、そういう傾けい向こうの感想をもらえるものと思っていたわけです。皆様からのお便りは、キャラへの愛情に溢あふれたものが多く、他にはテーマやストーリーに関するものです。それが、何な故ぜこのような不思議な感想になってしまったのか……油ゆ断だんしました……母にからかわれたようです……。

　皆様は、何になりたいとか、何をやりたいとか、夢のことを家族に話すことはありますか？　私は話したことがありませんでした──少なくとも、作家になりたい、ということに関しては一度も。自分の書いたものが本になってもなお、秘ひ密みつにしておりました。そうして二冊目が出てから、諸しよ事じ情じようにより隠かくし通すのが難しくなり──。

　当然の流れとして、本を読ませて、と言われるわけです。渋しぶ々しぶと差し出しました。そうして読み終おえた直ちよく後ごの母の感想が、先のものです。あとは始し終じゆう、ＡＫＩＲＡさんの素す敵てきなイラストのことばかり。私も一緒になって、上手じようずだよねー、という賛さん美びと共に、この服かわいいから欲しい（二巻口絵最終ページのクレアの服とか）、など話しておりました。

　そして二冊を前にして、力ちから一いつ杯ぱい言われた感想は──。

「なんか、戦ってばかりね。そういえば、一かず葉はが見ているアニメも、いっつも戦っているわね。みんな戦せん闘とうに明あけ暮くれてばかりで休んでいる暇ひまなんてなさそうだけど、疲つかれないのかしら……こっちは見ているだけで疲れるのに……」

（ええ、疲れないので大丈夫です……）

「まったく戦闘の好きな子ね」

（別にそういうわけでは……普段、戦闘なんてしていませんけど……）

　ええと、そろそろページも残り少なくなって参りましたので、三巻分の締しめを。改めまして、出版に携たずさわって下さった関係者の皆様にお礼申し上げたいと存じます。そして、応援して下さった読者の皆様にも、心からのお礼と感謝を──。ですが、皆様にお礼と感謝をしようとしたら、おもしろい作品を書いていくことがすべてなのだと考えます。三部作の執しつ筆ぴつや、お便りの中で学んだたくさんのことを生かし、皆様に喜んでいただける作品を書きたいと励はげんでおりますが、ここでも気持ちを伝つたえさせていただきたいです。

　皆様、ありがとうございました！


いわなぎ一葉　
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